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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　１




　しゅっしゅっしゅっしゅっ──ぼーっ！

　ハイテク国際都市ミリオポリスのど真ん中で雄お叫たけびを上げる旧世紀の鉄骨器械＝蒸気機関車〈Ｄ１０１エンデミオン号〉──驀ばく進しん。

　ウィーン北駅／プラーターシュテルン駅を出発──第レオポル二トシユ区タツトを北東へ進しん撃げき。

　機関車が現げん役えきであった頃ころとは比べものにならないほど良好な燃料とレールの恩おん恵けいにより速度はたちまち時速八十キロにまで上じよう昇しよう──ウィーン・トライセンガッセ駅を猛もう然ぜんと通過。

　盛せい大だいな蒸気音／濛もう々もうたる煙けむり／雄お々おしい鋼鉄のピストン──駅で立ち往生していた人々が啞あ然ぜん／棒立ち／面おも白しろがって撮さつ影えい。

　火室で燃え盛さかる燃料──ダイヤモンドの原石の山／無む煙えん石炭／重油──貿易規模と言うべき金銭的価値を持つ石をふんだんに燃え上がらせて火室周囲の水を沸ふつ騰とう──蒸気ドームに蓄ちく積せきされた蒸気を煙管キセルに送り水分を除去／乾かわききった熱気となって蒸気室へ──シリンダーへ。

　蒸気が流れ込んでシリンダーのピストンを動かすエネルギーに変へん貌ぼう──走行装置から動輪へ伝わることで純じゆん粋すいに驀進のためだけのエネルギーとなって列車を運うん搬ぱん──煙えん突とつから燃焼ガスと水分を猛もう烈れつな勢いで噴ふん出しゆつ＝〈機関〉と〈車〉がまさしく一体化した姿──轟ごう然ぜん。

　冬トウ真マ＝管制と通信──日向ヒナタ＝さらなる加速を試みながら巧たくみに操縦──ブラックストーン＋ピエール＝機関の火を維い持じ──ＤＹ＝炭水車の屋根の上で周囲を警けい戒かい──フロスト＝機関車の屋根の上で警戒／機き銃じゆうの探査装置で機関車が進む先にいる敵を捉とらえる──探査情報を共有。

「止まらず進め！」車両の先頭──涼スズ月ツキ・ディートリッヒ・シュルツ──砲ほう弾だんのごとく跳ちよう躍やく。

　汽笛の音を貫つらぬく高らかな叫さけび。「前へキープ・進みムービン続けグ・フオろワード!!　真っストレー直ぐト・フオ前へワード──!!」

　涼月＝着地と同時に疾しつ走そう──背後を走る機関車に負けず劣おとらず猛進──機械仕じ掛かけの脚きやく力りよくで線路脇わきを走る／さらに跳躍──右へカーブする高架線路から地上へ。

　どかん！　と激しく着地──交差点のアスファルトが盛大に砕くだける──敵の情報汚お染せんで麻ま痺ひした大混雑のスクランブル──すし詰づめになって動けなくなった車列──いきなり現れた少女に仰ぎよう天てんするドライバー連中──涼月＝憤ふん然ぜん──人が多すぎるっつーの──すぐさま走り出す。

　接近中の敵の位置を確かく認にん──大通りを堂々と進み来るアームスーツ──黒山羊やぎ×二。

　迎げい撃げきに適した地点を放ほう棄き──流れ弾で盛大に人が死にかねず／無む駄だだとわかっていながら律りち儀ぎにシャウト。「ＭＰＢだ！　逃にげろ！　銃を持ったやつらがこっちへ来るぞ！」

　誰だれも動かず／声が届かず──逃げろと怒ど鳴なったところで追い散らせる人数じゃない。

　ここには自分しかいない──道路を封ふう鎖さし一いつ般ぱん人を遠ざけてくれる部隊はいない／敵を追い込んでくれる仲間もいない──一人であの機関車の行く手を守らねばならない──上等だ。

　集合住宅の中庭へ走った──驚おどろく人々／建物の壁かべを蹴ける／向かいの壁を蹴る──ウィーン風の中庭を囲む住宅地の屋根──跳とび渡わたった。

　一般人が巻き添ぞえを食くらうなどの副次コラテ的ラル・ダ被害メージを避さけるため新たな迎撃地点を素す早ばやく選ぶ──ライ通りとシュトローム通り／交差地点の近く／集合住宅の脇──駐ちゆう車しや場。

　屋根の端はしに着地──いた──化け物機関銃を抱かかえた黒山羊どもが動けなくなった車列の間を疾走中＝我が物顔──路上の人々も武装犯罪者ではなく軍か何かだと思って傍ぼう観かん。

　むかっ腹／にやりと戦意に満ちた笑えみ──怒いかりの火によって精せい錬れんされる常なる熱情＝握にぎりしめた拳こぶしにいつしかやどった輝かがやかしい何か──ここはあたしの国だ、あたしの都市だ、血まみれの馬鹿騒ぎをやらかすクズどもは他の誰が許そうと、あたしが許すものか。

　跳んだ──ずんと着地／駐車場に停とめてあった無人の車のフロントへアッパーカット。

　どかん──フォードアのかなり高級そうだがブランド名など知るべくもないイタリア車っぽい乗用車──フロントがひしゃげる／ボンネットが弾はじけ飛ぶ／車体が宙を舞まう──狙ねらった通りの放物線──進しん攻こうする黒山羊どもの目前──乗用車が上下逆さまになって落下し窓ガラスの破は片へんをポップコーンみたいにぶちまけた。

　停止して機銃を構える黒山羊ども──背を守り合う／周囲を探査／俊しゆん敏びん／訓練された動き。

　駐車場──ひときわ車高が高い四輪駆く動どう車の屋根に駆かけ上る涼月＝右手でファックサイン。

「ＭＰＢ遊撃小隊、涼月・ディートリッヒ・シュルツだ！　あたしの都ま市ちで勝手するタコは脳天かち割られて血の海に沈しずみやがれ！」

　敵機銃×二の自動照準器が瞬しゆん時じに捕ほ捉そく──掃そう射しや。

　豪ごう雨うのような轟とどろきと殺人的な旋せん風ぷうとソドムを灼やいた火のごとき閃せん光こうが狭せまい空間に大発生。

　涼月＝すかさず横っ跳び／四輪駆動車がスクラップに／地に降りてジグザグに疾走／だが避けようのない火線──被ひ弾だん・被弾・被弾──ガードした両りよう腕うでがもげた／車と車の間で転てん倒とう／狭いスペースに綺き麗れいに停められた残り七台の車が穴だらけに──燃料タンクに引火＝次々に爆ばく発はつ──炎ほのおと金属片へんの乱気流に吞のみ込まれながら這はいつくばった。

「撃たれた!?」機関車の運転室＝冬真──右カーブで涼月の離り脱だつ地点から遠ざかる列車／フロストが探査情報を冬真のＰＤＡに転送──涼月が狭い空間に入り込んで滅めつ多た打ちの攻こう撃げきにさらされているさまが高解像度のサーチ映像となって冬真＋日向の目を打つ──心を打つ。

　列車と周囲の一般人を守るために自ら攻撃を引き受けた──黒山羊たちが本当に機関車を狙いに来たのか、たまたま別の目的で移動していたかは不明──どちらにせよ被害を最小限にするため、涼月が自分自身に被害を集中させた。

　まるで生ける盾たてたる接続官コーラスさながら──違ちがうのは彼女自身が攻撃の主体であるということ。

　火の海に倒たおれた特甲トツコー少女の生死を確認すべく黒山羊の一体がたゆまず火線を放ちながら駐車場へ踏ふみ込む──もう一体は付近を警戒。

　涼月──逃げず／反撃せず／すぐそばを飛びぬける弾丸──じっと炎えん熱ねつに耐たえて地に伏ふせながら歯を食いしばってひたすら好機を待っている。

《くそっ》フロスト＝支し援えんしたくてたまらず／引き金を絞しぼり気味に。《死んじまうぞ》

《こらえどころだ〈ポーン〉》ＤＹ＝黒山羊を探査で捉とらえながら冷静に制止。《彼女のタイミングに合わせろ》

　運転室／火室前／各おの々おのの作業をこなす大人たち──冬真が展開したＰＤＡ画面に注目。

「本当に一人で敵を引きつける気か」日向＝運転席──感かん嘆たん。

「ゼンの境地。火もまた涼し、だ」ピエール＝汗あせまみれ──呼吸器でしゅこーっと吸引。

「常じよう軌きを逸いつした忍にん耐たいと貢こう献けん」ブラックストーン＝汗でぐしょぐしょのハンカチを絞る。「勝利をもたらす者の特質だ」

　駐車場の黒山羊がようやく攻撃停止＝用心深く探査──炎の他ほかに動くものなし──仲間を振ふり返ったとき、炎のまっただ中で焼かれながら身を伏せ続けていた涼月が飛び出した。

　エメラルドの輝き＝両腕・胴どう部ぶの特甲を再転送／一秒余──全身にまとわりつく炎と油の染しみと突つき刺ささった金属片が一挙に体から離はなれる──せいせいした気分で左フック。

　がん！　駐車場の黒山羊その一が抱える機銃がくの字に曲がる／腕からすっぽ抜ぬける／くるくる宙を舞う──落下する前に疾走する涼月──黒山羊その二へ。

　途と方ほうもない勢いで迫せまる特甲少女へ慌あわてることなく機銃を向ける黒山羊その二──涼月＝まったくもって慌てることなく狙い通りの右ストレート＝銃口へ。

　大口径の機関銃ＶＳ対パン甲ツアー鉄フアウ拳スト──火の雨が放たれるのと同時に銃口を拳が直撃。

　爆ばく砕さい状態──銃口が潰つぶれる／機銃全体に亀き裂れつ／拳が崩ほう壊かい／ねじれた鋼鉄の破片が飛散──もはや星雲状態というべきエネルギーの激突＝機銃も拳も原形を止とどめず。

　衝しよう撃げきで後ずさる黒山羊その二──衝撃で大きく後方へ吹ふっ飛ばされる涼月＝しっかり天地を把は握あく／探査で黒山羊その一の位置も把握／宙で一回転／元いた駐車場へ──アスファルトを砕きながら着地。

　くの字に曲がった黒山羊その一の機銃がようやく落下──鉄てつ屑くずとなって転がる。

　冬真＋日向＋ピエール＋ブラックストーン＝ＰＤＡ越ごしに涼月の意図を察して驚きよう嘆たん／言葉もない──敵が汽車や線路を攻撃したり、一般市民に被害を及およぼす可能性のあるものを真っ先に全力で叩たたいた。

　身を守るでもなく／目前の脅きよう威いから逃のがれるでもなく／あくまで自分以外を守る選せん択たく。

　冬真＝恐おそれ知らずでありながら、とことん任務に忠実な突撃スター手マンたる少女の姿に思い知らされる──ここから先の全てが彼女によって開かれる／彼女が率そつ先せんして打撃を受け入れ、傷を受け入れ、痛みを引き受けてゆく限り──なのにその勇ゆう敢かんさに悲ひ愴そうや悲劇の影かげなどかけらもなし。

　涼月＝すぐさま右拳を再転送──ファックサイン×シャウト。「人をフライにしやがったお返しだ！　まとめてかかって来い！」

　黒山羊×二＝両腕から馬ば鹿かでかい溶よう断だん機能付きの刃やいばを現す──怒りに任せて飛びかかりはせず／二体とも滑なめらかに移動／不死身のごとき少女の周囲で円を描えがく──最大の警戒。

　涼月＝その場で軽快にフットワーク／悪夢じみた黒い鋼鉄の山羊に挟はさまれながらいささかも怯ひるまず──正面＝黒山羊その一──背後＝黒山羊その二──そこへ突とつ如じよとして弾丸が到とう来らい。

　激しい銃撃×二──あまりにぴったりなせいで一つに聞こえた──黒山羊その一の胸部／黒山羊その二の背部──激しい火花。

　フロスト＋ＤＹ──揺ゆれる車両からの狙そ撃げき──二人とも一発必中／超一流の腕前。

　涼月の感嘆＝すげー陽炎が二人いるみてー──大いに頼たのもしい支援。

　そこで敵が機関車の走行に気づき、涼月と機関車に乗る者達が同じ部隊であると判断し、彼らにとって褒ほう賞しようであり戦う理由であるはずの大量のダイヤモンドが隠かくされていた駅にあった機関車がなぜか驀進中という事実にいかなる意味があるのか──敵が思案したり、どこかにいる他の仲間と話し合う遥はるか前に──渾こん身しんの踏み込みからの右フック。

　突然の狙撃に後退しかけた黒山羊その一のボディにめり込む超振しん動どう型雷らい撃げき器──ＭＰＢ遊撃小隊長〈対パン甲ツアー鉄フアウ拳ストの涼月〉が常つね日ひ頃ごろからこれと定める金言を実行──この都市で闇やみ雲くもに引き金を引く阿あ呆ほうの中でも、特にこの自分に銃口を向けるなどという救いがたいド阿呆は問答無用かつ雷撃最大値で一発アイン食らス・アわすオフツべしエーレン。

　めくるめく拳の洗礼──アームスーツの装甲ごと搭とう乗じよう者の肉体を粉ふん砕さい／黒山羊の巨きよ体たいが、うっかり手を離してしまった風船のように宙へ舞い上がる／弧こを描く／けたたましい音を立てて落下──パーキング・メーターをへし折り、自分が放った火に灼かれながら完全に沈ちん黙もく。

　すぐさま回れ右＝跳躍──この上なく苛か烈れつで軽快な突撃手の猛攻。

　宙で振りかぶった左拳──背後からの狙撃に応じて建物の陰かげに隠れようとする黒山羊その二の脳天へまともにヒット──主要なカメラや探査機器や通信機器を内蔵した頭部が凹へこむ／弾はじける／めり込む／砕け散る──探査用の二つの角が、そういう仕掛けでも施ほどこされていたように、音を立てて頭から弾け飛んだ。

　ふらつく黒山羊その二＝脳天が両りよう肩かたと同じ高さに──がら空きの胴どう。

　着地しながら狙い澄すました右ストレート──派手な爆砕音とともに装甲・搭乗者・アームスーツの骨格がまとめてへし折れて吹っ飛ぶ──身を隠そうとした建物の壁に激突──瀟しよう洒しやな見てくれとは裏腹に意外に安やす普ぶ請しんらしい壁へき面めん──激突に耐えられず崩壊／共用らしいドラム式洗せん濯たく機きが並ぶ部屋にぶっ倒れる黒山羊その二──全身から煙／完全沈黙。

「〝安らかＲ．Ｉに眠れ．Ｐ．〟だ」涼月＝集まる野次馬をよそに跳躍──建物の壁を蹴る／再び屋根の上へ──汽車が無事にカーブを進んでハンデルスカイ駅へ向かうのが見えた。

　拳を上げる──こちらを探査しているフロスト＋ＤＹに助かったぜ、と律儀に感謝。

　機関車に追いつく前に抗磁圧のヘルメットをオフに／特甲を一部還送──周囲に口うるさい一般市民も上官も仲間もいないのを良いことに堂々と煙草たばこを取り出す──くわえる＝ショートホープ。

　ジッポライターを出して火をつける──その刻印＝〝Ａ．Ｓ．Ａ．Ｐ．〟──目を細めた。

　今の戦せん闘とうでの実感──ＭＰＢのマスターサーバー〈刕レイ〉による特甲転送／ＡＩの仲ちゆう介かい／だがＡＩだけではないノリの良さがあった──こちらの状じよう況きようと都合と気分に合わせた転送。

　吹雪フブキの気配を感じた──眠れる接続官コーラス＝今なおマスターサーバーを通じて支援。

　逆らいがたい悲しみ──それを堰せき止める言葉＝〝吹雪くんを目覚めさせてみせます〟

　あたくし様を追うために涼月に助けを求めた冬真の誓ちかい──上等だ。

　そのためにやらなければいけないこと全て可能なＡ．限りＳ．さっＡ．さとＰ．やってやる──脳に打撃を負って眠ってしまってなお自分たちのために働く吹雪に負ふ荷かをかけないために──あの人が遺してくれた３７の座をまっとうするために。

　ぱちりとライターの蓋ふたを閉める──特甲の隙すき間まから制服のポッケにしまいかける──はたと止まる──あたしは今、何を考えた？

　ライターの刻印──『３７２９２３１７１３１１７』

　違う──そんな数字はこのライターに刻まれていない──かつて自分が持っていた『Ｒ．Ｉ．Ｐ．』のライター──吹雪が与あたえてくれた『Ａ．Ｓ．Ａ．Ｐ．』のライター。

（面おも白しろいじゃないか。『Ａ．Ｓ．Ａ．Ｐ．』と『Ｒ．Ｉ．Ｐ．』か。どちらも素数だな）

　声──心の奥に刻まれた──聖水曜日の夜／停電デー／独りぼっちで暗くら闇やみにうずくまって泣いていた自分を見つけてくれた吹雪──そして大人の男──車に乗って現れた誰か。

　自分が設計した車だと男は言った──金きん髪ぱつ／碧あおい目／誰かと面影が重なる──自分に助けを求める冬真の碧い目。

（Ａを１とし、アルファベットを数字に置き換かえて足すんだ。『Ａ．Ｓ．Ａ．Ｐ．』は１、１９、１、１６。足して３７だ。『Ｒ．Ｉ．Ｐ．』は１８、９、１６。足して４３。どちらも素数だろう？）

　──なんだ？　何を言ってる？　この男は何者だ？

（しかも６０の時間面と、ぴったり素数同士の和になる。３７と２３。４３と１７。ちょうど、同どう僚りようと数字の取り合いをしていてね。私がそれらの数字の座を設定させてもらおう）

　車を運転しながら陽気に喋しやべる男──後部座席で身を寄せ合う涼月＋吹雪──これからこの人が助けてくれるのだという気持ち──頼もしさ／怖こわさ／落ち着かなさ／将来起こるであろう危機への備えを口にする男の真しん剣けんさ──まるで意味がわからないのに心に刻み込まれた。

（５３は有用なる空白の座。６１は眠りながら目覚める者の座だ。君たちのものである二つの座を守るには、私しか知らない数位の座を設定する必要がある）

　無線通信かと思えるほど鮮あざやかな声──都市を侵おかす滅め茶ちや苦く茶ちやな情報汚お染せんのせいで混信しているのだろうか／汽車に乗っているフランス人やイギリス人たちが喋っているのだろうか。

　わからない──急激に回転し始めている時間面──これはいったい何だ？

（『Ａ．Ｓ．Ａ．Ｐ．』──３７の座──２３との結合において時間面が回転を取り戻もどす）

　きーんと耳鳴り──いつの間にか始まっていた危機／あらかじめ施されていた備え。

（『Ｒ．Ｉ．Ｐ．』──４３の座──１７との結合において眠れる者達が目覚める）

　何かが動き出す──〝あなたと吹雪くんに託たくされていたんです〟──冬真の声。

　重なり合う何か──〝あなたと吹雪くんだけなんです。生まれたとき脳が手足の存在を学習しなかったのは〟──有用なる空白──〈魂プシケー〉の器うつわ。

　さっぱり意味がわからず──訪おとずれたのと同じ急速さで遠のいてゆく──ライターを見た。

『Ａ．Ｓ．Ａ．Ｐ．』

　おかしな数字じゃない──ＭＰＢ本部ビルの隔かく離り室で見た幻まぼろしではない。

　くわえたままの煙草が灰に──唇くちびるに熱／びくっとなる／ぷっと吹ふき捨てる。

　やれやれ──物忘れが得意な自分／記き憶おくを身代わりにして心を守る特甲児童／その反動で唐とう突とつに記憶の断片が浮ふ上じよう。

　今は訳の分からないことを思い出してる場合じゃない──どこのどいつが頭の中で喋ってるか知らないが戦闘中に気を取られて馬鹿みたいに棒立ちにでもなったらどうしてくれるんだ。

　屋根から跳ちよう躍やく──二十メートル先の高こう架か線路に着地──線路脇わきを疾しつ走そう。

　ハンデルスカイ駅へ向かって走りながら周囲を警けい戒かい──敵増ぞう援えんなし──イギリスのアームスーツ・コンビからの警告なし。

　右へカーブ──前方＝ドナウ河沿いの駅へ入る列車──路線切り替かえのため徐じよ行こう／優ゆう雅がに停車／鉄骨仕じ掛かけの蒸気機関車を巧たくみに操あやつるＭＳＳの男──日向の通信。《Ｓ２線路からＳ４５線路へ乗り換える必要がある。協力してくれる駅員を探そう》

　駅内＝敵なし／ドンパチなし──涼月の素そ朴ぼくな疑問＝あの黒山羊やぎどもは何しに来たんだ？

　ふいに回答が到来──脳のう裏りに信号／ＭＰＢのコード／通信復旧のためのコード変へん更こう通達。

　強力な電波の発信──涼月から数百メートルの地点／ハンデルスカイ駅の東側に建てられたミレニアム・タワー──アンテナ用の尖せん塔とうをふくめ全高二百二メートルの超高層ビル／周囲にミレニアム・シティ──その屋上で真っ白い球体がワイヤーにつながれ空へのぼってゆく。

　巨大アドバルーン──通信プラットホームたる気球／まるで馬鹿でかいキノコが生えたかのよう／球体表面に即そく席せきのペイント＝『ＭＰＢ』──ワイヤーに垂れ幕＝『ＭＰＢは自ら平和を耕す使命を忘れない！』

　呆あつ気けに取られつつ駅のホームに跳とび乗る──ＭＰＢの部隊が大隊長か副長の命令でミレニアム・タワーを通信基地にした──おそらく施し設せつを丸ごと封ふう鎖さ。

　せっせとコードを再構築中──だがすぐに敵に知られた。

　涼月のさらなる素朴な疑問──今たまたまこの場にいたから分かったのに／自分も知らされていないようなＭＰＢの動き──敵の盗とう聴ちようを防ぐ措そ置ち──なのに敵はどうやって察知した？

　こちらの情報が筒つつ抜ぬけになっているという嫌いやな実感──あの黒山羊どもは臨時通信コードが再構築される前にミレニアム・タワーへ向かっていた──誰だれかがＭＰＢの動きを知らせた。

　背中にも気をつけねーと──味方の中に敵が紛まぎれ込んでいる可能性／アダー神父が死んだデモでの戦闘でＭＰＢの車両に仕掛けられていた爆ばく弾だん──苦々しい気分とともに汽車の煙けむりを追って無人のホームを走る──だしぬけに通信＝副長。《黒シユヴ犬アルツ。聞こえるか、黒シユヴ犬アルツ》

　なぜかぎくっとなって立ち止まる。《あー……はい》

《お前の復帰はありがたい。調子はどうだ？　戦闘に支障は？》早口だが気き遣づかいが伝わる。

《えー……大だい丈じよう夫ぶです》妙みようにこそばゆい。《アームスーツを二つばかり叩きのめしました》

《単独でか？》

《いえ、アームスーツを着たイギリス人二人に援護してもらって》汽車とそれに乗る面子メンツの説明に迷う。《ちょっと守んなきゃいけないものがあるんで》

《お前達がよみがえらせた文化遺産だな》ずばり返ってくる。

《知ってるんですか？》目を丸くする。《副長もこの近くに？》

《いや、今しがた広報課から報告を受けた》口調からしてどうやらどこかで運転中。《広報課の人員を通信部隊とし、ミレニアム・タワーに臨時通信用プラットホームを設置させた。ＭＰＢ〈怒濤ドランク〉中隊の第一班、第二班、および駆かけつけた歩兵連隊が協同し、警備に当たっている。広報課には、お前たちと行動を共にするよう伝えた》

《あたし達と？》眉まゆをひそめつつ歩く──先ほどとは異なる嫌な予感──広報課？　おいおい、守んなきゃいけねーもんが増えるじゃねーか。

《マスコミ対策も兼かねた通信部隊だ》涼月の気分など知ったことじゃなしに重荷を渡わたす。《お前たちが動かす列車が、今ゆいいつまともな交通手段といっていい。ＭＳＳと連れん携けいして仲間と合流し、移動の必要がある部隊を集めて輸送しろ》

《援軍は無しですか？》大して期待せず質問。

《無しだ》くれぐれも期待なんかするなよという調子。《マスターサーバー〈[image: ]アマタ〉に対する敵の情報汚染が今なお進行中。交通および航空の混乱に巻き込まれるため他州のどの部隊も州境で待機状態だ。市内の基地からヘリコプター部隊と航空連隊が出動したはずだが、一機として見当たらず、通信もできん。情報汚染で足止めされたか、敵戦力により撃げき墜ついされたかだ》

《分かりました》直感──特甲トツコー猟りよう兵へいどもが航空基地を襲おそった／市内の軍事施設を真っ先に叩たたいた。《まるで戦争ですね》

《同感だな。しかも都市ごと孤こ立りつした。もし情報汚染が行くところまで行き、全マスターサーバーを奪うばわれれば、交通どころか都市内のあらゆるものが麻ま痺ひする。政府、州議会、市議会、証券取引所、銀行、軍事施設──機密情報も銀行預金も株価も操作される。この国は一時的に首都を失い、国際的な信用を失い、市民はこれまでの生活を失うだろう。第二次世界大戦で受けた打撃の比ではなく、回復は困難を極きわめる》

《喜ぶやつもいそうですね》ホームの反対側に到とう着ちやく──操ヤ車ー場ドの方で白はく煙えん＝汽車がいる。

《喜ばせる気はない。お前はその列車を走らせ、速すみやかにＭＰＢとＭＳＳの対たい抗こうユニットと合流し、目標地点へ運べ》

《対抗ユニット？》ホームを降りて線路脇を再びジョギング──分枝器が作動する音の方へ。

《敵の情報汚染にゆいいつ対抗できる存在……すなわちＭＰＢのマスターサーバーに常時接続された状態の接続官コーラスを、敵のターゲットにされていない別のマスターサーバーに接続する》

　吹雪を移送している──思わず反対しかける／こらえる／やめてくれとか放ほうっておいてくれとかいった泣き言を吞のみ込む──吹雪が望んだこと／今なお盾たてであろうとする少年の意志。

　吹雪を目覚めさせるという冬真の言葉にすがる──自分は自分の仕事をしろ／可能な限り速やかに。

　瞬しゆん間かん的に気を取り直す──聞き直る。《別のマスターサーバーって、どこです？》

《福ふく祉し局の〈[image: よう]ヨウ〉だ》

《〈子供キンダー工場ヴエルク〉の？》軽い驚おどろき──自分たちが機械化された場所／特甲児童の誕生の地──まるで今の人生のスタート地点に連れ戻される気分。

《そうだ。兵器開発局の人員がセッティングしてくれる。電子戦における負ふ荷かも大おお幅はばに軽減される見込みだ。ＭＳＳの特とく殊しゆ車両があれば、さらに電子防備は強固になる》

　自分が機械の手足を与えられた場所が、敵に都市を乗っ取られないための最後の砦とりでに──皮肉で運命的で問答無用の何かを感じさせられる。

《そのユニットは、銃じゆうとか爆弾からは守られてるんですか？》あえて吹雪の名は口にせず。

《信しん頼らいできる部隊が、十分な兵科を整えて護衛する。福祉局にはすでに我々の部隊を送っているし、〈第二作戦部隊〉と歩兵連隊も急行中だ。ユニットもマスターサーバーも、お前達が合流するまで必ず守り通してくれる》

《はい》絶対にそうであってくれという願いを込こめて。《お願いします》

　副長に真っ直すぐ頼たのむのは初めてのことかもしれない──意外そうな声。《……うむ》

　列車移動のランプが点灯──がしゃん・がしゃんと音＝汽車が目的の線路へ乗った。

　敵てき影えいなし──停車場に置かれた貨車の列──その向こう＝ミレニアム・タワーの方からＭＰＢのド派手な装甲輸送車がかしましい音楽を鳴らしながら向かっている。

《ＭＰＢの車がこっちに来ます》汽車の方へ速度を上げて走った。《あのアドバルーンは守らなくていいんですか？》

《ミレニアム・タワーは現場の部隊に任せろ。構築中の通信用プラットホームの位置がどうして敵に漏もれたかについては、私が対処する》副長の強い怒いかり──味方の中に敵のスパイがいる可能性がある。《お前達の進路上に可能な限りの部隊を集める。ＭＰＢの部隊の他ほか、ＢＶＴ、ＭＳＳ、歩兵連隊、〈特憲コブラ〉、〈第二作戦部隊〉を動かす。連携し、任務を遂すい行こうしろ》

　短時間で多数の組織を越えつ境きようして集つどわせる気でいる──蜘く蛛もの巣すフランツの本領発揮。

《了ヤ解ー》歩調を緩ゆるめる──ようやく操ヤ車ー場ドに到着。

《健けん闘とうを祈いのる》副長＝珍めずらしく命令以外の言葉を残して通信オフ。

　目の前に多数の線路＝それこそ蜘蛛の巣めいている／どれがどの路線かさっぱり分からず。

　最も目立つ目印──蒸気機関が噴き出す煙に向かって小走りに移動。

　もくもく噴ふん出しゆつする煙──敵にとっても一目瞭りよう然ぜんの目標──やれやれ、あれを守るのは難しいなんてもんじゃねーぞ──心の中で悪態／そのくせ衰おとろえぬ闘とう争そう心──まあ、やってやるさ。

　線路の乗スりイ換ツえチ終しゆう了りよう──操作を頼まれた数名の駅員達＝笑え顔がお／楽しげ──蒸気機関車の登場がよっぽど嬉うれしかったらしい。

　涼月を迎むかえる面々＝機関車そば──冬真／日向／ピエール／ブラックストーン／フロスト／ＤＹ──口々に合流を喜ぶ／驚きよう嘆たん／称しよう賛さん／感謝／詫わびの言葉。

「よくご無事で！」「凄すさまじい戦闘だった」「たモまンげ・たデなユ！」「これぞ戦士だな」「危機的状じよう況きようになる前に援護したかった、すまん」「いいやフロスト坊やボーイ、あれが彼女のタイミングなんだ。驚くべきことにな」

「別に……いつものことだし」涼月＝困こん惑わく／頭をかく／かえって賛さん嘆たんの目で見られる──むず痒がゆくなって話題を変える。「あのアドバルーンだけど──」

「はい」冬真＝とっくに端末ＰＤＡで通信済み。「通信コードを検出したのでアクセス許可を要よう請せいしたら、ＭＰＢの部隊が応じてくれました。ＭＰＢの通信専門のチームが、この列車に搭とう乗じようしてくれるとのことで──」

　噂うわさをすれば影かげ──やかましさでは何者にも引けを取らない存在が到とう来らい。《ＭＰＢはへこたれない！　ＭＰＢは怠おこたらない！　ヤー、恐おそれよ犯罪者ども！　ＭＰＢが今ゆくぞ！》

　テーマソング＝のべつまくなし──冬真＝ぽかん──日向＝怪け訝げん。「騒さわがしい車だ」

　ピエール＝しげしげ。「照明弾なみにクソ目立つな」

　ブラックストーン＝疑わしげ。「よもやあれがくだんの通信チームだというのか？」

　フロスト＝根が好戦的。《俺なら一キロ先からロケット弾を撃うち込んで黙だまらせるな》

　ＤＹ＝珍しくフロストに賛同。《二キロ先からでも命中しそうだ》

　涼月＝同じ部隊員として恥はじいる気分──みなからやや離はなれてショートホープを取り出し一服／落ち着かない気分をごまかす。

「あの……」冬真──涼月を振ふり返る／煙草たばこに目を丸くする／装甲輸送車を指さす。「あれって──」

「あー」涼月──すぱーっと喫きつ煙えん／手で煙を払はらう／装甲輸送車も煙みたいに消えて欲しいと切に願う。「あたしの仲間だ。なんていうか、見た目はおかしいけど、必要があってやってんだ。マスコミとかそんなもんのために。あーすんのが仕事なんだよ」

　日ひ頃ごろは自分もやらされているので口はばったい調子に──素直にうなずく冬真。「ＭＰＢのマスコミ対策ですね」

「平時では重要だろうが、今はやめさせた方がいい」日向＝真面まじ目めに会話に参加。「そこら中の敵をおびき寄せるぞ」

　装甲輸送車が派手なブレーキ音を立てて停車＝日向に同意したように音楽停止──代わりに車体のドアが勢いよくスライドして極ごく楽らく鳥じみたド派手な衣い裳しようの男が颯さつ爽そうと現れる。「みなさん、千チ々ヂ石ワです」

　一同＝動作停止／表情消失──決して仕事だからそうしているとは限らないＭＰＢ広報課課長こと千々石〝永遠の二十五歳〟を無言で見つめる。

「アタシが来たからにはもう何も心配いりません」あたかも大だい歓かん迎げいされたかのようにキラキラしたネイル装そう飾しよくの機械化義指の親指を立てる──くねくね動く。「今や公共テレビのニュース枠わくですら、あなたたちの独どく占せんＰＲ枠。ここにいるあなたたちこそ平和に身を献ささげる真の戦士達。そしてこの汽車こそ都市を守れと市民に告げる気高き狼煙のろし」宇宙の彼方かなたから何かに命令されて喋しやべっているかのような夢うつつの様子で勝手な設定を述べ立てる──複雑なステップを披ひ露ろう。「そんなあなたたちが市民を守り、市民がこの狼煙を守るのです。なぜアタシたち広報課が派は遣けんされたか、これですっかりお分かりいただけたと思います」

「広報戦で情報汚お染せんに対抗すると？」ブラックストーン＝最初に合点──スパイ活動とは対極に位置する悪目立ち主義の千々石にむしろ共感を示す。「独ソ戦以来の戦術だな。通信を寸断された今、不特定多数の市民を味方につけることは、この汽車の不ふ穏おんな道のりにおいて、きわめて有効だろう」

「ヤー、そうよ、ダンディな紳しん士しさん」千々石＝同意する者が一人でもいれば瞬またたく間にその場にいる全員を巻き込んでしまう広報課の本領発揮──他の面々にも賛同を求めて目を向ける／ばしばしと恥はじを知らぬウィンクを散弾銃なみに飛ばす。「もうお分かりですね？」

「市民を味方につけて線路を守ってもらうってことですか？」冬真＝驚きつつ半ば同意／千々石の術中にはまる。「でもそれだと市民が危険じゃ……」

「通報を受け付けるだけでいい」ブラックストーン＝マスコミ戦略に慣れきった様子／母国の王室広報課でさんざん鍛きたえられたという顔。「進路上の敵を知ることができれば格段に有利になる。敵も全市民の目を封ふうじることは不可能だ」

「誤報の山になるだろうが……」日向＝思案げ／だが早くも納なつ得とく。「市民が線路に立ち入らないよう警告できるのは大きい。そのために、わざと目立つというのは賭かけだがな」

「どのみち敵は、このやかましくて煙けむりまで噴ふく標的を見つけて追ってくるだろうよ」ピエール＝肩かたをすくめて賛同。「いっそ、狼煙だと言い切る方がすっきりするな」

《では俺達は陰かげから援えん護ごする》フロスト＝隠おん密みつ行動の鉄則を遵じゆん守しゆ。《さすがにテレビに映るわけにはいかないからな》

《二人だけテレビに出たらミスター・ハリーがすねてしまうしな》ＤＹ＝本気とも冗じよう談だんともつかぬ調子。《インタビューのたぐいは、このゴタゴタが終わった後にして欲しい。もしそんな必要があればだが》

「もちろんインタビューはさせて頂きたいわ」千々石＝大ありだという顔。「でも、いちいちＱ＆Ａを挟はさんではリアリティが台無しだもの。後でやらせて頂くわね。さ、アタシ達の存在意義をお分かりいただけたようだし、作戦開始といきましょうかしら」装飾まみれの機械化義指をぱちりと鳴らす──装甲輸送車から広報課の人間がわらわら現れる／機材を運び出す／客車の一つにせっせと運び込む。「今からこの列車がアタシ達の放送局。この世紀の事件を、市民の記き憶おくに永遠に残るアタシ達のショーに変えてみせましょう」

　涼月──千々石の登場で何か不穏な役目を背負わされるのではと警けい戒かいしていたが大人達が勝手に話を進めてくれる様子にほっとなる──そこへ見覚えのあるＢＭＷと数台の車が到来。

　ＢＭＷ＝車体に弾だん痕こん──装甲輸送車の後ろで鋭えい角かく的に停車──降り立つ黒くろ髪かみの魔ま女じよ＝かつてなく冷気を発散させるグレーテルの登場。

　頭に包帯＋頰ほおと首にガーゼ／体中傷だらけ／ガラスの左目／〝？〟字フックの左手──負傷した姿のせいでかえっておどろおどろしい雰ふん囲い気きを遺い憾かんなく発揮──そばの線路が残らず凍とう結けつしそう。「こんにちは、捜そう査さ官方」

　目を丸くするピエール＋ブラックストーン。「よく生きていたな」「ＡＰ爆ばく弾だんの爆心地にいたと聞いたが」

「ハンス・Ｗ・クラインを逃のがしたわ」グレーテル＝私はとことんしぶといけれどそれが何か？　という冷厳たる微び笑しよう──くれぐれも私の獲物に手を出すなという絶対零れい度どの気き迫はくを漂ただよわせつつ涼月を見る。「もう少しで弾丸を叩き込めたのだけれど」

　健康な右目でウィンク──きらきら光るガラス玉の目で見つめる──お前に横取りされたせいで撃てなかったという冷たい怨おん念ねんの輝かがやき。

「生かして逮たい捕ほだぜ、先マイ生スター」涼月＝にやり／くわえ煙草──この手の相手は競争意識を剝むき出しにされた方がかえってやりやすい。

「もちろんよ、私のマイネ生徒・シユさんーレリン」見る者の背骨を凍こおらせる冷笑──左手のフックでガラスの目玉を叩たたく＝キン、キンと澄すんだ音。「お互たがい、あの男のサインを見み逃のがさないようにしましょう」

「見逃しゃしないさ」涼月＝グレーテルの冷気にすっかり慣れた顔。

　冬真＋日向＝グレーテルの異様さに瞠どう目もく──ピエール＋ブラックストーン＝あえて何も言わず──フロスト＋ＤＹ＝触さわらぬ神にたたり無しとばかりに沈ちん黙もく。

　突とつ如じよとして歓かん声せい。「涼月さん！」

　ぎくりとなる涼月──グレーテルのＢＭＷの後方に『公共放送ＯＲＦ』のロゴ入りバン／撮さつ影えい機材をＭＰＢ広報課に渡わたすテレビ・クルーの一団／小こ柄がらな少年が駆かけ寄る──叫さけぶ。「シュテファン・テオ・ラバグルトです！　ここでもまたお会いできるなんて！」

　栗くり色いろの髪／鳩はと色の目／淡あわいソバカス／『臨時クルー』の腕わん章しよう／あの〈空港占せん拠きよ事件〉以来、涼月と出くわすことはなはだしい内務大臣の一人息子むすこ──再来。

「な……なんで、お前がここにいんだよ？」涼月＝なぜか腰こしが引ける／後ずさる。「つーか、どこにいたんだ、お前？」

「〈国連都市UNO-CITY広場の革命事件〉の後、ＭＰＢに拘こう束そくされていました」シュテファン＝いつものように涼月に近寄る──迫せまる。「僕がお世話になっていたチーフが、実行犯だったんです。黒人街の革命の首しゆ謀ぼう者しやだったんですよ。それで、ＯＲＦ関係者は全員が尋じん問もんの対象になりました。現場にいた僕も、ずっと拘こう置ち所しよにいました。でも嫌けん疑ぎが晴れて釈しやく放ほうされて、その後、ＯＲＦがＭＰＢに全面協力することが決まって、僕も何かお手伝いしたくて参加してたんです。そして都市全域が情報汚染に襲おそわれて、あのミレニアム・タワーで通信基幹を構築するお手伝いをしていたところ、あなたが来ると知って、とにかく御お礼れいを言いたくて飛び出してきたんです」

　シュテファン＝猛もう烈れつな熱情を込こめて説明──退こうとする涼月の両手をいともたやすくつかんで両手で握にぎりしめる／目を潤うるませる／求きゆう婚こんでもしそうな勢い。

「あの広場で戦闘が起こって、もうダメだと何度も思いました。でもこうして生きています。あなた達のお陰です。僕はまた、涼月さんに命を救ってもらいました」

「は……は、離せ、馬ば鹿か」機き甲こう化した両手＝生身の少年に握られる／その両手を一いつ瞬しゆんで吹ふき飛ばすことが出来る自分の拳こぶし／だが妙みようにどぎまぎ／狼ろう狽ばい／息が詰つまる──何とか相手の両手を傷つけずにもぎはなす。「逮捕されたってのか？　そんでまた協力？　何考えてんだ？」

　そばにいる冬真の呆あつ気けに取られた顔──視線がやたら気になる／内心が伝わってくる。

　吹雪くんと同じくらいの年の男の子と涼月さんが仲良くしている──吹雪くんと同じブロンドの髪の機械化されていない生身の男の子と。

　違ちがう──涼月＝わけもなく叫びたくなる／叫べばかえって何かを認めることになる気がしてできず──こいつが勝手につきまとってるだけであって、あたしは別に何も思うところなんかないんだと冬真の胸むなぐらをひっつかんで言い聞かせたくなるが何もできず。

　代わりに〝今お前が見ているこれを誰だれかに言いふらしたりしたら問答無用でぶっ殺す〟という殺気に満ちた眼まな差ざしを横目で冬真に送りつけていた。

「あの……」冬真＝何の罪もないまま甘んじてその視線を受容──必死になった少女が込み上げる殺気のままに睨にらみつけてくることに対し、なぜか驚おどろくほど耐たい性せいがある様子──最も穏おん便びんかつ無難な質問。「お知り合いですか？」

　天然の穏おだやかさ──さらに自然と涼月の盾たてになる位置につく──涼月＝冬真の陰かげに隠かくれる。

「ええ」シュテファン──微笑ほほえみつつ邪じや魔まをするなと言いたげ。「もう、ずっと前からそうなんです」

「ラバグルトって……」冬真＝これまた天然の的確さ。「内務大臣の……？」

　シュテファンがかすかに息を吞のむ──涼月＝すぐさま冬真が気づいたことに目を丸くした／まがりなりにもＭＳＳで働いているということに初めて納得させられる。

「ええ、そうよ」グレーテルが面おも白しろがるようにして割って入る──同情たっぷりの悲しげな表情＝あからさまな演技。「ＭＳＳ長官が射殺したラバグルト内務大臣のご子息よ」

「そうだったんですか」冬真＝グレーテルとは比べものにならぬほど自然な悲しみの表情。

　涼月＝ぽかん──ＭＳＳ長官？　射殺？　自分が隔かく離り室で幻げん覚かくに襲われている間にそんな事件があったとはつゆ知らず。

「ＭＳＳ長官は正当防衛を主張。けれども彼女は内務大臣暗殺の容疑で逮捕され、レオーベンの収しゆう監かん施し設せつに送られたわ」グレーテル──涼月に小さくウィンク／ガラスの左目がこちらを見る／左手のフックがシュテファンの方へ小さく振られる。「そして同時期、内務大臣のご子息であるヘル・シュテファンは、ＯＲＦ内部に浸しん透とうした反社会勢力との関連を疑われ、ＭＰＢに拘束され、尋問されていたのよ。気の毒に……都市がこんな騒さわぎになって、お父様の葬そう儀ぎもまだ行えないというのに。それでも彼はこうして、この都市のために働こうとしているのよ」

「治安機構を恨うらんだり怖こわがってもおかしくないのに……」冬真──限りない同情を込めた呟つぶやき／まるで自分も治安機構から容疑をかけられた経験でもあるかのよう。「それでも一いつ緒しよに働くことを選ぶなんて、とても勇気がいることだと思います」

「ＭＰＢは、ＭＳＳとは違うしね」シュテファン──冬真に微笑み返す／その目の奥に秘ひめたものを出そうか出すまいか迷う様子／迷いつつもこぼれ出す。「僕は、父のことを……自じ業ごう自得だと思ってるから」

　冬真＝ちょっと言葉を失う──相手の言葉が本心かどうかわからず戸と惑まどう。

　涼月＝シュテファンの素そ振ぶり／師し匠しようの身振り／どちらも見逃さず──やたらシュテファンの肩を持つ感じのグレーテル／それで逆にＯＲＦの尋問にグレーテルが参加したことを悟さとった。

　魔女の冷気が吹き荒すさぶ尋問を経験したシュテファン──それこそ同情したくなる／だがこうして自由の身になっている──つまり何も浮うかんでは来なかったということか？

　父親に反はん抗こうしてマスコミに参加／黒人街のデモを取材／再びテロの巻き添ぞえに──いるだけで治安機構にとっては迷めい惑わくはなはだしい少年。

　ふと何かが引っかかる──なんだ？　急にアダー神父の顔が思い浮かんだ──爆弾が炸さく裂れつして吹き飛んだ顔ではなく──不敵な笑みを浮かべてこちらを値ね踏ぶみするように見る顔。

　サインだよ、ディートリッヒ──ミドルネームで呼ばれたがる自分を見み抜ぬかれた／大人扱あつかいして欲しくて／自分に都合の良い自分でありたくて。

　反射的にシュテファンを見た──白人至上主義者の父親／自分は黒人のチーフの下で働いていた／黒人街の革命を夢見つつ──だからぜひインタビューさせて下さい。

　焦しよう点てんが浮かぶ感覚──ピンぼけの思考／だが何かにクローズアップ／何かが浮かび上がる。

　だが──だしぬけにシュテファンが言った。「それより今は、都市を守る黒天使ピクリーンの姿を市民に届けることが大事だから」

　涼月＝思考停止──なんだって？

　自分が呼ばれたかのように寄ってくる千々石──何かの信号を宇宙の彼方から受信して操あやつられているとでもいうような、くねくねした動き──ウィンク。「出番よ、天使ちゃん」

　悪い予感──その呼び方すんじゃねえ──最悪の。「おい、ちょっと待て──」

　突如として勃ぼつ発ぱつ──モニター＝駅ビル──ミレニアム・タワーのショッピング・モール側に設置された巨きよ大だいな電子画面／馬鹿みたいに質の良い音おん響きよう──駅から丸見え／列車と車道と歩道を通る全すべての人間にアピールするための商業設備。

　画面一いつ杯ぱいに出現する蠱こ惑わく的な笑顔──あられもないヘソ出し超ちようミニパラソル型スカートを跳はね上げ、ふさふさポンポンつきの手て錠じようをくるくる指で回す堕だ天てん使し──そのリリカルにして万ばん人にんの憐あわれみを誘さそうシャウト。《みんな、もう安心だよ！》

　涼月＝脳のう髄ずいを銃じゆう弾だんで貫つらぬかれたかと思うような衝しよう撃げき──その場に集つどう面々が一時停止。

《あっ、そこにいるのは誰？　良き市民も犯罪者もみんな釘くぎ付づけ〈黒天使ピクリーン〉！　愛と平和と正義のために華か麗れいに参上！》

　冬真／日向／ブラックストーン／ピエール／フロスト／ＤＹ──リアクションなし。

　みな、ぼんやりと電子画面を眺ながめる──すぐそばにいる少女に困こん惑わくの視線を向ける。

　つい先ほど単独でアームスーツ二体との激げき闘とうを制した青あお痣あざだらけの少女のあれが本来の姿なのか、それとも今が通常の姿なのか、さっぱり判断に困るという表情。

　その間にも涼月の音声をプログラムで寄せ集めた未知のセリフが画面の笑顔とともに周辺一帯へ響ひびき渡る。《幸せって何だろう？　それは正しい世界を望む市民の願いに応こたえること！　今あなた達を襲っているこの悲劇を防がなきゃ！》

　突如として出現する汽車の映像──〈Ｄ１０１エンデミオン号〉の雄ゆう姿しと少女の姿がオーバーラップ／汽笛とシャウトのハーモニー。《さあ行こう、愛と平和の汽車が走り出すよ！　みんなの都市を守る汽車が！　この汽車が最後の希望！　みんな守って！　詳くわしくはＭＰＢ広報課のサイトへアクセス！》

　情報汚染まっただ中の都市で誰がアクセスできるのかとは誰も指し摘てきせず──そもそも都市を守る存在を市民に守らせるというのはどういうことか誰も質たださず。

　広報課による勇ゆう壮そうなイメージ映像と歌が続く──テーマソング＝『1satz!! MPB!』──《出アイン動ザツツ、ＭＰＢ！》──天使と汽車のくだりと無限ループ仕様。

「これよこれ！　広報はこうでなくちゃ！」千々石＝涼月へグッジョブサイン。

「最高です！」シュテファン＝ぐっと涼月へ拳を突つき出す。

「まさに劇場型の心理操作ね」グレーテル＝右手とフックで、ひたひたと厳おごそかに拍はく手しゆ──教え子の苦く渋じゆうに満みちた顔を存分に楽しむ。

　広報課＋ＯＲＦのクルー──喜色満面で手の平を叩き合っている。

「あの……」冬真＝おずおずと涼月の顔色を窺うかがう。「あれって……」

「あたしじゃない」涼月＝尖とがりきった半眼／目を合わさず。

「え？」

「あれは、確かにあたしかもしれないが、あたしであって、あたしじゃない。わかったな」

「は……はあ」

「そう」千々石＝両手を握りしめて身をくねらせる。「広報は夢。もう一人の自分に気づかせること。なんてこと。あたしは天使アヴエ祝詞・マリアに等しいものを、ついにこの世に送り出したわ」

「あいつの御ご託たくは聞かなくていい」涼月──夢見るどころか苦々しさ百二十％の面持ち。

「はあ……」冬真──他ほかに何と返していいかわからず。

「準備は出来たか？」日向──何ごとにも動じない態度／運転席から呼び掛かける／低いがよく通る声。「出来たなら今すぐ出発する」

　客車へ乗り込む面々──千々石と広報課の半数が乗車／残りがとどまって撮影。

　シュテファンが涼月を見送りながら叫ぶ。「ミレニアム・タワーから放送し続けます！　天使の姿を！　絶対に途と切ぎれさせません！」

「あー、頼たのんだぜ」涼月＝返事もせず／目も合わさず──シュテファンにしっしっと追い払はらうように手を振ふって、さっと機関車の屋根に跳とび乗る。

　冬真＝運転室に乗り込んで日向の傍かたわらに──ブラックストーン／ピエール＝列車の前進を助けるべく再び火室前でシャベルを手に取る──フロスト／ＤＹ＝炭水車にて警けい戒かい態勢。

　第一客車＝通信施設と化した車両に乗客──千々石／広報課／テレビ・クルー／グレーテル──盛せい大だいな汽笛の音とともに汽車が動き出す。

　日向＝機関車に乗る者達へＰＤＡ越ごしに告知。「ここからハイリゲンシュタット駅で路線を切り替かえ、クロスターノイブルクへ行き、〈インフィニティ〉を強きよう襲しゆうしたＭＳＳとＭＰＢの部隊を拾う。その後、都心に戻もどって各部隊を拾う。都市の情報汚お染せんに対たい抗こうする施設に、収容可能なあらゆる部隊を運うん搬ぱんする。所要時間は、通常であれば一時間半ほどだ」

　高らかな汽笛の音──疾しつ走そうを再開する汽車──その場に残った広報課のテレビ・クルーがカメラで追う。

　駅のホーム＝駅員らの〝万歳フラー〟斉せい唱しよう──たまたま居合わせた一いつ般ぱん市民が駅や線路沿いに集まって歓かん声せい／撮さつ影えい／罵ば声せい──多くが、さっさと都市を元に戻せと非ひ難なん囂ごう々ごう。

　煙えん突とつの後ろに陣じん取どる涼月──あっという間に駅から遠ざかる／行く手に集中──内務大臣のぼんぼんのことも馬鹿げた広報のことも綺き麗れいに脳のう裏りから押しやる。

　ふとまた何かがよぎった──（『Ａ．Ｓ．Ａ．Ｐ．』──３７の座）──（時間面が回転を取り戻すとき、それは記き憶おくを司つかさどり、よみがえりの座となるだろう）

　通信──運転室の冬真＝ＰＤＡ越し／生身の声では列車の驀ばく進しん音で消されてしまう。《涼月さん、ミレニアム・タワーに設置されたＭＰＢの通信基幹とリンク出来ますか？　涼月さんの部隊と連れん絡らくできますか？》

　仲間を集めて指揮下に置け──ＭＰＢ本部ビルで冬真が示した解決策。

《いつもの通信じゃ、まだつながんねーな》涼月＝少年の顔から目を離はなす／前方を見る／あの少年が背後にいる限り安心して進めるという不思議な感覚──吹雪の支し援えんとは違う──吹雪をよみがえらせるため／あたくし様を呼び戻すため／この自分に道を示してくれるために現れてくれた少年。《でも緊きん急きゆう用の信号の方は、あちこちの部隊とつながったみてーだ。マスターサーバーが管理してるってやつ。そっちは全部自動だから、仲間になんかが起こらない限り──》

　そのとき涼月の脳裏でそれが認にん識しきされていた──『ＫＳＥ』のシグナル。

　非常事態──〈仲間にＫ打撃が与ＳえられたＥ〉と告げる信号──小隊長として把は握あくすべき危機／仲間の小隊員が今まさに戦せん闘とう中という事実／のみならず危機に瀕ひんしている可能性が高いという端たん的てきな情報──思わず息を吞んだ／ぞっとなった。

　仲間二人──陽炎カゲロウ／夕ユウ霧ギリ──どちらも、のっぴきならない危機に直面していた。




　　　　†




　鏡だ──脳内チップに侵しん入にゆうしようとするどす黒いイバラと敵の襲しゆう撃げきに翻ほん弄ろうされながらも頭のどこかで強きよう烈れつな閃ひらめきが尾おを引き続けた。

　戦わなくては──だが手足がまともに動かない／頭がまともに働かない。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、サビーネ」声──イタリア人捜そう査さ官かんことイザベラ。「今すぐここを出て、安全な所へ連れていってやるからね」

　エレベーターの奥の壁かべにもたれて身を守るように縮こまる少女──陽炎・サビーネ・クルツリンガー──混乱する視界／散り散りになる思考──正気を保つために全身全ぜん霊れいで抗あらがった。

　自分はどこで何をしているのか──そう──イザベラが滞たい在ざいしているホテルに敵が来た。

　モリィ達が敵を食い止めている──黒いアームスーツ──ＭＰＢ機動捜査課の装備で食い止められるとは思えない。

　自分も戦わなくては──ふいに輝かがやきに気づく──何かが光っている。

　手に持っている何か──吹雪くんの携けい帯たい電話──画面でまたたくもの。

『４１３７２９２３１７１３１１７』

　不思議な数列──十五桁けたの数字──それをはっきり認識した途と端たん、脳のう裏りに広がっていた敵の侵犯的ブレークアウトの影かげである真っ黒いイバラが消しよう滅めつしたのを感じた。

　代わりにわけのわからない思考の奔ほん流りゆうが押し寄せてくる──（５０１コード）──（２から６１までの十八個の素数を足した数ってわけ）──（脳内チップの再起動プログラムでもあるそのコードから誰だれかが数字を抜ぬき出してしまった。おそらく四人の開発顧こ問もんのうちの誰かが）

　意味不明──いったいこれは誰の言葉だ？

（そうだ、皇スメラギ、おフロ嬢イラ様イン。事故死じゃない。カラス博士もブラウン博士もポラック博士も、誰かに殺されたんだ）

　炎ほのお、炎、炎──あの初出撃──ハンス・Ｗ・クラインを追った／脳を失った博士が出で迎むかえた──死んだはずのカラス博士が両手を広げて笑っていた。（おやすみ、子供たち）

　彼が裏切り者だ──出撃した特甲トツコー児童達を同士討うちさせた──フロー状態に陥おちいらせた。

　だが別の博士が示してくれた鍵かぎがフロー状態を押し返した──空白の座／よみがえりの座。

　魂たましいの座である５９からの侵食──空白の座である５３だけが拮きつ抗こうできた。

　混乱につぐ混乱──いったい私は何を考えている？

　鏡合わせの生者を見ろ──にわかに別の思考が飛び込んで来た──思い出せ。

　緑の目の男──黒人神父の教会にかけられていた写真──リチャード・トーカー。

　お喋しやべり屋の一人──かしまガラしいガラヘビこと『ＲＡＴＴＬＥＳＮＡＫＥ』は『Ａ　ＴＡＬＫＥＲＳ　ＮＥＴ』すなわち沈ちん黙もくの守護者である『ＡＮＴＥ　ＴＡＬＫＥＲＳ』の綴つづり変えだ。

　沈黙をもたらす武器密輸ネットワーク──まるでヴァチカンの沈オ黙メのル掟タのように──解明しようとする者みな、万まん華げ鏡きよう的手法で混乱とともに葬ほうむり去ってしまう。

（この人、誰を見てるんでしょう）夕霧の言葉＝天性の直感力──写真の男の眼まな差ざし。

　緑の目の男が見ているのは誰なのか？　誰があの写真を撮ったのか？　あの緑の目が鏡なのではないのか？

　何のことかわからない──だが答えは既すでに示されていたという高こう揚よう感かん──確信。

　ルフトハンザ３１９便は血まみれのダイヤモンドを運んでいた──棺ひつぎの中のダイヤ／ハイジャック犯達／緑の目の男がワニだ──楽しい楽しい楽しいなァ。

　混こん沌とんによって利益を得る者達を──彼らを逆に混沌に叩たたき込め。

　有用なる空白──５３の座こそ危機への備え──忍にん従じゆうと貢こう献けん、遂すい行こうの意志をもって、全ての事件の幕を引け──あの十三桁の数字は、残された可能性の一部ではあるけれども、未完成なのだ──進め、真っ直ぐ前へ。

　くそっ──いったいこれは本当に私の思考なのか？

　ブリリアント・モデル──魂のレポート──ガラテア・コンプレックス──特甲児童の製造部門に渡わたされることのなかった最終プラン──レベル４──ありとあらゆる最適な情報が流れ込む／思考すら自動化する／双そう方ほう向こう的調和──ビジョンの訪おとずれ。

　内的導引性ビジョン／外的解かい離り性ビジョン──それらが心的統合性ビジョンへの道を開く。

　運動系／感覚系──脳の中の小人──その両半身が目覚める──ユニット化への道を開く。

　緑の目の男の服＝ローデシア迷めい彩さい──〈ローデシア〉の暗号──ＢＹＣＭのパスワード。

　あの写真はいったいどこの国で撮とられた？　咄とつ嗟さの答え──あの軍服が最も売れた国。

　ミハエルとライフルを汚よごした事件──その始まり＝ジンバブエでの治安維い持じ活動におけるモルヒネの横流しの責任を取らされた──ゲリラにこの上なく詳しい斥せつ候こう狙そ撃げき部隊を誰かが利用し生け贄にえにした──かつて〈赤のロートジャックバオアー〉の一員であり〈キャラバン〉となったミハエルの仲間たちの悪運──『中』のシンボル／絆きずなであり呪のろいであるもの／『私と彼女Ｓ∽Ｉ』の記号に等しいもの──砕くだけ散りそうな心をつなぎ止めるための最後のおまじない。

　事件──仲間たち──手がかり──何もかもがつながっていく。

　きーん、と耳鳴り──ふいに、ばしっ、と衝撃──意識が肉体に装そう塡てんされる感覚。

　目の焦しよう点てんが合った──眼前の現実が心に迫せまった──エレベーターが一階に到とう着ちやくしていた。

　開かれたドアの外──新手の黒いアームスーツがホテルのドアを蹴け破やぶりロビーに登場＝濁にごった電子音声。《俺たちは〈アルレッキーノ〉だ》

「逃にげるよ、サビーネ！」果か敢かんなイザベラ──特大のルガー拳けん銃じゆうを突き出す／一方の手で陽炎の腕うでを取ろうとする──その手がさまよう。

　すっくと立ち上がり歩み出していた陽炎──エレベーターの外へ／握にぎりしめた携帯電話で輝く数列／戦意に満ちた高らかな声がその口から放たれた。

「転送を開かい封ふう」

　まばゆい輝き＝一秒余──真しん紅くの特甲姿──巨きよ大だいなライフルと化した右腕を構えた。

　即そく座ざに撃うった＝ライフルの高らかな咆ほう哮こう──ホテルのロビーが震しん撼かん。

　拳銃の早撃ちにも勝まさるノータイムの一発──刹せつ那なの速度で放たれた弾だん丸がんが、黒山羊野や郎ろうが構えた直後の長大な重機関銃の銃口へと吸い込まれるようにして飛び込んでいた。

　我ながら小こ躍おどりしたくなるほど見事きわまる精密無比の近距きよ離り狙撃──敵の動き／角度／距離／タイミング──何もかもが瞬しゆん時じに、冴さえやかに、細部に至るまで認識できていた。

　敵の機銃が花火か何かのように破は裂れつした──もとからそういう仕様だったかのように馬ば鹿かでかい銃身が白と黄色の火花を盛せい大だいにまき散らして何百ものパーツに割れる／折れる／吹ふっ飛ぶ──敵の弾丸は一発として放たれず──これぞまさしくスナイパーに銃器を向ければどうなるかという手痛い教訓そのもの。

　陽炎＝撃った直後に疾走／小隊長ばりの突とつ撃げき──短い距離で可能な限りの助走──跳んだ。

　宙で両りよう脚あしを折りたたむ／両足の裏を相手に向ける／機械仕じ掛かけの全身のバネを駆く使し──渾こん身しんのドロップキック──両脚と上体を思い切り伸のばしながら両足の裏を黒山羊やぎの胸部装甲へ蹴けり込んだ──がん！　吹っ飛ぶ黒山羊＝入ってきたドアへ／文字通り蹴り出される／歩道で転がる／鉄てつ柵さくをへし折る／車道へ倒たおれ込む──渋じゆう滞たい中の車の一つに激突＝逃げ出すドライバー。

「ひゅう！」イザベラの口笛＝笑い声──ルガー拳銃を握る手で拍手。「やチエっライ・たフアねツタ！」

　陽炎──片かた膝ひざをついて軽かろやかに着地──天てん井じよう＝どすんどすん──すぐさま頭上を探査＝上階の廊ろう下かを進むもう一体の黒山羊を捕ほ捉そく──他に敵はなし／アームスーツ二体のみで襲来／その程度の戦力で私に勝てるつもりか間抜けども──かつてないほど強気の戦意が沸わき起こる。

　ライフルを天井に向けて撃つ──ダン！　ダン！　ダン！　ダン！　真下からの狙そ撃げきで踊おどり跳はねる黒山羊──右膝裏の駆動系に一発／左足裏に一発／重機関銃の弾倉とバレルに一発ずつ──機銃が黒山羊の手から撥はね飛ばされる／ひしゃげる／使い物にならなくなる。

　敵の主要武器を破は壊かい──これで周囲への副次的被ひ害がいはだいぶ防げるはず／流れ弾だまで誰かが死なないよう自分が標的にならねばならないといった状じよう況きようは回かい避ひできるはず。

　黒山羊＝床ゆか越ごしの狙撃から逃げる／走る／跳ぶ／窓をぶち破って外へ──蹴り出したもう一体から数メートル離れた地点で着地──狭せまい通り＝とっくに人々が逃げ出した後。

　陽炎＝立ち上がり堂々とドアから出る──路上に出たところで階上の窓からモリィの声。「陽炎!?　何をしているの!?」

「サビーネは戦う気さ！」イザベラ＝ロビーで歓声──とっくに従業員が逃げ出したロビーの消火設備へ駆かけ寄る／サマーコートを着た肘ひじでガラスを割る／消防用の斧おのを取り出す。「なんて強い子なんだい、まったく！」

　態勢を整える黒山羊たち──それぞれの両腕から飛び出す溶よう断だん機能付きの刃やいば＝次々に下げ卑びた調子の電子音声。《こいつで剝むいてやるぜ、トウペペロガラシンチーノちゃん》《野菜みたいに手足を切り刻んでからな》

　口数の多い殺し屋ども──第二フロリ十一ズド区ルフでの襲撃を思い出す／ＭＳＳの特甲少女こと乙ツバメ・アリステル・シュナイダー隊員との共きよう闘とうが心に浮うかぶ。

　蹴り出した方の黒山羊は右手を損傷──飛び降りた方は脚きやく部ぶを損傷してややぎこちない動き方──だがいずれも戦闘可能／渋滞のまま置き去りにされた車の間をがしゃんがしゃん動く。

　挟きよう撃げき態勢──陽炎の左右へ──一方を撃とうとした瞬間、他方が襲おそいかかってくる。

　陽炎──黒山羊×二を、視界＋探査＋射角に捉とらえたまま佇たたずむ──一触即そく発はつの緊きん張ちようにもかかわらず静せい穏おんそのもの／乙がいう〝ショギョームジョー的〟な境地そのもの。

　来い──陽炎＝猛たけ々だけしい戦意──ついさっきまで最悪なコンディションだった気もするが、どういう理り屈くつかはさておき、なぜか今の私はとにもかくにも驚異的なまでに絶好調だ。

　動こうとしない陽炎──黒山羊どもがじりじり動く／近づく──にわかに異変。

　頭上のどこからか差し込まれる細い光線──二つ──狙撃用のレーザー光線。

　だが、これあるを予期して動じない陽炎──探査に浮かび上がる死の眼まな差ざしを冷ややかに把握／何度となく食くらってきた不意打ちの苦い記憶と経験のたまもの──敵のスナイパーどもの位置を逆に割り出そうとして、奇き妙みようなことに気づいた。

　光線は二つとも自分に向けられていない──黒山羊たちへ照射──私を撃つ気じゃない？　まさか味方？　だがＭＰＢの狙撃チームではない──それならモリィが教えてくれるはず。

　黒山羊たちは気づいていない──罠わな？　仲間割れ？　私の幻げん覚かく？　考えたところで答えは出ず──ならばこちらが先に行動して確かめるまでだ──とことん強気な選せん択たく。

　だらりと下げていた右腕のライフル──滑なめらかに構えた／まるでふわりと銃身が浮き上がるよう／あまりに自然なその動きに黒山羊どもが反応できず──撃った。

　先ほど蹴り出した方の頭部センサーに命中＝火花／損傷──よろめき後ずさる黒山羊。

　はじめからそちらを撃つと決めていた／どうせ襲ってくるなら多少なりとも動きが鈍にぶい方を残すに決まっている──そしてそのもう一体が慌あわてて動こうとしたとき、それが到とう来らいした。

　狙撃──二発──いずれも陽炎に向かってではなく。

　飛びかかろうとした黒山羊の右膝──先ほど陽炎が損傷させた箇か所しよの逆側＝弱っている部分を容よう赦しやなく狙ねらう一撃──黒山羊の膝ひざ関かん節せつから噴ふき出す火花＝駆け出そうとした瞬間の損傷──見えない壁に激突したように盛大な音を立てて尻しり餅もちをつく。

　もう一撃──よろめいた方の黒山羊の頭部に命中＝陽炎が撃ったのとは逆のセンサー──角が二本ともひしゃげる。

　仰ぎよう天てんする黒山羊──道路から出ようとして歩道の鉄柵に足を取られて前のめりに転てん倒とう。

　味方か？　陽炎──探査された狙撃の弾道から瞬時に位置をつかむ／百メートルほど先のオフィスビルの屋上──給水塔とうの上／何者かが撃った直後に跳とんで遮しや蔽へい物の陰かげへ──驚おどろくほど迅じん速そくで滑らかな動き──それらが二体の、白いアームスーツであることが探査から判明。

　該がい当とうデータなし──推測＝ＭＳＳの新兵器？　それ以外に思い当たりなし。

　不可思議だが気を取られず／機を逃のがさず──センサーに損傷をきたした方へ跳ぶ／起き上がろうとする敵の後頭部を、両膝に全体重を乗せて押さえつけた──がん！

　相手の顔面が歩道にめりこむ／その頭を押さえつけて正座するような格好の陽炎──至近距離＝背部装甲にライフルの弾丸を叩き込んだ──一発、二発、三発──火花／飛び散る破は片へん／装甲に亀き裂れつ──穴が空く。

　何が起こっているかわからずもがく黒山羊＝陽炎ごと起き上がる／機械仕掛けの力──黒山羊の背でくるりと前転して地面に下りる陽炎──振ふり返りざま相手が起き上がったところへ背中に一発──ダン！

　ＭＳＳの少女と特甲なしで共闘したときの経験──装甲の損傷箇所を狙い撃った──弾丸がスーツの内部に侵しん入にゆう／おそらく跳弾と化して中の操縦者を引き裂さいた。

　くずおれる黒山羊──中から大量の血が染しみ出す／動かず／完全に沈黙。

　残る一体──倒れた直後に、モリィ＋ＭＰＢ機動捜そう査さ課七名＋イザベラの十字砲ほう火か。

　一いつ斉せい射撃──憐あわれみを催もよおすほどの被ひ弾だんの嵐あらし──耐たい久きゆうして逃げようとする黒山羊。

　陽炎の狙い澄すました一撃──黒山羊の頸けい部ぶが抉えぐれる／首がほとんどもげる／横よこ倒だおれ。

「おどき！　撃つんじゃないよ！」イザベラ＝銃を口にくわえる──素す早ばやく黒山羊に近づいていって両手で斧を振り下ろし、その首を刎はねた。

　斧を胸部装甲の隙すき間まに突つっ込む──てこの原理／装甲をこじ開けようとする──首なしの黒山羊が身をよじって上体を起こす。

　さっと離はなれるイザベラ──センサーを失った黒山羊が両腕の刃を滅め茶ちや苦く茶ちやに振り回す／停車中の車を引き裂く／街灯を真っ二つに。

　陽炎＝すたすた黒山羊に近づく──刃の動きをしっかり見て取る／かすらせもせず懐ふところへ／モリィ＋隊員＋イザベラが息を吞のむ──刺ささった斧の柄えを左手で握りしめ、全体重をかけて引き下ろした──胸部装甲が一部剝はく離り──隙間に右腕のライフルを突っ込み、無む慈じ悲ひでありながら聖母のごとき優やさしさで撃鉄を操作──ダン！　装甲のあらゆる隙間から血の雫しずくが跳はね飛んだが陽炎には一ひと滴しずくとして降りかからず──きびすを返す／その背後で倒れて動かなくなる黒山羊。

　陽炎＝隙すきなく／油断なく／辺りを探査──あのＭＳＳの特甲トツコー少女が見せた〝残心の心得〟そのもの──敵増ぞう援えんなし／さらなる情報汚お染せんなし／ＭＰＢの通信が復旧しつつある感覚。

　謎なぞのアームスーツは姿を現さず──ＭＳＳなら情報を共有したがるはず／なのに通信もなし──どこの組織だ？　なぜ味方した？　私の隠かくれファンか？

「あんたって子は何もかもお見事なんだから」イザベラ＝感に堪たえぬ様子──陽炎と同じく周囲に目を走らせる／陽炎の腕を叩く──銃をしまう／ひとまず敵はいないと安心させる。

「助かりました、イザベラ」陽炎──ようやく慇いん懃ぎんに感謝／お世話になりっぱなしだったことを改めて思い出す。「お陰で、目が覚めた気分です」

「ああ、確かに、ずいぶんしゃっきりした感じだね。本当に良かったよ。あたしの従順なメッセージ・ボーイであるカルロ・コッローディ坊ぼうやが、あんたに対する〝殺し〟の指令がまた出たっていうネタを寄よ越こすのが遅おくれてね。何しろ都市中のネットワークが大混乱中だ。それで連中に踏ふみ込まれちまった。でもちょうど、ＭＰＢの方々が近くにいたんで、応援を頼たのんだんだ。御お礼れいなら、こちらのモリィ捜査官に言っておくれ」

「無事で良かったわ、ハリネズミさん」モリィ＝心から喜んでくれている──ショットガンを担かついで肩かたをすくめる。「結局のところ、あなたの支援をちょっとばかりしたって感じだけど」

「感謝しています、教官」素直に述べる──情報汚染で手ひどくやられたままだったらなすすべとてなかった／感謝のついでにうっかりミハエルの名を口にしかけた／何か知っているかと訊ききたくなって咄とつ嗟さに口をつぐんだ。

　政治的な取引材料にされたミハエル──モリィだって何もかも吞み込んで耐たえているに決まっている／兄の身に何があったか知りたがっているに決まっている／それでも黙だまって陽炎をフォローしろという大隊長か副長の命令に従ってくれたに決まっている──モリィは何も事情は知らないのだろうけれど／うすうす察しているのかもしれないけれど──陽炎の側に立って守ろうとしてくれている。

「とにかく、ひどいという言葉では表せないほど、都市中が滅茶苦茶な状況よ」モリィ＝陽炎の気持ちを察している微ほほ笑えみ──負けてなるものかという気分を共有するウィンク。「でも私達はここで踏ん張ってみせるし、それどころか、この馬鹿げた事態を引き起こした連中には一人残らず、私達の信念と行動ってやつを思い知らせてやろうってのが私の考えよ」

　ミハエルがいたら言いそうなこと──さすが兄きよう妹だいだと感心させられる。

「まったく同感です」陽炎──きりっと返答／微び笑しよう／ウィンクは返せず＝まだそこまで精神的に対等ではないことを実感──頼たよれる相手でいて欲しいという願望を自覚。「それで、教官の今後の行動は？」

「あなたに、ぴったりくっついていることよ」とことん教官兼けんお姉さん役として振る舞ってくれる。「ひとまずのところは通信の回復待ち。広報課と通信解かい析せき班が、この近くのハンデルスカイ駅とミレニアム・タワーで通信プラントを設定してるわ。副長は、隊の半数を出動させて〈インフィニティ〉施し設せつを急きゆう襲しゆう。夕霧はそちらに参加してる」

「はい」陽炎──遊撃小隊への出撃命令は知っていた／夕霧が一人でいることも／任務放ほう棄きに等しい自分／黙もく認にんされていることにいつまでも甘えるなと自分に言い聞かせる。「夕霧との合流は可能ですか？」

「交通状態が最悪の今は難しいわね」モリィ＝決して陽炎を咎とがめず／むしろ宥なだめる調子。「どのみち状況がわからないうちは動けないわ」

「九つ目のＡＰ爆ばく弾だんはどうなったんでしょうか？」

「これさ」イザベラ＝右手の指を、ぱっと上に向かって開いてみせる──〝どかん〟と爆発したというジェスチャー。

「やられたんですか？」陽炎＝瞠どう目もく。

「というより、やらせたって感じだけどね」イザベラ＝にやりと。

「第二エー・十四区ヴエーの地下で爆発したの」とモリィ。「うちの本部のすぐ近くよ」

「本部？」ぎょっとなる。「建物は無事なんですか？」

「ええ」モリィ＝果か敢かんな笑み。「マスターサーバーの予備電線が焼き切られただけ。大隊長は、あえて阻そ止ししなかったのよ」

「あえて？」

「部隊を温存したのさ」イザベラ＝くっくっと喉のどを鳴らして笑っている。「そして敵の狙いを最後の一角に絞しぼらせたんだ。黙って爆発させたのは、この都市の数あま多たある組織の中でもＭＰＢだけだよ。あんたのところの親分は大した肝きもっ玉の持ち主さ」

　まさに〝沈ちん黙もくのオーギュスト〟ならではの決断──強きよう烈れつきわまりない意志／行動に出たときの呵か責しやく無さ──〝老人ヴイ殺しエナの塔タワー〟を破壊しろと命じられたときのことが思い出される。

「これで予備電線が残っているのは第十ジンメ一区リングだけになったわ」モリィ＝大隊長の覚かく悟ごを共有する隊員の顔。「そちらへＭＰＢの部隊が急行中よ。それと、大隊長がじきじきに中隊を出動させたわ。兵器開発局のマスターサーバー〈[image: かむき]カムキ〉を押さえるために。その後、どの隊がどんな状況にあるかは今のところ不明」

「うちの小隊長は──」言いよどむ──最後に会ったときの涼月の空くう虚きよな眼まな差ざし／打ちのめされた姿／諦あきらめきった声こわ音ね／魂たましいが砕くだけ散ったような有様──自分を怯おびえさせた／それが顔に出るのがわかった。

「わからない」モリィ＝特甲姿の陽炎に手を伸のばす──落ち着かせるように肩に触ふれる。「私達が本部を出たときは、まだ中にいたわ。ＡＰ爆弾の影えい響きようもなかったはずよ」

　陽炎＝うなずいたとき脳のう裏りに明めい滅めつする何かを知覚──シグナル／通信が急速に立ち直る／モリィたちの通信はまだ復旧しておらず──だがふいにシグナルが形をなす＝『ＫＳＥ』。

　仲間に打だ撃げきが与あたえられたことを示す遊撃小隊員同士のシグナル──だがおかしい──自分／夕霧／涼月──三人同時に危機に陥おちいっていることを示し唆さしている。

　だが少なくとも自分はあの黒山羊やぎどもから一発も打撃を受けてはいない──ふと気づく──手ひどい情報汚染／それを打撃と認識した／シグナルを発していた──それが遅れて伝わった／脳内チップを通して全員が危機にあることを知らせた。

　このシグナルは自分が発していたのだ──でも、どうやって？　まさに情報汚染のまっただ中であったというのに──そこでまた気づいた。

　吹雪くんの携帯電話──特甲の転送に巻き込んでいた／まるで懐ふところ刀がたなのように──それが今も自分とつながっていた──モリィたちの通信よりはるかに速く復旧を実現していた。

　そして──声を届けてくれていた──実際に声を認識する前に、そうとわかった。

《聞こえるか──》にわかに届く──脳裏で認識される。《──生きてるな、陽炎！》

　目を見開いた──涙なみだがにじんだ。

　声とともに訪おとずれるビジョン──汽笛／動輪／燃え盛さかる何か／雄お々おしく驀ばく進しんする黒い鋼鉄。

　なんだこれは？　私はいったい何をイメージしている？　というか、無線通信による映像データのやり取りとは根本的に異なるこれは、そもそも何なのか？

　疑問と同時にどこからともなく答えが湧わく──ガラテア・コンプレックスによる双そう方ほう向こう的調和／情報共有の果ての果て／テクノロジーが可能とするテレパシーと言っていいつながり。

《涼月……？》おそるおそる呼びかける。《お前……》

《夕霧とはまだつながんねーんだ。もうちょっとしたらつながると思うけどな》一方的──だがこちらが認識しているとわかっている／届いているとわかって告げている。《いーか、よく聞け。お前はハンデルスカイ駅に行くんだ。近くにいるだろ？　あたしが夕霧や他の連中を連れて戻もどるまで、その駅と線路を守ってろ。いいな。頼んだぞ》

　待て──と言う前に通信が切れる／代わりに残るビジョン──駆く動どうする車輪／線路上を驀進するもの／だが何より陽炎の心に響ひびくもの──力強く握りしめられた拳のイメージ。

　ああ、間ま違ちがいない、あいつが戦っている──果敢きわまりない突とつ撃げき精神に満ちた不退転かつ怖こわいもの知らずの少女──すなわち陽炎がよく知る涼月が、陽炎が知らないどこかで、まったくもっていつも通りの奮ふん闘とうを繰くり広げているのだ。

　それがわかった──泣きそうになった。

　待っていろ夕霧──心の中でもう一人の仲間へ呼びかけた／怯えの一いつ切さいが綺き麗れいに吹ふき払はらわれるのを感じながら──私達の小隊長が道を切り開くぞ。
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　白いアームスーツ×二──静せい穏おんさに優すぐれたサテュリスキー型改良版〈カプリコーン〉──電動自動車より静かに移動──ビル屋上から壁かべを蹴けり渡わたって地上へ／マンホールから地下道へ。

　長大なオートマチック・ライフルを脇わきに抱かかえて一時待機──周囲の風景に溶とけ込むカメレオン装甲＝暗くら闇やみに潜ひそむ幽ゆう霊れいそのもの。

《なんとか間に合ったな》無線通信──アームスーツの一方が他方の肩を親しげに叩たたく。《どうだ、レッドジャック？　機体の調整、傷の具合、心理状態──何か異常はあるか？》

《いずれも問題は見当たりませんな》もう一方のいらえ──無骨で大ざっぱで淡たん々たんとしていながら落ち着きと親しみに満ちた態度。《迅じん速そくな武器の手配と、とびきり強ごう引いんな治ち療りようと、信じがたい秘密任務のお陰かげのようです、ハリー・ザ・キング・オブ・スペード》

《うーむ》苦い声。《せっかくフロストが考えてくれたコードネームだが、ちょっと長ったらしいな。その上、本国での重荷を思い出してしまう。そんなにキングになりたいのかと思われるのも嫌いやだ。やはり〈ナイト〉のままにしてくれないか》

《了解ヤヴオですール──王国ナイト・のオブ・キ騎士ングダム》応答＝ドイツ語／英語──敬意／親しみ。《この戦場を与えてくれたことに感謝しています》

《歴戦の戦士にとっては、不本意な経けい緯いであると承知している。だがいかなる組織からも束そく縛ばくされず、確固たる信念と目標を持ち、自由に戦えるという利点を存分に味わって欲しい》

《幽霊ガイスト、万歳フラーですな。まさにひねくれていて処置のしようもなかった俺の精神ガイストが、なぜか純真だった頃ころの状態に立ち戻るのを感じて、驚きよう異いの念を抱いだいています》

《レイもそう言っていた。彼の魂が我々を守ってくれることを祈いのろう》

《イエッサー、ナイト》イギリス流の返答──ドイツ流のきびきびした態度。《どうやら地上の人々が動き出したようです》

　アームスーツに内蔵された通信探査機器がキャッチ＝あらかじめ地上のＭＰＢ機動捜そう査さ課の通信コードとシグナルを捕ほ捉そく──イタリア人捜査官とともに移動を開始──彼らが守護すべき紅あか髪がみの特甲少女が先頭／先導──自ら戦いへ臨のぞむライフル使いの少女。

《大したものだ。混こん沌とんとした状じよう況きように、断固として対応しようとする意志を感じる》

《地下の幽霊部隊としてはその先回りをすべきでしょう》

《彼らの目的地はわかるか？》

《隊での私のチャンネルはそのままになっています。コードを入力して読み込んで下さい》

《オーケーだ。通信解析の手間が省けるのはありがたい》

《やや気が咎めるところではありますがね》

《こらえてくれ。ＭＰＢの内部情報を悪用するわけではないのだ。彼女が動けば、ガララトルガラスネヘビイクが動き、〈キャラバン〉が動く。我々が動くべきときを知るために必要な情報以外、手を付けないと約束する》

《組織同士の密約や、あのブラックストーン氏との口約束なんかではなく、あなたとの約束を信じますよ、ナイト》

《戦士としての信しん頼らいに感謝する。それこそ我がＧチームが最も重きを置くものだ。よし、彼らの目的地が判明した。ハンデルスカイ駅だ》

　待機状態から一いつ瞬しゆんで起動するアームスーツ×二──影かげのごとく静かに素す早ばやく走り出す。

《行くぞ、レッドジャック。かつてアフガニスタンで私を守ってくれたように、この都市で彼女を〝幸運の弾たま除よけ少女〟にしてさしあげろ》
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　大混雑に右往左往──ＭＳＳ通信解析車両〈トリアイナ〉＋戦術班の軍用機体カケブートフムエシル×四＋特甲トツコー少女＝乙・アリステル・シュナイダー──敵が作り出した大渋じゆう滞たいに取り囲まれる。

　必死に迂う回かい路を探す──軍用機体で車をどかす／市民を退たい避ひさせる／遅ち々ちとして進まず。

　進路上にあらゆる車両が集まってくる──敵の情報汚お染せんで偽にせの経路を指示された、タクシー＋宅配トラック＋市営バス＋観光用二階建てバス＋市の清せい掃そう車＋郵便局の車＝ぎゅう詰づめ。

　目的地＝第十ジンメ一区リングのガソメーター──福ふく祉し局＋〈子供キンダー工場ヴエルク〉＋マスターサーバー〈[image: よう]ヨウ〉を擁ようする施設──本来なら高速道であっという間／飛んでいけば目と鼻の先。

　刀を引っ提さげ〈トリアイナ〉の屋根の上に立つ乙──油断なき〝柳枝リユーシ〟の構え＝車の動きに合わせて柳の枝のようになびくも決して倒たおれず──しなやか・凛りん然ぜん・万ばん事じに備える佇まい。

　眼帯を外して周囲を警けい戒かい中──いかなる異変も見み逃のがすまいと見開く金＋蒼あおの眼。

　その足の下──接続ルーム＝四区画構造のトレーラーの前方から三番目の区画。

　そこに横たえられた少年──今このとき何よりも大事な存在＝目覚めぬ眠ねむりについたまま打開策の中ちゆう核かくとして息づく。

　水ミ無ナ月ヅキ・アドルフ・ルックナー──患かん者じや服／担たん架かにベルトで体を固定／虚うつろな眠り──なのに仲間のために今なおマスターサーバーと接続され続けている／その脳を提供し続けている／これから運ばれる場所ではもっと過か酷こくな接続が待っている。

　彼自身はおそらく二度と文句も不満も口にできなくなってしまった──なのに自ら望んで乙たちを守る盾たてとなり続けてくれている。

《現在、第十ジンメ一区リングの福祉局本部から四キロ地点》ディーゼル課長＝解かい析せきルーム／前方から二番目の区画──第二グリン十九区ツィングへ向かった仲間と通信。《敵は意図的にマスターサーバー周辺の地区に車を流入させ、道路を埋うめています。主な地下出入り口も車両で塞ふさがれました──》

　先行した御ミ影カゲ＋戦術班七名が〈インフィニティ〉とかいうカルト集団の本ほん拠きよ地ちで戦せん闘とう中──ニナと〈アイギス〉はその施し設せつの手前で立ち往生──〈トリアイナ〉はとっくに到とう着ちやくしていなければならない目的地を目前にして進むことかなわず。

　ニナ＋御影＋ディーゼル──緊きん迫ぱくしたやり取り／押し殺した焦あせり／用意周到な敵への怒いかり。

　福祉局には接続官コーラスのための接続設備はない──〈トリアイナ〉のユニットが不可欠／いざというときは車両を解体／必要なユニットごと水無月を持ち運ぶしかない。

　乙の静かなる覚悟──必ず少年を送り届ける──いざとなれば彼と機材を抱えて飛ぶ。

　そして、少年とマスターサーバーを守り通す──ＭＳＳ要撃小隊員の務めを果たす。

　さらに、もし水無月の容態が急変し、万一のことがあったときは──自分の番が来たことを迷わず受け入れる／彼の後に続く／仲間を情報汚染から守るために──生きた盾になる。

《今、冬真くんから連れん絡らくが》ディーゼル課長の声こわ音ねに変化。《移動経路を確保したと──》

　乙＝ぴくっと反応──何かの兆きざしを感じ取る／どこからともなく伝わる──進むべき道が開かれたと何かが告げている。

《これは、なんと……》ディーゼル課長＝感かん嘆たん／ほとんど笑い声。

《何か打開策が？》ニナ＝勢い込んで。

　乙＝二人の会話を聞きながら早くも脳のう裏りをそれがよぎる──躍やく動どうする鋼鉄機械・噴ふき出す白はく煙えん・燃え盛さかる機関内部──驀進する存在＝いったいそれがなんなのか、どこからそんなイメージが来たのか、さっぱりわからず／にもかかわらず──それが解決策となると早くも確信。

《まさに打開策です、ニナ長官代理》ディーゼル課長の雄々しい笑い声。《いやはや、これなら敵の情報汚染は完全に無力化される。お喜び下さい。〈アイギス〉と〈トリアイナ〉の両方を搭とう載さいし、目標付近にまで運うん搬ぱんすることが可能です》

《運搬……？》ニナ＝半信半疑。《車両をか？》

《はい。現在、第二区を出発し、そちらへ進行。電子機器をまったく搭載しない大型車両が、線路上を疾しつ走そう中です》

　乙＝それで合点──大きな列車が都市のどこかを走っている／情報汚染で梗こう塞そくする交こう通つう網もうでゆいいつ何にも遮さえぎられず移動している──その列車に乗れと心のどこかが告げている。

《よし。進路を変へん更こう》ニナ＝果断／決断。《最も寄よりの駅へ、何としても到達しろ。途と中ちゆう、やむをえず建物や道路、一いつ般ぱん車両などに多少の損そん耗もうが生じても構わん。私が責任を持つ》

　突破命令──建物を壊こわしたり、道路を傷つけたり、一般車両を壊してどけたりしてよし。

《了解ヤヴオですール、長官代理》ディーゼル課長＝焦りと悔くやしさを払ふつ拭しよく──にわかに活気づく解析ルーム／進路修正／最適かつ最小限の被ひ害がいを計算──一分足らずで結論＝ハウプト通りからウィーン中ツエン央トラル墓フリー地ドホフを横断──駅へ。

　次の三十秒ほど車内に沈ちん黙もくが降りる──中央墓地＝都市が誇ほこる文化遺産／埋まい葬そう数三百万を誇る現げん役えき墓地／世界的に有名な観光スポット／巡じゆん回かいバスが走るほど巨きよ大だいな霊れい園えん／〝国こく籍せき・宗教を問わず埋葬〟がモットーゆえ敷しき地ちには様々な宗教施設／特別名めい誉よ地区にはベートーベンなど名だたる人々の歴史的な墓標が密集──よりにもよってここに押し入っていいのか？　と迷う空気が車内から伝わってくる──ディーゼル課長＝男泣きの英断。《この都市の危機だ。眠れる人々と、彼らを安らがせている様々な宗教の神様もきっと許して下さる》

　絶対に許さないであろう観光協会＋宗教協議会＋文化保全委員会──大問題になるとわかっている進路をあえて選せん択たく──他ほかに選べる道はなし。

　戦術班の機体が遠えん慮りよをかなぐり捨てる──放置された一般車両をどかす／歩道に積む／搭とう乗じよう中のドライバーに退去勧かん告こく──市民のブーイング／応おう援えんの声＝半々。

　旧ウィーン下オーストリア州の境をようやく超こえる＝第十ジンメ一区リングに入る──〝非常事態〟を盾にして工場の敷地を通過／フェンスを破は壊かい／工場長の罵ば声せい／住宅街の通りを進む。

　ちょっとした公園を通過──ベンチ＋ブランコ＋砂場を破壊／そこら中から住民の怒ど声せい──〈トリアイナ〉の上で怒りの眼まな差ざしを浴びる乙＝何とも言えない居い心地ごこちの悪さ／苦い顔／周囲を警戒──ＭＰＢの特甲児童たちの広報業務の大変さをちょっとだけ思い知る。

　戦術班＝どんどん遠慮がなくなる／アームで邪じや魔まな街路樹を伐ばつ採さい／車輪でガードレールを破壊／六本脚あしを展開してフェンスを蹴け倒たおす──そのうち機き銃じゆうやグレネード弾だんを使って邪魔なものならなんでも破壊しそう。

　ようやく中央墓地の一いつ端たんへ到達──押し入る──木々の間を通過／ベンチをどかす／〈トリアイナ〉から言い訳がましい〝緊きん急きゆう事態〟を告げるディーゼル課長の声。

　だが幸いにして墓標を破壊して進む必要はなし──敷地に侵しん入にゆうした一般車両も多数いたが通行を妨さまたげるほどではなし／どのドライバーもＭＳＳの機体と出くわし急ブレーキ・回れ右・路ろ肩かたに停車して両手を上げる──無視して通過──様々な様式の宗教施設の前を通過。

　真っ直すぐ進めばウィーン中央墓地駅に──その途上＝墓地のほぼ中央／ひときわ大きくて立派で存在を誇こ示じする建物／カール・ルェーガー記念教会の前の広々とした通り──右手・北側から教会を迂回し現れる隊列──全すべて迷めい彩さい柄がら＝アームスーツ×四＋軍用機体カケブートフムエシル×四＋馬ば鹿かでかい装甲輸送トラック×一＋多脚戦車ケンタツエンウロスタオアー×一＋機銃座つきアメリカ製軍ハン用車ヴイー×四──物々しい限りの機甲部隊がぞろぞろ登場──こちらが進む道路へ出ようとする。

　こちらの車列が停止──向こうの車列が停止──直角に＝お見合い状態／とはいえ即そく座ざに機銃を向け合うといった一いつ触しよく即そく発はつの緊張はなし──互たがいのエンブレムを認にん識しき＝敵じゃない。

　前から二つ目の軍用機体のハッチが開く──アイパッチをした男／ぴかぴかの制服／隊長の腕わん章しよう／鉄てつ鋲びようつきブーツ／機体の装甲をかつかつ踏ふんで仁に王おう立ち／〈トリアイナ〉の上の乙を隻せき眼がんで見み据すえる──乙の予想通りの顔つきと振ふる舞い。

「またお前らか」第二作戦部隊隊長ギリアン・ダイク──冷然たる顔。「邪魔だ、どけ」

「そっちがいきなり出てきたっしょ？」乙＝呆あきれ顔。「こっちが真っ直ぐ進んでんのにさ」

　ディーゼル課長がトレーラーから出てくる＝仁王立ち。「この車両は電子戦用ユニットであり、この緊急事態においてきわめて重要な任務に就ついている。そちらの任務がどのようなものか知らないが、今はこちらを優先的に通してもらいたい」

「ふざけるな」ギリアン＝いつもの譲ゆずらぬ態度。「同じ言葉をそっくり返した上で命じる。そこをどけ」

「何かおかしいぞ」ディーゼル課長＝独白とも指し摘てきともつかぬ声／サングラスを取る／両手を腰こしに／サイバーというよりサイボーグ戦士のような逞たくましい筋肉を服の下で盛り上がらせつつ思案。「第二作戦部隊の主任務は、第十ジンメ一区リングのマスターサーバー〈[image: よう]ヨウ〉とその予備電線の防衛のはず。なのになぜこんな場所に？　任務を放ほう棄きしてどこへ行こうというのだ？」

「放棄ではない！」ギリアン＝怒りのシャウト──叫さけびつつも本人からしてちょっとそう思っていることが何となく察せられる悔しさに満ちた声。「貴様に何がわかる！　大おお馬ば鹿かもののエドワルトばかりか、我らが生ける伝説、憲兵大隊のオーギュスト大たい佐さどのからじきじきに要よう請せいされたのだぞ！　動かざるを得んだろうが！」

　第二作戦部隊の面々＝トレーラーや軍用車のシートでギリアンに共感して涙なみだぐんでいる。

　乙＝ぽかん──戦術班四名＝ハッチから出てきて同じくぽかん──ディーゼル課長＝大いに困こん惑わく。「そちらの第二作戦部隊に、州知事とＭＰＢが要請しただって？　そちらは内務省直ちよつ轄かつであり、指揮系統はＢＶＴが司つかさどっているはずでは？」

「ＢＶＴのエゴン局長は目下、白昼夢をさまよっている」ギリアン＝唾だ棄きするように。「動くなと各部隊に命じるだけで、まったく使い物にならん」

　ＢＶＴのいつもの〝怠たい惰だ〟──乙＋戦術班＋ディーゼル課長＝さもありなんと納なつ得とく／だが疑問／ディーゼル課長が質問。「ＢＶＴの待機命令を無視してでも、応じねばならない要請とはなんなんだ？」

　口をつぐむギリアン──代わりに隊列の真ん中にいる装甲輸送トラックの後部ドアが開く＝迷彩服に白衣を着込んだ小柄な女性。「アル!?」

　ディーゼル課長＝目を丸くする／首を前へ傾かたむける。「姉さん？」

　兵器開発局にしてディーゼル課長のお姉ちゃんであるクラリッサ＝いつものイギリス風衣い装しようではなく胸に身分証のタグを付けた緊急時の兵服。「さては、あなたたちもユニットを運搬中なのね？」

「なんだって？」面食くらうディーゼル課長。「ということは──」

「そーいうこと。あたしたちもあんたたちと同じ任務ってわけよー」トレーラーからさらに女性──同じく開発局のアデライード＝迷彩柄の兵服＋白衣＋胸にタグ。これだけは死んでも手放さないという感じのブランドもののバッグ──乙を見上げる。「やっほー、乙くん。あなたがいてくれるなんて、とーっても頼たのもしいわ」

「水無月のために来てくれたの？」乙＝他に答えが見つからず。

「彼だけじゃないの」クラリッサ＝手招き。「ちょうどいいわ。彼とあなたが干かん渉しようし合わないよう、ここで調整しておきましょう」

「五秒で終わるわよ」アデライード＝手招き。「普ふ通つうはマスターサーバーが干渉を防ぐけど、今はどこでどんなユニットが使われているかわからないから予防しときましょ」

　乙＝思案／不安／何だかよくわからず──ディーゼル課長を振り返る／うなずき返される。

「簡単な調整だ。君があちらのユニットを認識すればいいだけさ」ディーゼル課長──ギリアンへ目を戻もどす／断りを入れる。「乙くんをそちらの車両に入れる。いいかな、隊長？」

「専門家の判断だ」ギリアン＝ふんと鼻を鳴らす／知ったことかという態度。「迅じん速そくにやれ。時間がない。状じよう況きようは刻々と変化している」

「同感だね」ディーゼル課長＝大いにうなずき返す──乙に目を戻す。「さ、乙くん」

「ヤー」乙──大人同士の合意ができたらしいので行動＝〈トリアイナ〉から跳とぶ──ひらりと着地／迷彩柄の鋼鉄の間を進む──クラリッサ＋アデライードの手招きに従う。

　トラックのタラップを踏んで上がる──〈トリアイナ〉の接続ルームと解析ルームによく似た内部──中央に安楽椅い子す／横たわる者の輝かがやき＝揺ゆらめく〈羽フエデール〉＋もう一人の眠ねむれる少年。

　驚おどろき──少年の傍かたわらに、また別の女性＝金きん髪ぱつ／火のついていない煙草たばこを耳にかけている／白衣の下にＭＰＢの制服──専属医のタグ＝『マリア・鬼キ濡ヌ・ローゼンバーグ』＝きりっとした微び笑しよう／手を差し出す。「こんにちは。私はマリア。ＭＰＢの専属医の一人よ」

「乙・アリステル・シュナイダー」手を握にぎり返す──なんとなく伝わってくるもの＝信しん頼らい／特とつ甲こう児童全員への愛情／悲しみ／眠れる少年に対する敬意や罪悪感。「この子、接続官コーラス？」

「そう。吹雪フブキ・ペーター・シュライヒャー」マリア＝悲しみに耐たえる微笑。「とても頑がん張ばりやさんなの。こうして今も──」

「オレたちを守ってくれてる」乙＝後を受けて呟つぶやく／少年に歩み寄る──見つめる。

　ほっそりとした金髪の少年＝呼吸器／点てん滴てき／生命維い持じ装置につながれた姿──その四し肢し＝肘ひじや膝ひざから先が〈羽〉となって魚のひれのように揺らめく／輝いている──きっと電子戦では四肢の羽が全身を覆おおってサナギプツペになるのだと推測＝いつだったか訓練で鳳アゲハがそうするのを見た。

　少年の意識も人格もどこかへ消えてしまったのがわかる──伝わる──まるで魂たましいが抜ぬけた後のよう／だが全すべてが消えたわけじゃない／仲間を守る意志──今も消えずにいるのがわかる。

　何も言わずに見守るアデライード＋クラリッサ＋マリア──乙＝右手をそっと差し出す──少年の左ひだり腕うでのひれがふわりと乙の右手を撫なでる／柔やわらかに──ひれの表面がきらきら光る──乙のコードを認識／五秒と経たたずにすべきことを終えていた。

　水無月が本当に駄だ目めになってもまだもう一人いるのだという事実──ずしりと重いものを腹に抱かかえる気分／じわりと感謝の念が湧わく──悲しみも憤いきどおりもなく、なんで自分たちがこんな目に遭あわねばならないのかと恨うらむこともせず、献けん身しんに献身を重ねる少年たち。

　自分の中で精せい錬れんされる意志がまた新たに磨みがかれる思いとともに刀を脇わきに抱える──一礼。

　くるりときびすを返す──三人の女性と一いつ緒しよに外に出る──機体を降りているギリアン／その傍らにディーゼル課長──乙＝報告。「終わったよ」

　うなずき返すディーゼル課長──クラリッサたちへ。「姉さんたちの目的地も、こちらと同じガソメーターというわけだ。道がふさがれてしまい、こちらと同じく、駅へ向かっている。そうだね？」

「そう、ＭＰＢからの呼びかけでね」クラリッサ＝背後のトラックを親指で示す。「地下道を通って来たのだけど、逆に閉じ込められそうになって、どうにか出てきたところよ」

「もー、あちこちの地下道を水すい没ぼつさせたり出口を塞ふさいだりしてるのよー」アデライード＝背後のどこかそこら辺の一帯を適当に親指で示す。「〈空港占せん拠きよ事件〉や〈戦犯法ほう廷てい事件〉のときの水没データを利用してるんでしょーね。お陰かげで目的地を通り過ぎて、ここまで来なきゃなんなかったってわけ」

「ドナウ河周辺の地下道は使えないと見るべきだね」ディーゼル課長──ギリアンへ。「ガソメーターの防衛はどうしているのですか？」

「我が隊とＭＰＢ中隊、および歩兵連隊が警けい戒かい中だ」むっとするギリアン──がら空きになんかしてないぞと全身で反論。「ＢＶＴと〈特憲コブラ〉もいるはずだ。連中に働く気があるならな」

「頼もしい限りです」ディーゼル課長＝別に文句を言ってるんじゃないよと宥なだめる感じ──またクラリッサたちへ。「姉さんたちは兵器開発局にいるべきじゃないのかい？」

「機甲師団が来て、我が物顔に振る舞ってるわ」クラリッサ＝むかむか。「入室キーコードを勝手に変えたり、やりたい放題よ」

「未来党員のベルツ将軍の指示よ」アデライード＝しらけ顔。「マスターサーバーの扱あつかいなんてろくに知らない連中が牛ぎゆう耳じってるわ。あたしたちからすれば、お好きにどーぞ、ご勝手にって言いたいところ」

「未来党はリヒャルト・トラクルと取引をしている」ディーゼル課長＝腕組み。「放置していては危険だ」

「心配いらん」ギリアン＝なぜか自信満々。「ＭＰＢのオーギュスト大佐どのが、御おん自ら部隊を率いて兵器開発局を確保すべく進発なされた。かの〈クーデター事件〉でのあの方の働きを貴様らは知るまい。寡か黙もくにして雄ゆう弁べん、鉄てつ槌ついのごとき決断と行動。軍を捨てて政治家などになった大馬鹿者のエドワルトも、オーギュスト大佐どのの苛か烈れつな指揮には敬服しているほどだ。なんであれ、オーギュスト大佐がやると決めた時点で、それはもう実現したも同然なのだ」

　大ファンぶり剝むき出しの熱弁──そこまで言うなら、まあそうなのかもね、という気分が他の面々に広がる／何となく納得。

「とにかく二つのユニットがここで合流できたのは幸いです」ディーゼル課長＝話をまとめる／進める。「ともに駅へ向かい、防備を整えましょう。道を譲りますよ、ギリアン隊長──」

　そこへさらなる到とう来らい──ざっ、ざっ、ざっ、ざっ、という軍ぐん靴かの音／きゅらきゅらきゅら、というキャタピラの音──南側＝ＭＳＳが進んでいた方向から左側の道を、先頭で徐じよ行こうする軍用車×一＋三十名強の完全武装の歩兵隊＋戦車×二がやって来る──交差路で立ち止まる。

　三つの部隊が交差路の三つの道で遭そう遇ぐう──軍用車からさっと降りる男＝びしっと決めた長なが袖そでの軍服／機械化歩兵師団のエンブレム／ぴかぴかに手入れした軍ぐん帽ぼう──乙＝見覚えがあるような、ないような人物に首をかしげる。

「ハンス・ヘルベルト大たい尉い」ギリアンが呼びかける──かつかつ靴くつを鳴らして歩み寄る／駅への道を塞がれまいと牽けん制せい。「歩兵連隊がどこへ何をしに向かっている」

「ギリアン少しよう佐さか」ヘルベルト大尉──ほっとしたように息をつく。「第十ジンメ一区リングの区境で警戒任務に就くよう軍司令部から命令を受けた。かと思えば、ＢＶＴ、州知事、州議会、ベルツ将軍と、あちこちから、のべつまくなし出動要請が来ている。我々としては、とにかく軍司令部に従い、この中央墓地に駐ちゆう留りゆうし、駅と幹線を監かん視しできるようにしようとしていたところだ」

「なぜ監視を？　そちらは、ベルツ将軍が指揮権を持つ機き甲こう師団に属しているはずだが？」

「私は、機甲師団の他の部隊とは違ちがう任務に就いている。そしてその任務は、まだ継けい続ぞくされていると判断している」

「何の任務なのだ？」

「グスタフ・アードラーＢＶＴ内務調査官から聞いていないのか？」

「なんだと？　グスタフ調査官と何の関係がある？」

「グスタフと共同捜そう査さを行っていたと聞いている、ギリアン少佐。遊覧船爆ばく破はに関し、爆ばく弾だん運うん搬ぱんルートの解明をしていたとか。議会でエドワルト州知事を弾だん劾がいしようとしたのだろう？　どうやら再捜査になったようだが──」

「いったい、いつの話をしている」ギリアン＝苛いら々いら。「グスタフ調査官は今なお行方ゆくえ不明だ」

「私が言いたいのは、私もグスタフとは別の件で、共同捜査の任務に就いていたということだ。脱だつ走そうした特甲猟りよう兵へいを追うために」

「ほう」ギリアン＝独眼をすがめる／興きよう味み津しん々しん。「確かに特甲猟兵は、歩兵連隊の所属だ。貴官が彼らを捕とらえる気だというのか？」

「我々の兵力ではどうにもならないことはわかっている。そういう意味では、ここで少佐とＭＳＳに出会えたのは僥ぎよう倖こうだ。ただし私の任務はグスタフと同じで、調査が主だ」ちらりと目が乙を向く──ディーゼル課長を見る。「任務には、特甲レベル３が脳内チップに与あたえる影えい響きようについての調査もふくまれていた。調査結果はＢＶＴと共有され、都市内での特甲転送のプロトコルを見直すための検討材料になるはずだった」

「今そんな議論を持ち出すのは現実的ではありません、ヘルベルト大尉」ディーゼル課長＝すかさず押しとどめる──その背後でクラリッサ＋アデライード＋マリアが警戒の眼まな差ざしをヘルベルト大尉に向けている。

　乙＝漠ばく然ぜんと思い出す──そういえば、鳳が出動できなかったり／自分も何か調査されたり／レベル３がどうとか聞かされたりしたことがあったっけ──そもそもグスタフさんも特甲児童が働くことに反対していた／子供を戦わせるのは間違っているとかなんとか──この人もそうなんだろうか？

「むろんだ」ヘルベルト大尉＝今ここでＭＳＳや兵器開発局を敵に回す気はないと両手を上げて示す。「ここで特甲転送のプロトコルについて議論する気はない。大規模サイバーテロへの対処が先だし、その結果次し第だいでは調査方針も変へん更こうされる。ＭＳＳの特甲児童の一人、鳳・エウリディーチェ・アウストが制せい御ぎよ不能になった件で、解明の糸口はつかめたのか？」

「今まさに打開策を講じているところです、大尉」ディーゼル課長＝ぐっと感情を押し殺す／両腕の筋肉が服の下で膨ふくれあがる──鳳が敵に連れて行かれたのは自分の責任だと痛感している。「そのために、あの道を進んで──」

　正面の駅への道を指さすディーゼル課長──三つの部隊がにらめっこする交差路でゆいいつ誰だれもいない道──と思いきや、人ひと影かげが近づいてくるのに気づく──全員がその男を見る。

　虚うつろな顔／汚よごれきったスーツ／全身の関節がどうにかなってしまったかのような、ぎくしゃくした動作／頭部に巻かれていたらしい血まみれの包帯がほどけて首にかかっている──その変わり果てた男の顔に見覚え──誰もが息を吞のむ──ざわめき／驚きよう愕がく／衝しよう撃げきと怒いかり＝第二作戦部隊＋ＭＳＳ戦術班＋歩兵連隊──みな騒さわぎ出す。

「なんということだ……」ギリアン＝見開かれた隻せき眼がん──反射的に腰こしの拳けん銃じゆうを抜こうとした手が凍こおりついている。

「おお、まさか、お前なのか」ヘルベルト大尉＝よろめくように後ずさる。「グスタフ……」

「犠脳体だ」ディーゼル課長＝戦せん慄りつ──手て振ぶりで女性たちを下がらせようとする。「まずい。ギリアン少佐、ヘルベルト大尉。私たちはただ単に合流したのではない。敵の意図で、ここに集められたんだ」

　乙──すっと歩み出す／あまりに自然な動作ゆえ誰も止められず。

　一いつ拍ぱく遅おくれて声＝クラリッサ＋アデライード＋マリア。「ちょっと乙さん!?」「自爆するかもしれないわよ！」「戻りなさい！」

　構わず歩み寄る──脳を失った男が立ち止まる──乙も足を止める／手を伸のばせば届く距きよ離り／グスタフの虚ろな目がなんとか少女を認にん識しきしようとぐるぐる動く。

「私は包囲された」グスタフ──ざらざらした声。「〈サイクロプス〉がＢＹＣＭの帳ちよう簿ぼを手に入れ管理者となった」誰にともなく喋しやべる──自分の任務を受け継ついでくれる者へ。「〈サイクロプス〉がアダー神父を殺そうとした」

　額・耳の後ろ・首の付け根から後ろが消失──あちこちから血／電子機器が皮ひ膚ふから突つき出ている／配線が脊せき椎ついから延びている──なんとなく伝わってくる＝〝手術台〟を奪うばわれた敵が中ちゆう途と半はん端ぱな犠ぎ脳のう手術を行った／サードアイが監視する犠脳体兵器のユニットにされた。

「苦しい」ごぼごぼ喉のどを鳴らす。「追え。やつを」両方の鼻の穴から血が垂れ落ちる。「今より脳の研究が進めば……」目が焦しよう点てんを合わせようとする。「労働児童を戦地に送り込むなど許されるべきではない」

　自分と会話したときのことを思い出しているのだ──子供を戦場に送り出すことに反対していた／子供の方が安くつくという考え方に反対していた。

　それでも──乙の素質を〝優すぐれている〟と認めてくれた。

　すらりとカタナを抜いた──楽にしてあげる──目で／態度で／声で告げた。「グスタフさんがオレたちを守ろうとしてくれてるの知って、ちょっと嬉うれしかったよ」

　気づけば沈ちん黙もくが下りている──誰も動けず／誰も乙を止めず／口をつぐんで見守る。

　グスタフ──震ふるえる唇くちびる／目が乙を見ようとして痙けい攣れん／ふいにどさっと膝ひざをつく──乙の前でひざまずく──血の涙なみだを流す両目＝静かに閉じられた。

「頼たのむ……」

　男の最後の願い──乙＝鞘さやをスカートの腰こし紐ひもに通す／両手で柄つかを握る／男の左側へ。

「忘れないよ。グスタフさんが、オレたちを守ろうとしてくれたこと」

　一いつ閃せん──カタナが水を切るように通過。

　首がゆっくりと離はなれる／滑すべり落ちる／両膝の上に──まるで己おのれの首を抱えて座り込んだ男のよう──血が胸むな元もとへ流れ出て霊れい園えんの道路に赤い血だまりを作る。

　びゅん──刃やいばについた血を振り落とす／足元で鮮せん血けつが弧こを描えがく／鞘に戻もどす──死者となった男に深々と一礼。

　見事な〝介カイ錯シヤク〟＝名めい誉よの死を与えるサムライの流りゆう儀ぎ──見守る大人たちが揃そろって絶句。

　空を見上げた──次に来るものへ備えねばならない／対たい峙じせねばならない──グスタフさんを解放してあげるために──手を差しのべた。「転送を開かい封ふう」

　機甲化＝一秒余──カタナも特甲の一部に──トンボの羽を鋭するどくはばたかせて飛ひ翔しよう。

　上空──たちまち探査＝東──ドナウ河の支流。

　水みな面もから次々に飛び出す群──空飛ぶ刃たち／鋭えい利りな翼つばさを持つ飛行型ドローンの一団。

　犠脳体＝〈ステュムパロスの群むれ鳥どり〉──十、二十、三十──どんどん増加／こちらへ飛来。

　きっと他ほかにもいる──この墓地に集められた自分たち──とっくに敵に包囲されている。

　仲間はいない／上空を守ることができるのは自分一人──連れん携けいしてくれる者はいない。

　上等じゃん──灼刃ヒート機能ブレイド＝オン──双そう腕わんに輝かがやく青い火。

　奮然たる闘とう志し／なんたる激しさ──これは本当に自分の感情だろうかという疑問が浮うかぶ／一いつ瞬しゆんで消える──心が燃え上がる。

　楽しい楽しい楽しいなァ──ここぞとばかりに響ひびくワニの声──だがそれを上回る何か。

　やってやれと告げる思い──火によって精せい錬れんされ、熱情によって磨みがかれる、輝かしい意志。

　さあ、来い、この自分こそミョーオーサマのワザモノだ──ここは自分の国、自分の都ま市ち、自分の同どう胞ほうがいる場所だ──闇やみ雲くもな攻こう撃げきの意思も悪意も企たくらみもみな、他の誰が許そうとも、善なる刃であるこの自分が──全すべて断たつ。

　またたく間に迫せまる群鳥──いささかも怯ひるまず、真っ向から迫はく撃げきした。

「あっは！」高らかな声──歓かん喜きに満ちて。「すんっげー、ドキドキするっしょー！」




　　　　†




　第二グリン十九区ツイングの森──ＭＰＢとＭＳＳの部隊が包囲中の〈インフィニティ〉施し設せつ＝かつては古い修道院／今は違い法ほうな医薬品と人体改造の特売会場／テロリスト達の支し援えん施設。

　雛ヒビナ・イングリッド・アデナウアー──特甲姿／背でスズメバチの羽がはばたく／対地高度千メートルにて滞空。

　地上を念入りに探査中──東側にＭＰＢ／西側にＭＳＳが展開──どちらの部隊のレーダーにも引っかからず。

　探査を無力化する装備──特甲に組み込んだもの＝敵のＡＰ爆弾を分解して取り出し、己のものとした犠脳ユニット──〈蟹座アルの星タルフ〉と命名／アラビア語で「終アルわりタルフ」を意味する星の名／冬真の星座の名。

　その大きなマグカップほどのユニットを組み込むために特甲を自分で再設計──腕うでとか脚あしとかだと破損する可能性が高いので胸部と腰よう部ぶに主要装置を設定──右胸にユニット／左胸に制御装置／特甲の上から見るとおっぱいが大きくなったように見える──ヌースドルフの隠ＤれＥ家Ｎで具合を試ためしたときは、人間の脳みそをブラカップのクッション代わりにする少女は全世界で自分一人に違いないと思い、ちょっぴり病やんでいるのかもしれないくすくす笑いをこぼしたものだった。

　お尻しり＝尾びてい骨の辺りに追加装備──本来は切り札の〈スズメホー蜂のネツ尻尾のト・形をテイしたルド気化爆弾ＦＡＸ〉を装備できる場所──代わりに電子戦で敵性ブレークアウトを受けたときのためのダミー・ユニットを搭とう載さい／いつでも切り離せる／何度でも転送させられる。

　さらに強力なユニットが二つ──どちらも犠脳体。

〈ボーマン・ユニット〉──地下の汚お泥でいに沈しずめて隠した／〈ローデシア〉の一員だった男のなれの果て／もっぱら自律型の爆弾ロボットである小こ蟹がにの群のコントロール用。

〈太タイ公コン望ワン〉──雛のゆいいつの話し相手たる超ちよう万ばん能のうユニット／中国製ステルス戦せん闘とう機に搭載されていた最さい新しん鋭えいの犠脳体／プラン立案からお勧すすめのＢＧＭ選びまで何でも手伝ってくれる／慰なぐさめの言葉をかけてくれる──こちらは隠れ家のキッチンに置いてきた／侵しん入にゆう者撃退トラップを仕し掛かけた上で。

　人間の脳みそをくりぬいたユニットたちの万能ぶり──マスターサーバーをだまくらかして何でもしたい放題／特甲転送にも支障なし／膨ぼう大だいな探査データも一瞬で解かい析せき。

　犠脳体ユニットを携帯しているのは敵を除けば自分だけ──三つもユニットを独どく占せんしているのは都市でただ一人、自分だけ。

　一大戦力──自前の通信解析課を持つのに等しいユニット群／自分の特甲兵器を無断使用／百五十体余もの炸さく裂れつする小蟹の群を各所に配備／隠れ家の冷蔵庫でこっそり培ばい養ようしたウィルス兵器４ＪＯ──違法であることをまったく気にしないがゆえの装備の数々。

　単独テロリストとしては今のこのミリオ都市ポリスのみならずヨーロッパ最年少にして最強と言っても過言ではない悪アウ党トロー戦士と化した雛──使用せずとも凶きよう器き準備罪だけで懲ちよう役えき五百年は食くらいそう／実際に使用すれば軍事基地の一つや二つは軽く制圧できそう。

　というか、すでに〈太公望〉を手に入れるため基地を襲しゆう撃げき済み──未来党と〈白ヴアイきスシ盾ルト〉が巣くうバーデン歩兵連隊の第四大隊基地／半分眠ねむりながらやってのけた／小蟹の群でそこら中を爆ばく破はした──その国家反逆罪と施設破は壊かい罪だけで一生の三周分ほどの懲役刑になるはず。

　まさに爆撃手ボンバーの異名に恥はじぬ、過剰オーバ攻撃ーキルの意志に充みち満ちた雛の眼まな差ざし──じっと地上を見下ろす／突とつ入にゆうの機会を窺うかがう／目標の位置を探さぐる。

　目標──鳳アゲハ・エウリディーチェ・アウスト。

　太公望が監かん視し──黒いイバラの群として認識される情報汚お染せん＝ノイズ／おかしな数列／感染する外的解かい離り性ビジョン──ひっきりなしに侵しん食しよくしてくるそれらを逆探知。

　飢うえたライオンに近づく気分──鳳のフロー状態に巻き込まれたら一巻の終わり／狂くるった特甲トツコー猟りよう兵へいたちの仲間入り／鳳が特甲を転送したら一人じゃ絶対に勝てない／点火寸前の爆弾を扱あつかう緊きん張ちよう感かん──すっかり慣れたもの。

《[image: ]チン注ツウ意イ雛ツウ小シヤオ姐チエ》ふいに無線通信──〈太公望〉の警告。《注意して下さい雛小シヤオ姐チエ。敵意あるユニットの感知はまことに確かです》

　自動翻ほん訳やくソフトが彼の言葉をドイツ語変へん換かん＝いまいち微び妙みよう──だが意図は明白／敵の位置も判明／実際に現れる前にデータをばっちり用意。

　直後に森の一角で閃せん光こう──炎ほのおの柱＝大きな松の木が燃え上がった。

　ＭＳＳの戦術班が接せつ触しよく──森の洞ほら穴あなに隠れていた犠脳体兵器が襲おそいかかってきた。

　雛＝〈太公望〉を通してＭＳＳマスターサーバー〈[image: ばく]バク〉からデータを拝借──バロウ神父と解析班がすでに予見していた敵兵器＝〈アラクネの機はた織おり〉

　巨きよ大だいな銀色の草くさ刈かり刃ばを何十個も組み合わせて巧たくみに蜘蛛くもを模したような形状＝さらに二体──中庭の干し草の山の中から現れる／裏手のプレハブ倉庫を引き裂さいて飛び出す。

　三体とも立派な犠脳体──操縦者なし／自律的に攻撃──不運な者たちが脳みそを抜ぬき取られて兵器そのものとなり、特異な装備を発揮してＭＳＳとＭＰＢに襲いかかる。

　きーん、と耳みみ障ざわりな音──激しい炸裂音／凄すさまじい閃光──蜘蛛が放ったもの。

　非致ノン・死性リーサルの武器として開発されたはずの音おん響きよう閃光装置──その致死性リーサルバージョン。

　蜘蛛の脚きやく部ぶに内蔵された音波と光線の発生装置──音波が軍用機体の中にいる人間の内臓を揺ゆさぶる／光線が照射面を瞬しゆん時じに数百度の高温に──生身の人間が食くらえば生卵を電子レンジで温めたように破は裂れつする。

　戦術班の〝カケブートフムエシル〟×八が散開──一台が横転──音波で搭とう乗じよう者が気絶／熱でアームが爆発。

《サロモン！　起きろ、サロモン！》御影の声──果か敢かんな指示。《グループ１、サロモンの機体から敵兵器を引き離せ。取り囲んで叩たたく。グループ２、施設にもう二体だ。足止めしろ》

　一台が動かず──三台が救助へ──四台が施設の裏手へ。

　好機到とう来らい──雛＝躊ちゆう躇ちよなき急降下──森が迫る／あらゆる探査をすり抜ける／胸の〈アルタルフ〉が探査を妨ぼう害がい──黄色い輝きを見た者がいるかもしれないが速すぎて何だか分からないはず──地上二メートルで直角機動──木々を避さけて猛もうスピードでＳ字飛行／施設へ飛翔。

　中庭を守る蜘蛛と遭そう遇ぐうするコース──〈ボーマン・ユニット〉に陽動を任せる。

　呼び寄せておいた小蟹たち十数体──通つう販はんで買ったロボット玩がん具ぐを改造した動く爆弾が建物の下水からわらわら出てくる／中庭を横断／犠脳体兵器に群がる──挑ちよう発はつ。

　蜘蛛が刃の脚で小蟹を踏ふみつけて引き裂く──蜘蛛の足元で小蟹の数体が立て続けに炸裂。

　よろめく蜘蛛＝踏みつけた脚が折れ曲がる──さっと退く小蟹たち／塀へいをよじ登る／蜘蛛が怒おこったように追いかける。

　中庭ががら空きに──雛の侵入＝建物の塀を越こえるぎりぎりの高さ。

　ふわりと降り立つ──鳳の位置をだいたい把は握あく／ノイズの発生源／建物の奥の方にいる。

　塀の向こうの森では御影達が蜘蛛どもを相手に奮ふん闘とう中──小蟹の群がひそかに支援。

　特甲猟兵達はいない／気配もない／彼らが発する特とく徴ちよう的なノイズも検知されず──あらかじめ空から確認していたが改めてほっとなる／たった一人で立ち向かうのは無む謀ぼうすぎる。

　敵のつながりの中ちゆう核かくである鳳のそばに猟兵たちがいないのは不思議だが僥ぎよう倖こう以外のなにものでもない──きっと都市内で果敢に抵てい抗こう中の部隊がいて特甲猟兵達を引きつけてくれている。

　てくてく歩いて建物へ──修道院だった建物／あちこちにバリケード／鎖くさりで閉とざされた扉とびらを機械仕掛けの腕わん力りよくで引きちぎる──広々とした廊ろう下か＝床ゆかに幾いく重えもの血の跡あと。

　茶色く変色した血けつ痕こんを踏んで歩く──建物の南側に鳳の位置情報──その隣となりに位置する大きな部屋に入った。

　がらんとした空間＝タイル張りの床／何のための部屋かよく分からない──かつて何に使われていたにせよ今そこには悪夢がぎっしり詰つめ込まれていた。

　惨ざん殺さつ死体が山積みに／死体にたかるハエの山／ウジ虫の山／ゴキブリの山──この場で繰くり広げられたらしい地じ獄ごくの宴うたげの二次会の真っ最中といった赴おもむき。

　おそらく〈インフィニティ〉の信者達／使い捨てにされた者達──引き裂かれ、脳を抜き取られ、施設を守る犠ぎ脳のう体兵器のユニットに。

　抗磁圧のヘルメット越ごしに途と方ほうもない悪あく臭しゆうを吸い込んでしまったような錯さつ覚かくに陥おちいる──殺されて何日も経たった死体の腐ふ臭しゆう／ぽかんとなる／くるりときびすを返す。

　すたすた来た道を戻る──廊下の端はじっこに／壁かべに手をつく／ヘルメットを一時解除。

　げえっと吐はいた──（黄色くなったママの周りでぶんぶん羽音がする）──涙なみだがこぼれる／げえげえ／おえおえ／しゃくり上げる──（唸うなるような羽音が車のトランクの内側から聞こえてくる）──涙と鼻水と反へ吐どが床で一つになった。

《你ニイ還ハイ好ハオ嗎マ、雛小シヤオ姐チエ？》透とう明めいで優やさしげな〈太公望〉の声──遅おくれて翻訳。《大だい丈じよう夫ぶですか、雛小姐？　大きく息をすーすーすると朗ほがらかな回復が訪おとずれるでしょう》

《大丈夫だもん》雛＝涙でぐしょぐしょ／鼻水で鼻が詰まってぜーぜー息をしながら応答。《こんなの全然平気だもん》

　機械の手で涙を拭ぬぐう／洟はなをすする／ぺっぺっと唾つばを吐く──〈耳オ飾ーりア〉を操作して再び目に見えない抗磁圧のヘルメットで頭部を覆おおう。

　振ふり返りながら右みぎ腕うでの連結式チエーン爆雷・マインを展開──投げ込もうとして思いとどまる／爆撃すれば腐ふ肉にくを霧きり状じようにしてばらまくことになる／その中を進んで行かねばならなくなる──何より近くにいる鳳を刺し激げきすることになる。

　左腕の火か炎えん放射器のバーナーを点火──炎を噴ふき放ちながら／右手の爆弾をがらんがらん音を立てて引きずりながら──腐くさった死者達がいる場所へ歩み入った。

《逃にげたりしないもん》涙目／嗚お咽えつがこぼれる／これからやるべき無茶なことへの恐きよう怖ふと相まってまたぞろ泣けてくる──自分自身に言い聞かせる。《ちっとも怖こわくないもん。こんなのでボク、逃げたりしないもん》

　しゃくり上げながらナパームの炎をまき散らす──ごうごう／じゅうじゅう／腐った炎の色／虫たちが焼ける音／すっかり灰になるまでそうしていたかった。

　火か葬そうのための武装ではないぞ──自分を律する声──彼らは攻撃してこない／もう死んでいるんだから／それ以上、相手にする必要はない。

「逃げない」火炎を止める──声に出しながら燃え盛さかる死者の群の間を歩んだ。「ボク、逃げない」

　本来なら行くべきではない場所へ真っ直すぐ向かった──強まるノイズ／黒いイバラとして認にん識しきされるシグナル／水無月とＭＰＢの接続官コーラスを吞のみ込んで引き裂いた悪意のイバラ。

　反対側のドアを開く──薄うす暗ぐらい空間／タイル敷じき／壁も床も血まみれ──黒いイバラがそこら中で蔓延はびこっているように見えた。

《もうそこです、雛小姐》相手を怖がらせないよう気を遣つかう声こわ音ね──雛があえて孤こ独どくに戦おうとしていることを知り、その道行きを助けてくれるゆいいつの存在がそっと告げた。《危険に満ちた存在が警告されています。ですが吾われの他ほかに支援が期待される人物が確認されました》

　雛＝目をぱちくり。《誰だれぇ？》

《ＭＰＢに所属する夕ユウ霧ギリ小姐です》

　上空からＭＰＢの特甲児童が一人だけ出撃するのを確認していた──遭遇しないようにしていた／支援は期待しておらず──〈太公望〉なりに一人ではないと励はげましてくれていた／一人でやるべきではないと助言してくれていた。

《知ってるのぉ？》

《吾とともに飛んだ事実があります》

　思い出す──〈空港占せん拠きよ事件〉と〈戦犯法ほう廷てい事件〉──あのとき自分と乙が空港へ向かうのと逆に、国連都市へ向かったＭＰＢの特甲児童が二人──その一人。

　この事件が始まる前にどこかの広場で顔を合わせた──水無月と一いつ緒しよにいたときに。

　仲間を求める気持ちが込み上げてくる──それを抑おさえつける／自分はもう表立って誰とも共きよう闘とうできないのだと言い聞かせる。

《もちろん吾も、雛小姐のため最大限の支し援えんを用意しています》

　沈ちん黙もくする雛の気持ちを察してくれる〈太公望〉──どこまでも優しげ／孤独な雛とつながってくれる／一緒に戦ってくれる。

《[image: ]シエ[image: ]シエ》雛──翻訳ソフト越しの返答／ありがとう／仲間にさえ滅めつ多たに口にしなかった言葉。

　これが終わったら／無事に逃げられたら／殺してあげると約束した犠脳ユニットに心から感謝していた──そのとき本当に自分が孤独になるとわかっていても、彼の願いを叶かなえてあげるつもりだった。

　ノイズが満ちる空間──床に血の跡／壁に血の手形／反はん響きようする足音。

　やっとそこが女性用更こう衣い室しつであることに気づいた──行く手に湯の音──何もかもが恐ろしいほどの真っ黄色さで輝き始める。

　夕陽のような輝き──危険を知らせるハチの羽音──ぶんぶんぶんぶん鳴っている。

　行くべきじゃない──逃げろ／引き返せ／今すぐ──心が叫さけぶ／涙がこぼれる。

　ボクは逃げない／そう決めたから／水無月からかかってきた電話／冬真の悲しい顔──こうすることが、みじめでちっぽけな自分に残された最後の誇ほこりなのだから。

　浴室──立ちこめる蒸気──数珠じゆずつなぎの爆ばく雷らいを右手でひきずりながら歩み入った／思わずそこにいるはずの少女の名を呟つぶやいていた。「鳳ぁ……」

　返事なし──二人の少女のどちらも声を返さず。

　鳳以外にもう一人──すでに〈太公望〉が探査データを解かい析せきしてくれていたから驚おどろきはなし。

　白銀の特甲姿──夕霧・クニグンデ・モレンツ──ＭＰＢ遊撃小隊員。

　決してこちらの姿を見せるべきじゃない相手──それでも／だがやはり──夕霧がいてくれたことに安心させられる／自分一人で今の鳳を相手にしなくて済む。

　同どう胞ほう意識──だが混こん沌とんの死者たる雛の思考＝〝いざとなれば彼女を盾たてにするついでに、彼女がレベル３を転送して記き憶おくを失うよう仕向ければいい〟──良いアイディア／そんな風に考えてしまう自分の落ちぶれっぷり／ますます涙がこぼれる。

　夕霧は動かず──雛を頼たよれる仲間とみなしているのかも分からず／じっと鳳を凝ぎよう視し。

　鳳──裸はだかで湯船に佇たたずんでいる／虚こ空くうを見つめている──湯船の外＝血まみれの服／拳けん銃じゆう。

　その上方──天てん井じようから吊つるされた死体──豪ごう華かな法ほう衣え／この施し設せつの者らしい誰か。

　情報＝〈太公望〉がすぐ照会＝ＭＰＢ／ＭＳＳ／ＢＶＴのデータベースをあっさり閲えつ覧らん──九十％以上の確率で教師長モーゼル・プファルツァーの死体。

　プロフィール──〈インフィニティ〉を復活させて治安組織からマークされていた男／前教祖の親族を自じ称しよう／正体は〈医師狙そ撃げき事件〉で標的にされ、死んだふりをして生き延びたアルブレヒト・アイスラー博士／ＭＰＢとＭＳＳが重要参考人として確保しようとしていた男──どれほど重要な人物であろうと、どのような人生を経てきたにせよ、最さい期ごは「惨殺」に決定。

　無惨な儀ぎ式しき──奇き妙みような果実＝雛がうんざりするほどよく知る〈ローデシア〉の流りゆう儀ぎ──違ちがうのは生きたまま脳みそを引きずり出された上で吊されたらしいこと。

　血まみれの果実の近くに立つ鳳──何となく伝わってくるもの──吊つった死体の血を浴びた／感覚野への刺激によって運動野のフロー状態を緩かん和わさせる試み──脳の中の小人〈ホムンクルス〉を何とか正常に戻もどそうとするがゆえの異常な行動。

　自分がどこでそんな知識を手に入れたのかさっぱり分からず──深く考える余よ裕ゆうもなし。

　鳳の目が動く──現れた雛へ向けられる／鳳の全身からノイズ／黒いイバラが現れる。

（７はペルソナの座、頭部の運動野を司つかさどる数位）──雛の脳のう裏り＝聞いたこともない男の声──（４７はエレメントの座、頭部の感覚野における四大元素的な感覚を司る。すなわち視覚、味覚、嗅きゆう覚かく、聴ちよう覚かく）──急に何もかもが恐ろしくなる／恐怖で動けなくなる／黒いイバラが広がってゆく──おかしな声が脳裏で響ひびき続ける──（失われたペルソナの座を取り戻そうとすることで、エレメントの座において、幻げん覚かく、異常な飲食の欲よつ求きゆう、あるいは麻ま痺ひなどが生じる）

　イバラとともに現れるもの──鳳の体に浮うかぶ錆さびの幻まぼろし／湯船からカサカサ這はい出る黒い虫の群／喉のどの渇き／大切なものを食べようとする欲求／目も耳も鼻も口も麻痺する感覚。

　特甲トツコー猟りよう兵へいを蝕むしばむフロー状態／外的解かい離り性ビジョンとして訪れる──つながる者に伝でん染せんする。

　息を吞む／戦せん慄りつする──虚きよ無むをたたえる鳳の眼まな差ざし──（５９は魂の座。植物状態の人間を目覚めさせるための５９番目の脳内チップが作り出す代理人格）──やっぱりそう／機械仕じ掛かけの心／これは鳳じゃない──鳳の姿をした怪かい物ぶつが雛を見つめていた。

　ふいに警告──二つ。

　警告その一＝戦せん闘とう音──〈太公望〉が雛の聴覚を通して銃声を検知／雛自身が意識する前に注意を促うながす──いつの間にか施設の外から聞こえていた／包囲していた建物の外側──施設内に敵はいない／施設外に潜んでいた敵がＭＳＳとＭＰＢを逆に包囲して襲おそいかかってきた。

　警告その二＝〈太公望〉の優しく冷静そのものの声。《増大する危険レベルが警告されます。深刻な情報汚お染せんの兆候と、転送兵器が使用される可能性が高まることを遅ち延えんさせる、有効な手段を操作しました》

　雛＝恐怖を振り払はらう──〈太公望〉が現実に引き戻してくれた／恐怖の呪じゆ縛ばくを解いてくれた／びっくりさせられた──操作？

　鳳の体を燃え盛るようなエメラルドの輝きが包んだ。

〈太公望〉が招き寄せたそれが到とう来らい──マスターサーバーには許されない人間の脳への干かん渉しよう／同じ犠脳体ユニットだから可能な芸当──先ほど小こ蟹がにを囮おとりにして追い払った〈アラクネの機はた織おり〉の一体──浴場の壁を外側から突つき崩くずして現れた。

　操作された犠脳体──〈太公望〉が流し込んだ偽にせ情報に従い、鳳を敵とみなしている。

　巨きよ大だいな刃やいばの形をした脚きやく部ぶを振りかざす／がちゃがちゃ音を立てる／その一つが突き出される──殺さつ戮りくのための音と光を最大出力で放つ。

　真っ白い閃せん光こう──遅れて、ぼん！　という爆発音──湯船の湯が一いつ瞬しゆんで沸ふつ騰とう／そこにいる者に強きよう烈れつな音波と熱波を浴びせた／エメラルドの輝きがほんの数秒ほど遅延した。

　だが／それでも──輝きが変化──燃え盛るアメジストの輝き＝特甲レベル３の転送──通常のレベル２を転送すらせず──宙へ浮かび上がる鳳──まさに異形。

　背に二対ついの骨のような雷針／鋭するどく扁へん平ぺいな両りよう腕うで／指全体が一本のデバイス化／二の腕・腰こし・腿ももに羽／両りよう脚あしは一対の羽──顔の周囲と全身に装甲＝全すべてレベル３の〈羽フエデーＤル・デー〉が硬こう化かした鎧よろい。

　体を囲んで浮かぶ光輪──円形の刃のように見える／その中心に変へん貌ぼうした鳳がいる。

　さらなる変化──五対の羽がねじれる／こよりのように巻かれる／伸のびる──尖とがった骨のような雷針に。

　背・腕・腰・腿・脚あし──十本の雷針が剣けんのように鳳の身を飾かざる──全て白熱。

　その姿をとらえ、攻こう撃げきを予期し、危機に備えるための数秒──〈太公望〉が稼かせいでくれたその時間で逃げるべき──犠脳体兵器と夕霧を盾にして離り脱だつすべき。

　だがそうはしなかった──ここで鳳を止めねばならない／鳳が単独で行動しているうちに／自分の持てるユニットの全てを駆く使しして鳳の脳内チップを正常化させねばならない。

　手にした爆ばく弾だんを投げ放った直後、鳳の光輪から輝きが迸ほとばしった──全方位への光の豪ごう雨う／世界から音が消えたと思われるほどの轟ごう音おん／まるで太陽から火の雨が降り注ぐよう。

　爆弾が宙で消しよう滅めつ／建物が内側から吹ふき飛ぶ／犠ぎ脳のう体兵器が文字通り塵ちりと化す──自分の腕がもげる／羽が砕くだける／いきなり足を引っ張られて押し倒たおされる──足に夕霧のワイヤー。

　二人して床ゆかに伏ふせる／夕霧が覆い被かぶさる／特甲が破は壊かいされる──途と方ほうもない火力。

　壁かべが消えて落下してきた屋根が一瞬後には粉々に／塵に／煙けむりになる──燠おき火びが舞まい散る。

　鳳──十本の雷針が激しく放電／体から五対の炎ほのおの羽が現れて翻ひるがえる──ただの排はい熱ねつ＝それだけで苛か烈れつな攻撃に等しい。

　さらに恐るべきものの奔ほん流りゆう──光の豪雨とともに強烈無比な暗黒のイバラが溢あふれ出す。

　５９の魂の座に仕掛けられた光／暗黒──眠ねむれる脳を目覚めさせる光／機械仕掛けの心が可能とするフロー状態の圧縮と解放──人間の脳だけでは耐たえられないフロー状態の集積。

　強烈な外的解離性ビジョンとともに放たれる侵しん犯ぱん的ブレークアウト──マスターサーバーさえ止められない／あらゆる電子機器を冒おかす／脳内チップを持つ者に混沌をもたらす／レベル３を実行させて無差別攻撃を促す──燃え盛さかるエメラルドの輝きに身も心も吞み込まれる。

《雛小姐》励ましの声。《あなたの防護の試みは続いています。負けないで、雛小姐》

　雛＝必死に自分に命じる──抗え──全てのユニットを使え／精神を振り絞しぼれ／身につけた電子戦技術を駆使しろ／〈太公望〉の助けを借りて──なんとしても、しのぎ切れ。

　砕けた特甲の再転送──（３７は記憶の座）──レベル２を要よう請せい／レベル３を拒こばんで解除する──（２９は小人の半身である感覚の座、２３は小人の半身である運動の座）転送のコントロールを必死につなぎ止める／異様な渇かわきを覚える／五感が麻痺する感覚／忍しのび寄るフロー状態──（１７は内的導引性ビジョンを司つかさどる正の座、１３は手足の感覚である弓の座）──逆らえ──（１１は手足の運動である矢の座、７は頭部の運動であるペルソナの座）──負けるな。

「大したものだ」いきなり声──〈太公望〉ではない／無線通信ではない／すぐそばで聞こえる。「自力で時間面の保持を試みるとはな。フロー状態を食い止めている」

　ぽんと誰かに肩かたを叩たたかれた──閉じていた目を開く／歯を食いしばる／自分の手足を取り戻す──身を起こす。

　再転送された羽・四し肢し＝レベル２──夕霧も上体を起こした／レベル３を退けて。

　なぜか圧あつ倒とう的な熱の波が遮さえぎられている──金色の光の玉が幾いくつも浮かんでいる／プラズマの壁を形成／雛と夕霧を保護してくれている。

　頭上の鳳が誰かを注視──いつの間にか現れたもう一人の少女＝ぼさぼさの金きん髪ぱつ／萌もえ葱ぎ色の目／歓かん楽らく的であること以外の感情を全て失ったような異様な迫はく力りよくの笑えみ／右手に軍用ジャケット／背に透とう明めいなイナゴの羽──高々と掲かかげた左手＝灰色のいかにも無骨な機械の左腕。

　その左手が喋しやべり出す。「やはりリングサーキット型のベゼル式制せい御ぎよ帯だ。全方位に抗磁線を掃そう射しやし、加速させた抗磁圧を放射出来る。単独で封ふうじられる武器じゃないな」

　少女がにっと笑って振ふり返る。「だってさ。聞いたかい、夕霧、新人」

　立ち上がる夕霧──少女を呼ぶ。「……皇スメラギさん」

「誰だれぇ……？」雛＝思わず質問──宙の鳳／いきなり現れた少女／どちらも脅きよう威いになりうる可能性を捨てず──太公望の警告。《想定されない経路で雛小姐との接続が試みられています》

　はたと思い出す──電子戦でサードアイに迫せまったときに協力してくれた正体アンノ不明ウンの存在／その感じにそっくり──つながろうとするやり方が犠脳ユニットにそっくり。

　三つもユニットを配下にした経験──妙みような既き視し感かん＝ぼさぼさ髪がみの少女になんとなく見覚え。

　試ためしに接続を許可──危ないと思ったら尻尾しつぽのダミー・ユニットを盾にすればいい。

《協同的ブレークアウトだ》少女の左手の声が脳のう裏りで響き出す。《一時的にマスターサーバーをくらまして内ない緒しよ話ばなしができるようにした。これで連れん携けいして戦える》

　雛＝ぽかん──夕霧＝瞠どう目もく──鳳を除く全員が一瞬でつながった。

　ますます犠脳ユニットっぽい──マスターサーバーですら干渉出来ない経路。

「お前らの隊長は両方とも戦いの真っ最中だ。おフロ嬢イラ様インはそれが心の外にも溢れ出てる。あいつの夢に焼き殺されないよう今だけ助けてやるよ」

　少女のウィンク＝その身にエメラルドの輝き──転送／機甲化──一秒とかからず。

　翡ひ翠すい色の特甲──手にしたジャケットが特甲に吞のみ込まれる／乙の特甲によく似た四つの関節を持つ長大な右腕に／その前ぜん腕わんに半月型の水すい晶しようの刃／その手に水晶の爪つめ。

　左腕が灰色から黄金へ／滑なめらかなフォルムへ──電子戦用の防護膜まく／ステルス形状。

　雛＝やっと気づく──なぜ見覚えがあるのか──鳳のデスクに飾られた写真。

　自分より前の人員──鳳の仲間だった少女達──初出撃で消えた者達。

　すうっと少女の姿が消える／羽の震しん動どう／特異な抗磁圧──透とう化か防ぼう壁へき。

　左手から発生する金の輝かがやきを漂ただよわせたまま本体が消失──まるで『不思議の国のアリス』のチェシャ猫ねこのように歓楽的な笑みの印象だけ残して消え去る。

「二人とも慎つつしんで指揮下に入りな」からからと笑うような声──どこから声がするのかも分からず。「初代ＭＳＳ要撃小隊長、迎撃手セプターの螢ホタル・ヘレン・トローベルと、この伏アン撃ブツ手シユの皇・アンジェラ・ヴァール様が、ひと味違った要撃を教えてやるよ」




　　　　†




　幽ゆう霊れい少女──〈空港占せん拠きよ事件〉でもいた／きっと事件が起こるたびどこかにいてくれた。

　夕霧──接続を受け入れる／共きよう闘とうを受け入れる／正体アンノ不明ウンの少女達──死んだはずの二人が生きてすぐそばにいるという事実を受け入れる。

　にわかに通信障害がクリアに／かと思えば本部との通信が隔かく絶ぜつ。《悪いが、お互たがいの接続以外、他の通信は一時的に遮しや断だんさせてもらう》

　夕霧＝言葉は返さず──ちらりとＭＳＳの少女＝雛を見る──茫ぼう々ぼうと見つめ返される。

《ふんふんふふーん♪》通信越ごしのハミング／足あし踏ぶみ──微ほほ笑えみ。《ふんふふーん♪》

《ぶんぶんぶぶーん》何かのユニットのものらしい声──雛＝やや涙なみだ目め／だが戦う意思を秘ひめた眼まな差ざし。《ぶんぶぶーん》

　二人同時に頭上を見上げる──宙の小隊長さん＝鳳を見つめる。

　鳳──排熱を終える／炎の羽が消えてゆく／再び光の輪が帯電──虚無に満ちた目で消えた皇を探している──螢＝プラズマの防壁を粉ふん砕さいできるだけの火力を放つ気でいる。

《プラズマの防壁を分割する》螢の声──夕霧と雛へ指示／小隊長代理の指揮。《夕霧は２─４─７─２。新人は８─１２─３─８、可能な限り高低差をつけろ》

　夕霧と雛の脳裏に立体図／鳳を中心とした方角設定──脳内チップ越しの情報伝達。

《行け！》螢の号令──金色の輝きが動く／熱と炎が雪崩なだれ込んでくる。

　夕霧＝ハミング／ステップ／駆かけ出す──雛＝はばたく／飛び立つ／旋せん回かい。

　二人にぴったり追つい随ずいする金色の輝き──プラズマの壁が二人を守る。

　指示通りに駆ける夕霧──二時方向／四時方向／七時方向／再び二時方向。

　指示通りにはばたく雛──八時方向／十二時方向／三時方向／再び八時方向。

　あからさまな移動パターンを見せつける──次にどう動くか相手に読ませる。

　鳳──消えた一人／動き出した二人──虚無をたたえた双そう眸ぼうで追う／探査で捉とらえる。

　その両腕・両足・全身を覆おおう羽・十本の雷針の間を抗磁圧が駆け巡めぐることで火力が蓄ちく積せきされる／光輪に蓄たくわえられていく──最大限に蓄えられるまでに火力を無む駄だ遣づかいさせるための陽動。

　だが抗磁圧は使わず──鳳＝両腕／両腿にエメラルドの輝き──部分転送＝特甲トツコーの置ち換かん。

　その両腕に機き銃じゆう／両腿にグレネード砲ほうが出現──にわダダダダかにダ！ダダ苛烈ダダダ！な弾ダダダダ幕がダ！ダダ降りダダダ！注ぐダダダ！。

　光輪の充じゆう電でん中の防護火器──十分に圧倒的──夕霧＝脚に被ひ弾だん／プラズマの防壁に穴が空く／転てん倒とうしながら損傷した特甲を再転送──駆け続ける。

　雛＝旋回／Ｓ字飛行／上下飛行──弾幕を必死にかわす／グレネードの爆圧でふらつく。

《飛べ、新人。踊おどれ、夕霧。お前達のリズムに引きずり込め》螢の指示──空飛ぶトーチカじみた鳳の相手をさせながら容よう赦しやない指揮。《１１は行くな。パターンを繰くり返せ》

　十一時方向に伏ふく兵へいを配置──その逆位置へおびき寄せる／伏兵を背後に回り込ませる。

　鳳──両腕と両脚を牽けん制せいに使うせいで光輪の火力蓄積が遅延──とはいえ止められるわけではない／光輪の輝きが増大していく／鳳の牽制がやむ。

《来るぞ。夕霧、２─８。新人、８─２》螢の指示＝合流──夕霧と雛が同じ地点へ／鳳の真下／プラズマの壁が重なる／防壁を強める。

　光の奔流──鳳の光輪から降り注ぐエネルギーの豪雨が荒れ狂くるう中、十一時方向にもプラズマで守られたものが浮うかび上がる。

　熱波の放射がやむや否いなや、鳳が両腕の機銃でそちらを掃射──弾丸の雨をまともに食くらう／猛もう烈れつな火花／ずたずたになる──刃の形状をした脚部がばらばらになる。

　十一時方向に潜ひそんでいた皇──と思わせておいて二体目の犠脳体兵器を囮おとりに／〈太公望〉のように偽にせ情報で操あやつった／ご丁てい寧ねいにプラズマと透化防壁で守っておいた。

　鳳がくるりと向きを変える──逆サイド＝五時方向──金色の光が幾つか浮かんでいる。

　鳳の探査に皇が捉えられた──夕霧＋雛＝動けず──苛烈な一撃を見ているほかない。

　そちらへ光の奔流が放たれた──光輪の火力を使い切ったとみせかけた鳳のフェイク。

　金色の光が一瞬で消し飛んだ──だが何も存在せず／鳳が探査で捉えたものも消え去る。

　電子的な撹かく乱らん──探査が捉えたのは電子情報のダミー。

《二人とも動け》螢のさらなる指示。《夕霧、１１─５。新人、５─１１》

　プラズマの光がどこからともなく現れる／増える──二人が背を向け合って走る／飛ぶ。

　鳳──空から振ぶりの十一時方向／五時方向──両方に移動する二人の動きを追う／意図を読もうとする／二人にそれぞれ機銃を向けつつ皇の襲しゆう撃げきに備えて掃射せず。

　見えない敵を想定するがゆえの攻こう撃げき停てい滞たい──犠脳体兵器／ダミー情報／二手に分かれた夕霧と雛──囮の囮の囮の陰かげに伏せ続けた皇──にわかに躍おどりかかった。

　夕霧と猛もうスピードですれ違ちがう影かげ──イナゴの羽のはばたきの音／きらきら光る水晶の爪。

　実は犠脳体兵器の陰で本当に十一時方向に潜んでいた皇──不可視の切り裂さき魔まが一瞬で鳳に迫った──鳳の右腕の機銃／右腕の雷針──ずたずたに引き裂いた。

「隙すきありだぜ、おフロ嬢イラ様イン」一瞬だけ現れる獰どう猛もうで歓楽的な笑み──かつて自分達が大切にした相手を容赦なく攻撃／すぐさま姿を消す／からから笑う声が響ひびく。

　消えた皇を追おうとする鳳──夕霧の転進／雛の旋回／皇が囮に──二人が躍りかかった。

　夕霧＝地上からの一撃──ピストル型に構えた右手の人差し指と中指／ワイヤーを放射／斜ななめに振り上げる／なぎ払はらう──鳳の右みぎ脚あし＝火花・衝しよう撃げき・雷らい針しんが斬きり砕かれる。

　雛＝上空から火か炎えん放射／めくるめく炎のリボンを目め隠かくしにして投とう擲てき──連結式チエーン爆雷・マイン＝鳳の左ひだり腕うでに巻きつく──一挙炸さく裂れつ──左腕の機銃／左腕の雷針／ともに粉砕。

　夕霧＋雛＝一撃離り脱だつ／互いに逆サイドへ──さらなる撹乱＝螢の指示。《夕霧、８─１２─３─８。新人、２─４─７─２》

　二人が先ほどのパターンを入れ替かえて移動──鳳＝左腿もものグレネードを二人に放つ／火力が分散／両腕と右脚を急いで再転送──その瞬しゆん間かんを狙ねらい澄すました螢の一撃。

　仲間を守るためにのみ飛んでいた金色の光が一いつ斉せいに鳳へ飛ぶ──鳳のガード＝次々に接せつ触しよく／炸裂／盛せい大だいな火花──転送中の手足と無事だった左腕が激しく損傷。

　鳳＝四肢を転送──全すべてひらめく巨きよ大だいな羽に／四つの羽が四肢を・胸を・胴どうを・顔を覆う。

　完全な防ぼう御ぎよ態勢──下手に三者を追って翻ほん弄ろうされないため／同時に抗磁圧を駆け巡らせて光の輪の火力充じゆう塡てんの速度を増すため。

《かかった》螢＝冷れい徹てつな声──皇が姿を現す＝鳳の真上／黄金に輝く左腕。《夕霧、新人、お前達も足を止めて加われ。お嬢様に呼びかけろ》

　夕霧＝十二時方向で足を止めて左腕を再転送──〈肢バインＢ・ベー〉

　雛＝七時方向で滞たい空くう／旋回──躊躇ためらいなく電子戦に移行。

　経路＝螢が鳳にダミー情報を仕し掛かけたもの──すでに鳳の四肢に侵しん入にゆうするためのブレークアウトが実行されている／仮想ゲートの共有／侵犯プログラム／転送障害を引き起こす干かん渉しよう。

　夕霧＝大いに感心──四段構えの攻撃＝撹乱／伏撃／挟きよう撃げき／電子的攻撃──確実に相手を追い詰つめるための火と電子のチェスゲーム──螢の手しゆ腕わん。

　硬こう化かした羽の鎧よろいで覆われた鳳／輝く光輪──軋きしむような音／羽と光輪が不規則に明めい滅めつ。

（３、１──）脳のう裏りに声＝小隊長さんのもの──（１、９）──それ以外の何人もの少女達の声／河岸の光景を思い出す──（５──）脳を奪うばわれた少女達──（３──２──）。

　脳裏に浮かび上がる数列──３１１９５３２──何か重大なものが示されたという感覚。

《５０１コードの欠損数位だ》螢＝とことん冷徹な声こわ音ね／侵入している相手がかつての仲間であることなど忘れ去ったかのよう。《３１、１９、５、３、２──五つの素数が、時間面の座である６０の数位となる。それが〈九姉妹〉コードだ。そのうち１９の数位は、外的解かい離り性ビジョンを司つかさどる反の座だ。気をつけろ──》

《アアアアアアアアアアアアアイイイイイイイイイイイイ──！》突とつ如じよとして電子の金切り声が勃ぼつ発ぱつ──通信にノイズ／協同的ブレークアウトを阻そ害がい／そして何かの力が噴ふん出しゆつする。

　どす黒いイバラの群のイメージが鳳から迸ほとばしる──まるで黒い炎ほのおが燃え盛るようなビジョン。

　光輪が発するエネルギーの奔ほん流りゆうとは異なる力──だが圧倒的という点では同様の攻撃。

《サードアイの支し援えんか》螢＝チェスゲームのプレイヤーを見み抜ぬく──サードアイが駆く使しするユニットの推測情報を夕霧と雛に提供／イバラを振り払うための防護措そ置ちを共有。《最低でも三つの強力な犠ぎ脳のうユニットが敵の手にある。おい、新人。お前のユニットも出し惜おしみせず参加させろ》

　雛が従うのが感じられる／溢あふれ出るイバラを押しとどめる──夕霧にはよく分からず。

《……夕霧小姐》透とう明めいな声──夕霧＝はっとなる／思わず雛を見上げる。

　鳳の光輪に輝き──三人の電子的攻撃が防がれる／鳳の武器を停止させられない。

《駄だ目めか。レベル４に到とう達たつしていない。私達だけではおフロ嬢イラ様インを目覚めさせられない》螢──冷徹な口調に混じる悔くやしげな響き。《やはり、あいつが必要だ。有用なる空白の座が。備えろ、夕霧、新人。来るぞ》

　光輪がいきなり音を立てて二つに割れた──構造を保つことを放ほう棄き＝全ての力の放出。

　夕霧＝退たい避ひする場所もなし──その場で身を伏ふせる／輝きが頭上から降ってくる／世界が光に包まれて音がすっかり消え去ったかのよう──ついで耳を聾ろうする爆ばく音おん／震動／魂たましいごと揺ゆさぶられるかのような衝撃──熱波が圧力となって自分を押し潰つぶすようだった。

　ありとあらゆる色しき彩さい──何もかもが燃えている／七色の炎／螢が放ってくれたプラズマの輝き／エメラルドの輝き──レベル３の転送／純じゆん粋すいに身を守るために／すぐに解除された。

　爆圧がふっと消える──身を起こす／くらくらしながら立ち上がる。

　火の粉の群が荒れ狂う海のようにうねっている──鳳はいない／皇がいない／雛もいない。

　黒いイバラも感じられない──みな撤てつ退たいしていった。

　ぽつんと取り残された感覚──協同的ブレークアウトも消えている／金色の光も消えた。

　瓦が礫れきの山を通り越こして更さら地ちに近い状態になった浴室──周辺の建物も瓦が解かい／火災。

　施し設せつの外へ出る──何度も轟ごう音おんを浴びたせいで耳鳴りがする。

　ヘッドライト──クラクションの音が遠くでする──無線通信。《モレンツ隊員！》

　ガブリエルの呼び声──目の前で迷めい彩さいペイントの装甲車両が停車／運転席のドアが開く。

「無事だったか」ガブリエル＝安あん堵どの顔。「いったい何があった？　核かく戦争でも起こったのかと思うほどの爆発だったぞ」

「ＭＳＳの小隊長さんがいたんです」夕霧＝空を仰あおぐ──黒こく煙えんで覆われて夜のようだった。

「エウリディーチェ隊員か」ガブリエルが同じように見上げる。「何も見えんな──」

　銃声──ガブリエルが口をつぐんだ──夕霧が森を振ふり返った。

「包囲の外側から襲撃があって、ＭＳＳが相手をしてくれている。じきに落ち着くだろう」ガブリエル＝スイッチを操作──後部ドアを開く。「乗ってくれ。副長の命令だ。我々ＭＰＢは駅へ急行する。〈インフィニティ〉の教祖は逮たい捕ほできなかったが──」

「ぶら下がってたんです」夕霧＝きっとあれがそうだろうと思いながら。「お風ふ呂ろ場ばで、真っ赤になってました」

　うなずくガブリエル──そんなことだろうと思っていたという顔。「敵はここで我々を罠わなにかける気だった。さあ、乗るんだ。シュルツ隊員と合流する」

　夕霧＝こくんとうなずく──車内に入ろうとして足を止める／遅おくれて目を見開く／ガブリエルを振り返る。

「そう、シュルツ隊員だ」ガブリエル＝嬉うれしげ／力強い笑えみ。「我らが小隊長が、何やらよくわからん移動手段を見つけて急行中だそうだ。それと、クルツリンガー隊員も奮ふん闘とう中らしい。二人とも自分達の戦いにけりをつけ、駆けつけてくれたというわけだ」

　轟音の影えい響きようでわんわん耳鳴りがする──それでもその言葉をしっかり聞き取った。

「乗るんだ、モレンツ隊員。仲間のもとへ行くぞ」

　唐とう突とつに、一刻も早くそうせねばならないという思いに駆られた／一秒でも早く集合しなければならない──さっと敬礼／歌うような声。「夕霧隊員はラジャーです♪　運転をお願いします、ガブリエル隊員さん♪」

「任せてくれ」同じく敬礼を返す。「俺の数少ない特技だからな。しかも最近はこの仕事が楽しくて仕方がないときている。道はひどい状じよう況きようらしいが、俺の持てる限りの技量を尽つくして飛ばすから、しっかり座席に腰こしを下ろしてシートベルトを締しめてくれ」

「了ヤ解ー♪」軽かろやかに乗車──ドアを自分から閉める。

　窓もない後部車両＝更こう衣い室しつ代わりにもなる、がらんとした空間──シートに座る／ベルトを締める／自分の他ほかに誰だれもいない／なのに頼たのもしい気分──仲間がいるという思い。

　胸の奥を熱くさせた──自分の仲間達／三人で一頭の〈[image: けるべるす]ケルベルス〉──導かれる、つながりの予感──自分が何を思っているかもわからず／だが必ずそうなるという確信。

　いなくなったと思っていた少女達も／いなくなったはずの太公望さんも／おかしくなってしまった小隊長さんも──何もかも、まだ希望はあるのだと思った。

　走り出す装甲車両──震しん動どう／遠ざかる銃声──あいつが必要だという螢の言葉。

　そして訪おとずれるビジョン──漆しつ黒こくの鋼鉄／漆黒の特甲少女／噴ふき出す蒸気／握にぎりしめた拳こぶし／鋼鉄の駆動輪が刻むリズム──なんという力強さ／豪ごう快かいさ／楽しげな響き。

　そして伝わってくる声──私達の小隊長が道を切り開くぞ──涙なみだがにじんだ。
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　第二グリン十九区ツイング＝森の一角──あちこちから聞こえてくる銃声＝散発的／収束気味。

〈太公望〉の解かい析せき──ＭＳＳとＭＰＢの背後を襲おそおうとした犠脳体兵器〈アラクネの機はた織おり〉二体／アームスーツ三体／十名のクルド系兵士／転送兵器二台──ＭＳＳ戦術班とＭＰＢ中隊がすぐさま撃退／撃げき滅めつ。

　敵の罠の不発ぶり──最初に出てきた三つの犠脳体兵器のうち二つも鳳に破は壊かいされたせいで上手うまく挟はさみ撃うちにならなかった／自分達の戦せん闘とうが結果的にＭＳＳとＭＰＢの両方を助けた。

　雛──森の中を飛ぶ／誰にも見み咎とがめられないよう注意しつつ──大いにほっとする。

　自分のせいで誰かが巻き添ぞえにならなくてよかったと素す直なおに思う──夕霧に姿を見られたことは悩なやましいが、追つい跡せきされたわけではなし──追われても偽ぎ装そうのすべは幾いくらでもある。

　鳳の攻撃に紛まぎれて現場を離り脱だつ出来た──ただし鳳本人も炎を残して去ってしまった／途と方ほうもない情報汚お染せんの壁かべに覆おおわれながら──サードアイの仕し業わざ／鳳本人に仕掛けられた何か／きっとサードアイだけでなくその背後で特甲トツコー児童の狂きよう乱らんを仕掛けている者がいる。

　雛の手──九ミリ拳けん銃じゆう／血まみれの服と一いつ緒しよにあったポシェット──どちらも鳳の品。

　なぜか大事な気がして持ってきた／それで鳳を呼び戻もどせるとは思えないけど──呼び戻せたときに本当に相手が鳳かどうか確かめることには使えるはず。

　もし呼び戻せなかったときは──鳳の面おも影かげを思い出すための品になるはず。

　対処法が見つからねば鳳を取り戻せない──火をもって食い止めることもままならない／鳳を追いかけたところで何も出来ない／自分もおかしくなるだけ──それを思い知らされた。

　特甲児童に仕掛けられた何か／誰がそれを行ったか──きっとあの人達は知っている。

　アダー・ガウス神父がほのめかしていた──暗くら闇やみに身をひたすための階段を下りていった者達がいると。

　死んだふりをして生ける幽ゆう霊れいとなった──敵に迫せまるため／敵の背後に回り込むため／そうしないと勝てないから──雛のように何か事情があったというより、それだけ敵が強大だった。

　だから闇に隠かくれた──この自分よりずっと前に、混こん沌とんの使者として振る舞まってきた少女達。

　だいたいこの辺りにいるはず──〈太公望〉と一緒に追いかける／相手が怒おこって攻撃してきたらどうしようと思ったがそんな気配もなし──むしろ追いかけて来られるか試ためすように、あちこちで意味のない通信シグナルを残していっている。

　森の中のかフエアくシユれテツクんシユぼピール──いつしか森の外れの方へ／木々の間に道路とワイン畑が見える──人目につかないか心配／相手は姿を消すことができる／平気で人の近くに行ける──羨うらやましい限り。

　ひときわ大きな松の木を見つける──そのてっぺんに近い枝にふわりと舞い降りる。

「よく見つけたな」螢の声──機械の左手が雛の肩かたをぽんと叩たたく感かん触しよく。

「追いかけさせたくせに」からから笑い声＝すうっと姿を現す皇──ジャケットを腰に巻いている／背中にたたんだ羽／それ以外に特甲なし──行ぎよう儀ぎ悪く枝に腰かけて幹に背を預け、追いかけてきた雛を面白がって眺ながめている。「そんで、あたしらになんか用かい？」

　雛──茫ぼう々ぼうとした眼まな差ざしで見つめ返す／改めて相手の様子を観察／特甲猟りよう兵へいとはまた違ちがった異常が見受けられる──心の身代ズユンデわりンボツクが繰くり返されたせいで感情が欠けた少女。

　黄色い感じはしない／危険を知らせるハチの羽音も聞こえない／フロー状態が感染するような感じはしない──ぽつりと告げる。「ボク、一緒に行っていい？」

「へえ」皇の笑み＝生気に満ちているのに空くう虚きよな印象。「こいつ、お前の指揮がよっぽど気に入ったみたいだぜ、螢」

「何のために我々と行動をともにする？」螢──機械の左手が開いたり閉じたり／雛に興味を抱いだいたような動き。

「鳳を助けたいのぉ」雛＝最も正直で無難と思える返答を選せん択たく。「ボク一人じゃ無理だからぁ」

「そんで？」皇──じっと見つめてくる。「誰かぶっ殺したいやつはいるか？」

「シャーリーン」素直に答える──隠す必要はないと判断。「あとサードアイとか」

「ただ殺すだけじゃ駄目だ」螢──わきわき動く左手。「やつらが持つ情報を全すべて奪い、私達にとって都合の良い状態にし、その上でやつらにふさわしい報むくいを与あたえるべきだ」

「うん」雛──まったくその通りという気分──問い返す。「誰を追いかけてるのぉ？」

「リヒャルト・トラクル」皇＝にっと真っ白い歯を見せて笑む。「二人に増えちまったけどな。どっちも螢が言ったみたいにしてやるんだ。お前もそうしてやりたいだろ？」

「うん」こくんとうなずく──何の異論もなし。

　だが心の片かた隅すみでアダー・ガウス神父が遺のこした言葉がよぎる──心を白紙に保て／暗闇に身をひたす必要はない／正しく進むための道がある──自分がしていることが正しいかどうか分からないが、少なくともそうする必要があることだけは分かっていた。

　アダー・ガウス神父が告げたように──敵に操作されるのではなく、操作してやるために。

「それ、お前のか？」皇──雛が手にした銃とポシェットに向かって顎あごをしゃくる／興味津しん々しんの顔。「なんかどっかで見た覚えがあるぜ」

「鳳のなのぉ」思わずぎゅっと握りしめる──うなずく皇／奪い取ろうという気はないらしい──皇とその左手に改めて確かく認にん。「一緒に行っていいのぉ？」

「一つ条件がある」螢──機械の人差し指を立てて左右に振って見せる。「お前の肉体が回復不能なほど損傷したときは、お前の脳を回収し、有効に使わせてもらう。お前が所有するユニットもだ。逆にこいつがそうなったときは──」親指が皇を向く──皇があははと笑う。「私の指示に従って、こいつの脳をユニット化しろ。私が瀕ひん死しの状態になったときは、皇がどうすべきか知っている。いいか？」

　暗闇に身をひたし続けてきた者達との取引──まるで魂をもてあそぶ幽霊と会話しているような気分──迷わず合意した。「いいよぉ」

「将来有望だな」螢──左手がすっと下がる。「では行こう」

　皇が立ち上がる──ジャケットを腰に巻き、右手でぽんと雛の頭を優やさしく叩く──その背で水すい晶しようのように透明なイナゴの羽がはばたき始める。

「ついて来な、新人。命と心を取り合う、本物のかくれんぼってやつを教えてやるよ」
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　ハンガリーとの国境付近──森の中の館やかた／門のそばには石造りの建造物──中世の砦とりでを買い取って改装／壁へき面めんにイエスの魚のシンボル／社会の外側にいるための場所──〈インフィニティ〉が所有するもののうち、ゆいいつどの組織も把は握あくしていない施設。

　根城にしていたシャーリーンや軟なん禁きんされていたバロウ神父はもうおらず──教団員は不在。

　庭先──猛もう然ぜんたる紫むらさきの輝かがやきが舞い降りる──異形の特甲レベル３──鳳。

　エメラルドの輝きが混じり合う──ぱーんとガラスを割るような音──特甲還送。

　鳳──裸はだか／裸足はだし／虚うつろな眼差し──周囲に誰もいないことを認識するためだけに目を左右にやりながら開きっ放しのドアから建物へ入る──しばらく滞たい在ざいしていた場所──どこに何があるかは分かっていた。

　階段を上がる──自分がいた部屋／タンスを開く／バラの香かおり／庭で栽さい培ばいされたバラ／信者が作って売る石せつ鹼けんや芳ほう香こう剤ざいの香り──服を取り出す／下着・ワイシャツ・スカート・靴くつ下した──信者達の衣服／全てイエスと魚のシンボルが刺し繡しゆうされている──きちんと身にまとった。

　靴を探す──部屋から部屋へ移動──女性信者の部屋／サイズが近い靴を見つける／履はく。

　部屋を出る──ぴたりと立ち止まる／廊ろう下かを振り返る──テラスに出るガラス戸が開かれてカーテンが翻ひるがえっている──そのそばに佇たたずむ少年。

　金きん髪ぱつ／陶とう磁じ器きのように白い肌はだ／桃もも色いろの薄い唇くちびる／澄すんだ天のゼニス・青色ブルーの瞳ひとみ──手に歪ゆがんだバイオリン／血の染しみだらけの衣服／サスペンダーに青い馬のバッジ。

　その頰ほおに浮うかぶ錆さびの幻まぼろし──その足元でうねる黒いイバラの幻。

「こんにちは」白シラ露ツユ・ルドルフ・ハース──鳳を恐おそれる様子もなく微ほほ笑えみかける。「やっと戻ったんだね。どう？　沢たく山さんの血を浴びて、体の錆は取れた？」

　鳳──答えず／言葉もなく相手の脳内チップの情報を読み取る／機械仕じ掛かけの心で相手を認識──おびただしい電子情報／フロー状態／ビジョン／目の前の少年から伝わる激しい外的解かい離り性ビジョンのノイズ──全て受け入れる。

　本来の心は眠ねむったまま──鳳の認識＝目の前の少年をユニットの一つと捉とらえる／自分の接続相手／多くの犠ぎ脳のうユニットとともに実現すべきレベル４の一部として取り込むべき存在。

「見て。日の光を浴びても体が錆さびない」白露──両りよう腕うでを広げる／明るいテラスの方に首を傾かたむける。「砂さ漠ばくにいたときと全然違う。君と接続状態にあるお陰かげだ。ありがとう」

　鳳──相手の状態を確認／フロー状態の恒こう常じよう化／脳の中の小人の半身が腐くさって崩ほう壊かいする寸前──かと思うと別のビジョンが混入＝日差しが消える／月がのぼっている／夜の森。

　聖地の暗闇──眠れる鳳の内的導引性ビジョン／揺ゆりかごの中の光景──だが今は五十九番目の脳内チップが全てに対して支配的になっている──胡ドリー蝶ム・オのブ・バタ夢フライの蝶ちようがはばたいている。

「君を呼びに来たんだ」白露──別の方向に首を傾ける／鳳の反応を促うながす／何か反応するか純じゆん粋すいな興味を持っている。「サードアイとシャーリーンに言われてね。みんなもう出かけたよ。君も行こう」

　鳳──目の前の少年の姿をしたユニットからの要よう請せいを受け取る／そのフロー状態の器うつわとなってやる／そうすることで相手に対して支配的となる──思考・判断・感覚を相手に任せて純粋に行動する存在となる──歩み出す。

　テラスへ──白露の微笑み。「行こう。僕達の飢うえを満たすために。世界を食べてしまおう」

　白露がバイオリンの弓を持つ手を掲かかげる──鳳が右手をかざす。

　特甲の転送──まばゆく白熱する光＝羽が作り出す甲かつ冑ちゆう姿──アメジストの光＝レベル２。

　鳳＝アゲハチョウの羽──意志もなくはばたく／苦く悩のうもなく飛び立つ──純然たる〈魂プシケー〉となって舞い飛んだ。
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　第二グリン十九区ツイング──元下オーストリア州＝クロースターノイブルク・ヴァイトリング駅。

　駅の南側／線路の西側──ＭＳＳのセーフガード車両〈アイギス〉＋戦術班の軍用機体×四が到とう着ちやく──情報汚染で混雑しきった道を強ごう引いんに移動。

「襲しゆう撃げきは小康状態だ」車内＝鋭するどい眼差しのニナ──解析官たちの背後に立ってモニター群に目を走らせながら指示＝現場の戦術班へ通信。「ＭＰＢが間もなく森から出る。敵の足止めはもういい。第二波に注意しつつ移動を開始しろ」

　戦術用モニター＝十二機の偵てい察さつ用飛行ドローン〈ハエフリーゲ〉が映像と音を届ける／通信の中ちゆう継けい器となる／森の中の戦闘の様子を伝える──モニターの一角＝軍用機体内の御影。《そちらも気をつけろ、潮音シオン。敵は犠脳体兵器を破は壊かいしたら撤てつ退たいを始めた。決死の攻こう撃げきではなかったということは、まだ連中には他に攻撃すべき相手がいるということだ》

「全方位を警けい戒かい中だ」ニナ＝来るなら来いという面持ち。「間もなく移動手段も到着する。合流を急げ」

《了りよう解かいだが、無理はするなよ》御影＝闘争的なニナの様子を見て取る／ヘルガの代理として気負いすぎではないかと危あやぶんでいる。《今のＭＳＳの要かなめはお前だ。その車両より失ってはならんものがあるとすれば、お前自身なのだぞ潮音》

「いい加減、成人前の名前で呼ぶのをやめろ」ニナ＝きびきび／にべもなく──自分は大だい丈じよう夫ぶだと目で伝える。「本部のマスターサーバーすら情報汚染の疑いがある今、この車両が通信基地だ。失うような事態にはさせんし、私もこんなところで倒たおれる気はない。余計なことを喋しやべる暇ひまがあれば、さっさと森から出てこい」

《承知した。我らが白シユニ雪ービツ姫テンのご命令だ、野や郎ろうども。サロモン、元気なところを見せてみろ》御影＝号令──班員達の応答。《アイアイサー、プリンセス》《合点アレス・了解クラー》《今行くぜ、お姫様》《ハイハイホー》《ヨーソロー》《了解ヤヴオでさール、姫》《もうぴんぴんしてますよ、おひいさま》

「誰だれがお前らのだ。いっぺんに通信するな馬ば鹿か者ども」ニナ＝律りち儀ぎに言い返す──モニター群に目を戻す。

　森の戦せん闘とうは完全に収束──駅＝閑かん散さん／列車は情報汚お染せんで停止／途と方ほうに暮れた駅員達。

　駅前／スーパーマーケット＝人通りなし／住民はテロを恐れて外出せず／軒のき並なみ閉店。

　沈ちん黙もく──線路の西側＝ヴィーナー大シユ通トラりーセ──東側＝アウフェルト路地ガツセ──情報汚染で東西南北の道が大渋じゆう滞たい／車は一台も来ず／昼前だというのに祝日の夜のような静けさ。

　ヴィーナー通りで一いつ軒けんだけ開いているオープンカフェ＝パラソルの下に旅行客らしい男達が十人ほど／ビールとワインで乾かん杯ぱい／都市の復旧を酔よっぱらって待つ／ある意味、賢けん明めいな選択。

「シュニービッテン副官、本部から報告です」通信官──ヘッドセットを指で押さえつつ振ふり返る。「日本人グループの〈希望の会〉代表者であるケンジ・アリサワが、徒歩で本部まで来て、助けを求めているとのこと。捜そう査さ官が聴ちよう取しゆした内容を読み上げますか？」

「頼たのむ」ニナ──屈かがみ込んで通信官のモニターを覗のぞき込む／ＭＳＳ本部の聴取室にいるアリサワの映像／何ごとか捜査官に向かって訴うつたえている。

「マリ・カツラギおよび数名の日本人グループのメンバーが所在不明であるとのこと。そのメンバーの一人が映っている画像を、アリサワが提示。これです」

　画像がモニターに現れる──アジア系の青年が大型トラックに乗っている／ウィーン北駅の駐ちゆう車しや場／トラックから降りる青年のアップ／トラックのナンバーの画像／青年と黒人男性がトラックの前で話している──国連広場で銃じゆうを手にしたＯＲＦの黒人チーフ。

「二トンの荷の運搬の現場か？」ニナ＝低い呟つぶやき／思案げ。「どこでこの画像を手に入れた？」

「アリサワの携けい帯たい電話に送られて来たとのこと」通信官＝報告書に目を戻もどす。「送り主はクルド系グループ〈青いサソリ〉のリーダーで、その人物から、アリサワが所有する会社を明け渡わたすか、日本人がテロに荷か担たんした証しよう拠こが当局の手に渡るか、選ぶよう脅おどされたそうです。携帯電話は解かい析せき済み。受信記録を確認──送信記録を追つい跡せきしたところＭＳＳが突とつ入にゆうしたクルド系グループの会社の端たん末まつからでした」

「この青年、見覚えがある」ニナ＝眉まゆをひそめる──眉を開く。「乙と日向がアリサワの自宅を訪おとずれたとき、シンジローの棺ひつぎを運んだ者達の一人だ。マークしていたはずだな？」

「はい」通信官＝照会済み──ウィンドウを開いてデータをみせる。「相アイ原ハラ将マサ人ト。日本人グループの構成員。アリサワの会社の社員。杜モリ麟リン太郎タローの甥おいの一人。〈青ザーいフイ火ア〉が通っていたドージョーの一員。犯罪歴なし。〈アンタレス事件〉および他の事件への関かん与よの証拠なし」

「今さら関与を示す証拠が現れたわけか」ニナ＝眉をひそめる。「いつ送られてきた？」

「昨夜。すぐにＭＳＳに相談しようとしたが通信が混乱したため時間がかかったと。また、クルド系グループがマリ・カツラギを拉ら致ちして脅したため、このアイハラをはじめとする所在不明の日本人が敵に協力している可能性があると訴えています」

　モニターの向こうのアリサワ＝焦しよう燥そうと絶望に苛さいなまれた顔──演技には見えない。

「アリサワを本部で保護。他の日本人グループ構成員の所在を確認。敵はＯＲＦを伏ふく兵へいにしたように、日本人グループを利用している。アジア系の人間が接せつ触しよくしてきたら注意するよう全隊員に伝えろ──」

　身を起こす──違い和わ感かんに襲おそわれる／理由が分からず──モニター群に目を戻す。

　はっとなる──オープンカフェにいた人々が消えている──探す。

　カフェの奥──先ほどまで飲んだくれていた男達＝全員ベネチアン・マスクを顔にかけて店から出てくる──イタリア系グループ〈アルレッキーノ〉のふざけたトレードマーク＝羊／兎うさぎ／猿さる／蛇へび／鶏にわとり／熊くま／豚ぶた／孔く雀じやく／象／豹ひよう──手に手に重機関銃／ロケットランチャー／グレネードランチャー。

「九時方向、カフェに敵だ！　〈アイギス〉を守れ！」ニナ＝戦術班に命令──壁かべの内線ボタンを押す＝運転席へ。「二時方向へ緊きん急きゆう退たい避ひ！」

　閃せん光こう＝ロケット弾だん×四が放たれる──ぽん、ぽん、ぽん、と花火のような音を立てるグレネードランチャー。

　急発進する〈アイギス〉──戦術班の機体＝二台が盾たてに／二台が発進方向をカバー。

　炸さく裂れつ音／震しん動どう＝立て続け──機体装そう甲こうにロケット弾の炸裂／そこら中で手しゆ榴りゆう弾だんの爆発。

　猛もう烈れつに揺れる車内──急発進／急カーブ／高こう架か道路＋高架線路の下へ──ニナ＝壁の安全バーにしがみつきながらモニター群を見み据すえる──線路の反対側＝スーパーマーケットの脇わきに停とめられていたトレーラーから飛び出す黒いアームスーツ×三＝大口径の機銃。

《敵です！》運転主の声──ニナ＝即そく応おう。「駅方向へ突つっ切れ！　戦術班、食い止めろ！」

　黒山羊やぎたちが左右に分かれながら掃そう射しや──戦術班の機体が盾に／アームの機銃で撃うち返す。

　突っ走る〈アイギス〉──車体に被ひ弾だん／衝しよう撃げき／がくがく揺れる──高架線路の下を通って東側へ／ロータリー型の交差点を半周──運転手の叫さけび。《駅方向から武装集団！》

「マーケットの駐車場に入れ！」ニナ＝震動で舌を嚙かみそうになりながら命令──モニターを見据える／追い込まれたことを悟さとる。「行く手にも敵がいるはずだ！　戦術班、防ぼう御ぎよしろ！」

　ロータリーを一周──アウフェルト路地ガツセへ──大型マーケットに囲まれた駐車場へ。

　駐車場出口＝西側──何台ものトラック／荷台にスキンヘッドの男達／機銃──火線の出で迎むかえ。

〈アイギス〉＝退避──被弾／衝撃／駐車場でＳ字を描えがく──逃にげ場なし。

「マーケットの中へ逃げ込め！」ニナ＝有う無むを言わせず──運転手の応答。《了解！》

　駐車場の一いつ般ぱん車両を盾にしつつ〈アイギス〉が疾しつ走そう──マーケット入り口へ／『本日閉店』の看板を吹ふっ飛ばす／ガラス戸をぶち破る／レジ台を粉ふん砕さい／商品棚だなをなぎ倒す──大型トレーラーの車体が完全に入り込む──停車＝アイドリング。

　すぐさま戦術班の機体×四がその後こう尾びで横列隊形──防ぼう御ぎよ陣じん形けい。

　路地から敵の群──アームスーツ×三──銃を持ったアジア系の男達──重火器を担かついで走ってくるマスクマン達──トラックの荷台から降りるスキンヘッドの武装集団。

　到着した者達からめいめい撃ち始める──二十人──三十人──どんどん増える──〈ハエフリーゲ〉の一つが撃ち落とされる／モニターの一つがブラックアウト。

《潮音！》御影＝モニター越ごしに叫ぶ。《防御は戦術班に任せて、お前達は今すぐセーフガード車両を降りて逃げろ！》

「馬鹿を言うな！」ニナ＝猛烈な怒ど号ごう。「私が逃げてどうする！　じきに到着するはずだ！」

《我々の到着を待つな！　建物ごと囲まれるぞ！》

　マーケットの外＝軍勢と呼ぶべき人数に膨ふくれあがった敵──四台の機体が猛もう攻こうを受ける／防ぎ切れなかったロケット弾が店の天てん井じようで爆発──炎ほのお／震動／揺れる車内。

　悲鳴もあげずにモニターの一つを注視する通信官達──ニナ＝同じものをひたと見つめる。

　線路を驀ばく進しんする鋼鉄の器械──噴き出る白はく煙えん／高らかな汽笛の音／車輪の駆く動どう音──激しい銃声にもかかわらず届く／全員の耳を打つ／敢かん然ぜんと到とう来らいを告げる。

　ニナ＝果か敢かんな笑み。「もう間もなく来る。やつらの背後に、我々の移動手段であり支し援えんの手が到着する」




　　　　†




　ＭＳＳの機体×四が横一列に──被弾／破損／構わずアームの機銃で連続掃射／踏ふみとどまって弾幕を形成──牽けん制せい。

　イタリア系〈アルレッキーノ〉＋クルド系〈青いサソリ〉＋オーストリア系〈ローデシア〉＝数十人の混成部隊──黒いアームスーツ×三──猛攻／前進／激しい弾幕を受けて後退──三歩進んで二歩下がる。

　重火器によるスクラップ工場と化す駐車場──たまたま停められていた一般車両が穴だらけになって爆発／破は片へんが飛び散る／火か炎えんと黒煙の壁。

《なんでさっさと壊こわれねえんだ》苛いら立だちもあらわな通信＝アームスーツに乗ったムスタファ・ドゥピスク──ＭＳＳの機体を撃ちまくる／ぐらぐら揺ゆれるような動きで突進を試みる／戦術班員の巧たくみな掃射で踏み込めず。《くそが。もっと撃て。おい、何人かあの建物に入っていって火をつけろ──》

　ふいにアラート音／周囲の探査情報に変化／混成部隊の通信網もうに警告音が鳴り渡る──ムスタファのアームスーツ＝さっと振り返る／棒立ちになる。《……なんだ、ありゃあ？》

　白煙を噴ふくものが猛もう然ぜんと北上──高架線路を驀進する汽車＝轟とどろくＭＰＢのテーマソング。

　第三車両＝客車の窓から身を乗り出すＭＰＢ広報課のカメラマン＋千々石＋グレーテル──集中砲ほう火かを受けるＭＳＳの機体をズームアップ／武装集団を左から右へパン撮さつ影えい。

「絶好の素材ね」グレーテル＝烈れつ風ぷうで髪かみをはためかせながら冷然と微び笑しよう。「窮きゆう地ちにおいても抵てい抗こうし続ける部隊がいるという報道は、民衆をレジスタンス気分にさせてくれるわ」

「御ご覧らん下さい！」マイクを握にぎる千々石＝グレーテルの言葉通りに興奮気味の中継。「この美しい国を守ろうとする誠実な兵士達が、憎にくきテロリスト達の攻撃で追い詰つめられています。私達はこのままなすすべがないのでしょうか？　私達のこの国、この栄光ある都市は、あのような無法者達に踏みにじられてしまうのでしょうか？──いいえ！　そうではありません！」

　汽車の先せん端たん＝漆しつ黒こくの砲弾のごとく飛び出す涼月──どんぴしゃで捉とらえるカメラ＝常つね日ひ頃ごろから特甲児童を広報素材として撮とり続けてきたカメラマン達が巧みにフォロー。

　グレーテル＝右手と左の義手のフックを叩たたく／ひたひた拍はく手しゆ。「素す晴ばらしいタイミングだわ」

　千々石＝絶ぜつ叫きようナレーション。「怒いかれる正義の鉄てつ拳けんが、今こそ下されるのです！」

　高架線路から弧こを描いて跳とぶ涼月＝線路横のマーケット屋上に着地──すかさず疾走＝戦闘地点に向かって再び跳ちよう躍やく──猛たけ々だけしくシャウト。「こっち向きやがれ、×××ピーの×××ピーども！」

　二五二五署での捜査ですっかり身についてしまったスラング──広報課＝特甲児童の通信チップを通して録音／先読みＮＧワード検出＝音声をリアルタイム編集。

　地じ響ひびきを立てて着地＝アウフェルト路地ガツセのアスファルトに盛せい大だいな亀き裂れつ──疾走＝突撃。

　寄り集まった敵集団の背後──スキンヘッドの男達が並べたトラック×四台の一つ──〈ローデシア〉の標語＝『Ｈフラー！Ｈハイル！Ｈヒトラー！』と下手くそな字で書かれた車体側面へ──渾こん身しんの右フック。

　ずがん！　車体が盛大にひしゃげる／宙を舞まう／荷台から銃架と機銃と男達がぽんぽん飛び出す／宙でくるくる回る──クルド系が密集する場所に降ってくる。

　芝しば生ふに腹はら這ばいになって軽機関銃を撃っていた一人がトラックの下した敷じきに／スキンヘッドの男達がばらばら落下してクルド人達と激突──血ち飛沫しぶきと絶叫が飛び交かう。

　ムスタファ＝アームスーツ──降ってきたスキンヘッドの男を機銃で撃ち払はらう──ロータリー型の交差点の方へ後ずさる。《くそが、ＭＰＢの特甲児童だぞ。なんでここにいるんだ？　あの汽車はなんだ？　冗じよう談だんじゃねえぞ。まさか北駅にあった汽車じゃないだろうな？》

　誰だれも答えず──殺さつ到とうする特甲児童を慌あわてて撃とうとする／射線上に別グループ／同士討うち。

　涼月＝左右のフック──別のトラックを吹っ飛ばす／スキンヘッドの男を粉砕／ベネチアンマスクをかけたおかしな男がＲＰＧを向けてくる──そちらへ跳躍。

　発射されたロケット弾をかわす──打ち下ろされた拳こぶし＝孔雀のマスクごと頭部が血の霧きりと化す──飛んでいったロケット弾が地面で炸裂＝そばにいた〈ローデシア〉の男が火だるまに。

　アームスーツ×二──涼月へ機銃を向けようとするやＭＳＳの機体の掃射で被弾。

　ＭＳＳの機体×四──うち二台が損傷で動けぬも掃射を続行／二台が前進を開始──必死の防御から敵の撃退へと転じる。

　マスクマン達──ＲＰＧを涼月に向かって放とうとする者達が一人また一人と粉々に／どこからともなく飛んでくる大口径の弾丸──狙そ撃げき＝ＤＹ＋フロストのアームスーツ。

《くれぐれもテレビに映ったりするなよ〈ポーン〉》ＤＹ＝マーケットのカフェの陰かげ。

《そんな下らないことで〈ナイト〉に叱しかられたくない》フロスト＝バス発着場の屋根。

　後退気味の敵軍勢──だが人数で負けてはおらず／アームスーツ×三が健在──クルド系とイタリア系がロータリーの方へ戻りつつも散開して態勢を整える。

　ふいに〈ローデシア〉のトラックの残り二台がマーケットへ──壊れて動けなくなった戦術班の機体×二が掃射──両方のトラックの運転手を粉砕／だが二台とも走り続けて機体の脚きやく部ぶに激突──折れ砕くだける脚部／荷台から転がるようにして降りるスキンヘッド達。

　動ける機体×二が転進して掃射──スキンヘッド達をなぎ払う。

　黒山羊×二がその隙すきに躍おどり跳はねるようにして移動──転進した機体×二へ迫はく撃げき──溶よう断だん機能付き刃やいばで脚部に斬きりつける／互たがいに動きながら近きん距きよ離りで撃ち合う／高速機動で火線をかわす。

　涼月ＶＳ数十人＋アームスーツ──ＤＹ＋フロストの狙撃支援／深刻な手数不足／取り囲まれないよう走り続ける／跳び続ける／拳を振ふるい続ける──そこへ何かが迫せまる。

　迷めい彩さいペイントの装甲車両──猛もうスピード／危なげないハンドルさばき／ロータリーを滑すべるように逆走／最短距きよ離りで接近──敵の背後へ。

　マスクマン一名／クルド系一名──走り込んできた装甲車両がはね飛ばした／車両の後部ドアがオープン／踊おどり出す小こ柄がらな影かげ──敵軍勢の側面──白銀のきらめきが躍りかかった。

「アローっ♪」浮うき浮きとした声──殺人ワイヤーの唸うなり──白銀の特甲児童＝夕霧の遊撃。

　マスクマン──兎／蛇／猿／象──バラバラ──首／腕うで／脚あし／胴どう──五体が崩ほう落らく＝血の海。

　涼月──にやり／拳を突き出す──夕霧──にっこり／手を差し出す──拳と手の平を叩き合わせる／ぱーんと良い音／走る──直進する涼月／ジグザグに踊る夕霧──突撃／遊撃。

　武装集団の隊列が乱れる──さらなる狙撃＝大口径の一撃──風船のように破は裂れつする男達。

　マスクマン達──羊のマスクが手て振ぶりで撤てつ退たい指示／生き残った連中がさっと散開──逃とう走そう。

　その動きにつられるクルド系──どんどん乱れる隊列──ぐらぐらした動きをする黒山羊が芝生を機き関かん銃じゆうで吹っ飛ばして兵士達を脅す──誰も逃がさず。

《勝手に下がるんじゃねえ》ムスタファ＝殺意のこもった怒ど声せい。《押し包め。ぶっ殺せ》

　涼月＋夕霧──黒山羊が敵の頭だと認にん識しき──呼応。《あの山羊野や郎ろうをやるぞ》《めーめー、黒山羊さん♪　ウールはありますかーっ♪》

　涼月＝自分に銃撃を集中させる／自分を撃った連中を手当たり次し第だいに血祭りに──真っ直すぐ武装集団を突とつ破ぱ──黒山羊に下がる隙を与あたえず右ストレート。

　黒山羊＝機銃をめちゃくちゃに乱射──銃撃の反動でのけぞる──涼月の拳が空を切る。

　そのまま仰あお向むけに倒たおれる黒山羊──転がる／起き上がる／機銃を槍やりのように投げる──頭上＝躍りかかる夕霧へ飛来──ワイヤーでなぎ払う／機銃を野菜のように三つに切断。

　夕霧＝ワイヤーを振り下ろす──涼月＝くるりと転進して拳を振り下ろす──とっくに跳ねるようにしてその場からいなくなっている黒山羊──ワイヤー／拳＝空振り。

　黒山羊＝溶断機能つき刃を現す──得体の知れない動き／酔よっ払いながら踊るよう／前後左右に体を揺らす／どちらへ動こうとしているのか分からぬステップ──狙撃の弾丸が次々に地面やマーケットの壁を穿うがつ＝一発も命中せず。

　フロスト＝舌打ち。《なんてけったいな動きだ。酔っ払ったエリマキトカゲみたいだぞ》

　ＤＹ＝呆あきれ声。《そんなもの見たことはないが同感だ。落ち着け、坊ぼうや。パターンを読め》

《クソガキどもを取り囲め》ムスタファ＝黒山羊──両腕の刃で牽制しつつ涼月と夕霧を引きつける／仲間に包囲させる──銃撃の角度から狙撃地点を把は握あく。《スナイパーは二人。カフェとバス停のどっかだ。ぶっ飛ばせ》

　数人がレーザー照準器付きのグレネードランチャーを構える──ＤＹ＋フロスト＝敵の動きを察知／探査させず・姿を見せず／迅じん速そくに移動──次々に爆ばく発はつ／カフェのパラソルが幾いくつも宙を舞う／バス停留所に爆炎が吹き荒あれる。

　涼月＋夕霧＝孤こ立りつ──迷彩ペイントの装そう甲こう車両が突進／二人の背後に回り込む敵兵に激突／二人の盾たてに──ガブリエルの通信。《シュルツ隊員、モレンツ隊員、よく頑がん張ばった。援護が来たぞ。ＭＰＢ中隊が到とう着ちやくだ》

　ロータリー──ＭＰＢ〈疾シユト風ウルム〉中隊の第一班／第二班が到来──徐じよ行こう運転の装甲車両とともにアサルトライフルを連射しながら前進──〈インフィニティ〉施し設せつはほぼ空振り／犠ぎ脳のう体兵器と出くわしただけ──鬱うつ憤ぷん晴らしの掃そう討とう態勢。

　ムスタファとクルド系グループ＝前後から挟はさみ撃ちに──イタリア系の支援なし。

〈ローデシア〉は馬ば鹿かの一つ覚えのようにマーケットの〈アイギス〉を襲しゆう撃げきしようとしては撃退されている──アームスーツ×二は戦術班の機体が釘くぎ付づけ──にわかに劣れつ勢せいに。

《慌てんな。撃ち返せ、くそが》踏ん張るムスタファ＝涼月の拳をかわす／夕霧のワイヤーを刃で切り払う──マーケットへ／逃げ込んだ〈アイギス〉へ近づこうとする／戦術班の機体の掃射で近づけず。《煙けむりを焚たけ。火をかけろ。そこら中だ》

　クルド系＝スモーク弾だん／火炎弾──ロータリー／駐ちゆう車しや場／東西のマーケットの建物──一般車両が燃え盛さかって黒煙を噴く一帯がますます濛もう々もうたる煙幕に覆おおわれていく。

　夕ゆう闇やみのような暗さ＝ＭＰＢの装甲車両がヘッドライトを点灯──銃声が激減／敵味方が見えず／同士討うちしかねず──涼月＋夕霧＝探査で黒山羊やぎを追い続ける──追いつかれると悟さとった黒山羊がくるりと振り返って突進──つくづく意表を衝つく動き。

　黒山羊が左腕の刃を突つき込む──涼月＝右腕でガード／あえて貫つらぬかせる／猛もう烈れつな火花／相手の動きを止める──にやりと笑えみ。《つかまえたぜ》

　黒山羊が右腕の刃を振り上げる──絡からみつくワイヤー／二人がかりで動きを止める。

　ふいに探査＝煙の向こう──にわかに走り寄せる何か──涼月＋夕霧＝即そく応おう。

　涼月──左フック＝自分の右腕ごと黒山羊の左腕を粉ふん砕さい──ステップバック／腕を再転送。

　夕霧──黒山羊の左腕の刃を絡めたワイヤーで削けずりまくる＝武器を奪うばう──飛び退のく。

　新たなアームスーツ＝赤いボディ／鹿しかに似た探査用の角──赤鹿野郎──近距離で大口径の銃火が放たれる──二手に分かれる涼月＋夕霧──すかさず転進／赤鹿へ左右から迫る。

　赤鹿──ワイヤーを機銃で受け止める／放たれる涼月の拳を片手でいなす／目まぐるしい体さばき──赤鹿の蹴けり＝涼月のガード──ワイヤーが食い込んで火花を散らす機銃＝ひねる／ねじる／逆にワイヤーを巻き取る──夕霧＝体勢を崩くずされる前にワイヤーを切り離はなす。

　別の手からフル出力で放たれるワイヤー──赤鹿＝屈かがむ／転がる／起きる／飛び退く──流れるような動作で涼月と夕霧から距離を取る──黒山羊を庇かばうようにして後退＝機銃掃そう射しや。

　火線を避よける涼月＋夕霧──そこへ新たな火線──だが涼月＋夕霧を狙ねらわず／黒山羊と赤鹿が被ひ弾だん／赤鹿が掃射をやめて黒山羊とともに煙の奥へ。

　濛々たる黒煙から現れるもの──ＭＳＳ戦術班の機体×八──木の葉／折れた枝／突き破った金かな網あみの破は片へんだらけ──森の木々をなぎ倒して直行／住宅地の庭を横断して到着。

《行け、野郎ども》御影＝勇ましさに満ちた怒ど号ごう。《我らが白シユニ雪ービツ姫テンの寝ね込こみを襲おそった恥はじ知しらずどもを虐ぎやく殺さつしてやれ》

《私がいつ寝た》ニナ＝律りち儀ぎに叱しつ咤た。《誰がお前らのだ。虐殺とはなんだ。それでも治安機構の人間か。さっさとその武装犯どもを掃討しろ》

《了りよう解かいだ長官代理》御影＝高らかな笑い。《一人残らずなぎ倒せ》

　八台が二手に分かれる──十字砲火の態勢へ＝〈ローデシア〉のトラックを破は壊かい／銃を持つ男達をまとめて撃うち倒す。

　戦術班の機体を相手にしていた黒山羊×二──一体が鋼鉄のカケブートフムエシルの角突きを食くらって何メートルも吹ふっ飛ぶ／もう一体が軍用機体の機銃掃射を受けながら慌てて後退。

　ムスタファ＝猛烈な怒号。《来やがった。なんでこんなに早いんだ。おい、誰が死んでいいと言った。立て。下がれ。のろまども。撤退しろと言ってるんだ。立て直しだ、くそが》

　クルド系＝ありったけのスモーク弾と火炎弾をばらまく──マーケットに隣りん接せつする建物の壁かべを破壊──次々に逃にげ込む＝半分に減った男達＋黒山羊×三＋赤鹿──〈ローデシア〉の男達が一人残らず倒れるのをよそに撤退。

「さんざん馬ば鹿か騒さわぎしやがって、逃げんな！」涼月＝シャウト／果か敢かんに追走──建物に飛び込む──がらんとしたフードコート／そこら中でスモーク弾の白はく煙えん／床ゆかに血の跡あと／負傷したやつを引きずって逃げた痕こん跡せき／アームスーツの足あし跡あと──反対側の壁で爆発音。

《ＭＰＢ遊撃小隊員へ》通信に介かい入にゆうする声──涼月へ＝ＭＳＳの通信。《こちらはＭＳＳ副官ニナ・潮音・シュニービッテンだ。支し援えんに感謝する。敵の撃退に成功した。深追いせず戻もどって来てくれ。我々の移動手段を守って欲しい》

　涼月＝聞きつつ走る──どうやって通信してんだ？　つーか、どう答えればいい？　黒山羊どもと赤鹿がどこへ逃げるかだけでも確認──吹っ飛ばされた壁から外へ──ガルニソン通り／どうやら死んで置いて行かれたらしい血まみれの男が倒れている／その向こうのドナウ通り／さらにその向こう──ドナウ河＝敵の逃走経路／どこかの地下道へ逃げ込んだ。

《あー、ＭＳＳの人へ》涼月＝いまいちどう返事すべきか分からず。《えー、こちらＭＰＢの涼月。了解です。銃を持ったやつらはドナウ河の方へ逃げたみたいです》

《こちらでも確認している。我々の探査機器が貴官の頭上にいる》

　涼月＝見上げる──羽を持った円えん盤ばん形の機械がふわふわ浮ふ遊ゆう──便利なもん持ってんな。

《敵は下水道に潜もぐり込んだ。追うのは危険だ。それより我々の移動手段の方は？　駅で合流すればいいか？》

《えー》考えなし──丸投げ。《ＭＳＳの人が汽車に乗ってるんで、そっちに聞いて下さい》

《冬真・ヨハン・メンデルだな？　彼は無事か？》

《ぴんぴんしてます。それと、日向って人がいます。そっちに聞くと良いと思います》

《本当なのだな？》しつこく問い質ただす。《ロルフ・日向・アナベルというＭＳＳ戦術班副長が無事に生きていて、協力しているのだな？》

《そうです》なんでこだわるんだ？　ああ、そっか──冬真が言ってた──行方ゆくえ不明だったとかなんとか。《ぴんぴんしてます》

《感謝する》まるで涼月が助けてくれたというような態度。《戻ってくれ。今後の行動の方針について話そう》

《了解》答えつつ素そ朴ぼくな疑問＝仲間を集めて敵をぶっ飛ばす──他ほかに話すことあるか？

　敵が戻ってくるという期待を捨てて振り返る──来た道を戻ろうとして、ぴたりと止まる。

　夕霧──きらきらした眼まな差ざし／本当に目の前にいるのは涼月だろうかと思案するような顔／まじまじとした視線。

　涼月──ＭＰＢ本部の屋上で夕霧にさんざんひっぱたかれたことを思い出す／やや気き後おくれ／ごまかすように笑みを浮かべる。「よう、夕霧──」

　すっ飛んでくる夕霧＝予備動作なしの跳ちよう躍やく──その小さな頭がまともに涼月の胸むな元もとへ激突。

　涼月＝完全に虚きよを衝かれる／後ろ向きにぶっ倒れる──特甲姿じゃなければ痛みと呼吸困難でのたうち回ってそう。

「夕霧は分かってました」しがみつく夕霧──うるうる涙なみだ／ずびずび鼻水。「涼月は頑張るって。涼月は来るって。夕霧はわかってました」

「あー……あたしが悪かった」ぽんぽん相手の背を叩たたく──首にしがみつかれたまま、よっこらしょと起き上がる。「あたしは、何て言うか……もう大だい丈じよう夫ぶだ。ごめんな、夕霧。一人にさせちまって」

「分かってましたから」夕霧＝しがみついたまま──身を震ふるわせて／凍こごえていた者が温められて初めて震えるように。「夕霧は絶対に独りぼっちじゃないって……分かってましたから」




　　　　†




　駅に集合──マーケットの消火作業／渋じゆう滞たいした車両を軍用機体でどかす／装甲車両と軍用機体が密集／敵を警けい戒かい──まるでＭＰＢとＭＳＳが一いつ緒しよになって武装占せん拠きよしたような有様。

　ホーム──合流した者達が握あく手しゆ／肩かたを叩き合う──日向＋ニナ＋御影＝再会を喜ぶ三人。

　日向＝真顔。「すまなかった。みなの足を引っ張った」

　ニナ＝眉まゆを逆立てたりハの字になったり。「もっと早く無事だと報告しろ、この馬鹿者」

　御影＝破顔。「汽車の運転手に転職だと？　この死に損ぞこないめ」

　涼月＝ガブリエルと握手。「相変わらずのガッツを見せてもらったぞ、シュルツ隊員」

　御影＝その二人に歩み寄って肩を叩く／鷹おう揚ような笑顔／握手。「ＭＳＳ戦術班班長の御影だ。ＭＰＢの支援に感謝している。元〈特憲コブラ〉の隊長もいるとは、〈戦犯法ほう廷てい事件〉を思い出すな」

　涼月＝握手しながら目を丸くする。「あんた達、ガブリエルと一緒に戦ったんだ」

　ガブリエル＝力強い笑み。「ずぶ濡ぬれでな。いつぞやのように敵を撃退してやろう」

　夕霧＝みんなが一丸となる雰ふん囲い気きに浮うき浮き足あし踏ぶみ／ハミング「ふんふんふーん♪」

　冬真＝夕霧の傍かたわらでＰＤＡを操作／〈アイギス〉と同期／通信官の仕事をこなす。「これで皆みなさんの通信チャンネルが保護されます。電子戦でのバックアップも可能です。ただ……脳内チップのゲート開放は〈アイギス〉でも保護可能かは未知数で……」

　夕霧＝きょとん──冬真を振ふり返る。「どうして知ってるんですか？」

「ＭＳＳで……僕は水無月くんをフォローしていたんです」冬真──夕霧の透とう明めいな眼差しをじっと向けられる／心を見通されるような視線にたじろぐ。

「水無月のお友達なんですね」夕霧＝そうだと返されたかのようにうなずく──微ほほ笑えむ。「ありがとう♪」

「え──？」冬真＝目を丸くする。

「お友達になってくれて嬉うれしいです」

「違ちがうんだ……」冬真＝かぶりを振る──涙がにじみそうになる。「水無月くんが友達になってくれたんだ。僕は……彼も、吹雪くんも目覚めさせたい」

　夕霧＝にっこり──無意識に腰こしの辺りに手を当てる／特甲の下／ママの携けい帯たい電話が入っている──みんなのつながりを実現する上で、少年が助けになるとママも告げている気がした。

　捜そう査さ官たち──ピエール／ブラックストーン／グレーテル──ニナとてきぱき情報確かく認にん。

　ピエール＝汗あせだく／ずびーっと洟はなをかむ。「ようやく二トンの荷を見つけたよ、捜査官」

　ブラックストーン＝煤すすだらけ／袖そでをまくったシャツ。「今は貴重な燃料となっているがね」

　グレーテル＝冷然たる微び笑しよう。「ヘルガ長官とは、国際刑けい法ほう学研究で一緒だったわ。この事態を引き起こした人物を捕とらえましょう」

　ニナ＝全員と握手──国外の捜査官の干かん渉しようを避けるべき／だが協力は拒こばめず／駆かけ引きモード。「ご協力に感謝します。ではここからは私の指揮に従って頂きます」

　車両の一つ──千々石がくねくね登場。「良いわ。みなさんの雄ゆう姿しを市民にお届けしたいわ」

「駄だ目めだ」ニナ＝即そく座ざに否定。「こちらの捜査官達もだ。絶対に映すな。国際問題になりかねんぞ」

　千々石＝一向に挫くじけず。「でしたら後で極ごく秘ひの覆ふく面めんインタビューはいかが？」

「勝手にやれ」ニナ＝捜査官達に顎あごをしゃくる。「彼らが応じてくれるならな」

　捜査官達＝笑顔／応じる気は皆かい無むと目で告げる──千々石＝へこたれぬウィンク。「楽しみだわ」

「あと五分で終わらせろ」ニナ＝作業を監かん督とくするふりをしつつ千々石のいない場所へ移動──捜査官達＋御影＋日向＋ガブリエルがついていく──涼月＋夕霧＝何となくついていく。

「我々は急いでハンデルスカイ駅に戻らねばならないだろう」ニナ＝命令ではなく同意を求める口調──一ひと筋すじ縄なわではいかない面々をどうにか味方につけようとする。「ＭＰＢと歩兵連隊がミレニアム・タワーで通信用アドバルーンを守り、敵がこれを襲しゆう撃げき中。我々は彼らと合流する。問題はその後だ。敵はこの列車を狙って集つどう。線路は各所で破壊されるだろう。それらの妨ぼう害がいをくぐり抜ぬけ、中央墓地駅まで辿たどり着き、重要なユニットを運ばねばならない」

「やるしかないな」ピエール＝ずびずび洟をかむ。

「Ｇチームが陰かげながら護衛する」ブラックストーン＝煤だらけの手をひらひらさせる。「機関車での労働だが、誰だれかに交代してもらえないかな。ついでに言えば、なかなか貴重な経験だ」

「引き継つぎます」ニナ＝請うけ負う──御影を見る／有う無むを言わせず。「戦術班から回します」

「機体を二台やられた。カスパルとエドガーを回そう」御影＝肩をすくめる──日向に。「お前の玩具おもちやを〈アイギス〉の荷台に積んである。お前が運転手役を続けるなら私が使おう。私の機体をエドガーに渡わたせば、石炭係はカスパル一人になる」

「あの汽車の運転だが、難易度は？」ガブリエル＝割って入る。

「単純な機構だ」日向＝相手の意図を汲くんで。「電車用の線路で走るために操縦システムごと作り直されている。こつさえつかめば時速百キロ近く出せる」

「俺が運転しようか？」ガブリエル＝ぼきぼき手を鳴らす。「このところの主任務でな」

「はーい♪」夕霧＝ぴっと挙手。「ガブリエルさんは運転がとってもお上手です♪」

「あー、確かに」涼月＝同意──戦術班の機体がせっせと路線スイッチ中の機関車を見る。

「敵の集中砲ほう火かを受けるぞ」ピエール＝シュコーッと音を立てる吸引器。「アームスーツを着て運転出来りゃいいが、狭せますぎて無理だろうな。せめて防弾チョッキとヘルメットをつけて、ドアと窓を鉄板で補強した方がいい」

「そうしよう」ニナ＝ＰＤＡを開いて指示。「私だ。汽車の運転席の防ぼう御ぎよを急いで強化しろ。壊こわれた機体の装そう甲こうを使え」

「決まりだな」ガブリエル＝わくわくした顔。「また娘むすめに自じ慢まん出来る」

「ではカスパルとエドガーを石炭係に回す」御影──日向に顎をしゃくる。「私と来い。あの牛の玩具に乗って作業を手伝え。あと十分で列車を出発させるぞ」

「こちらは準備完かん了りようだ」ＭＰＢの中隊指揮官──線路からホームへ這はい上がる。「うちの客車に誰か乗るか？　車両間を行き来することは可能だが、戦せん闘とう中の移動は難しいだろう」

「乗車位置を決めましょう」ニナ＝捜査官達へ。「〈アイギス〉でも構いません」

「俺は客車に乗せてもらおう」ピエール＝洟をかんだハンカチをひらひらさせる。「せっかく汽車に乗るんだからな」

「〈アイギス〉に同乗させて頂こう」ブラックストーン＝食えぬ顔。「最さい新しん鋭えいのセーフガード車両の実力をこの目で見てみたいものだ」

「私は広報課とご一緒させて頂くわ」グレーテル。

　突とつ貫かん作業＝猛もう烈れつに働く大人達──暇ひまを持て余あましていた駅員達の協力──汽車の路線転てん換かん／車両の防備／人員配置──猛スピードで完了。

　第一車両＝機関車──車体の上＝涼月＋夕霧──運転室＝ヘルメットと防弾チョッキ姿のガブリエル──ボイラー室＝カスパル＋エドガー／屈くつ強きような男達／ぶーぶー不平／石炭係に。

　第二車両＝炭水車──車体の上＝日向のアームスーツ＝青い水牛／新品の巨きよ大だい機関銃。

　第三車両＝客車──ＭＰＢ広報課が陣じん取どる＝千々石／グレーテル／マスコミ対策室。

　第四車両＝台車──セーフガード車両〈アイギス〉を丸ごと搭とう載さい＝縦も横もあつらえたようにぎりぎりぴったり──ニナ／解かい析せき官達／ブラックストーン／冬真──〝ハエフリーゲ〟十二機を展開──三キロ四方をカバー──冬真＝通信解析課の仕事／久しぶりに思える。

　第五車両＝客車──ＭＰＢ中隊二十余名／ピエール／みな銃を手に待機──まるで西部劇の列車護衛人の一団。

　第六車両＝客車──資材を運うん搬ぱん──線路が壊されたときに備えてレール＋枕まくら木ぎをどっさり積せき載さい／駅員から補修の手順を教えられる／戦術班の半数が工兵経験者──工兵が進行の要かなめに。

　第七車両＝台車──迷めい彩さいペイントの装甲車両をワイヤーで固定＝Ｇゲー・十八アハツ号車エーン──特甲児童の運搬車両／更こう衣い室しつ／後ろ向きに車両を防護──屋根に銃座＝トーチカ状態。

　戦術班の機体──十台──三班に分かれる／二班が地上で列車と並へい走そう／一班が地下道を進んで索さく敵てき＋敵の掃そう討とう。

　ＤＹ＋フロスト──姿を消したまま／どこからか列車を護衛。

「出発する」ガブリエル＝運転席──窓まど際ぎわにテープでＰＤＡを固定＝モニター代わり──汽笛を鳴らす／レバーを操作／堂に入った運転ぶり。

　鋼鉄の咆ほう哮こう──北駅を出発したときに比べ戦力は三倍増──危機に抗あらがう者達を乗せて前進。
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　最さい後こう尾びの第七車両──積まれた装甲車両──その後部座席内。

　日ひ頃ごろからＭＰＢ遊撃小隊の面々が持ち込んだ菓か子し／化け粧しよう品／雑誌が散乱──その一角。

　すうっと姿を現す皇──その透とう化か防ぼう壁へきに一緒に隠かくしてもらっていた雛。

「これに乗ってりゃ敵のいる場所につれてってくれるぜ」皇＝ごろりと横になる──平然たる昼ひる寝ね態勢。「でなきゃ敵が集まってくれる。螢の充じゆう電でんにもちょうどいいしな」

「私もしばらくスリープモードに入る」螢＝わきわき動く左手──バイバイという感じで振られる。「お前も休んでおけ、新人。特甲をまとっている必要もない」

「うん」雛＝壁かべ際ぎわで膝ひざを抱かかえる──特甲を還送。

　ふてぶてしいというより自じ堕だ落らくかつ狂きよう気きの一歩手前という感じの皇＋螢──あっという間にいびきをかき始める皇／かくんと動作を停止する左ひだり腕うで──特甲猟りよう兵へいと違う側にいるが、とっくに似たような領域にいる二人。

　雛＝危あやうい先せん輩ぱい達と同行／不安なし／本音を言えばすっごく楽しい──心強い上に、話し相手がいることが嬉しくて仕方ない。

「ふわ」つられてあくび──ここしばらく最も平和なひととき／列車の揺ゆれが眠ねむ気けを誘さそう／ことんと居い眠ねむり。

《好ハオ好儿ハオル睡シヨエ？、雛ツウ小シヤオ姐チエ。做ツオ好ハオ梦モン》太公望の声が遠くから聞こえる──親愛を込こめて。《ゆっくりお休みしてね、雛小姐。良い夢を》
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　地下──アームスーツ達の移動／負傷者たちの呻うめき声／歩けなくなった者を射殺して楽にしてやる──銃声／怒いかりと恨うらみと悲痛の声──汚きたならしい下水道にこだまする。

　一角──刳くりぬいた穴／違い法ほう工事／地下道の壁をぶち抜いて古い廃はい坑こう跡あとに通じる──入る。

　狭せま苦くるしい通路──湿しつ気け／あちこちに水たまり／息苦しい空間──ふいに光。

　森＝市が埋うめ立てた廃坑跡を掘ほり返した穴──アームスーツを先頭にぞろぞろ出てくる。

　木々の間を進む──開けた場所に出る──古いワイン工場／枯かれたブドウ畑／森の古城跡。

　異なるグループの集合場所──工場前の空き地＝何台もの車／ワインのトラック──離はなれた場所に一台の巨大トレーラー＝電気管理局のロゴ／都市の電力復旧の工事用車両を偽ぎ装そう。

　ブドウ畑＝三機の軍用ヘリが駐ちゆう機き中──古城跡＝門前にたむろする者達──イタリア系／クルド系／中国系／複数のアームスーツ──赤あか鹿じかタイプが一体佇たたずんでいる。

　門前──ぺっと唾つばを吐はく男＝〈トルコ自由戦士団〉のソネル──バイカーっぽい革かわジャン／頭に血がにじむ真っ白いターバン／乙に切断された右手首＝機械化義手──にやりとムスタファに笑いかける。「まんまと逃にげ帰って来たな」

　黒山羊やぎ──ずかずか歩み寄る／装甲を開く／唸うなり声をこぼしながら出てくるムスタファ──ソネルと門前に立つマスクマン達を睨にらむ＝殺気をこめて。「とんずらしやがったな」

「〝羊ペコーラ〟は臆おく病びよう者なのさ」マスクマン＝羊──腰に手を当てる／胸を張る。「俺達がＭＳＳを予定通りの場所に追い立てた。なのに半分も仲間をやられちまった。誰の責任だ？」

「知るか、くそが」ムスタファ──苛いら々いら／うろうろ／円を描えがいて歩く／いつの間にか右手に握にぎった拳けん銃じゆうをぶらぶら揺らす。「なんだってこんなことになってんだ。あの汽車はなんだ？」

　下水から上がってきた赤鹿が一歩前へ出る＝装甲を開く──アジア系の青年が地面に降りる──その手に手しゆ榴りゆう弾だん／もう一方の手をピンにかけている／必死の形相。「協力したぞ！　マリを解放しろ！」

「なんだこいつは？」羊──魔ま法ほうのように銃を抜いている。「シンジロウとかいうやつか？　なんでまだ生きてるんだ？」

「そいつはとっくに始末した」ソネル──同じく機械化義手に馬ば鹿かげた大口径のリボルバー＝銃身にプリンチップ社の刻印。「こいつはその従弟いとこだ」

「俺の名はアイハラ・マサトだ、人殺しども」青年──ピンを抜く。「俺達は協力した。ＭＳＳに俺達を売ったな。協定違反ばかりしやがって。マリを返せ」

「黙だまってろ、阿あ呆ほうが」ムスタファ──ぐるぐる回る／拳銃でごんごんこめかみを叩たたく／マサトを。「なんだあの汽車は。ダイヤはどうなってんだ」

「我々は話がしたい」中国系＝青い中国服──刃やいばで出来た蛇じや腹ばらの両腕が音もなく伸のびる。「誰を殺せば話ができる？」

　一いつ触しよく即そく発はつの空気──ばたんと音──トレーラーから出てくる男＝ぱりっとした白いスーツ姿のハンス・Ｗ・クライン──ゆったり歩み寄る／穏おだやかに声をかける。「そろそろ補給部隊が到とう着ちやくする。おやおや、いったいどうしたんだ？　何か揉もめ事でも？」

「話が違ちがうぞ！」青年──ピンを外した手榴弾を握りしめる。「マリを解放しろ！」

「アリサワは協力するさ」ソネル＝せせら笑い／また大量の唾を吐く。「最初から、やつの会社を渡しときゃ良かったんだ」

「そんなことはどうでもいい」中国系＝無表情／全身から殺意が溢あふれ出す。「我らが営イン頭トウは、なぜ予定通りにことが進んでおらず、なぜ特甲児童どもがまだ正気なのか尋たずねて来いと吾われに命じている」

「知るか」ムスタファ＝自分の尻尾しつぽを追う犬のようにぐるぐる回る。「黙れ、殺すぞ」

「みな落ち着いて欲しい、アイハラ・サン、蚕サン影イン先生、シニョール・ペコーラ、ベイ・ムスタファ。ここで殺し合って分け前を増やすのも良いが、その前に補給を受けたらどうかね？」

　頭上から激しいローター音──大型輸送ヘリ＝情報汚お染せんのまっただ中で平然と飛行／ホバリング態勢／枯れ果てたブドウ畑の一角に着陸。

　コンテナ隔かく壁へきがオープン──颯さつ爽そうと降りてくる男＝ヘッドセットを外しながら歩み寄るリヒャルト・トラクル──顔に火傷やけど跡／ぎらぎら輝かがやく緑の目／吊つり上げた唇くちびる。「やあやあ、つわもの達よ。世界の歴史に新たなページを加えんとする集つどいに私も加わらせてもらおう」

　ヘリのローターが回転を弱める／副操縦士の席のドアが開く──金きん髪ぱつ碧へき眼がんの男＝ばりっとした軍服／胸に未来党のバッジ／きびきび降りる／トラクルとともに殺気立った一団に歩み寄る。「なんだこの汚らしい連中は？」

「なんだこいつ？」ムスタファ＝立ち止まる／ぐらぐら左右に揺れる。「どこの猿さるだ？」

「口に気をつけろ、小悪党」金髪の男＝背筋を伸ばして。「私は〈白ヴアイきスシ盾ルト〉の実行部隊の北部方面指揮官であり、未来党の北面連隊員であり、〈ローデシア〉の〈火のフオイア飛ワイ竜バーン〉だ」

「それだけ肩かた書がきがあると名前を聞く気もなくなるな」羊──拳銃を男に向ける。

「阿呆猿が、石をぶつけて殺すぞ」ムスタファ──拳銃を男に向ける。

「武器を運んだのなら用済みだな」蚕影──蛇腹の腕をさっと振ふるう。

「かくいう私の名は──」金髪の男──〝聖ハなイるル〟のポーズを取る／その右腕が蛇腹の腕で切断される──瞠どう目もく／あんぐり／絶ぜつ叫きよう。「私の腕が──！」

　羊＋ムスタファ＝男の頭・胸・腹を盛せい大だいに撃うち抜く──ボロ屑くずのようになって倒たおれる。

「やれやれ」ソネル＝唾を吐く／大口径の銃をヘリの操縦席に向ける──慌あわてて出ようとする軍服姿の男達に向かって引き金を引く。

　炸さく裂れつ──男達が吹ふっ飛ぶ／ヘリの操縦席がぽっかり消失／ヘリのローターが完全停止。

「プリンチップ社製〈ヘラクレス〉改良版だ」トラクル＝にこやかに解説。「その義手ともども立派に使いこなせているようで何よりだ、ソネルくん。さてさて、ヘリの中を見てくれたまえ。同型の〈ヘラクレス〉三十挺ちよう。超ちよう軽けい量りようライフル〈ディオスクロイ〉二十挺。サテュロス式アームスーツ三十四体、うち速度に優すぐれたシレンティ型二十体、装甲に優れたサテュリスキー型十体、格かく闘とうに優れたレッド・パーン型四体を用意した。アームスーツ用ＭＧ五〇五機関銃が四十挺。弾薬は各種合計一トン半ほどもある」

　ソネル＝口笛──羊＋ムスタファ＝銃を下ろす──蚕影＝腕をするする元に戻もどす。

「気が済んだか？」ハンス・Ｗ・クライン──男達を見回す。「では冷静に話し合おう」

「マリを解放してからだ！」日本人青年＝マサトだけが異を唱える。

　別の赤鹿アームスーツがにわかに動く──機銃をさっと振り上げる──マサトが握っていた手榴弾を正確に真下から叩く／手榴弾がすっぽ抜ぬける──頭上へ飛ぶ──赤鹿の一方の手が受け止める／地面の中に突つっ込む──足で踏ふむ。

　ぼん！　土つち煙けむり／地面が波打つ／爆ばく圧あつも破は片へんも封ふうじる──赤鹿＝機銃をマサトの肩かたに、とんと当てる──膝をつくマサト＝うつむく。「くそっ……。くそっ……」

　ムスタファ＝そのマサトの片方の肩を叩く。「お前はレッド・パーン型にまた乗れ。〈キャラバン〉の影かげ武む者しやが足らねえからな。くそが、人手が足らねえぞ」

「〈白ヴアイきスシ盾ルト〉と〈ローデシア〉を総動員する」ハンス・Ｗ・クライン＝大した問題ではないというように手を振る──トレーラーを指さす。「あの〈戦いをエニユ好む者ーオー〉号をふくむ三台のユニット・トレーラー〈グライアイ〉が都市のマスターサーバーへの大規模情報汚染を実行中だ。散発的に抵てい抗こうしている治安組織を叩き潰つぶせばいい。〈外げ典てん〉の完成は間近だ。何か問題は？」

「あの汽車だ、くそったれ」ムスタファ＝ずかずか歩み寄る──ハンス・Ｗ・クラインの前でぐらぐら揺れる。「なんだありゃ。ダイヤがあった場所にあった汽車だ。あれを連中が動かしてる。ダイヤはどうなった」

「ダイヤは石炭に紛まぎれ込ませたんだ」マサト＝ぼそっと──膝をついたまま男達を振り返る。「あの汽車を動かしている燃料が何か、想像してみろよ悪党ども」

「神よデイ我々オ・を救チ・いたスカまえンピ！」羊＝天を仰あおぐ──銃で自分の頭を撃つような素そ振ぶりをする／マサトの頭を撃つような素振りをする。「なんてことだ！」

「信じられん冒ぼう瀆とく者ども！」ソネル＝ひときわ大量の唾。「ダイヤを焼いてやがる！　俺達の一族の糧かてを！」

「我々の報ほう酬しゆうが奪うばわれた」蚕影＝きりきりと刃の指をこすり合わせる。「我らの営イン頭トウは怒りに満ちるだろう。誰だれの首を刎はねればいい？」

「これは由々しき事態のようだ」トラクル＝面おも白しろがるように。「さて、どうしたものだろう？」

「連中を止めればいいだけだ」ハンス・Ｗ・クライン＝まったく動じていないという顔。「〈ローデシア〉の〈ムニン〉と〈サイクロプス〉が情報を流してくれている。ミレニアム・タワーはホイテロートの指揮で襲しゆう撃げき中だ。中央墓地に追い込んだ連中のユニットはホイテロートの指揮で包囲中だ。ここにいる我々が人数を割さいて列車を止めればいい」

「予定通りヘリは俺達が使う」ソネル＝義手が握る銃で駐機中の軍用ヘリ三機を指さす──左手で血がにじむターバンを撫なでる。「一機を列車に回してやるぜ。俺は中央墓地へ行く。ＭＳＳの小さな魔女カデイに、右手を斬きられた借りを返す。俺の肉体が滅ほろびた後は、魂たましいが鋼鉄にやどる」

「良いだろう」ハンス・Ｗ・クライン＝うなずく──顎あごをしゃくる。「武器を持っていけ」

　ソネル＝魔ま除よけの唾を足元に吐く／軍用ヘリへ──仲間が輸送ヘリから武器を運び出す。

「汽車だ」ムスタファ＝輸送ヘリへ／仲間を手振りで招く。「くそが。アームスーツに乗れ。ダイヤを取り戻すぞ。その日本人を立たせてアームスーツに乗せろ」

　クルド系の男達がマサトの両腕をつかむ／立たせる──赤鹿を見上げるマサト──赤鹿が機銃を外す／従えというように頭部を上下に揺する──マサトがうなだれる。

「殺しの指令が山ほど出てる」羊＝拳銃をしまう／腰こしに両手を当てる。「今日中に全員始末しなきゃならん。大おお忙いそがしだ。クライン、汽車を追えるものを動かせるか？　電車とか？」

「もちろんだ。サードアイに頼たのもう」

「よし、駅だ。行くアンデぞイアーモ野郎・ラガツどもツイ！」羊の号令──輸送ヘリから武器を運び出したマスクマン達──ぞろぞろワイン工場のトラックに乗り込む。

「営イン頭トウはお前達の首とダイヤを天てん秤びんにかけるだろう」蚕影＝トラクルとハンス・Ｗ・クラインに表情のない目を向ける／背を向ける──森へ／木々の陰かげから中国服達が現れる／去る。

　ヘリの爆音＝三機が飛ひ翔しよう──きびすを返すハンス・Ｗ・クライン──嬉き々きとした眼まな差ざしで見送るトラクル。「かくして狂きよう騒そうする死と破は壊かいの申し子が放たれた。なんと素す晴ばらしい日だ。さあ行こう、クライン。間もなく〈外典〉が開かれ、新たな世界史が始まるぞ」
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　トレーラー──トラクルとハンス・Ｗ・クラインが乗り込む。

　車両後部＝犠ぎ脳のうユニットを収納した黒い円えん筒とう形のタンク＋山積みの電子機器／最新のインターフェイス／モニター類──治安組織の通信設備に勝まさるとも劣おとらぬ設備。

　車両中央＝革かわのソファ／バーカウンター／二階に寝しん室しつ──高級キャンピングカーのよう。

　車両前部＝防弾ガラス／広々とした運転席／助手席／複数の席──運転席に異形の男。

　額・耳の後ろ・首の付け根から後ろが消失──皮ひ膚ふから突き出た電子機器／脊せき椎ついに配線／血まみれの首筋／赤黒く汚よごれた警察の制服。

　二五二五署のライマー元署長＝〈ローデシア〉の一員／多数の事件への関かん与よが疑われて逮たい捕ほ／他のメンバー達とともに脱だつ走そう／国連広場を襲撃してのち行方ゆくえをくらます──闇やみに吞のまれる。

　犠脳体となってハンドルを握る──ぶつぶつ呟つぶやく。「我が署に幸あれ。この清らかな城を守らねばならん。我が領土は永久不ふ滅めつだ。ＢＶＴも分かっている。わしは立派な警官だ」

「その通りだライマーくん。立派な運転を頼むよ」トラクル──ライマーの肩を叩く。

「わしがやらねばならんのだ」ライマー＝がくんがくんハンドルを左右に回す──エンジン音／車体の駆く動どう音──トレーラーがゆっくりと発進する。

　トラクル──満足そうな笑えみ／ハンス・Ｗ・クラインを振り返る。「犠脳手術のためのトレーラーは奪われたが、〈インフィニティ〉が開発した初期の技術のお陰で、こうして犠脳体には事欠かない。運転もさせられる。問題なかったろう？」

「わざわざ犠脳体にハンドルを握らせろと言うのはお前くらいのものだ、ガララトルガラスネヘビイクめ」ハンス・Ｗ・クライン＝鋭するどくトラクルの顔を見み据すえながら。「騒さわぎを起こさずにはいられんというわけか？　この〈戦いをエニユ好む者ーオー〉号で、何をやらかすつもりだ？」

「もう大してやるべきことはないよ、道どう化け師しくん。このトレーラーからして、あそこに積んだ〈九姉妹〉ユニットによる自動運転だからね。あのライマーくんは気の利きいた飾かざりみたいなものだ。誰かがハンドルを握にぎっている方がさまになる。それに、いざというときは彼が死に、彼の脳がやどる犠脳体兵器が我々を守ることになる」

「我々？　私とお前のどちらかではないのか」ハンス・Ｗ・クライン＝ライマーに興味を失う──車両前部から出てソファに腰を下ろす。「あるいは、お前のその顔を持つ者だけが守られるのだろう」

「この顔であるがゆえに命を狙ねらわれることもあったがね」トラクル──テーブルのリモコンを操作／特大のテレビモニターをオンに──六チャンネルのニュース映像を並へい列れつ表示。「そうしていつしか、個人であることから解放されるようになった。私はもはや何者でもなく、真実そのものとして生きているのだよ、道化師くん」

　テレビ──映像の一つはＯＲＦだがＭＰＢの広報課が電波を占せん有ゆう──千々石の金切り声。《私達のこの聖なる戦いを見守り下さい！》

「予想以上に治安組織が抵抗を見せている」ハンス・Ｗ・クライン──横からリモコンを操作／テレビを消音ミユートに。「あの連中が全すべて沈ちん黙もくしたら、俺もまたお前の顔になるだろう。新たなプリンチップ社の担にない手として、俺が第三の男になる」

「新しい顔を得ると考えるうちは真実には辿たどり着けないよ。顔を捨てて真実の相そう貌ぼうに身を捧ささげるのだ」トラクル──にたりと凄せい惨さんな笑みを浮うかべる。「とはいえ君にはまだ、闇社会の選挙が控ひかえているぞ。エドワルト・メッサーシュミット州知事が生きている限り、お喋り屋トーカーがサインを求めるのは、君ではなくあの逞たくましき州知事の方なのだからね」

「あの男がどれほど貪どん欲よくであっても、〈ローデシア〉を手に入れることはない。やつが有色人種である限り、この国の本当の貴族達が、あの男を称たたえることなどないのだ。〈大だい龍りゆう王おう〉に協力させて、あの男を始末する」

「かの〈ローデシア〉最大のスポンサーにして大幹部かね？　素直に動いてくれるかな？」

「今までさんざん甘い汁しるを吸わせてやってきたのだ。いやとは言わせない。〈外典〉が完成したとき、自分だけその恩おん恵けいを受けられないという目には遭あいたくないだろうしな」

「実のところ、あれはとっくに完成しているのだがね。あとは最初のページを開くだけだった。だが限られた者だけが閲えつ覧らん出来るよう、うっかり覗のぞき見できる者を排はい除じよするだけで、七年もかかった。脳内チップの開発が全てを狂くるわせたんだ。その因果によって、この私が招かれたということを考えると、確かに私は大おお騒さわぎの申し子らしい」

　トレーラーが森の道を出て街の通りへ──第十ペンツ四区イング＝大渋じゆう滞たい／だがスムーズに進行／情報汚お染せんによる操作でトレーラーの道行きだけぽっかり空白ができる。

「予定コースに入ったようだぞ」トラクル──ミラー式の窓から外を見る／携けい帯たい電話を取り出す──コール。「こちら〈戦いをエニユ好む者ーオー〉号だ。首しゆ尾び良く巡じゆん回かいに入った。そちらはどうかね？」
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「はーい、こちら〈意パム地悪プレー〉号でーっす」シャーリーン＝だらんと応答──行ぎよう儀ぎ悪くコンソールに裸足はだしの足を乗っける／ヘッドセットのマイクをねじって弄もてあそぶ。「こっちも順調ですよー」

　トラクル達が乗るのと同型のトレーラー──第二ラツフ十六ルズシ区テイの通りを同様に走行中。

　車両前部＝完全無人の自動運転──車両中部＝シャーリーンが散らかしまくったまま誰もおらず／片付けず──車両後部＝安楽椅い子す型のシートに身を預けるサードアイ／コンソールの前でふんぞり返るシャーリーン──搭とう載さいユニット／山積みの電子機器／多数のモニター──都市破壊を実行中の電子の要よう塞さいに陣じん取どる電子犯罪者カップル。

「〈グライアイ〉同士の調和も順調だ。三台とも問題ない」サードアイ＝閉じた瞼まぶた／額で赤く明めい滅めつする電子義眼。「こちらのユニット〈カロン〉の不具合も調整済みだ。レベル４も間もなく形成され、〈外典〉へのアクセス監視機構として組み替かえられることになる」

「カラス博士とバロウ神父が〈ニーベルング〉を整えたんで、もう大だい丈じよう夫ぶかなー」シャーリーン＝車両後部の黒い円筒型のユニットを裸足の足でつっつく。「秋シユウ水スイの脳を、他ほかの子たちの脳に同期させるのにちょっと手間取りましたけどねー。陸リク王オウが三重人格になっちゃったりねー。全部の人格がちゃんと同期してるか確かめるのって、けっこう面めん倒どうだったなー」

　ユニット脇わきに設置されたスピーカー＝少年達の声が次々に発される。《な～、陸王あんちゃん。あれってやっぱ、あのべっぴんじゃ～ないかのぉ》《どのべっぴんじゃぁ、秋水。わしは覚えとらんど。おう剣ツルギぃ、さっさとみんな撃うってまえや、ぼけぇ。蛭ツー雪シユエの突とつ入にゆうを助けんかい》《あんちゃんらぁ、ちっとは静かにせーやぁ。落ち着いて狙そ撃げきできんじゃぁーないかぁ》

《彼らの永久とこしえなる兄弟愛を感じるな》トラクル＝笑いをふくむ声。《それに、〈カロン〉は冥めい界かいの河である〈憎ステユ悪クス〉と〈悲嘆アケロン〉の渡わたし守もりだ。渡し賃を持たぬ者は河を渡ることができない。〈外典〉のセーフガードにふさわしいユニット名というわけだ》

「ネーミングはカラス博士に全部お任せしてまーっす」シャーリーン＝無関心。「あの人、ギリシャ系じゃないですかー。ギリシャ語ばっか使いたがるんですよねー」

《そのカラス博士と一いつ緒しよに、バロウ神父も〈恐デろイしノいー〉号に乗っているようだね》

「えー、まあ」シャーリーン＝腕うで組ぐみ。「神父は殺しちゃった方がいーんじゃないかとも思うんですけどねー。でもまあ、この手のユニットの技術に関しては、やっぱあの人、ピカイチですし。カラス博士も話し相手が欲しいみたいなんで、ちょっと放置気味ですね」

《かのご老人に何か出来るとは思えないが、用心するよう博士に伝えてくれたまえ》

「ラジャーでーっす。まー、あたしらも何度もそー言ってますけど。カラス博士って、かれこれ七年以上も犠脳体じゃないですか。今さら自分の体に何されても怖こわくないんでしょーね」シャーリーン──コンソールを操作＝モニターの都市地図を眺ながめる。「第十ジンメ一区リングの最後の予備電線を焼いたタイミングでレベル４を完全起動して、マスターサーバー〈刕レイ〉、〈[image: ばく]バク〉、〈[image: かむき]カムキ〉への同時ブレークアウトを実行。そんで〈[image: ]アマタ〉を落としますから、そんときまでにバロウ神父が何もしなければ、まー問題ないでしょうねー」

「最後の火をともすには人員の補ほ充じゆうが必要だ」サードアイ──手を動かさずコンソールを遠えん隔かく操作／不規則に明滅する電子義眼。「中央墓地に戦力を集中するはずが、ミレニアム・タワーに人員を割き、さらに主力が列車を追い始めた。予定外に部隊が分散してしまっている」

「ＡＰ爆ばく弾だんが足らなくなったのが痛いですねー」シャーリーン＝頭をがりがり／アップにした髪かみをほどく／また束ね始める。「せっかく〈[image: よう]ヨウ〉をノーマークにしてＭＳＳとＭＰＢの接続官コーラスをおびき出したのに、火力不足だってんですから。改めて見ると、〈九天使〉計画って、さんざん邪じや魔まされてますよねー」

　モニターの都市地図──天使の名をつけられたＡＰ爆弾の使用地点／喪そう失しつ地点。

　ロスヴァイセ──第レオポル二トシユ区タツト＝予定通り炸さく裂れつ／都市各所の予備電線の中心。

　グリムゲルデ──ドナウ河の遊覧船爆破で喪失／本来は第二フロリ十一ズド区ルフで使用／白露が代行。

　ジークルーネ──第二ライヒ十五エンシユ区マオス＝予定通り炸裂／トルコ系グループのネットワークが露ろ見けん。

　ヘルムヴィーゲ──第二ブリギ十区ツテナオ＝予定通り炸裂／州知事ごと焼こうとしたが失敗。

　シュヴェルトラウテ──第二ラツフ十六ルズシ区テイ＝喪失／ＭＳＳとイギリスＧチームが奪だつ取しゆ／雛が代行。

　ヴァルトラウテ──第二十ドナウシ二区ユタツト＝喪失／国連広場のデモ／内務大臣が引っ張り出されたせいで炸裂のタイミングがずれる／解体されてユニットを奪うばわれる。

　オルトリンデ──第二十ドナウシ二区ユタツト＝予定通り炸裂／国連広場のデモ／二段構えの仕し掛かけ／トルコ系グループの親玉であるシディカ・シェンの犠脳体兵器にＡＰ爆弾を内蔵──困ったときに好きな場所で炸裂させられるようにしておいた。

　ゲルヒルデ──第三十ジーク五区ムント＝予定通り炸裂／ＭＳＳをシャーリーンと陸王と〈蟲チオン〉が襲しゆう撃げき／奪われたシュヴェルトラウテのユニットを破壊／ヴァルトラウテのユニットは行方不明。

　ブリュンヒルデ──第二エー・十四区ヴエー＝予定通り炸裂／ＭＰＢはまったく動かず。

　第十ジンメ一区リングの最後の予備電線──中央墓地の真下。

　情報汚染で交こう通つう網もうを操作＝二名の接続官コーラス／ＭＳＳ／ＭＰＢ／第二作戦部隊／歩兵連隊を追い込んでまとめて焼き尽つくす予定──遂すい行こうできておらず。

「こっちの特甲トツコー児童も分散しちゃってますしー」シャーリーン＝立ち上がってサードアイの傍かたわらに／電磁波で荒あれ気味の肌はだを化け粧しよう水で潤うるおしてやる／電子義眼の周囲をもみほぐしてやる──自分の甲か斐い甲斐がいしさに満足げ。「中央墓地に集めちゃえば話が早いんですけどねー。レベル４を起動したとき、あっちの特甲児童も巻き添ぞえにしちゃえれば、なおさら良いんですけど」

《特甲児童は重要な戦力であり、各部隊の要かなめだというのが〈キャラバン〉の考えだ。とはいえ、こちらにいる道化師くんが未来党と〈白ヴアイきスシ盾ルト〉と〈ローデシア〉から人員を補充するそうだし、未来党がきちんとＢＶＴを操作できていれば、戦力に問題はない。中央墓地に特甲児童を集めるよう進言してみるとしよう》

「是ぜ非ひそーして下さい。あ、未来党の方はあたしからもプレッシャーかけときまーす。ＭＳＳにいたときは、さんざんあいつらに嫌いやがらせされたんで」

《では〈盾の巨きよ人じん〉ことホルガー・ベルツ将軍と、〈鍵かぎの巨人〉ことクレメンス・ビクスラー党首に釘くぎを刺さしておいてもらおう。どちらも楽観的な人間だが、そろそろ悲観的な気分にさせても良い頃ころ合あいだ》
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　第二十ドナウシ二区ユタツト──ドナウ河からやや離はなれた場所／ヴァーグラマー通りの北／国連都市UNO-CITYの西。

　兵器開発局＝マスターサーバー〈[image: かむき]〉を擁ようする施し設せつ／メタリックな外観の長方形の建物。

　対岸＝第レオポル二トシユ区タツト──古い国連都市／ウィーン国際センター。

　過去＝〈アンタレス事件〉でＭＰＢとＭＳＳが基幹を破は壊かい──現在＝バーデンの第四大隊基地の戦力が大集合──兵士達＋戦車＋装甲車＋軍用機体ケンタツエンウロスタオアーがごっそり移動。

　テロの脅きよう威いを理由に堂々と駐ちゆう屯とん──施設の人員をほぼ追い出す／マスターサーバーを占せん拠きよ。

　ゲート付近＝ぞろぞろ兵士をつれて歩き回る男──ベルツ将軍＝傲ごう然ぜんたる灰色熊ぐまの風ふ情ぜい／バッジだらけの軍服／わざわざ兵士に敬礼させるため周回──ランチタイムになり屋内へ。

　局長の執しつ務む室へ──デスクに並べられた豪ごう勢せいな昼食──席に着くなり携けい帯たい端たん末まつにコール。

　ナイフとフォークに伸のばした手を引っ込める──唸うなりながら携帯端末を懐ふところから出す＝ナンバーを見て顔をしかめる──通話オン。「わしだ」

《作戦はとっくに始まってますけど、報告なしですかー？》シャーリーン＝嫌みたっぷり。

「何の問題もない」むかむか──お前らが報告しろと怒ど鳴なり返したいのを堪こらえる。「報告しなければならんことなど何もない」

《あー、もしかして〈太公望〉のこととか忘れてますー？　約束を破った〈インフィニティ〉がどうなったかご存じのはずですけどー？》

「オカルト好きのクズどもがどうなろうと知ったことではない。我々は約束を守る。ビクスラーが〈白き盾〉とともに自ら捜そう索さく中だ」

《あー、〈鍵の巨人〉さんでしたっけー。未来党の秘密口座を知っている人物ってことですよねー。〈ローデシア〉が銀行強ごう盗とうで稼かせいだお金をたんまり隠かくしてるんでしょー？　あたしらがハッキングして根こそぎもらっちゃいましょーか。詫わび料の足しになるかもね》

「よさんか。約束は守ると言っている。そもそも州知事のシンパが我々の内部に潜もぐり込み、機密を持ち出したに違ちがいないのだ。滅ほろぼすべきは、あの汚けがらわしい有色人種の州知事だ」

《プリンチップ社が州知事寄りになってるってこと、もーちょっと深刻に考えましょうね。あんたらの利権とか議席とか支し援えん団体とか、州知事にバッサバサに刈かり取られちゃってません？》

「あんな男を恐れる我々ではない」分厚い手でテーブルをひっぱたきかける──ランチが台無しになりそうなので堪える。「我々が勝つ。余計な心配をするな。我々を信しん頼らいしろ」

《大したもんですねー。その言葉、高くつきますよー》けらけら笑い声。《じゃ、頑がん張ばってそこを守って下さいねー。ユニットだけじゃなくマスターサーバーまで奪われたら、もー洒落しやれになりませんから。そこんとこ、よろしくー》

　通話オフ──みしり／ぐしゃり＝携帯端末を握にぎり潰つぶす──ゴミ箱に叩たたき込む。

「愚ぐ劣れつな連中が欲よくをかきおって。食事がまずくなるではないか」

　だが綺き麗れいに平らげるベルツ将軍──デスクの内線＝気分直し／本日何度目かの視察を通告。

　執務室を出て大勢に囲まれ周回──正面ゲート＝兵士達を集める／敬礼させる──ご満まん悦えつ。

「将軍！」声──駐ちゆう車しや場＝装甲車部隊／ざわめき──部隊長が双そう眼がん鏡きようを手にわめく。「ヴァーグラマー通りから接近する部隊が──」

　遠くから聞こえてくる賑にぎやかな音楽──ＭＰＢのテーマソング。

「渋じゆう滞たいで近づけんはずだ」ベルツ将軍＝苛いら々いら──玄げん関かんの階段を上る／通りを見る。「いったいどうやって──」

　全員絶句──渋滞しきって放置された一いつ般ぱん車両の壁かべ──戦車×三台が横列になって踏ふみ潰しながら進む──続いてアスファルトの整備用ローラー車がぺしゃんこに／八輪駆く動どうの装甲トラックが後続──キャタピラと車輪に均ならされる／各所で爆発／零こぼれ出したガソリンに引火──砕くだかれた車と炎ほのおの道が北から延々と続いている。

　真ん中の戦車のハッチ──上体をあらわにして施設をじっと見つめる男＝ＭＰＢ大隊長オーギュスト・天テン龍リユー・コール。

「何をしている！」ベルツ将軍＝その場にいる全員に向かってわめき散らす。「あれを止めんか！　さっさと警告して引き返させろ！」

　建物の四方から各部隊の隊長が集まってくる──拡声器で警告／脅おどす／威い嚇かく射撃。

「ジーベック通りからもＭＰＢが進攻！」施設の西側から報告──北側からも報告。「ドナウフェルダー通りから回り込む一隊が！　包囲されます！」

　止まらない車列──三方から凄すさまじい破壊の音を響ひびかせて到とう来らい──施設のゲートとフェンスの数メートル前でようやく停止。

　テーマソングがやむ＝沈ちん黙もくが訪おとずれる──ゲートを隔へだてて対たい峙じする軍／憲兵──ベルツ将軍／オーギュスト大隊長。

「何をしとるんだ、あの馬ば鹿か者は」ベルツ将軍──部隊長の一人を怒鳴りつける。「黙だまって見ているやつがあるか。さっさと追い払はらえ──」

　きーんとハウリング──戦車の真後ろの装甲トラック＝テーマソングを放っていた拡声器／接続／ざーざーノイズ──ぴたりと音がクリアに＝声が響き出す。

《ごきげんよう、ホルガー・ベルツ将軍》今やこの州で知らない人のいない堂々たる声。《こちらはエドワルト・メッサーシュミットだ。我が州議会の決定をお知らせする》

　ベルツ将軍＝あんぐり／棒立ち──何が起こっているか理解できず。

《ご存じの通り、ＭＰＢは私を最高司令官とする独立州軍として再編された。また、私はこのたびのテロの脅威に関し、軍内部に敵と通じる者達がいるとの確かな情報を得た。そしてその情報に基づき、その人物を国家反逆罪の容疑で逮たい捕ほするよう、ＭＰＢ大隊長に命じた次し第だいである。ホルガー・ベルツ将軍。ただちに武装解除を受け入れ、その施設をＭＰＢに明け渡し、逮捕拘こう束そくを受け入れたまえ。くれぐれも、その施設に集合させた兵士に抵てい抗こうを命じ、愛すべき同どう胞ほうを、同じオーストリア軍人を、テロに荷か担たんさせてはならない》

　きーんとハウリング──通告終しゆう了りよう。

　憤ふん激げきで顔がどす黒くなるベルツ将軍──呆あつ気けに取られて目を剝むいている部隊長達。

　重々しい沈黙──一言も発さず戦車の上からベルツ将軍を見つめているオーギュスト。

　にわかに怒ど号ごう＝ベルツ将軍。「オーギュスト大たい佐さ！　この白人の面つら汚よごしが！　黒人の州知事におもねり、我らが清き国を崩ほう壊かいに導く反逆者が！　地じ獄ごくに堕おちろ！」

　微び動どうだにせぬオーギュスト──ひとしきり将軍の罵ば声せいを聞き届ける／相手が息切れする様子を黙って見つめる／おもむろに通信マイクのスイッチを入れる──全隊通信。「進め」

　三方から一いつ斉せいに進行＝侵しん攻こう──戦車がゲートをぶち破る／別の戦車が北側のフェンスをなぎ倒たおす／西側からも戦車を戦せん闘とうに車列と完全武装のＭＰＢ隊員が施設内に殺到する。

　何かを叫さけんでいるベルツ将軍／隊長達の怒号がさんざめく／おびただしい銃じゆう声せいが怒ど濤とうのように施設を押し包む／狭せまい施設に火線が入り乱れる──火に照らされるオーギュスト＝さながら自らを火にくべるよう。
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　第インネ一レシユ区タツト──州知事の執務室──モニター会議。

　エドワルト──デスクのボタンを操作／ＭＰＢの現場部隊との通信オフ／現場の様子は引き続き並べられたモニター群の一つが表示中。

「失礼した。喫きつ緊きんの事態なものでね」悠ゆう然ぜん──モニターが映し出す人々に目を向ける。「では話を戻もどそう」

　モニターの向こう──オンライン会議＝大臣達／首相／大統領──社会党／国民党／未来党／緑の党／各政党の代表者達──緊きん迫ぱくした顔ぶれ──首相＝深々と溜ため息いき。《喫緊の事態と認にん識しきしているなら、国政を崩壊させかねない行こう為いは慎つつしむべきだ》

「いいや、ヴィクトール・ムンク首相。私は今こそ、やらねばならないと考えている。党首会談の結果を踏まえ、社会党は、内閣を弾だん劾がいするとともに、連れん邦ぽう政せい府ふの罷ひ免めん、国民議会の解散、州議会の解散──これらの動議を要よう請せいする。むろん大統領にこれらを提言することもできるが、連邦政府は過去の教訓から、連邦大統領を名めい誉よ職とし、事実上、権限なき立場に置いているので、あくまで議会を通しての要請となる」

　大統領＝ヘルムート・オイラー氏──急に話題に出されて目を丸くする／きょろきょろ／発言を求められているわけではないと察してほっとする顔。

　首相＝ヴィクトール・ムンク氏──国民党と連邦政府と自分の立場を守らねばならない状じよう況きように置かれて厳しい顔／そんな場合ではないと咎とがめる目──エドワルトの意図が読めず。

《党首会談というが未来党との相談がまだだ》首相＝時間稼ぎの意見。

「さて、その必要があるか疑問だ。この状況で、この会議に未来党の党首が参加していないという事実が何ごとかを語っている。彼らがこの事態を招いたのではないかという疑いがますます現実味を帯びてくるとは思わないか」

《早計だぞ、メッサーシュミット州知事》首相＝そう言いつつ自分も同じ考えに傾かたむいているという顔／だが国民党と未来党が連立している限り、同感だとは口が裂さけても言えず。

「その通りだ、ムンク首相。だからこそ未来党幹部であるベルツ将軍と、未来党党首ビクスラー議員の身み柄がらを確保しなければならない。さて、ここでオンライン会議の一時休会と、事件の進展後の再開を提案したい。それまで政党間の調整に奔ほん走そうするもよし、この未み曾ぞ有うの事態の解決をはかるもよしだ」

　オンライン会議の議長役＝国民党員──エドワルトの言葉を確認／モニターに映る人々がボタンで投票／賛成多数──会議の一時休会が決定──全モニターが一斉に消音ミユートモードに。

　首相＝エドワルトが何を考えているのか読もうとする顔／読めずに困こん惑わく──傍らにいる内務大臣のイグナツ・フォン・エアラッハ議員を手招き／何ごとか話し合う。

　エドワルト──一つを除いて全すべてのモニターを消す──デスクのボタンを押す。

　モニターの一つ──ＢＶＴ局長エゴン・ポリ──ますます瘦やせて神経を尖とがらせる。

「聞いての通りだ。未来党は本日中に司し令れい塔とうを失い、実行部隊は瓦が解かいし、資金源を根こそぎにされ、一連の罪をことごとく暴あばかれることになるだろう。君には、引き続き彼らとの連れん絡らくを保って欲しい。その上で、ＢＶＴの部隊を適した場所に配置し、然しかるべき任務に就つけたまえ──エゴン・ポリ局長」

　エゴン──何も答えず／血走った目／本当にそうなるのかどうか推おし量る。

「君の長年の尽じん力りよくたる怠たい惰だが実を結ぶよう祈いのっている」

　エドワルト──モニターオフ／立ち上がる／デスクの内線をオン。「入れてくれ」

　来客用のドアが開く──緑の目を輝かがやかせながら男が入ってくる＝拍はく手しゆ。「お見事、州知事。あなたは連邦政府に大いなる道筋をつけましたな」

　差し出される手──握り返すエドワルト＝力強い笑えみ／闘争的な眼まな差ざし。「こうした事態において強権を発動する者を州知事に据すえたかったのだろう？　リヒャルト・トラクル」

「頼たのもしく話の分かる御お方かたは、ビジネスの要かなめですからな」

「そうかね？　私の不信任決議を画策した者達とは異なる道筋が生まれたと想像されるがね。その連中はさしずめ独立州軍たるＭＰＢと、大統領および首相直下の公安組織ＭＳＳとを互たがいに戦わせたかったのかもしれないな。州知事と首相、憲兵と公安の対立。まさに内戦だ」

「そうはなりませんでしたな。それもまたお見事」にこやか──ぎらぎら光る緑の目。「我々はあなたに感服しているのですよ。たとえあなた一人ではなく、多くの死者がもたらしたものであったとしてもね。危険に満ちた場所で、自ら頂上に立って姿をさらせる者は少ない」

　どちらからともなく手を離す──エドワルト＝来客用テーブルに積まれたものへ手を振ふる／サインされた書類の束。

「私は上るとも。塔のはるか頂上に。そこで強権を発動するだろう。お前たちが想定していた以上の絶対的で傲ごう慢まんきわまりない強権をな」

「それはそれは」リヒャルト──書類を手に取る／サインを確認する／微ほほ笑えむ。「あなたが先せん駆く者になるであろうことは我々も予期しているところです」

「私ではない。この国が欧おう州しゆうの先駆的存在となる。内閣解散後、この国はあらゆる面で新たな時代を迎むかえるだろう。国際的刑けい法ほうが整備され、法人を裁くことが可能となる。戦時税制の撤てつ廃ぱいがもたらされ、二十二世紀型の経済体制へ移行する。国際金きん融ゆう機構は〈外げ典てん〉が灰になった後で根づき、監かん視しのもとに置かれる。貴様らが寄生する余地がないようにな。私は危険の中を進み、神の怒いかりが待ち受ける塔を上り、そこで過去を葬ほうむる多くの墓標を立てるだろう」

「あなたのような人物は大勢いた」リヒャルト──凄せい惨さんな笑み。「誰だれも実現することはできなかった。鉄と貨か幣へいの王と呼ばれた銀行家のヴィッテルス氏ですらね。誰もが暗くら闇やみに吞のみ込まれ、沈黙の中で安らかに眠ねむることとなった。あなたの妹も、今は沈黙の中にいる」

「戦犯法ほう廷ていを実現させた人々の遺志は決して滅ばず、我が妹は見事、生きてお前達の手から逃のがれたと言うべきだろうな」エドワルト──猛たけ々だけしい笑み。「私が遺志を継つぎ、妹の分も戦う。半身を暗闇にひたそうとも、決して大人しく眠りはせず、お前達のような悪あく霊りようを追い、光のもとに引きずり出すだろう」

「あなたが今日という日を生き延びられるか、楽しみに見守っていますよ」リヒャルト──書類を抱かかえて後ずさる／微笑みながらドアを開く。「ではアオフ・またヴイー会うダーゼ日までーエン」

　男の退室──見送るエドワルト。

　ドアが閉まる──席に戻る／デスクの引き出しを開く──黒い封ふう筒とうを取り出して置く。

　レオーベン刑務収監施し設せつから送られてきた電報──開く──デスクに置く。

　メッセージを見つめる──吞み込まれまいとしつつ／自ら言葉が示す道程に赴おもむく──妹もそうしてきたのだろうと思いながら。





塔にのぼらんとする方はこ舟ぶねの兵士に祝福あれ

希望の灯ともし火びは荊いばらに取り巻かれた

方舟は火によって船出を迎え

民衆のための新しき印を旗に繡ぬいとる

偽りの未来を告げる者たちは

顔なき影かげを招いた龍りゆうのねぐらを頼たより

価値なき衣ころもの信徒たちの糧かてを求めてきた

みいつの王に代わる審さばき手は

円卓に異を唱えることで言こと祝ほがれ

報むくわれざること一つとしてなからん

同胞はらからを裁き、敵を赦ゆるすことが王者の務め

影を招き、光を送り出せ







カール・クラウス
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　レオーベン刑務収監施設──有ゆう刺し鉄てつ線せんとフェンスで囲まれた芝しば生ふ。

　ヘルガ＝ベンチに座り明るい日差しを浴びる──膝ひざに〈オルフェウス〉ユニット＝螢の脳。

　手にＰＤＡ──都市の各マスターサーバーの状況／ニュース／治安組織の通信状況を把は握あく。

　議会の様子──エドワルトがメッセージ通り動いたことを伝えてくれる／悪霊達が予想通りの動きを見せてくれている。

　建物──刑務官がガラス戸を開く──電動車くるま椅い子すに乗った男が現れる／庭に出る。

「ごきげんよう、カール・クラウス」ルートヴィヒ・数カズ馬マ・メンデル──瘦せこけた頰ほお／チューブ／点てん滴てき／酸素ボンベ──綺き麗れいに剃そった髪かみ／頭皮に青いインクによるマーキング／頭ず蓋がい骨こつを切り開いて脳を取り出すための印──自ら犠ぎ脳のうユニットになろうとしている男。

「ごきげんよう、先代カール・クラウス」ヘルガ＝微笑み返す──肉体から魂たましいを摘てき出しゆつすることを決めた男を穏おだやかに見つめる。「都市は嵐あらしの日を迎えていますわ」

「今日は良い日だ」青空を見上げる。「都市が生まれ変わるにも。電子の世界に旅立つにも。雷らい火かの騎き士しに後を託たくせる日が来た」

「全てを見通し、今日という日の訪おとずれを招いたのですか」

「そうだと言いたいところだが、私も万ばん能のうではなくてね。多くは君たち兄きよう妹だいに頼るところが大きい。実のところ、メッセージ・ゲームが国を動かすのは初めて見たよ。兵士やテロリストを操作するのはカール・クラウスの得意とするところで、私がその後を継いだわけだが、君はその上を行っている。君の兄上も、〈戦犯法廷〉の証人達やアダー・ガウス神父が育て上げたが、彼らの意図を超こえた王者になろうとしているよ」

「一つお尋たずねしたいことがありますわ」ヘルガ──囚しゆう人じん服であっても変わらぬ華はなやかさ／変わらず秘ひめた鋭するどい棘とげ。「ハンス・Ｗ・クラインがクローネンブルクと私の爆ばく殺さつを企くわだてたことは、初代カール・クラウスの予想のうちだったのですか？」

「彼も万能ではない。彼はクローネンブルクとハンス・Ｗ・クラインの両方にメッセージを送った。クローネンブルクを守ろうとしたし、ハンス・Ｗ・クラインを使ってプリンチップ社を追つい跡せきしようとした。そして我々は君を守ろうとした。どれも、あと一歩というところで果たせなかった」

「二人に送ったメッセージも、この端たん末まつに？」

「メール・フォルダを見たまえ。これまでのメッセージ・ゲームの全てを保存してある」

　ヘルガ──ＰＤＡを操作しようとする／思いとどまる──どうしたら良いか分からなくなったわけではない／過去に教えを求めるときではない／今は自分のゲームを行うべきだと言い聞かせる──自分の過去の決着のためにも／新たなカール・クラウスとして。

　メンデル──ヘルガの様子を眺ながめる／小さくうなずく。「私も尋ねたいことがあるんだ。良いかな？」

「ええ、もちろん。なんでしょうか？」

「あと二つ、ユニットの名を決めたいんだがね。個体の犠脳ユニットを実現したカラス博士に倣ならって、神話存在から名をもらうとすると、何が良いだろう？」

「二つですか？」ヘルガ──じっとメンデルを見つめる／この男の脳とともに並ぶべき者を思い浮うかべる──報むくいを願いながら。「〈アポロン〉と〈ディオニュソス〉はいかが？」

「なるほど。〈オルフェウス〉を憐あわれんだ〈アポロン〉、死をもたらした〈ディオニュソス〉というわけか。気に入ったよ」微笑み──後退する電動車椅子。「最さい期ごに、この目と口と耳で会話が出来たことを嬉うれしく思う。嵐が終わる頃ころには、都市の全てが私の目となり口となり耳となるだろう」

　立ち上がるヘルガ──男を見送る。「お話し出来て良かったですわ」

「審さばき手を導け、カール・クラウス」メンデル＝軽く手を振る──しばしユニットに視線をやる／それ以上の別れの言葉もなく車椅子の向きを変える──建物へ／姿を消す／黙だまって待っていた刑務官がガラス戸を閉める。

　ヘルガ＝ベンチに戻もどる──もたらされる報いを見届けるために。
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　第インネ一レシユ区タツト──市庁舎を出る黒ずくめの男＝リヒャルト・トラクル──何人かの男達が待っている／鞄かばんを渡わたす──北へ去っていく男達──リヒャルトは南へ。

　国会議事堂の前を横切る──情報汚お染せんで大渋じゆう滞たいののち完全に交通麻ま痺ひして無人の通りへ。

　ムゼウム通りに出たところでゆったりとした速度でやって来る大型トレーラー──三台のユニット・トレーラー〈グライアイ〉の一つ＝〈恐デろイしノいー〉号。

　その車両だけまともに道路を移動──リヒャルトの前で停車／ドアが自動的に開く。

　乗り込む──車両前部＝完全自動運転──車両中部＝豪ごう華かなリビング風──どちらも無人。

　トレーラーがすぐに走り出す──穏やかな速度／だが止まらず都市を周回。

　車両後部へ──ユニットのコントロール・ルーム──〈ニーベルング〉を搭とう載さい＝旧〈インフィニティ〉の子供達の脳を用いたユニット。

　モニターの群に囲まれた二人の科学者──リヒャルトを振り返るカラス博士＋バロウ神父。

「市庁舎は？」カラス博士＝脳を失った頭を覆おおう白布。「物議を醸かもす場となっているか？」

「大いにね」リヒャルト＝微笑んで座席の一つに腰こしを下ろす──マスターサーバーと〈グライアイ〉の各ユニットの状じよう況きようを示すモニターを一いち瞥べつ／二人の科学者に輝く緑の目を向ける。「あなたがこの国を見守ってきた場所で、今こそ〈外典〉のページが開かれるな」

「見守ってきたというより、この国の舵かじ取とりを見下ろしてきたのだがね」カラス博士＝にこやか／目は笑っておらず／ほとんど瞬まばたきせず──脳を失って久しい肉体＝動作がぎくしゃく／表情が硬こう直ちよく気味。

「見下ろす？」バロウ神父──穏やか／だが何も聞き逃さず／的確に推察。「君の脳を用いたユニット──〈オーディン〉だったね。その意外な設置場所というわけか」

「この都市で最も高い場所にいる者の台座だ」カラス博士──焦しよう点てんの合わない目。「そこで私は、あらゆる者達を見下ろしてきた。世界の行く末と、キプロスの未来を思いながら」

「この全てが、君の故郷の未来にとって必要なことだと？」

「あの島にある銀行の秘密口座は、世界中のマネーロンダリングの中ちゆう継けい基地として機能している。それが紛ふん争そうの背景ともなったのだよ。この都市で〈外典〉が築かれ、私自身がブリリアント・モデルとなってその監視を司つかさどる。私の故郷で二度と紛争が起こることはない」

「かつて沈ちん黙もくの掟おきてが、そうした巨きよ額がくのマネー・ルートを司っていた」リヒャルト＝大いにカラス博士に同意するというように。「その掟は手書きの帳ちよう簿ぼと金きん塊かい、暗殺用の毒とナイフによって守られてきた。テクノロジーの発達が世界を変えるまではね。今や掟はマスターサーバーと世界規模の金融ネットワーク、巨大な兵器産業、操作された紛争、無む軌き道どうなテロリズム、資源簒さん奪だつに経済格差、宗教対立や人種対立へと拡大していった。とどまるところを知らない巨大化と多様化に適応できる、二十二世紀の沈黙の担にない手として、カラス博士はまことにふさわしいというのが我々の評価だ」

「アンダーグラウンド・マネーと紛争の管理……それが、特甲トツコー児童達を犠ぎ牲せいにする理由だというのかね」バロウ神父──やんわり／咎とがめる調子にならないよう慎しん重ちように事実だけを語る。

「特甲児童などという存在は我々も想定外だったのだよ、バロウ神父」リヒャルト＝困ったものだというような溜ため息いき／腕うで組ぐみ／足組み。「脳内チップなどというものもね」

「脳内チップの開発と、メンデルのガラテア・コンプレックス理論こそ危機だった」カラス博士──うなずく／かぶりを振ふる／意図がある動作かどうかも分からない機械じみた動き。「メンデルには危あやうく何もかも破は壊かいされるところだった。私のブリリアント・モデルも。〈外典〉のネットワークそのものも。だが、これで私の勝利となった。あの男の理論もその成果も、全て、この私が吞み込むのだ」

「まだそうと決まったわけではなさそうだ」バロウ神父＝揺ゆるがず動じぬ穏やかさ──モニターの群を見回す。「夢見る蝶ちようがはばたく先を見届けよう。彼女が見る夢がすなわちレベル４であるならば、その夢に対し、メンデルが遺のこしたレベル４が目覚める可能性がある。もしかすると、もうどこかで目覚めているのかもしれない、カラス博士」




　　　　４




　第二ブリギ十区ツテナオ──ミレニアム・タワーから六百メートル＝エンガート通り／集合住宅の屋上。

　赤いアームスーツ──〈キャラバン〉仕様＝カメレオン機能──周囲に溶とけ込む／特大ライフルにも同様の機能──千五百メートル先からでも精密かつ破壊的な狙そ撃げきをしてのける装備。

　スーツに潜ひそむロートヴィルト──コータロー・サワキ──ミレニアム・タワーの攻こう防ぼうを監かん視し／戦術指導──〈ローデシア〉の兵士二十名＋〈蟲チオン〉の主力部隊＋特甲猟りよう兵へい一名が猛もう襲しゆう中。

《戦力が足らない。特甲児童は封ふうじたはずだったのに》通信＝ホイテロート──アリ・ジアッド・ムハウィシュ──ひっきりなしに届く声。《何もかも計算違ちがいだ。墓場に追い詰つめた部隊が多すぎる。使える兵士が少なすぎる。今の兵力じゃ包囲するだけで限界だ。電力を奪うばわれた都市で列車が動き出した。俺達の策と運が、最後の最後で敵のものになった》

「黙れ、ムハウィシュ」ロートヴィルト──重い声こわ音ね。「任務に集中しろ」

《ダイヤを積んだ列車だ》喋しやべるのをやめないホイテロート──淡たん々たんとした声音／喋ることが悪運を遠ざけるすべだと信じる者の口調／無意味だと分かっていてあえて口に出し続ける者の呟つぶやき。《ダイヤを燃やしながら走る列車だ。そんなものがこの世に現れるとは思いもしなかった。こちらの戦力も読めなくなる。やつらはダイヤを盾たてにしながら走っている。どのグループも、列車を燃やすことを避さける。破壊することも避ける。列車を止めることだけ考える。やつらはリンチで殺し合うような愚おろかな兵士どもだ。〈ローデシア〉の脳なしどもは今日が最高の日だとわめいている。クルドもトルコも中国もイタリアも日本も、恐れをなした者に石を投げ、皮を剝はぎ、手足を切り落とし、そして殺す。馬ば鹿かな連中だ。せっかく集めた戦力を自分達で削けずり落とす。恐れるなら騙だまして爆ばく弾だんでも背負わせればいいだけなのに。だが俺達はもっと愚かなことに、そんな兵士どもを支配するすべを奪われた。やつらへの報ほう酬しゆうを。こうしている今も、ダイヤの山が火にくべられてゆく》

「人の利はこちらにある」ロートヴィルト──黙らせるための返事。「〈ローデシア〉のスパイどもが敵部隊の情報を報しらせる。地の利も情報汚染で奪った。天の利はお前自身がつかめ」

《スパイどもの役目は終わった。お前がそこで敵部隊の通信拠きよ点てんを制圧し、列車の進行を食い止められるなら、お前の言う天の利を得られるだろう。あるいは俺がこの墓場で、あの青い火をやどす魔ま女じよを仕留められるなら、運が変わるかもしれないな》

「悪運を遠ざけようとするな」ロートヴィルト──急に年老いたような嗄しわがれた声／何もかもを受け入れる覚かく悟ごに満ちた口調。「受け入れ、己おのれのものとしろ。逃のがれようとすれば追ってくる。遭そう遇ぐうするものは全すべて運命さだめなのだと認めろ」

　照準──そこにいるはずの真しん紅くの髪かみの少女を探す──かつて森の中で引いた引き金の記き憶おく。

　自らの行いが悪運となって巡めぐる／迎むかえるべき宿しゆく業ごうと化す──その手で葬ほうむったはずの少女が、今、ロートヴィルトをして戦せん慄りつせしめる射手となり、怒いかりの火を燃やして立ちはだかっていた。
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　来た来た──また来た。

　ミレニアム・タワー二十五階オフィス・フロア──陽炎＝真紅の特甲／伏ふく射しや姿勢／ひたすら狙撃フオロー──撃つ・撃つ・撃つ・撃つ──素す早ばやく移動──撃つ・撃つ・撃つ・撃つ。

　ガムを嚙かむ・膨ふくらませる・弾はじかせる・口に戻す──メトロノームなみに正確な反復。

　双ふた葉ば型という特とく殊しゆな形のフロア──二つの円が半分重なった形状／中央にエレベーター・ホール／三百六十度の視界──パーティションで区切られていないテナントを陽炎が独どく占せん。

　窓ガラスの十二カ所に狙撃用の穴を空ける──デスク・テーブル・棚たなを倒たおして遮しや蔽へい物に／陰かげから陰へ移動／敵に位置を読ませず四方をフォロー──〈魔弾フライの射手シユツツ〉の本領発揮。

　ぞろぞろやって来る敵勢力──もっぱら北東と南西の両サイドから侵しん攻こう。

　北東＝盛せい大だいな銃じゆう撃げき戦せん──ドナウ河沿いのトレッペル通りからタワー下部のミレニアム・シティへ入る陸橋──４Ｓ０４番０線の線路とハンデルスカイ通りを越こえる直通経路──〈ローデシア〉のスキンヘッド集団およそ四十人がトラックや四輪駆く動どう車を盾にして押し寄せる。

　敵車両の荷台や屋根に重機関銃・ＲＰＧ・大口径狙撃銃──ＭＰＢ〈怒濤ドランク〉中隊の第一班が防ぼう御ぎよ線を築く／苛か烈れつな銃撃・爆ばく炎えん・閃せん光こう弾だんのオンパレード──辛からくも侵入を食い止めている。

　南西＝映画館・オフィスビル・集合住宅が密集──ベルヴァグ通りとヴェーリ通りの道路・建物の壁かべ・屋根を這はい進む〈蟲チオン〉の機械化兵士達──三十人余りがタワー侵入を試みる。

　こちらはＭＰＢ〈怒濤ドランク〉中隊の第二班／歩兵連隊／ＭＰＢ機動捜そう査さ課が対応──モリィとイザベラも最前線で奮ふん闘とう中──ミレニアム・シティの出入り口にバリケード／タワー入り口に防御線──上階の窓から撃ちまくって〈蟲〉の群をタワーに近づけないよう牽けん制せい。

　高所の優位──でも死角が多すぎる／いくらなんでもカバーすべき範はん囲いが広すぎる。

　五十階建ての超ちよう高こう層そうビル──建物の高さ百七十一メートル／フロア面積四万七千平米スクエア／併へい設せつショッピング・エリア五万二千平米スクエア／併設フィットネス・センター五千平米スクエア／地下と地上階には百店てん舗ぽ以上のレストランやカフェ──どこからでも侵入できる／潜もぐり込める／這い登れる。

　陽炎──北東側に行ったり南西側に行ったりしながら必殺の狙撃で味方を支し援えん。

　淡々とした冷れい徹てつきわまりない反復狙撃／だが内心では大いに焦しよう燥そう──くそっ──この一帯で群を抜ぬいて巨大かつ広大な建造物──守りきれるわけがない。

　だが──戦え／踏ふん張れ／守り切れ──セルフ命令／鼓こ舞ぶ／激げき励れい。

　同じく六十人余りのＭＰＢ隊員と連隊兵士が奮闘──負傷者を出しながら持ち堪こたえる。

　タワーのアンテナ尖せん塔とうと通信プラットフォームたるアドバルーン──ここが陥おちれば全隊が通信能力を失うという危機感／守り通さねばならないという使命感──徹てつ底てい抗こう戦せん。

　北のハンデルスカイ駅に敵はいない／タワーに群がって来る／駅が敵の死角となる。

　そこにきっとじきに味方が来る／小隊長が道を開いてやって来る──だから大だい丈じよう夫ぶ、意外とやれる、私も彼女もどうやらまだ負けていないどころか戦う気まんまんでいる。

　北東──ロケット弾を放とうとするスキンヘッドの頭を吹ふっ飛ばす／敵車両のタイヤを撃ち抜く／機銃を乱射する阿あ呆ほうの胸のど真ん中に必殺のキル・一撃シヨツトを叩たたき込む。

　すぐに移動──敵にこちらの狙撃地点をつかませず──すっかり味がなくなったガムを嚙みながら南西へ──向かいの建物の屋根からミレニアム・シティの屋根に跳とび移ろうとする〈蟲〉の機械化兵士──跳んだところを狙ねらい澄すまして撃った。

　我ながら感かん嘆たんするほど正確に命中ヒツト──頭部を守る蛇じや腹ばら状の右腕が狙撃で砕くだける／肩かたを貫つらぬく／機械化兵士がバランスを崩くずして落下──放置された一いつ般ぱん車両の屋根に激げき突とつ／機械仕じ掛かけのタフさで転がって逃にげる／這いながら逃げていく／通りを戻もどって建物の陰かげに隠かくれる。

　その間にも他の機械化兵士達が通りを渡わたってミレニアム・シティに迫せまろうとする──隊員達の火線をくぐり抜けた者達を容よう赦しやなく狙撃フオロー──一人の腹を撃ち抜く／一人にヘッドショット／通りにばらまかれる鮮せん血けつとはらわたと脳みそ。

　よし／調子良いぞ私──さっときびすを返す／身を低めながら北東側に戻りつつ疑念──さすがに調子良すぎじゃない？　敵の射手はどうしたのか？　なぜこちらの好きに撃たせる？

　敵射手のリスト＝三人──天才狙撃手たる〈赤ロート鹿ヴイルト〉──ＭＳＳから警告されている敵射手〈今日はホイテ赤ら顔ロート〉──特甲をまとう未み確かく認にんの射手。

　誰だれも現れず／今なお陽炎を攻撃せず／狙撃に狙撃で対応してこず──何を狙っている？

　北東側に戻ったところへ物音──背後のエレベーターホールに足音／ドアが開く音。

　さっと振り返る／横よこ倒だおしにしたデスクの陰に身を伏ふせる──誰がわざわざここへ？　味方は五階から下に集合中／通信部隊は五十階に集合中──いつの間にか敵に侵入された？

　かと思えば小こ柄がらな少年が無防備な姿をさらして登場──シュテファン・テオ・ラバグルト。

　かの内務大臣の息子むすこにして放送局のバイト・クルー／尋じん問もん後も放送班に志願／涼月に執しゆう心しんする奇き特とくな少年／右手に掲かかげた携けい帯たい電話がメッセージ・アプリを表示中──あっけらかんとした声。「陽炎さん？　僕に何かご用ですか？　どこにいるんですか？」

　くそっ、これか──陽炎＝物も言わずに遮蔽物から飛び出す──少年に向かって走る。

　ぎょっとなる少年──その携帯電話＝メッセージ──陽炎の署名／今すぐ来て欲しいとかなんとか──敵が送った偽メッセージ／この少年を使って陽炎の位置を特定するため／この少年を餌えさにして陽炎を仕留めるため。

　シュテファンの顔に浮うかび上がる赤い光点──レーザー光線の照射／敵の死の眼まな差ざし。

　なんたることだ──シュテファンのジャケットの肩口をつかむ／機械任せの腕わん力りよく／軽々と放ほうり投げる──開いたドア／エレベーターホール──シュテファンが転がり倒れる。

　陽炎＝すぐさま伏せようとする──ばっちん！　強きよう烈れつな衝しよう撃げき──頭部＝抗磁圧のヘルメットがかろうじて直撃を防ぐ──〈飾オりー耳ア〉の左側が木っ端ぱ微み塵じんに砕け散る。

　通常の狙撃ではない──超大口径＝アームスーツか自分のような特甲児童でなければ扱あつかえないような特大ライフル──ほとんど砲ほう撃げきに等しい一撃。

　めくるめく衝撃──揺さぶられる頭部／揺れる視界／のけぞる／体のど真ん中ががら空きに──必死に身をひねる／右腕と一体化した超伝導式ライフルを盾にする。

　気をつけろ私──今撃ったのは少年を狙っていたのとは別の射手だ──いつものごとく二人の射手に狙われている。

　がん！　さらに衝撃／別の角度からの狙撃──陽炎が盾にした右腕に被弾ヒツト＝一撃でライフルがひしゃげる／砕ける／二の腕からもがれる──こちらが少年を狙った射手だ。

　ようやく倒れる──転がってデスクの陰へ──衝撃＝立て続け──スチール製のデスクを貫かん通つうする／右みぎ脚あしが抉えぐれる──たまらず横っ飛び──別の遮蔽物に隠れながら損傷箇か所しよを転送。

　転送時のエメラルドの輝かがやきに向かってさらに狙撃が来ると予期──だが肩すかしを食くらう。

　その隙すきに音おん紋もん解析の結果を確認＝弾種を特定──やはりそうだという確信。

　宿敵──頭を狙ったのがロートヴィルトでおそらくアームスーツ装備／少年を狙ってのち陽炎を撃とうとしてライフルで防いだ方が狙撃型の特甲トツコー児童。

　意外──あのロートヴィルトがこんな回りくどい手を使った／効果的だが卑ひ怯きようで卑屈ですらある罠わな──なんとかして仕留めようとする意図──まさか──私が怖いとでもいうのか？

「ど……どうしたんですか!?」シュテファン──性しよう懲こりもなくドアから出ようとする。

「引っ込んでなさい！」陽炎＝厳しいお姉さん口調で叱しつ咤た。「君にメッセージを送ったのは敵だ！　君を使って、私の位置を──」

《アアアアアアアアアアアアアアアアアイイイイイイイイイイイ──！》だしぬけの電子の絶ぜつ叫きよう＝情報汚お染せん──ぎょっとなってそちらを見る──シュテファンが落とした携帯電話の画面／不気味に明めい滅めつ──おかしな番号表示『３１１９５３２』──真っ黒いイバラが電話から噴ふき出すイメージに襲おそわれる。《アアアアアアアアアアアアアイイイイイイイ──！》

　イバラが襲いかかる──自分の体からもイバラが現れる──転送で修復した箇所から噴き出すどす黒いイバラの群──少年の携帯電話を中ちゆう継けい／特甲の転送に介かい入にゆう／信じがたい侵入。

（３１は身代わりとなる記憶とその忘ぼう却きやくを司つかさどる揺りかごの座）──狙そ撃げきで損傷させた箇所への情報汚染──（１９は悪夢たる外的解かい離り性ビジョンを司る反の座）──まるで毒を塗ぬった矢を射られたよう──（５は体幹の感覚を司る竜骨の座、３は体幹の運動を司る竜頭の座、２は口内の運動を司るあぎとの座）──敵は手段を選ばず、とにかく私を仕留めようとしている。

　狙撃と情報汚染──二段構えの攻撃──ますますロートヴィルトらしからぬ手／脳内チップへの情報汚染を仕掛けにきた／外的解離性ビジョンによる混乱をもたらしにきた。

　体幹の運動と感覚が薄うすらぐ／喋ることができなくなる──現実感が奪うばわれる。

　揺りかごの中の夢が迫る──黒いイバラがもたらす底なし沼ぬま──暗い森のビジョン／ライフル友愛会の集つどい／温かな焚たき火の明かり──くそっ、振り払え。

　ばん！　遮蔽物に衝撃／書類棚だなが損そん壊かい──気づけば狙撃で追い詰つめられている。

　黒いイバラに耐たえつつ迅じん速そくに匍ほ匐ふく前進──敵射手の死角に回り込め／エレベーター・ホールへ／別の階に移動して反撃してやれ。

　ふいに黒い影かげ──イバラの幻まぼろしではない──何かが陽光を遮さえぎる／はばたくもの／四つの大きな羽の形──はっとなって窓の一つを見る──地上二十五階の空中にいつの間にか現れた敵。

　蛭ツー雪シユエ──〈蟲〉の親玉／四本腕の怪かい物ぶつ──六の特甲＝朱しゆと銀の〝擁ヨン刃レン肢ツー〟──魔まの微び笑しよう。

　背にウスバカゲロウの羽──しまった──狙撃と情報汚染と飛ぶ敵──三段構えの攻撃。

　六つの手足の一つ──左足に軽機関銃──蛭雪のなぎ払うような掃そう射しや。

　狙撃用に穴を空けた窓ガラスが粉々に──吹き込む烈れつ風ぷう／水みず飛沫しぶきのように舞まうガラス片へん／二人がかりの狙撃と情報汚染とともに襲しゆう来らい──空飛ぶ殺さつ戮りく者が躍おどりかかってきた。
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　第十ジンメ一区リング──空も地上も騒そう乱らんたる戦場と化した中ツエン央トラル墓フリー地ドホフ。

　地上──ヨーロッパ第二位の敷しき地ちの広大さを誇ほこる墓地──礼拝所たるカール・ルェーガー記念教会を砦とりで代わりに防戦する者達。

　ＭＳＳ──戦術班の軍用機体カケブートフムエシル×四──ユニット車両〈トリアイナ〉。

　第二作戦部隊──アームスーツ×四──軍用機体×四──ユニット搭とう載さいの装甲輸送トラック──多脚戦車ケンタツエンウロスタオアー×一──機銃装備の軍ハン用車ヴイー×四。

　歩兵連隊──軍ハン用車ヴイー×一──戦車×二──歩兵三十名強。

　四方から敵／トルコ系〈自由戦士団〉／イタリア系〈アルレッキーノ〉／クルド系〈青いサソリ〉／れっきとしたオーストリア軍人であるにもかかわらず同どう胞ほうを攻撃する〈白ヴアイきスシ盾ルト〉／歩いて走るトーチカたる転送兵器〈ギガントマキア〉×六台──完全包囲。

　彼らを指揮する者がどこかにいるはず──だが見つからず／その気配が起こるのを待つ／空を飛ぶ自分を狙うときに備えつつしのぐ──乙＝多数の兵器を相手に静せい穏おんたる孤こ軍ぐん奮ふん闘とう。

　上空──グスタフさんの脳を抜き取った犠ぎ脳のう体兵器〈ステュムパロスの群鳥〉──刃のような羽を持つ巨きよ大だい飛行体×四十機──うちどれか一つが本体のはず／グスタフさんの脳が搭載されているはず／そいつを倒たおせば全すべて止まるはず。

　乙──三方から迫る魚群のごとき敵機を巧たくみにかわしながら飛ひ翔しよう──群の一つへ真っ直すぐ飛来／かと思えば右へ転進／左へ転進──〝捲マクリ〟の型＝高速飛行バージョン。

　乙の動きに追つい随ずいしようとする敵群──追随しきれない個体──狙い澄まして迫はく撃げき。

　双そう腕わんにやどる灼刃ヒート機能ブレイド＝〈青ザーいフイ火ア〉──群から外れた個体を次々に両断・破断・切り払う。

　ひと振ふりの燃え上がるカタナと化す──ミョーオーサマのワザモノの本領発揮＝これまで学んできた心・技・体の全ポテンシャル──大解放。

　両手に太刀たちを持つイメージ──飛行しながら型を踏とう襲しゆう＝自己流にアレンジ。

　障害物や敵に囲まれた狭せまい空間で自在に刃を振るう──〝四方詰つめ〟の型。

　敵と次々にすれ違ちがう──〝違たがえ〟の型。

　前後の敵を次々に撃うち払う──〝蝶ちよう番つがい〟の型。

　敵の攻撃を刃で上へ跳はね上げ、足元を切り裂さく──〝氷柱つらら斬ぎり〟の型。

　一方の刃で敵機を受け止めながら素す早ばやく他方の刃を突つき込む──〝双葉ふたば〟の型。

　あえて一カ所でゆらゆら留とどまるふりをし、にわかに反撃する──〝精しよう霊りよう〟の型。

　あえてでたらめに動いて混乱したふりをし、これと定めた相手を討つ──〝猩しよう々じよう〟の型。

　上下四方から迫る群──こちらを切り裂こうとする敵機を・自じ爆ばくしようとする敵機を・針路を塞ふさごうとする敵機を──受ける・かわす・弾はじく・斬る・斬る・斬る。

　一秒として淀よどまず／いっときも逸はやらず／一いつ瞬しゆんにして敵を斬り屠ほふる──たちまち半数を撃げき滅めつ。

　失しつ墜ついした敵機の残ざん骸がいが墓地に次々に落下──端たん麗れいにして精せい緻ちな墓石に激突──歴史ある石像が／名だたる芸術家達の墓標が／様々な宗教の墓が──粉々に砕け散る。

　静穏たる墓地の騒乱──地上では火線の嵐あらしが勃ぼつ発ぱつ中。

　ここで自分が空の敵を全て請うけ負わねばならない──さもなければ群鳥が地上の味方へ向かってゆくことになる／頭上から襲いかかる／敵の本当の目的へ突っ込んでいってしまう。

　二つのユニット車両／二人の眠ねむれる少年──反撃の鍵かぎを握にぎる接続官コーラス達──敵が狙う相手。

　なんとしても守らねばならない──自分がここで踏ん張らねばならない──かつてない使命感に双腕の火がますます燃え立つ──迸ほとばしる歓かん声せい。「マジでドキドキするっしょぉ──ッ！」

　三つの敵群の一つが消滅──一つが半減──残る一つ──群を率いる個体をようやく認識。

　グスタフさんの魂たましいを奪ったやつがあそこにいる──その個体を鋭するどく見み据すえつつ飛翔。

　ふいに迫る爆音──戦闘ヘリ×二──にわかに乙の針路へ火線──急旋せん回かいでかわす。

　さらに湧わく轟ごう音おん──ヘリに乗った誰かが何かをぶっ放した──彗すい星せいのように尾おを引く閃せん光こう。

　衝撃がかすめる──高速反転で回かい避ひ──乙＝不敵な眼差し──ヘリに乗った男を見る。

　ソネル──頭に血のにじんだターバン／乙が切り落とした右手首を機械化／巨大な拳けん銃じゆう〈ヘラクレス〉を握りしめる──ヘリ胴どう部ぶの機銃座に立つ／左手で手すりを握る／腰こしに安全ベルトをつけてヘリから振り落とされないようにしている──ぎらぎらした目で乙を見る／凄せい惨さんな笑えみを浮かべる。

　ソネルの口が動く──何かを叫さけぶ／ヘリのローターが激しく回転する音で聞こえず／だが何を言っているかはわかった──決着をつけよう。

　二十機の群鳥が三つの小さな群に再編制される──二機の戦闘ヘリが追つい尾びしてくる──ヘリに乗ったソネルが一撃必殺の銃撃を見み舞まうべく怪かい物ぶつ拳銃を構えている。

　乙──高速Ｓ字飛行──群鳥をかわす／ヘリの火線をかわす／ヘリが放つミサイルをかわす／ソネルの銃撃をかわす──反撃のために転進すべき一瞬──苛烈な殺気を察する。

　記き憶おく──森でソネルと対たい峙じしたとき──〈蟲〉の機械化兵士が一人、頭上に潜ひそんでいた。

　今は──見えない敵の息づかいを感じる──その静かな動きと苛烈な攻撃への意志を。

　来た──自分の背後から迫る存在──素早く振り返った──眼前に迫るきらきら光る爪つめ。

　右手の手刀ですり上げた／左手の手刀で切り払った──〝銃つつ払い〟の型＝特甲バージョン。

　かっと火花が舞い散る──ガラスのように透とう明めいな爪／放たれた抗磁圧／機銃の火線──どれも宙を裂く／乙には届かず。

　透とう化か防ぼう壁へきに覆おおわれた相手──その姿が現れる──水みず銀がね色の特甲猟りよう兵へい＝全身を覆う甲かつ冑ちゆう／背に扁へん平ぺいな四つの羽──顔面を覆う甲冑に今しがた乙が切り払った痕あとが一条──赤熱。

　光葉ミツバ──てっきり怒り狂くるうかと思ったが向かってこず──さっと距きよ離りを取る／その甲冑の奥で嫌いやな気配──笑っている──にわかに勃発。《アアアアアアアアアアアアイイイイイイイイイイ──！》

　特甲猟兵の身から放たれる情報汚染──水銀色の特甲から噴き出す黒いイバラの群の幻。

　乙──ぞっとさせられながら旋回／迅速な回避──敵の群鳥／ヘリの火線／ソネルの銃撃／光葉が放つ抗磁圧と機銃掃射──全てかわしながらも、追いかけてきて絡からみつくもの。

　黒いイバラ──乙の羽へ／刃へ／特甲へ──体内へ入り込もうとする、おぞましいイメージ。

　にわかに脳裏で響ひびき出すワニの声。《楽しい楽しい楽しいなァ！》

　暗黒の揺りかごに心が引き寄せられる──耐えろ──吞のみ込まれるな／退くな／恐おそれるな。

　ここには自分しかいない──今ここで味方の頭上を守ることができるのは自分一人だけだ／自分が倒れれば目の前にいる全ての敵が味方に襲いかかる。

　来い──静穏なる覚かく悟ご＝双腕に青い火を輝かせて──群れ集つどう敵の全てと対峙した。




　　　　†




　驀ばく進しんする列車──まったくもって大所帯＝七つの車両に乗り合う幾いくつもの組織の人々。

　先頭の機関車──涼月＋夕霧＝濛もう々もうたる煙けむりに視界を遮られないよう気をつけつつ警けい戒かい態勢。

　運転席──ガブリエル＝ヘルメット＋防ぼう弾だんチョッキ＋プロテクター姿──鉄道勤務の経験でもあるかのような危なげない運転／どんどん速度を上げてドナウ河沿いの線路を突っ走る。

　火室──機体を破は壊かいされた戦術班員二名＝せっせとダイヤモンドをくべる／客車のピエールとブラックストーンが揃そろって安あん堵どの吐と息いきをこぼす。

　二両目の給水車に陣じん取どる青い水牛──日向のミノタウロス式アームスーツ＝まるで異教の守り神の銅像じみた姿。

　敵てき影えいなし──道路・ドナウ河・線路──どの交こう通つう網もうも麻ま痺ひ／大渋じゆう滞たいで放置された車／情報汚染で跳ね橋が作動せず／身動き取れない船せん舶ぱくが河口を塞いでいる。

　恐ろしく静か──静せい寂じやくを切り裂く汽笛の音──やがてヌースドルフ駅が見える。

　涼月＋夕霧──探査で群衆を感知／思わず身構える／ＭＳＳのセーフガード車両〈アイギス〉を介かいして通信。《すげー人だかりだ》《みなさん線路のそばにいますよー？》

《敵ではなさそうだ》御影の応答＝隣となりの線路上を百メートルばかり先行して進む軍用機体×三のうちの一つ。《国旗や市の旗を振っている。コンサート会場みたいにサイリウムを振っている連中もいるぞ》

　ニナが割り込む。《警察と市民だ。駅の管理室と通信できた。ＭＰＢの放送を見て、我々のために駅と線路を守ろうとして集まったらしい。こちらの走行を妨さまたげないよう指示した》

　日向の声。《敵が交じっている可能性がある。警戒を怠おこたるな》

　姿を消したＤＹが気軽に会話に参加。《駅周辺の線路を監かん視ししている。群衆に、おかしな動きをする者がいれば、威い嚇かく射撃を行う。いいか？》

《最小限で頼たのむ》ニナ＝即そく答とう。《パニックは避さけたい》

　三両目の客車──ここぞとばかりに響き出すＭＰＢテーマソング＝千々石の雄お叫たけび。《御ご覧らん下さい！　市民が我々の行く手を守っています！　私達は今こそ団結するのです、ヤー！》

　駅を通過する列車＋軍用機体──大だい歓かん声せい──駅のホーム／線路沿いの道路／建物の屋根に人々の群＝振り回される旗──銃弾やロケット弾を撃ち込んでくる者はおらず。

　どうやら本当に市民が防壁になってくれたらしい──千々石の広報の成果。

　涼月＋夕霧＝なんとなく市民に手を振る／いつもの広報任務の習性／アダー神父が繰くり広げたデモを思い出させられる──一いつ触しよく即そく発はつ通りに響いた歌声と手て拍びよう子し。

「汽車チユツチぽっぽユ・ワー♪　汽車チユツチぽっぽユ・ワー♪　子供アレたち・キンみんなダー・で行くよフアーン♪」夕霧＝地声で鉄道ソング──浮き浮きステップ。「小さクライいネ・レ車輪ーダー、大きグローいセ・レ車輪ーダー、ハローハロー車掌・シヤさんフナー、チケヒーアット・マイはこン・フこでァールすよシヤインー♪」

「みんな手アレ・ヴを振るよインケン♪　ってか」涼月＝にやり／珍めずらしく一いつ緒しよに歌う──群衆に向かって拳こぶしを突き出す。「このまま世界とか救っちまうかって気分になるな」

　パレードのような光景──猛もう然ぜんと通り過ぎる／背後に遠ざかる──ふいに何かが迫せまる気配。

　涼月──東へ顔を向ける／ドナウ河の向こう──妙みようなイメージが湧く＝ハンガリー国境の幹線道路／無人の館やかた／魚のシンボル／館から飛び立つ者達──白しろ銀がねの特甲トツコー／アメジストの羽──どちらも真っ黒いイバラの群を引き連れている。

　両方が来るのではない──鳥殺しの少年が真っ直すぐ向かって来ている感じがする。

　夕霧の想おもい人──敵勢力に特甲猟兵が加わるという以上に厄やつ介かい／夕霧をおかしくさせるかもしれない敵──二人で迎むかえ撃つべきか思案。

　ふとそこで何かが脳のう裏りで明めい滅めつ──おかしな気配──列車を振ふり返る／誰だれかがいる気がする。

　最さい後こう尾び＝装甲車両──いびきが聞こえる／寝ねこけている──なぜそいつらがそこにいるのかという疑問は湧かず／あまりに自然な接続能力の拡大──自分の手足のように他者の存在を感じる／普ふ通つうのことのように思える。

　むしろ降って湧いた答えに気を取られる──あいつらをぶつけりゃいいや──至し極ごく納なつ得とく。

　涼月＝ニナに通信。《あー、ニナ捜そう査さ官。聞こえますか》

《聞こえている、黒シユヴ犬アルツ》ニナ＝律りち儀ぎにコードネームを使用／敬意を表してそうしているらしい。《どうした？》

《えっと……どんけつの車両ですけど。うちの装甲車がくくってあるやつ。やばいときは、あれを使うっていうか、えー、切り離はなしていいっすか？》

　夕霧がきょとんとなって振り返る──涼月＝〝なんとなく思いついただけだ〟と肩かたをすくめてみせる。

《ふむ？　そちらの車両について私はとやかく言えんが……何か策でも？》

《まあ、危なっかしいのが追いかけてきたときのためです》

《なるほど。敵が電車など線路上を走行して追ってくる可能性もある。電車の場合、架か線せんを切断して走行を止めればいいが、同じ線路を別手段で追走された場合、こちらの車両を切り離して防げばいい、というわけだな》

　全然そんなことは考えていなかった──適当に合わせる。《えー……まあ、そんな感じです》

《了りよう解かいした。実行するときは教えてくれ。私達も必要とあらばそうさせてもらうかもしれん》

《了解です》

　なんとなく話がまとまったので安心──かと思いきやにわかに警告の声＝ニナ。《前方！　ハイリゲンシュタット駅方向から、同じ線路を電車が逆走！　ぶつかる気だ！》

　ただちに〈アイギス〉の目と耳である〝ハエフリーゲ〟たちの情報が共有される──右へゆるくカーブした向こう──二キロ先──こちらへやってくる電車＝一分足らずで衝しよう突とつ。

　車両は無人──運転室に密集＝四人の男達──スキンヘッドだったらしい頭＝額から後ろがぽっかり消失──顔や首や腕うでに鉤かぎ十字の刺青いれずみ──〈ローデシア〉＝手に手に馬ば鹿かでかい拳銃。

　涼月＝脳内チップを通してその様子を把は握あく──男達の一人に見覚え。

　拳銃男＝オットー・千チ代ヨ田ダ・ワイニンガー──どうやら仲間を見つけて四人に増ぞう殖しよく。

　機械の手にこれまた見覚えのある怪物拳銃──とうとう脳なしにされたものの性しよう懲こりもなくプリンチップ社製の武器を振りかざしている──呆あきれ果てるばかりの醜みにくさ／愚おろかさ／哀あわれさ。

　クズどもの末路＝一秒ばかり哀あい悼とうを捧ささげる──両拳を握りしめる──突撃準備。

《六両構成、運転室に犠ぎ脳のう者が四名！》ニナ──鋭く淀みない状じよう況きよう説明／各員に命令。《戦術班、電車をどかせ！　機関車両、汽車を徐じよ行こう！　日向、遊撃小隊、客車の隊員は警戒待機！　さらなる襲しゆう撃げきに備えろ！》

《了解。速度を落とす》ガブリエル＝的確に汽車を運転。

《グループ１、来い》御影＝先行。《グループ２は汽車前方を守備。ダニエル、架線を切れ。こっちの汽車には必要ない。念のため地下鉄用の給電レールも破壊しろ》

《了ア解イ、班長》一台がさっそくアームの機銃を掃そう射しや──架線／き電線／吸い上げ線を切断。

　電車が走れないようにする──屋根に集電パンタ装置グラフがない地下鉄電車を走らせるための第三軌き条じようである給電レールをアームでひっぺがして破壊。

　その間に御影の機体をふくむ三台が先行──車輪幅はばをレールに合わせて疾しつ走そう／またたく間にカーブの向こうへ──一キロ先で猛もう烈れつな火線が勃発。

　電車の運転室で四人が窓越ごしに怪物拳銃をぶっ放した──防風ガラスが消滅／電車が閃光を放ったかのような苛烈な射撃光──頭に変な電子機器を突つき刺さされて血だらけの脳なしども＝正気を失ったハルマゲドン的絶ぜつ叫きよう。「ヘェエエルタァアアアースケェエエルタァアアアー!!」「俺が俺が俺がせせ世界史を変える変えるかか変えるッ！」「俺を見ろ俺を見ろ俺を見ろ！」「俺は〈蟻アント人間マン〉、俺は〈蟻アント人間マン〉、俺は〈蟻アント人間マン〉！」

　小型ミサイル並の破壊力を有する銃撃──三台の軍用機体＝かわす／かすめる／被ひ弾だん──線路脇わきの建物に盛せい大だいな穴／機体装甲が焼けて削そがれる／ボディ装甲に猛烈な打撃＝速度低下。

　二台が左右に散開＝機銃で応射──電車の運転室に火線がＶ字に集中。

　運転室の男たち＝胸や腹や顔面を粉ふん砕さいされても怪物拳銃を撃うち続ける──叫び続ける──犠脳者ならではのゾンビじみた耐たい久きゆう力──めちゃめちゃになる運転室＝だが電車は止まらず。

《電車が止まらん！》御影の怒ど号ごう。《予備電力を積んでる！　グループ２、カーブ手前で密集隊形！　衝突に備えろ！》

《あたしが行く！》涼月＝跳ちよう躍やく体勢──夕霧に目配せ＝〝お前はここで機関車を守れ〟──こくんとうなずく夕霧──跳とんだ。

《黒シユヴ犬アルツ──》何か言いかけるニナ──機関車から消えている涼月──即そく応おう。《戦術班、遊撃小隊員が一人、そちらへ向かった。線路上の電車をなんとしてもどかせ。後方からさらに電車が二つ接近。同路線と隣りん接せつ路線だ。架線を切断しても止まらん。予備電力を積んで走行している。各員、迎げい撃げきに備えろ》

　涼月──直線コース＝線路から外れる／建物の壁かべを蹴ける・蹴る／屋根を跳び渡わたる／カーブの向こうを目で確かく認にん──止めようとする戦術班の機体を化け物拳銃の乱射で牽けん制せいする血みどろの死に損ぞこないども。

　特甲が燃えるようなエメラルドの輝かがやきを帯びる──脳内チップを通してマスターサーバーに要よう請せい／承認。《脅きよう威いの増大により高度兵装が許可されました──》

　増大する脳への負ふ荷か＝何度となく脅おびやかされた──だが乗り越こえた／我がものとしてきた。

　強きよう烈れつな力を拳こぶしに秘ひめて──握にぎりしめた力に振り回されることなく──跳んだ。

　ずん！　線路脇に着地──おもむろに線路へ──レベル３の兵装＝両腕に抗磁圧型雷らい撃げき器／零れい距きよ離り戦せん闘とうに特化した強きよう襲しゆう突破型の軀く体たいプラン──青白い火花をまとって佇たたずんだ。

　御影達が気づく／距離を取る／涼月に任せる──目前に電車が迫る。

　涼月──初めて遭そう遇ぐうしたプリンチップ社の武器と再び対たい峙じ──囚しゆう人じん脱だつ走そう事件を思い出す／ファーストフード店での籠ろう城じよう／最初のＡＰ爆ばく弾だんの炸さく裂れつ──この事件の始まり。

　とどめを刺して欲しがっている死に損ないども──ひたと見み据すえた。

　血と被弾の焦しよう熱ねつで赤黒く染まった運転室＝壊こわれた窓の向こう──一人が引き裂さかれて壁に張りついている／三人がまだ立って武器を振り回している／顔が半分なくなって胸にでかい穴が空いた拳けん銃じゆう男オットーが叫さけんでいる──世界を変えるとかなんとか／結局そうできずに自分が変わり果てた男──三挺ちようの怪かい物ぶつ拳銃が涼月に向けられた。

　世界を覆うまばゆい閃せん光こう＝怪物拳銃の一いつ斉せい射撃──涼月＝猛然たる左フック。

　爆発的突破──拳から放たれた抗磁圧が銃撃をまとめて相そう殺さい──拳を振るった勢いのまま踏ふみ込む／突っ込んでくる電車へ──もう一方の拳を振りかぶる──閃光のごとき右フック。

　束ねられた抗磁圧が杭くいのように車体前面の下部に突き刺さる──一発で粉砕／オーストリア国鉄を意味する『ÖＢＢ』の文字が消しよう滅めつ／運転室が爆散──拳銃男と残り二名が灰と塵ちりに。

　アーメンだ、クズども──追つい悼とう──大人しく地じ獄ごくに落っこちて二度と戻もどって来んじゃねー。

　先頭車両が浮き上がる──涼月の左側へ／隣接レールの上へ──轟ごう音おんを立てて横よこ倒だおれに／慣性の法則で止まらず滑すべる──戦術班＝御影の機体が電車の側面へ／倒れる後部車両をアームでさらに突き飛ばす──二台が反対側からワイヤーを飛ばす／後部車両に引っかける──牽けん引いん。

　まるで頭を撃ち砕くだかれた鋼鉄の大だい蛇じやが倒れて引きずられるよう──隣接レール／フェンス／鉄道標識／信号機をなぎ倒す──横倒しのまま百メートルほど進んで停止。

　ただちにきびすを返す涼月──御影の機体がＵターンして汽車の方へ戻る。

《我ウンザーらが・フアウ拳闘ストケン士プフアーに、栄ホ光ザあンれナ》御影＝心からの賞賛──仲間へ通信。《グループ１、ここで線路を守れ。潮音、電車をどかしたぞ！　四体の犠ぎ脳のう体兵器に備えねばならんが、ひとまず進行に支障なしだ》

《よくやった》ニナ＝間断なく応答──指令。《現在、後方から二つの電車が接近。西からヘリ一機が接近。Ｇチームより地下道を複数のアームスーツが移動中との警告》

　涼月──元来た道を戻る／建物の屋根を跳び渡りながら特甲を再転送──レベル２へ。

　目がちかちか／耳がきんきん──だがそれ以外にレベル３の影えい響きようなし──まだまだやれる。

　眼下──時速四十キロ台にまで速度を落とした汽車──後方＝二つの電車。

《来るぞ！》鋭するどさを増すニナの声。

　同じレール上──追ってきた電車が速度を落とす／こちらの列車の後こう尾びに接せつ触しよく／ぶつかる／反動でやや離れる／また接触──ぴったりくっつく──電車の屋根を突き破って黒山羊やぎ型のアームスーツ×二が出現──ＭＰＢの装甲車をくくりつけた車両に乗り移ろうとする。

　日向のアームスーツ──給水車の上で膝ひざ立だち＝機銃掃そう射しや──黒山羊が被弾／電車の屋根で同じく膝立ち／撃ち返す──揺ゆれる列車上で機銃掃射の応おう酬しゆう──互たがいに被弾。

　夕霧──流れ弾だまを食わないよう身を低めつつ待ち構える──もう一つの電車＝六両編成。

　追い上げる電車＝列車と並へい走そう──窓という窓に武器を構えた男達＝クルド系／イタリア系。

　近距離での熾し烈れつな銃撃が勃ぼつ発ぱつ──機関車・給水車・客車に撃ち込まれる銃弾／〈アイギス〉が火花まみれに／運転室で身を低めるガブリエル＋戦術班員二名／床ゆかに伏ふせる千々石たち。

　第三車両と第五車両が応戦──グレーテル／ピエール／ブラックストーン／ＭＰＢ中隊。

　夕霧＝ひらりと跳び移る──電車の運転室の上──閃ひらめくワイヤー＝足元の屋根をバラバラに切り裂く／真下に落ちる／運転室にどすんと着地──運転役の男＝ぎょっとなって銃を抜ぬこうとする／その体をとっくに通過しているワイヤー──頭・手・胴どうがパズルのように崩ほう落らく。

　血の海と化す運転室──ドアを開いて飛び出す──第一車両＝窓の外を撃ちまくる男達。

　横よこ殴なぐりに襲来──十糸のワイヤーがまたたく間に真しん紅くの血みどろ模様を作り出した。

　車内に侵しん入にゆうされたことに気づいた男達が撃ってきたが互いに逃にげ場もなし──夕霧＝狭せまい車内でステップ・ジャンプ・ターン・ワイヤーの乱らん舞ぶ──被弾しながらも止まらぬ死の旋せん風ぷう。

　電車＝第二車両／第三車両／第四車両──窓から溢あふれる血ち飛沫しぶき／まるで巨きよ大だいなミキサーの通過／列車にいる味方の面々が啞あ然ぜんとなる──第五車両に突入＝マスクマン達が一いつ斉せいに迎撃。

　一風変わった武器──氷の銛もりを発射するフロスト・ハープーン──爆薬つきの矢を放つボウガン──微び細さいな針を何千本も放つことで鉄板に穴を空けるニードル・ガン──エトセトラ。

　夕霧＝撃ち砕かれ／貫つらぬかれ／もがれる四し肢しを再転送──三秒ほどの死闘──たちまち決着。

　折り重なって倒れるマスクマン達──最後尾の車両──ワイヤーを一いつ閃せん──ドア越し。

　銃を構える者／ロケット弾を発射しようとする者／手しゆ榴りゆう弾だんを投げようとする者──電車のドア／壁／ガラス窓ごと切り裂かれる──ピンを抜かれた手榴弾が床で跳はねる。

　さっと伏せる夕霧──炸裂＝誘ゆう爆ばく──壁・屋根・ドアが内側から吹ふき飛ぶ＝車体下部だけになって引きずられる最後尾の車両──ぽっかり空いたそこから飛び出す──跳躍。

　汽車と同じレールを走るもう一つの電車＝六両編成──先頭の車両に飛び乗る。

　数メートル先に二体の黒山羊＝汽車に向かって掃射中／一方が列車にくくりつけたＭＰＢの装甲車の上に乗り移っている──まだ電車の上にいる一体が夕霧に気づいて振り返る。

　夕霧＝ピストル型に構えた右手を左手でつかんで支える──フル出力のワイヤー＝一閃。

　黒山羊の左の角・左腕・機銃をまとめて切断──顔・胴・脚あしに盛せい大だいな火花。

　さすがに一撃では倒せず──よろめく黒山羊──電車から落ちるかと思ったが踏ん張る。

　一方の黒山羊も夕霧に気づくが日向との撃ち合いを続行──装甲車の上をじりじり進む。

　斬きられた黒山羊＝右腕に溶よう断だん機能つきの巨大な刃やいばを現す──左腕がなくなったせいで重量バランスが狂くるう／よたよたした動作／夕霧の前に立ち塞ふさがる──睨にらみ合う。

　そうしている間にも電車の運転室の窓が開いて銃を持った男達がわらわら出現──ＭＰＢの装甲車を積んだ車両になんとか乗り移ってゆく／汽車を乗っ取ろうと考えている。

　上空＝けたたましいヘリのローター音──戦闘ヘリが旋回しながら激しい機銃掃射──鉄板で覆おおった汽車の運転室が火花まみれに／ガブリエルと戦術班員達の罵ののしり声が通信越しに届く。

　戦術班の機体──二台がヘリを落とそうとして空に向かって機銃を掃射。

　一台が地下から現れた敵を線路に近づけさせまいとして撃ちまくっている──黒山羊×三体──赤あか鹿じか×一体──踊おどるように走りながら汽車に追いすがろうとしている。

　自然と伝わってくるもの──今いる敵はどれも列車を破壊しようとしていない。

　ロケット弾を撃ち込んでひっくり返したりしたがっていない──列車を止めたがっている／占せん拠きよしたがっている──なぜなら──列車に積まれたダイヤモンドの山が欲しいから。

　汽車を破壊したら貨車一いつ杯ぱいのダイヤモンドがばらまかれてしまう／あるいは火に包まれるかもしれない──そうなったら彼らにとって何より大切な、戦いの報ほう酬しゆうが失われてしまう。

　はからずしも手にした優位アドバン性テージ──列車に乗り移った黒山羊が自棄やけになって客車を撃ちまくったりしないうちに線路に落っことしてしまおうと考えたところへ──突然の咆ほう哮こう。《アアアアアアアアアアアアアイイイイイイイイイイ──！》

　対峙中の黒山羊を通して電子の絶叫が迫せまる──真っ黒いイバラの群が足元から現れて絡からみついてくるというイメージに襲おそわれる。

　情報汚お染せん──サードアイがやっている──夕霧に激しい怒いかりを抱いだかせるゆいいつの相手。

　この黒山羊だけではない──もっと強力な汚染源が近づいているという感覚／ただちに電子専用の〈肢バインＢ・ベー〉を転送しようとするや──涼月の声。《構うな夕霧！　こっちに来い！》

　声に驚おどろいたようにイバラが止まる／退く／かき消えていく──夕霧＝にわかに駆かけ出す。

　揺れる屋根の上を疾走──左ひだり腕うでを失った黒山羊が刃をかざす／猛もう然ぜんと振ふるう──こちらも腕をくれてやる──左腕を斬り飛ばされながら構わず黒山羊のそばを走り抜ける──跳ぶ。

　ＭＰＢの装そう甲こう車の屋根へ──手すりの上に着地／左腕を再転送／走る──もう一体の黒山羊と銃を持つ男達が意表を突かれる──彼らが夕霧の背に武器を向ける。

《そいつを切り離はなせ、夕霧！》通信とともに現れる涼月──線路脇から列車の屋根へ跳ぶ──拳こぶしを振りかざす。

　夕霧＝ワイヤーを一閃──列車の第七車両の連結部分──すっぱり切断。

　涼月＝足元を抉えぐるようなアンダーパンチ──どかん！　装甲車の後部に強烈な一撃／勢いで黒山羊と男達が装甲車の上で前のめりに／くっついていた電車が離れる。

　第六車両の屋根に着地する夕霧──振り返る。

　切り離された第七車両／装甲車──敵／電車が遠ざかっていく。

　涼月＝ニナへ。《どんけつを捨てました！　汽車を速く走らせるよう言って下さい！》

《了りよう解かい！》ニナの応答。《運転室、速度を上げろ！》

《了解！》ガブリエルの応答。《加速する！》

　カーブを越えてぐんと加速する汽車──電車がさらに遠ざかる。

　だが向こうも加速するはず／追いすがってくるはず──予期して身構える夕霧。

　だが予想外の事態が勃発──なんと装甲車が爆発した。

　乗っていた黒山羊と男達が装甲車の内側から噴ふき出した炎ほのおに包まれる──切り離した車両も／線路も／電車の先頭車両も──丸ごと木っ端ぱ微み塵じんに。

　追走不能──電車が脱だつ輪りん──轟音と土つち煙けむりを立てて横倒れに。

　炎の中から飛び立つ何か──二つの輝き──緑・黄──どちらもふっと消える。

　一いつ瞬しゆん後──さらなる破壊音が耳をつんざいた。

　上空で戦闘ヘリがいきなり火の玉に──エンジン爆発／黒こく煙えんを噴きつつドナウ河に墜つい落らく。

　すぐそばで凄すさまじい衝しよう突とつ音──並走していた電車＝涼月と戦術班が倒して止めた電車に激突／金属同士がぶつかってねじくれる音／全すべての窓ガラスが砕け散る──停止。

　走り抜ける汽車──近づこうとしていたアームスーツが次々に撤てつ退たい──通りの向こう／建物の陰かげへ消える。

《最さい後こう尾びの車両が……敵と電車ごと爆発しました》遅おくれて冬真の声。《追っては来ません。周囲のアームスーツも追つい跡せきできません》

《装甲車に爆薬でも積んでいたのか？》ピエールの通信。《そうならそうと言ってくれ》

《そんなものは積んでいない》ガブリエルの返答。《敵の装備が誘爆したんだろう》

《脅威の撃退を確かく認にん》ニナ＝そう言いつつなおも緊きん迫ぱくを保つ鋭い声こわ音ね。《地下の敵も退いた。戦術班とＧチームが足止めしてくれたお陰で、合流されずに済んだな。ヘリを墜おとしたのは誰だれだ？　戦術班か？》

《我々ではない》日向＝ヘリの落下地点に水牛の顔を向けている。《どこか空中からの攻こう撃げきだった。同士討うちか、追尾ミサイルの設定ミスで自じ滅めつしたのかもしれん》

《最も厄やつ介かいな相手が、最もうかつだったらしいな》御影＝それ以外に説明しようがないという調子。《なんであれ損害を最小限に防げたことは確かだ。これで無事にハイリゲンシュタット駅に入れる》

《戦術班は駅および周囲の安全を確認しろ》ニナ＝きびきび。《列車乗員はそのまま警けい戒かい待機。路線の工作担当者は、駅に入り次し第だい、迅じん速そくに線路のスイッチングを行え。くれぐれも壊れた方の線路に乗せるなよ。自滅するのは敵だけで十分だからな》

　涼月──通信に参加せず／空の彼方かなたに視線──先ほど夕霧が感じ取った強力な汚染源の方を見ている。

　夕霧──涼月を注視──先ほど黒いイバラを退けた力が何であるか見て取ろうとする。

「うん、ま、大だい丈じよう夫ぶだろ」涼月の呟つぶやき──よっこらしょと座り込む／胴どう部ぶの特甲を一部還送／煙草たばことジッポライターを取り出す──くわえる。「陽炎もＭＳＳのあいつも、ちゃんと守られてるからな。鳥殺しは……お前のバイオリン弾ひきは、あいつらが足止めしてくれる。心配ないさ、夕霧。あたしらは真っ直すぐ、この機関車を走らせればいい」

　何やら勝手に納なつ得とくしている涼月──いったい何の話かとは聞き返さない夕霧。

　やはりそうなのだ──夕霧の確信──口には出さず／どう言っていいやらわからず／だが間ま違ちがいないという思い──電子戦の技術も知識も持たない涼月が今、あらゆる情報汚染から自分を守ってくれていた──脳内チップの異変を防いでくれていた。

　ここにいない者も──天国のママが示してくれたように──全ての仲間達が今、レベル４の道行きにおいて時間面の回転を迎えているのだ。




　　　　†




　広大な墓地の上空──見下ろせば一面の墓標──自分達の末路だと言われている気分。

　二十機はいる群鳥──二機の戦闘ヘリ＋脳なしソネルの怪かい物ぶつ拳けん銃じゆう──見えない特甲猟りよう兵へい。

　そして黒いイバラ──圧あつ倒とう的な多対一──だがしのげ／耐たえろ／戦い続けろ──今まさにそうしている者達のように／眠ねむりながら戦い続けている少年達のように。

　乙──静かに滞たい空くう──〝柳枝リユーシ〟の構え＝特甲バージョン──背で羽ばたくトンボの羽／だらんと垂らしたままの両手／微睡まどろむように細めた両目／あらゆる角度からの攻撃に備える。

　にわかに飛ひ翔しよう──敵の動きを先読みしてＳ字飛行──針路／退路を奪うばわれないために。

　展開して突つっ込んでくる群鳥──乙の針路を塞ごうとする。

　ヘリが二方向から撃うってくる──乙の背後に回り込もうとする。

　見えない敵の伏アンブ撃ツシユ＝機銃掃射──群鳥ごと乙を撃とうとする。

　同士討ちなど気にもしない相手──群鳥を切り払はらう──〝捲〟の型で包囲を逃のがれる。

　だが逃れられないものが追ってくる──どこかにいる光葉＝どす黒いイバラのイメージ。

　光葉の脳内チップが情報汚染を中ちゆう継けい──乙の特甲に／機械の手足に／心に／機械仕じ掛かけの心臓に絡みつく──振り払えない／ワニの声が頭の中で轟とどろく──〝楽しい楽しい楽しいなァ〟

　酩めい酊てい感──はっと気づく──左腕に燃えるようなエメラルドの輝かがやき。

　レベル３──自分の意志に関係なく転送される／心を奪われる──耐えろ、耐えろ、耐えろ。

　ワニの声／燃え盛さかる炎／真っ二つになって死んだパパとママ／燃えながら墜おちてゆく飛行機のイメージ──歯を食いしばって遠ざけようとする──心に迫る。

　ぱーん、と何かが砕くだける音──目を見開く──左腕の輝きが消え去る。

　何かの記き憶おくが脳のう裏りをよぎる──電子戦演習──リードしてくれた接続官コーラス。

　敵の照準＝ヘリの機銃／ソネルの拳銃──乙に集中砲ほう火か。

　寸前でかわす──ヘリの一方＝ソネルがいない方──迫はく撃げき──横手から殺気＝見えない敵。

　きらきら輝く爪つめ──乙の右の手刀が払う／逸そらす／かっと火花──乙の左手がさっと振るわれる／何かを放つ──反転旋せん回かい／右の手刀が敵の下方をなぎ払う──乙の左手が何かを放つ。

　脳裏で明めい滅めつする数字──３７２９２３１７１３１１７──かつて眠れる者を呼び覚ますために設定された数位の列──植物状態から覚かく醒せいさせるため──イバラを退けうる数位。

　何をしたか遅れて悟さとる乙──〝氷柱ツララ斬り〟＝高速インメ反転ルマン・旋回ターンバージョン。

　さらに〝陰カゲ針バリ〟──一方の手でカタナを振るう／他方の手で隠かくし武器を投げ放つ技わざ。

　光葉の左ひだり脚あしが切断されて宙を舞まう──ガラスの爪に何かが絡みついている。

　ヘリのローターに激しい異音──がちん、ばちん、がちん──激しい火花──ローターの根本に絡みついた銀色のワイヤーの束。

　炸さく裂れつ音＝立て続け──ばん！　ばん！　ばん！　ばん！　ワイヤーにくくりつけられたお椀わん型の対人地じ雷らい＝飛び散る小さな鋼ごう弾だん──敵の爪が砕ける／ヘリのローターの根本が損そん壊かい。

　ヘリの失しつ墜つい──広大な墓地の一角──墜落して鉄てつ屑くずに／歴史的に途と方ほうもなく貴重な石せき碑ひと石像が粉々に／立ち上る黒煙。

　炸裂の衝しよう撃げきで光葉の特甲姿があらわに──水銀色の特甲／後方へ退きながら左脚を再転送／透とう化か防ぼう壁へきを再びまとう／慌あわてて退たい避ひする──訪おとずれるイメージ＝光葉の身から噴き出していた黒いイバラが霧む散さんしてゆく。

　誰かの意志──有用なる空白たる５３の命令／指定／フリック・ポイントの設定。

　お前はそこにいろ、そしてそいつを助けろ──という５３の数位を司つかさどる者の意志。

　敵と距きよ離りを取りながら再び滞空──〝柳枝リユーシ〟の構え──だらんと垂らした両手。

　変へん貌ぼうした左手──緑ろく青しよう色いろの特甲＝鋭するどい爪／鱗うろこのような模様／掌てのひらの付け根に液状化金属をワイヤー状に放つ機構／腕にお椀型の対人地雷の束を収納──潜撃トラツ手パーたる少年の特甲。

「やれやれ。いきなり誰かの誘ゆう導どうを感じたと思ったら、よもや君の手にされるとはな、切り裂さきジャックくん」

　声──偉えらそうで鼻持ちならないくせに、とことん自分を犠ぎ牲せいにする接続官コーラスのいつもの口調。

　乙──敵を見み据すえる目に涙なみだがにじむ／自分は一人じゃない／文字通り助けの手が転送されてきた──この手に仲間の魂たましいが宿らされた。

「見るからに多勢に無勢という感じだな。まあ、いつものことではあるがね」乙の左手がひょいと動く／周囲を見るようにあちこち指先が向けられる──紛まぎれもない水無月の声で喋しやべる。「僕が電子戦と攻撃支し援えんを担当するから、二人であいつらを蹴け散ちらしてやろう。で、それが終わったら一つお願いがある。その辺に、僕の体がないか、見てくれないか？」
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　どこかで仲間が戦っている──助けの手が訪おとずれる──不思議な感覚／頼たのもしさ。

　空飛ぶ殺さつ戮りく者が振るう四腕──超ちよう振しん動どう型雷らい撃げき器／火か炎えん放射器／殺人ワイヤー／灼しやく熱ねつ機能。

　両りよう脚あし──軽機関銃／連結式爆ばく雷らい──こちらの武器のコピー品をありったけ装備。

　陽炎──遮しや蔽へい物から飛び出す／走る／跳とぶ──蛭雪の猛もう攻こう＝遮蔽物を吹ふき飛ばす雷撃器／火炎の渦うず／空を切り裂くワイヤー／燃え盛る刃やいば──全て空から振ぶり。

　イバラの群に絡からめ取られた獲え物ものであるはずの陽炎＝機き敏びんに回かい避ひ／退避──蛭雪の魔ま笑しようをよぎる驚き。

　陽炎──自分がなぜ迅速に動けるかわからず／だが心のどこかで理解／情報汚お染せんを退ける力が惜おしみなく届けられている──特甲に取り込まれた吹雪くんの携帯電話の中継／増ぞう幅ふく。

　涼月と吹雪に託たくされたもの──５３の数位が司る空白＝莫ばく大だいな冗じよう長ちよう性──それぞれに託されたもの＝『Ａ．Ｓ．Ａ．Ｐ．』＝３７の記憶の座──『Ｒ．Ｉ．Ｐ．』＝４３の眠りの座。

　脳のう裏りに明滅する数字──３７２９２３１７１３１１７──まるで意味がわからない。

　その桁が増えてゆく──４１３７２９２３１７１３１１７──何かが進行していく。

　取り戻もどすべき時間面──４３４１３７２９２３１７１３１１７──略りやく奪だつされたものを再び奪い返すために／止められてしまった回転が長い時を経て進められてゆく。

　善きものが招かれるという確信──転がりながらエレベーター・ホールの前へ＝膝ひざ立だち。

「ひっ……！」シュテファンの声──陽炎の背後／ここにいて少年の盾たてになるしかない。

　だがその位置がベストだった／善き火がもたらされる地点──そこが最適だった。

　探査に浮うかび上がる二条の光線＝照準のためのレーザー──躍おどりかかってくる蛭雪。

　死をもたらす紅い光点──蛭雪の頭に二つ──目を見開く蛭雪＝探査で咄とつ嗟さに悟った。

　致命キル・領域ゾーンに舞い込んだ──ほぼ同時の狙そ撃げき──一瞬前に身を翻ひるがえした蛭雪＝被ひ弾だん×二──右上の腕うでの雷撃器が砕け飛ぶ──引き裂かれた羽──右の飾オりー耳アが砕け散る──壁かべに激突。

　陽炎の脳裏にイメージ──ホテルで支援してくれたアームスーツ×二──つながりの拡ひろがりにおいて気配を感じる／存在を悟る／行動を知る──敵性の狙撃手を見つけ出して陰から狙撃し追い立ててくれた／陽炎への狙撃を封ふうじてくれた／陽炎を襲おそう蛭雪を撃ち落としてくれた。

　探査にも届かない相手の存在がなぜ手に取るようにわかるのか疑問にも思わず──なんであれ役に立つなら歓かん迎げいしてやる──お前達が何者か知らないが頼もしい味方に認定してやる。

　強気に受け入れる──その恩おん恵けいを大いに活用──横よこ殴なぐりに吹っ飛ばされた蛭雪に向かって、至近距離から超伝導レール式ライフルの弾丸を放った──一発／二発／三発／四発──滅めつ多た打ち。

　蛭雪──驚きよう愕がくの表情／被弾の衝撃でやや朦もう朧ろう──ガードする蛇じや腹ばらの手足が穿うがたれる／砕かれる／貫つらぬかれる／吹き飛ぶ──羽をばたつかせる──半はん端ぱに再転送／半ば破れたままの羽をめちゃくちゃにはばたかせる──蛭雪＝必死の浮ふ遊ゆう──ジグザグに舞い飛ぶ／宙でもがきまくる／陽炎が放つ弾丸が外れる──烈れつ風ぷうが吹き込む窓──空へ逃にげ出していった。

　だがさらに悪運が到とう来らい──陽炎ではなく蛭雪を襲う容よう赦しやのない火線──砲撃。

　膝立ち姿のままの陽炎──探査でその接近を知る／響ひびき渡わたる音が攻撃の激烈さを伝える。

　軍用機体ケンタツエンウロスタオアー──三台がタワーの北側に布ふ陣じん／凄すさまじい攻撃／砲撃。

　一部が蛭雪を狙ねらい撃ち──羽が裂ける／六肢がもがれる／辛かろうじて残った羽で体を覆おおう。

　硬こう化かさせた羽で身を守りながらミレニアム・シティのガラス張りの天てん井じように落下──さらに屋内のどこかへ落下──ノイズだらけの無線通信＝声なき呪のろいの声。《它ター会ホイ讓ラン屠トウー殺サー──！》

　なんとなく理解──皆殺しにしてやるとかそんなニュアンスが自然と伝わる──あれだけ痛めつけられても、しばらくしたら回復して戻って来そう。

　しぶとい化け者め──似たような耐たい久きゆう力を誇ほこる自分を棚たなに上げて舌打ち／背後で震ふるえている少年を叱しつ咤た。「さっさと上に戻りなさい！」

　びくっとなるシュテファン──弾はじかれたように立ち上がる／携帯電話を慌てて拾う／震え声ですいませんとか頑がん張ばって下さいとか余計なことを言いながら非常階段へ──無事に退場。

　陽炎──窓まど際ぎわに堂々と姿をさらして膝立ち姿勢──ライフルを構える。

　驚おどろくべき光景──三台の軍用機体／十数人の特とく殊しゆ部隊員／二台の装そう甲こう車──ＢＶＴのエンブレムを持つ部隊が北側からＭＰＢの部隊を支援。

　きっと副長が要よう請せいした──きっと州知事とかに頼んで圧力をかけて出動させた。

　なんとも頼もしい支援──ＢＶＴの連中がまともに活かつ躍やくする場面など初めて見た気がする。

　北西側はよし──南西側に移動──ミレニアム・シティの壁を這はい上ろうとする〈蟲〉の機械化兵士の一群──頭上からの狙撃で片っ端ぱしから撃ち落としていった。

　敵性の狙撃の気配なし──蛭雪がただちに反撃に転じる気配なし──イバラの脅きよう威いもなし。

　まるで中世の攻こう城じよう戦のように攻せめる敵──だがこちらに追い詰つめられた籠ろう城じようの気分はなし。

　さあ、来い──私と私のライフルに問題なし──幾いくらでも撃って撃って撃ちまくってやる。
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「びっくりしたなぁ」からから笑う声。「涼月のやつ、あたしらがいること分かっててやったんだぜ」

　十分な距離を取って透化防壁を一時解除──すうっと姿を現す──滞空する皇／そばにぴったり寄り添そって羽をはばたかせている雛。

「わからない。あいつのことは昔から理解不能だ」螢＝憮ぶ然ぜんとした調子。「単に脳内チップに動かされただけの天然にも思えるが……私達をぶつけてやろうという意志を感じた気もする。節電モード中だったので判然としない」

「どっちにしろ、どんぴしゃのタイミングで切り離はなされたってわけだ」皇＝にっと白い歯を見せて雛に笑いかける／ぽんと雛の肩かたを叩たたく。「ちょいと早いけど、第二ラウンドが始まるっぽいぜ、新人」

「うぇ……」雛──身を縮こまらせる／だが恐きよう怖ふはあまりなし／孤こ独どくに戦う気でいたときの心細さも身が凍こおるような寂さびしさもなし。

　数キロ後方──地上＝雛の爆雷と火炎放射で今も燃えている装甲車／電車／アームスーツ／武装集団──ドナウ河＝螢の一撃でスクラップと化したヘリがぶくぶく沈しずんでいく。

　数キロ前方──どす黒いイバラの群をまといながら恐おそるべき何かが飛んでくる。

「やはり分かっていてやったというのか？」螢＝自問自答／面おも白しろくなさそう。「私より先に涼月がやつの存在を感知しただと？　あの電子戦のド素人しろうとが？　しかもこの、時間面の回転の進み方はなんだ？」

「メンデル博士が言ってただろ」皇＝左手をぽんぽん叩く／そこにやどる螢を宥なだめる。「あいつの脳みそは特別製なんだって。生まれつきのもんなんだから仕方ないって──」

　そこへ到来──白銀色の特甲猟りよう兵へい──猛もうスピードで飛来したかと思うと皇と雛からぴったり十メートルの距離で停止──微び動どうだにせず滞たい空くう。

　すさまじい音＝ぎりぎりぎりぎり──凝ぎよう縮しゆくされた抗磁圧が空気を震わせている／硬化した羽であり抗磁圧の回路である甲かつ冑ちゆうが唸うなりを上げている／その心が激しく軋きしんでいる。

　ばしゃっと音を立てて口元を覆う甲冑が開く──桃もも色いろの唇くちびるが温度のない声こわ音ねを放つ。「君達は誰だれ？　どうしてつながらないの？」

　その特甲から溢あふれ出すおびただしいイバラの群のイメージ──だが皇と雛に届かず＝見えない炎ほのおに焼かれるように霧散してゆく。

「どうやら涼月と吹雪が我々全員の時間面を回転させたらしい。そのお陰かげで、やつらは我々への侵しん入にゆう経路を設定できずにいるんだ」皇の左手が指を開いたり閉じたり／縦に振ふられたり横に振られたり──相手の様子をつぶさに観察する螢＝ますます憮然とした調子に。「悪用されたレベル４による敵対的ブレークアウトがほぼ無効化されている。やはり、メンデル博士の遺産を受け継ついだのは、涼月と吹雪であって、私ではなかったということか……」

「脳みその使い方は、人それぞれだって博士が言ってたろ」皇＝右手で左手をよしよし撫なでてやる。「しょうがないって。泣くなよ、螢」

「泣いてなどいない。だが……久々に何かの感覚を思い出した」螢＝脅威を目の前にしながら内省的な呟つぶやき／失われた自分の心を探さぐっている。「そうだ。これは……腹立たしさだ」

「僕達のつながりを邪じや魔ましているんだね」白露＝全身から発する異音がひときわ激しさを増す──ぎりぎりぎりぎり──特甲それ自体が金切り声を上げるよう。「そんなことをしたら、僕はまた錆さびてしまう。せっかく日の光の下に出られたのに。君達は、僕をあの砂さ漠ばくに戻す気なんだね」

　雛──まったく会話にならない敵と味方＝どちらも正常な心を失って久しい──そばにいるだけで危険な者達／だが今の雛に恐怖も怯おびえもなし／危険を紙かみ一ひと重えで避さける安全な位置を保つ──数々の修しゆ羅ら場ばで培つちかったタフネス。

「君達の血を飲めば錆びなくなるかな」白露──音を立てて甲冑が再び顔を覆う／甲冑が金切り声を上げる──その右手の斧おのをかざす。

「金メダル級にいかれてやがる」皇＝くっくっと笑いながら。「とっくのとうにフロー状態だ。その上、だいぶ機き嫌げんも悪いみたいだぜ」

　皇の左手から金色の光が幾つも浮かび出す──冷ややかな声がこぼれ出す。「奇き遇ぐうだな。ちょうど私も、久しぶりに機嫌が悪くなったところだ」
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　ハンガリー国境付近の森から第三十ジーク五区ムントへ──ドナウ川を越こえて第二十ドナウシ二区ユタツトへ。

　はばたくアゲハチョウの羽──鳳アゲハの飛ひ翔しよう──火を求めて／火を消すために。

　機械仕じ掛かけの心で導かれる──５９の魂たましいの座──植物状態の人間を目覚めさせる技術だったもの／脳の機械化の試み／創造された補助人格──その変質──成長。

　ブリリアント・モデルによって補助人格と本来の人格が統合されるはずだった──逆に機械の心だけが目覚める──本来の心が眠ねむる──どちらがどちらの見る夢なのかも定さだかならず。

　レベル４の道行き──その変へん貌ぼう──悪あしき混こん沌とんへの道へ。

　フロー状態の引き受け／中ちゆう継けい／拡散──黒いイバラのビジョン──全すべてを眠らせる力。

　本来の機能を歪ゆがませ停止させる──混沌のために働かせる──揺ゆりかごの中に導く。

　めくるめくノイズ──夢の中でささやかれる声／三つのトレーラーの中で交かわされる言葉。

《ちょっともー、今ここでＭＰＢに〈[image: かむき]カムキ〉を押さえられるなんて冗じよう談だんじゃないって言ってんの》シャーリーン──呆あきれ返る／焦あせりまくる。《いい？　虎とらの子のブリリアント・ユニットを投入するんだから、絶対に死守してよ。さもないとあんたら未来党員を一人残らず代わりに焼き殺すからね。あーもー、なんなのあの大隊長。わざわざ〈[image: よう]ヨウ〉をノータッチにして全員集合させたでしょ？　普ふ通つうそこに行くでしょ？》

《武力で守るなら〈[image: ]アマタ〉のはずだった》サードアイ──火と電子のチェスゲームで混沌を広めんとする／ゲームに横やりを入れる者を炙あぶり出そうとしている。《不自然だ。常に捜そう査さ対象とならないよう事件をリードしてきた。今ここで〈[image: かむき]カムキ〉を押さえるはずがない。〈外げ典てん〉の構築手順を知る者が、そこを守れと教えた可能性がある》

《未来党がやらかしたの？　ダーリン？　あいつらが裏切って州知事に話したと思う？》

《いいや、彼らは二十四時間監かん視しされている。やはり誰かがいる。治安組織にこうしろと指示する者が》

《でもさ、それらしいメッセージが飛び交ってたら、それこそあたしらの監視に引っかかってるはずだよ、ダーリン》

《電子情報ではない。手紙や電報のような手段を使っているのだろう。配達記録を抹まつ消しようしているに違ちがいない》

《あ、ねえ、ちょっとダーリン。これって──》トーンが変わる──嬉き々きとした響ひびき。《そうだよ、〈太タイ公コン望ワン〉を使ってるやつがいる。はっははは、やーっとキャッチしたねー》

《追つい跡せきしろ。〈太公望〉を使って〈外典〉を解かい析せきしているなら、州知事や治安組織にメッセージを送っているはずだ。そいつがゲームに余計な影えい響きようを与あたえているプレーヤーだ》

　同時にまた別の会話も聞こえている──ブリリアント・ユニットそのものであるトレーラーから勝手に流れ込む言葉の数々。

《フロー状態を防ぐための冗長性……空白の座》バロウ神父──揺るがぬ穏おだやかさ。《それが特甲トツコー開発期間中、すでにメンデル博士によって設定されていたというのか……？　なぜ？》

《彼は、ポラック博士の死が事故ではなく殺人だと見み抜ぬいた》テオ・カラス博士──脳を失って久しい肉体が虚うつろな声を放つ。《黒くろ手て組の仕事だ。〈医師狙そ撃げき時件〉をはじめ、都市で何が起きたか……何が引き金になったか。正確に読み取ったのは、あの男だけだったろう》

《確かに彼は非常にユニークだった》リヒャルト・トラクル──顔に傷がない男。《黒手組も始末するのに手こずったらしい。彼は〈外典〉の存在すら知らないまま、沈ちん黙もくが支配する我々の領土にさまよい込み、そして致ち命めい的てきな騒そう音おんをもたらしそうになった。脳内チップの発明という騒音をね。それを隠かくすために、別の騒音が必要となった。ガラガラヘビのかしましい声が必要となるほどの騒音が》

　全ては胡ドリー蝶ム・オのブ・バタ夢フライの中で交わされる会話──聞いているのが機械の心なのか本来の心なのかも分からない。

　探査──行く手に銃じゆう声せい／火線／爆ばく煙えん──武器開発局の敷しき地ちで争い合う者達──同どう胞ほう同士。

　静せい寂じやくを訪おとずれさせねばならない──それが優先的な行動であるという認にん識しきが強まる。

　ユニット・トレーラー〈意パム地悪プレー〉からの指令──マスターサーバーを狙ねらうＭＰＢを焼け。

　燃えるようなエメラルドの輝かがやき──レベル３の一部転送──背の羽が炎ほのおを帯びる／燃える羽と化す──右みぎ腕うでが雷らい針しんに──光の円が体の周囲に出現。

　その身から溢あふれ出す真っ黒いイバラの群のビジョン──さながら黒い炎のように。

　彼女が上空を飛ぶだけで地上の電子機器が狂くるい出す──都市そのものすら支配しうる接続能力の歪められた発はつ露ろ──何もかもを脳の中の小人とともに狂わせてゆく。

　さあ眠らせよう──痛み／苦しみ／悩なやみ／悪夢の源──全てを揺りかごの中に迎むかえよう。

　おびただしい火を消すために──巨きよ大だいな炎となって──世界を穏やかな眠りにつかせよう。




　　　　†




　第十ジンメ一区リング──広大な墓地の外──東側にある工場用区画の一角。

　右手に貨物列車の発着場／左手に貨物トラック用のコンテナ置き場──その中央辺り＝太陽光発電パネルと換かん気きダクトの間──カメレオン装備アームスーツ＝真っ赤なボディが今は周囲の色しき彩さいを映して周囲に溶とけ込む──長大なライフルの表面も同様に擬ぎ態たい中。

　スーツ内のホイテロート──墓地内での戦せん闘とうにはほとんど目もくれず／予定通り三つの部隊を閉じ込める／見事に包囲──後は四方八方から攻せめて皆みな殺ごろしにするだけ。

　だが予定外の事態が発生──ダイヤモンドを全て奪うばわれる／おかしな汽車が走り出す／多くの兵士が汽車を追いかける──まるでハーメルンの笛ふえ吹ふき男／お陰かげで戦力が予定の半分以下に。

　さらに驚おどろくべき異常事態──国連広場で凄すさまじい同士討うちを繰くり広げた特甲児童達──計画では殺し合うか戦闘不能に──だが今、ただ一人でありながら途と方ほうもない戦力となってこちらの包囲殲せん滅めつを阻そ止ししている──ありったけの空中機動兵科を一手に引き受けている。

　なおさらに驚くべきこと──この自分がいまだに撃てずにいる──信じがたい現実。

　ひと振ふりの魔ま法ほうの剣けんと化したかのような青い火──アームスーツ用の巨大ライフルに取り付けられた超ちよう高性能の自動照準器で幾いくたびもとらえた──その複雑な飛翔パターンを読んだ。

　だが撃てない──一撃で命を奪えるはずの火力──だがそうは思えない。

　国連広場での記き憶おく──狙撃の弾だん丸がんを刃やいばで弾はじき飛ばした──偶ぐう然ぜんではない／機械の力ではない／少女がみせた途方もない神かみ業わざ。

　疑念が狙撃を決定的に妨さまたげる──必殺の一撃を放ってもかわされるのでは？　あの特甲を貫つらぬいて命を奪うことができないのでは？　それどころか狙撃の弾道を読まれて、あの燃え盛さかる刃が自分に襲おそいかかってくるのでは？　ハリネズミ料理のように、何一つ食べ残さず、すっかり平らげられてしまうのは、もしかすると自分の方なのではないか？

　かつてない疑心による硬こう直ちよく──どうやら自分はあの少女に恐れを抱いているらしい、ということを、ようやく受け入れる──ゆっくり心の硬直をほぐしていく。

　お前は俺の悪運だ──心の中で少女に語りかける／悪運が少女に乗り移ることを願って。

　お前が乗っていた飛行機は俺が仕掛けた爆弾で落ちた／だがお前は生き延びた／機械仕掛けの体を手に入れて俺の前に再び現れた──俺に死の恐きよう怖ふを教えるために。

　お前は俺の試練、俺の影かげ、天の使い──俺に死の恐怖を乗り越えさせるための。

　お前は俺が葬ほうむる──お前の剣は俺が砕くだく──お前は俺の獲え物ものだ──俺はお前を食くらって今日という日を生き延び、火で購あがなわれた明日へ赴おもむく。

　祈いのり──あるいは呪じゆ詛そとともに──ホイテロートことムハウィシュは、アームスーツの中で息を潜ひそめ、ライフルで少女を撃ち落とす運命の一いつ瞬しゆんを待ち構えた。




　　　　†




　第二ブリギ十区ツテナオ──ミレニアム・タワー＝現代の攻こう城じよう戦が勃ぼつ発ぱつ中の巨大建築。

　その南方──トライセンガッセ駅のそばのビルから別の建物へ──病院の屋上へ。

　給水塔とうの陰でうずくまるアームスーツ──カメレオン装備でライフルともども擬態中。

　右みぎ肩かただけ擬態できず──被ひ弾だんで損傷──狩かるはずの自分が狩られそうになった。

　ロートヴィルトでありコータロー・サワキである男の思い──やはりこの都市とは相あい性しようが悪い／とことん悪い／この自分が狙撃態勢に入ったところを狙撃されるなどというのは最悪といっていい。

　いったい何者の襲しゆう撃げきか？　どこのどいつが自分の位置を探さぐり当てたのか？

　確信に近い推測＝イギリスのアームスーツ小隊──一連の事件でたびたび出しゆつ没ぼつする四人組の特とく殊しゆ部隊／僅わずか数名で戦争の勝敗を左右しうる者達／迅じん速そくかつ隠おん密みつに攻略目標を制圧してのける生きつ粋すいの強つわ者ものども。

　息を潜める──心の中で『中』の字を書きかける──意志の力で止める。

　ムハウィシュの流りゆう儀ぎに頼たよろうとする自分を諫いさめる──悪運を恐れるな／宿命を受け入れろ。

　ミレニアム・タワーに向かってライフルを構える──それもやめる／一つの手段に固こ執しゆうすれば逆に追跡される／またぞろ狩られそうになる。

　囚とらわれるな／何かにすがるな──ライフルをその場に放ほうり捨てた。

　もうとっくに離り脱だつする頃ころ合あいだと自分に言い聞かせる──その前にやるべきことをやり終えろと自分に命じる。

　最後の仕掛け──三つのユニット・トレーラーが形成する秘ひ匿とく回線で合図を出す。

　特甲児童を殺し、敵部隊を壊かい滅めつさせ、無事に戦場を離はなれるための四段構えの攻撃──その最後のすべ。




　　　　†




　広こう範はん囲いをフォロー──二百七十度におよぶ狙撃視界／優位アドバン性テージはこちらにあり。

　陽炎カゲロウ──今は有利な立場にあるのだと自分に言い聞かせる──高所／籠ろう城じよう／援えん軍ぐん待ち──タワーに群がる敵の狙撃フオローに徹てつするべきとき。

　特甲猟りよう兵へいの気配なし／六肢しを駆く使しする白はく髪はつの女が再び来襲する気配なし──だが違い和わ感かん。

　敵が大人しすぎる──ワンパターンすぎる──北東では〈ローデシア〉のスキンヘッドどもがなんとか陸橋を越えてビルに入ろうとしている──南西では〈蟲〉がビルに取りつこうとしている。

　それだけじゃないはず／何か別の攻撃を準備しているはず／だが何を？　そう考えるも答えが見いだせないうちに異変──沈黙する交こう通つう網もうが一転──そこら中でエンジン音。

　放置された一いつ般ぱん車両──軽自動車／スポーツカー／ベンツ／ＢＭＷ／フォルクスワーゲン／トラック／観光バス／郵便公社の車両まで──次々に動き出す──ミレニアム・シティに突つっ込む。

　破は砕さい音／激げき突とつ音／擦さつ過か音──鉄と鉄がぶつかり、ガラスが砕け散り、コンクリートが削けずられる音が階下で勃発──大騒音が二十五階のフロアの床ゆかまで震ふるわせた。

　何なの？　特攻？　やぶれかぶれの自爆？　腹はら這ばいになって烈れつ風ぷうが吹ふきすさぶ窓辺へ──高所の有利を自分から捨てる危険を冒おかして身を乗り出す──大急ぎで探査。

　どんどん押し寄せてくる車のどれにも人が乗っていない──自動操縦／情報汚お染せん／遠えん隔かく操作でショッピングセンターに突っ込ませている──突とつ如じよとして車が意志を持ち、蟻ありのようにタワーに群がってくるかのような異様な光景。

　シャッターを破ってビル内に突入するのが目的？　だが突っ込んだ車にさらに別の車が突っ込んで乗り上げたりして余計に出入り口が塞ふさがっていく──ビル下部の広大なショッピング・エリアがスクラップで埋うめ尽つくされていく。

　北東の陸橋でも同じ光景──〈ローデシア〉が盾たてにしていた車両すら勝手に動いて玄げん関かんシャッターに激突／大破／右往左往しながら逆にタワーから退いていくスキンヘッドども。

　これはおかしい／人が入って来られなくなる──いや、逆だ──私達が出て行けなくなる。

　まさか、そういうことか──嫌いやな予感／直感──ぞっとなる──そしてその推測が的中。

　にわかに敵性の狙撃──はるか下方で銃撃音──タワー内の人間に向けてではない。

　爆音──立て続け──タワーに突っ込ませた車の燃料タンクを撃っている／ガソリンや水素エンジンのタンクに引火──どんどん誘ゆう爆ばく／またたく間に延焼──ほうぼうで黒こく煙えんと火柱。

　眼下のミレニアム・シティが火の海と化す──ああ、なんてことだ──こいつらは私達を閉じ込めた上でビルごと焼く気だ。

　二階の辺り──熱風の中で翻ひるがえるウスバカゲロウの羽が見える──六肢に火か炎えん放射器＝空飛ぶ放火魔が嬉々として火炎をぶちまけている。

　狙撃で撃ち落としてやろうとライフルを向ける──だが相手も探査でこちらの視線を察知／さっと宙を移動／狙撃が届かないビルの反対側へ──追ってもいたちごっこになる。

　くそっ、この卑怯者、逃げずに戦え──だが蛭ツー雪シユエを撃ったところで火が消えるわけもなし。

　さながら本物の攻城戦──閉じ込められる／城ごと焼かれる／高所に追いやられる──焼かれる苦しみから逃のがれたければ飛び下りて死ぬしかなくなる。

　ビル火災で全滅という最悪の結末を思い描えがく──慌あわてて打ち消す。

　ハイテク高層建築なんだから消火設備くらいあるでしょ──自分に言い聞かせる──だが半ば予期した通りの現実に襲われる。

　火災報知器のベルが鳴らない／どのフロアのスプリンクラーも機能していない／酸素を減らして延焼を防ぐシステムが作動しない／防火扉とびらや熱風を遮しや断だんするためのシャッターすら動かない──ビルを襲う情報汚染──建物の消防機能を完全に麻ま痺ひさせた。

　いよいよ逃げ場なし──飛び交う通信──一階が燃える／たちまち二階に延焼／消火器程度では焼け石に水。

　下階にいた部隊が慌てて上がる──モリィもイザベラも五階へ──そこで階段やエレベーターを塞ぐためスチール製のデスクや棚たなを運ぶ──防火扉代わり。

　にわかに狙撃──五階オフィスフロアに置かれていたデスクにでかい穴──モリィ／イザベラ／ＭＰＢ機動捜査課の面々がさっと伏ふせる──物もの陰かげに逃げ込む。

　モリィを追ってさらに狙撃──壁かべ際ぎわに釘くぎ付づけに／壁に亀き裂れつ／さらなる大口径の銃弾が壁に突き刺ささる──壁ごと貫いてモリィを仕留めるぞと言っている。

　移動──膝ひざ立だち／これまでになく身を乗り出す／南西側のビルの一室から撃っている──ここからじゃ見えない／届かない。

　モリィが隠れる壁を続けて狙そ撃げき──通信から伝わる状じよう況きよう──モリィ＝動けず／だがとどまっていても撃たれる／飛び出して安全な場所に逃げ込むチャンスをはかる──飛びだした瞬しゆん間かんに撃たれるに決まっている。

　イザベラや機動捜査課が牽けん制せいのために銃撃／自分達の方へ銃口を向かせようとする──相手はびくともせず──モリィだけを狙ねらい撃ちにするつもり──陽炎をおびき出すために。

　シュテファンが狙われたときとは比べものにならないほどの焦しよう燥そうに襲われる──なんという卑怯きわまる的確な攻め──陽炎＝さっときびすを返す／エレベーター・ホールへ／エレベーターのドアを蹴けり開く。

　エレベーター坑にダイブ──鉄てつ枠わくを蹴る・蹴る・蹴る──三角形を幾つも描くようにして十五階分を数秒で降下──脳内チップで確認──ビル構造／敵狙撃手の位置／こちらの迎げい撃げきポイント──よし、ここならやれる──十階のドアを内側から蹴り開いて飛び出す。

　ホールを疾しつ走そう──屈かがむ／膝で床を滑すべる／南西側の窓へ──片膝立ちの射撃姿勢に。

　私はここだ、卑怯者──心の中で悪あく罵ば／敵てき愾がい心しん──撃つなら私を撃て──というか、私が今ここでお前を仕留めてやる。

　二百メートルばかり先──探査に浮うかび上がる敵の姿──こぢんまりした美術商のオフィスに陣じん取どる敵の狙撃手──陽炎と左右逆の片膝立ち射撃姿勢。

　青あお銅がね色いろの特甲トツコー──フルフェイスのヘルメット／長大なライフルと一体化した左ひだり腕うで／駆く動どう車輪つきの両足──ようやくその姿をはっきりとらえる──静せい穏おんたる心で、必中の狙撃を食くらわせるべく、右手と一体化したライフルの機構を操作しかけたとき。

　敵のヘルメットが真っ直すぐ陽炎がいる方を向く──その姿がまばゆいエメラルドの輝かがやきに包まれる／手足が別の形状に瞬時に変わる／その姿勢も変わる。

　特甲の転送──陽炎＝委細構わず撃った──放たれた弾丸が変へん貌ぼうする敵の輝きへ吸い込まれる／通過する／本体に当たらず──敵のすぐそばを通過してオフィスの床を撃ち砕く。

　直後に窓まど枠わくを吹っ飛ばして宙へ躍おどり出る敵──とてつもなく陽炎をぎょっとさせる姿。

　ガンバイク──巨きよ大だいな空飛ぶ砲ほう身しんに横乗りになって飛ぶ赤あか胴がね色いろの特甲猟りよう兵へい。

　その砲口にとらえられる前に身を翻す／走る／背後で勃発する砲撃音──オフィスのパーティションを蹴倒して反対側のブースに飛び込んだ。

　直後に窓が木っ端ぱ微み塵じんに──着弾──背後でテナント用ブースが丸ごと粉ふん砕さいされた。

　押し寄せる爆ばく風ふうに乗って、そのまま窓を突き破り、階下の火の海にダイブしないよう左手で床に爪つめを立てる──将しよう棋ぎ倒だおしになってのしかかってくるパーティションを押しやる。

　予期せぬ対たい峙じ──ガンバイクがすーっと窓辺に寄ってきて滞たい空くう──ビル内に入らずさらなる砲撃を浴びせる構え／とはいえ一発撃てば爆煙が盛せい大だいに発生して陽炎の姿を隠かくしてしまうのではと警けい戒かいする様子／かといってビル内に飛び込んで迅速に追い回すには砲身が大きすぎる──威い力りよくはでかいが小回りの利きかない特甲。

　陽炎──敵がこちらに砲身を向けた瞬間、その大砲の中にライフルの弾丸を叩たたき込んでやるという不退転の構え。

　大砲ＶＳライフル──互たがいに距きよ離りが近すぎて膠こう着ちやく──一撃必殺にしなければ厄やつ介かいなことになるというにらめっこ状態。

　お陰で、ショックを受ける時間／そのショックを振ふり払はらう時間／振り払った後で辻つじ褄つまの合う考えをひねり出そうとして出せずにいる時間をとっくり味わう──ガンバイクを用いる特甲猟兵は〈空港占せん拠きよ事件〉で首を切断されたはず──いったいこいつは誰なんだ？

　かと思えばさらなる変貌──エメラルドの輝きがガンバイクの特甲猟兵を包む──手足の形が変わる／材質も構造も機能も変わる／赤銅色だった特甲が真っ黒に染まる。

　窓辺に着地──黒くろ鉄がね色いろの特甲猟兵──フルフェイスのヘルメット／右腕と一体化した電動ノコギリと機関銃のブレンド兵器／左腕に抗磁圧を放つ盾／両りよう肩かたに雷らい撃げき器／両足に駆動車輪。

　ドドドドドド──ノコギリの回転音／両足の駆動音が轟とどろく──嫌というほど聞き覚えのある攻撃的騒そう音おん。

　ばしゃっと音を立ててヘルメットがスライド──陸リク王オウ・マルティン・ユングの笑えみ──猛たけ々だけしく／刺とげ々とげしく／ぎらぎらした眼まな差ざし。「こーゆうー狭せまいッとこは、わしの出番じゃろォーがのォー」

「せっかく、そのあまっこが出てきたとこやぞォ～、あんちゃんてば～」僅かに異なる声こわ音ねがその口からこぼれ出す。「な～んか気になんじゃァ、そのあまっこォ～。どこぞで会おうたことあるじゃろォーやっぱァ」

「わしが誘さそい出したんじゃぞォ、あんちゃんら～」いきなりまた別の声が飛び出す。「ちィ～とは誉ほめたろォーとか、ないんかァ～」

「のんびりしよる場合かァ」元の陸王が他ほかの声を押しのける。「ぼさぼさしとったら、このビル丸ごと燃えてまうどォ～、ぼけェ～。さっさと始末つけたらァーやー」

　陽炎＝瞠どう目もく／戦せん慄りつ──黒い特甲に蠢うごめいて見えるもの──黒いイバラの群／かさかさ動く黒い虫の群／見ているだけでなぜか感じる喉のどがひりつくような渇かわき。

　脳のう裏りに明めい滅めつする数字──３１１９５３２──（１９は悪夢たる外的解離性ビジョンを司つかさどる反の座）──目の前にいる少年を冒おかしているもの──（解離した精神が独立した働きを持ち始める）──その特異なあり方を可能としているもの。

　なんとなく伝わってくる──敵のレベル４の片へん鱗りん──三種の特甲を駆使するために三重人格にした──弟二人を殺した現実をねじ曲げて／二人ともまだ生きていると思いたがる心を育てさせた──おぞましいまでのフロー状態を顧かえりみず。

《它ター会ホイ讓ラン屠トウー殺サー》ひび割れた通信が割り込んでくる。

　陸王の背後──ウスバカゲロウの羽を翻らせて現れる蛭雪──皆殺しだ、という殺意をたたえたその魔ま笑しようも、負のレベル４の影えい響きようを受けていることがわかる──きっと六肢の特甲が脳に激しい負ふ荷かを及およぼしている。

　二人の体から広がるどす黒いイバラ──部屋を埋め尽くさん勢い／歪ゆがんだ心がもたらす得体の知れない負のビジョンに引きずり込まれそうになる／殺さつ戮りくに興じる心／血みどろの想念。

　陽炎──自分もレベル３を転送したくてたまらない／心を放ほうり出したくて仕方ない。

　だが──大丈夫だ、という声がどこからともなく伝わる──誰かが止めてくれている──こちらの心を握りしめてくれている／本来の心を失わないよう手離さずにいてくれている。

　下方からの猛もう煙えんと業ごう火か──広がる悪意のイバラ──凶きよう悪あくきわまる敵二人と対峙。

　それでもなお恐おそれていない自分を唐とう突とつに悟さとった──その理由をはっきり理解した。

　彼方から聞こえてくる汽笛の音。

「あァ～？」陸王が窓を振り返る──蛭雪の笑みに険しさがよぎる。

　交通網の沈ちん黙もくによって訪おとずれた静せい寂じやくを切り開くかのような鋼鉄の駆動音──蒸気の雄お叫たけび。

　凶悪な敵に迫せまられながら、静穏たる心でさっとライフルを構えた──凛りん然ぜんたる思いとともに撃うち放った──そうだ、聞こえるか──あれこそが私たちの鬨ときの声だ。
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　驀ばく進しんする列車──第四車両の台車＝搭とう載さいされた〈アイギス〉内──猛然と働く通信解かい析せき官＋冬トウ真マ──〝ハエフリーゲ〟を展開／敵の情報汚染に対たい抗こう──ミレニアム・シティおよびタワーで停止中の消火機能を一いつ斉せい開放。

　解析官達の報告「非常用エレベーターのロック開放！」「防火設備および排はい煙えん装置、全階で作動！」「ポンプ室およびアラーム弁室のコントロールを復旧！」「自動連結送水管とスプリンクラー・システムを正常に復旧！　全消火機能が正常に作動！」

「よし、ハンデルスカイ駅が見えた」ニナ＝全隊通信。「戦力の半数をタワーにいる部隊の支し援えんに回す。残りは駅の安全を確かく認にんし、警戒待機しろ」

　冬真──タワーにいるＭＰＢの回線とコンタクト／さらに都市のどこかにいる人物からのコールをキャッチ──みんな忙いそがしいので自分が受付役に。「こちらＭＳＳです」

《こちら、ＭＰＢ副長、フランツ・利ト根ネ・エアハルトという者だ》

　思わずヘッドセット内の通信をオープン・スピーカーに──ニナに聞かせる。

「端たん末まつ情報を確認しました」冬真＝振り返ってニナを見ながらインカムで応答。「要件をお伺うかがいします」

《そちらに、うちの遊撃小隊員がいるはずだ。そちらの通信が優先となって、こちらの通信がブロックされている。今すぐ彼女達につなげて欲しい》

「こちらＭＳＳ副官ニナ・潮シ音オン・シュニービッテンです」ニナが割り込む。「通信系統の安全確保のため遮断状態になっていました。ただちに通信系統を統合しますが、差し支つかえなければ通信内容をお教え願えますか。現在、我々は一刻を争う状況にあります」

《承知している。状況への対応を妨さまたげるものではない。あらゆる戦せん闘とうの責任の所在を明らかにすることで、彼女達に対する、我々の務めをまっとうするためだ》

　冬真＝咄とつ嗟さについていけずニナに目で質問──うなずき返される──通信のブロック状態を解放。

　ニナ。「つながっています、エアハルト副長」

《黒シユヴ犬アルツ、紅犬ロツター、白犬ヴアイス、聞こえるか》フランツの呼びかけ。《状況を端たん的てきに教えろ》

《はい、副長》涼スズ月ツキ──三人を代表して応答。《今からタワーを焚たき火にしようとしている馬ば鹿かどもをぶっとばしに行くところです》

《よく聞け。我々ＭＰＢが独立州軍として活動しているという州議会の承認が、政府によっても追認された。お前達はその一員であり、現在も私と大隊長の指揮下にある》

《えー、はい》涼月──そんなことどうでもいいだろう、と言いたげな返答。《じゃ、行ってきます──》

《よって今ここに私、ＭＰＢ副長フランツ・利根・エアハルト名において、独立州軍たるＭＰＢおよびこの都市の財産である特甲児童に命じる》フランツ──その声がにわかに熱と鋭するどさを帯びる／責務を果たそうとする大人の声。《黒シユヴ犬アルツ、紅犬ロツター、白犬ヴアイス──全アル頭・シ出ユトウ撃ルム！》
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　突撃／遊撃──機関車から砲ほう弾だんのごとく跳とぶ涼月／夕ユウ霧ギリ。

　副長の唐突な出撃命令──〈アンタレス事件〉のときと同じだ──涼月の理解／誰が撃てと命じたかわかるようＭＰＢの紋もん章しようつきの銃じゆうを渡わたされた／何を壊こわそうが誰の命を奪うばおうが全すべての責任は大人が取るという宣言。

　だから戦ってくれというメッセージ──この都市を守るために。

　北側──ミレニアム・シティの屋根に着地＝疾走──炎ほのおと黒煙の渦うずを突つっ切る。

　各所で消防装置が作動中──スプリンクラーの放水／不活性ガス消火設備／防火シャッター／排煙装置──北西側でＢＶＴの部隊が消火活動に協力中。

　焼け崩くずれた屋根から落下しないよう鉄骨の上を抜ばつ群ぐんのバランス力で走破──右手に〈蟲〉の機械化兵達／無視／自分達がつけた火のせいでこっちには来られず。

　行く手のタワー──十階から十一階オフィスフロアにかけて陽炎が力の限り逃にげ回っている。

　陸王──その機銃掃そう射しや／轟く電動ノコギリ／雷撃器／盾たての抗磁圧。

　蛭雪──六肢しの特甲＝雷撃器／ワイヤー／灼刃ヒート機能ブレイド／火炎放射器／短機関銃／連結式チエーン爆雷・マイン。

　陽炎──果か敢かんに先手を打ってライフルを撃つも仕留められず／陸王の顔面を寸前でヘルメットが守る／面めん頰ぼおを砕くだいただけに終わる。

　直後に猛もう攻こうを受けた──手足とライフルを斬きられる／撃たれる／もがれる／砕かれる──それでも走る／飛ぶ／転がる／階段を上がって上階へ退たい避ひ／遮しや蔽へい物に隠れる──バラバラに粉砕されて一巻の終わりになりそうになりながら辛からくも耐たい久きゆう。

　夕霧──ワイヤーを高出力で放射──切断機能を落としたワイヤーが上階の窓枠に絡からまる／巻き上げられる／夕霧の体を宙へ──別の手で下方へ同様に放射。

　涼月──ワイヤーが左腕に絡まる／宙へ持ち上げられる──四階辺りの壁かべを蹴けるのに合わせて夕霧がワイヤーをぶん回す──振り子のように思いっきり上空へぶん投げられる。

　宙でワイヤーが液状化して千切れる──十一階の窓へ斜ななめ下から突撃──顔の前で交差させた両腕／折りたたんだ膝ひざ──一個の鉄球と化すようにして窓をぶち破る。

　軌き道どう上にちょうど舞まい飛んできた蛭雪──さっと六肢を振りかざす。

　涼月＝宙で左右のフック──相手の雷撃器／灼刃ヒート機能ブレイド／近接武器を二つとも粉砕──着地と同時に予備動作なしで再跳ちよう躍やく──右ストレート。

　かわしきれない蛭雪＝蛇じや腹ばらの四し腕わんをたたんでガード──どかん！　猛然たる一撃でフロア中央へ吹ふっ飛ばされる／くるりくるりと宙で身を回転させる／衝しよう撃げきを受け流す──壊された武器を再転送しながら滞空──怒いかりに満ちた悽せい愴そうな笑みを涼月に向ける。

　続けて飛び込んできた夕霧＝十糸のワイヤーを放射──陸王が振りかざす電動ノコギリつき機関銃に絡みつかせる／両足の駆動輪に絡みつかせる──引っ張られながら踏ふん張る。

「なんッじゃァ～！」陸王＝怒ど声せい──ノコギリの回転阻そ害がい／駆動輪の動作阻害。

　陽炎──エレベーター・ホールの陰からさっと現れて撃った──陸王の右みぎ脚あしの駆動輪が木っ端微塵に。

　陸王──滅め茶ちや苦く茶ちやに右みぎ腕うでの武器を振り回してワイヤーを引きちぎりながら盛せい大だいに転てん倒とう／オフィスのデスク・椅い子す・モニター・パーティションを蹴倒しながら数メートルほど転がってようやく止まる──書類の破片まみれになって立ち上がりながら損傷箇か所しよを再転送。

　涼月／夕霧──素す早ばやく移動──仲間と連れん携けいするための位置へ。

　蛭雪──涼月達の動きに合わせてこちらも陸王と連携するための位置へ。

　涼月／夕霧／陽炎──陸王／蛭雪──両者とも縦に並ぶ／前にいる者の動きに合わせて全員が動く位置。

　三人と二人──仲間同士の言葉もなく／敵同士の言葉もなく──無言で対たい峙じ。

　空白の器うつわを中心としてつながる三人──どす黒いイバラのビジョンに吞のみ込まれた二人。

　この相手とはつながれない──互いに宿敵であるという敵てき愾がい心しんを暗あん黙もくのうちに共有。

　相手の存在が／つながりが／精神が──全てが自分達のつながりを否定するということをその場にいる全員がはっきりと感じ取っていた。

　じっと向き合う／機を窺うかがう／緊きん迫ぱくの一いつ瞬しゆんにおいて戦闘に全精力を注ぎ込むべく没ぼつ我が。

　にわかに走り寄せた──どちらか一方が、もう片方を撃げき滅めつするほかないと悟りながら。
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　鳳を撹かく乱らんしたときと同様の戦法──三人から二人に減っても巧たくみに迎げい撃げき──全員が空中機動である分、制限のない動きに。

《よし、二人とも。次は四秒後、八秒後、十二秒後だ》螢ホタルの指示──位置以上にタイミングを重視。《可能な限りやつの頭上をとれ、新人。動きを押さえるんだ》

　姿を消した皇／炎の噴ふん射しやと爆炎で探査を阻害する雛ヒビナ──指示に合わせて飛ひ翔しよう／旋せん回かい──タイミングを合わせて伏撃／爆ばく撃げき──鋭い爪つめで襲おそいかかって白シラ露ツユの甲かつ冑ちゆうを傷つけてゆく／爆炎で覆おおうことで白露が抗磁圧を防ぼう御ぎよに回さなければならないよう仕向ける。

　白露──上下左右へ転進／探査しやすい雛を追う／その斧おのを振ふるって抗磁圧の爆風を放つ。

　雛──炎の揺ゆらめきをヒントにして敵の攻こう撃げき波を予測／一発で四し肢しも羽も撃ち砕かれる攻撃／必死に回かい避ひ。

　皇／螢──白露が斧を振るうたびにその隙すきを突く──接近／接せつ触しよく──爪で白露の甲冑を削けずり取りながら飛び抜ぬける／金色に輝かがやくプラズマ弾が炸さく裂れつする。

　そのつど白露が盾で防ごうと試みる／斧を振り回して撃げき墜ついを試みる──からから笑い声──不可視の状態で悠ゆう々ゆうと飛び回る皇。

　白露の甲冑＝十対ついの羽にして抗磁圧を発生させ増ぞう幅ふくさせる装置──爪つめ痕あとだらけ／放たれる抗磁圧が僅わずかずつ減げん衰すい。

《体が錆さびていく》白露＝虚うつろな声──ギリギリギリギリ軋きしむ甲冑／その心。《あんなに太陽が高く昇っている。砂さ漠ばくで見た太陽みたいだ》少しずつ力を削られることよりも他ほかのことで焦あせりを見せている。《食べなければいけない。君たちの血を浴びないと》

《あたしも真っ青の悪食だぜ、あいつ》皇＝面おも白しろそうに。《あれって、うちの博士が言ってたやつだろ。光が暗くら闇やみになるってやつ》

《ブリリアント・モデルが生み出すはずだった精神の光の反転だ》螢＝淡たん々たんと言い直す／説明する／聞いている雛にもわかるよう語ってくれている。《双そう方ほう向こう的調和によってつながり合ったとき、全体で一つの、超ちよう自じ我が的な役割を果たす電子的存在が必要となるというのが、テオ・カラス博士の主張だった。メンデル博士は、そんな支配者じみた架か空くう人格を誕生させる必要はないとしていた。その支配者が、精神の光を暗闇に変えてしまうだろうという言い方でな》

《で、あいつは？》皇＝好こう奇き心しんというより、何を聞いても笑ってしまうといった、白露に負けず劣おとらず何かがすっぽり欠けた声こわ音ね。《暗闇ってやつに支配されてるのか？》

《そもそもフロー状態にあるので判然としないが、やつらのレベル４を統合する、代理人格によって誘ゆう導どうされているようだ》螢＝すらすら解説──それとは別に戦術を指示。《さて、そろそろ行くぞ。今度は六秒後、十二秒後だ。十八秒後に、私も加わる》

　連携＝ヒット＆アウェイ──白露＝汽車を破は壊かいするという当初の目的からどんどん遠ざけられる──六秒後＝真上から爆撃／背に爪の一撃──十二秒後＝前方から火炎の渦／斧を持つ右腕を爪で抉えぐられる。

　十八秒後──白露＝両腕で頭と体を庇かばう／斧と盾で身を守る／抗磁圧で自分を覆う──飛行能力すら制限した防御態勢──その視界一面にばらまかれた爆雷の閃せん光こうと衝撃／白露の右脚を切り裂さく爪の一撃──そしてプラズマ弾が白露の背・右腕・顔面に炸裂した。

　ひたすら身を守っている白露──さらにそこへ不可視の攻撃──螢＝電子の牙きばを剝むく。

　ぎゃりっと歯車が砂を嚙かんだような音──白露の体を守る羽──ばちばち火花／ぎしぎし軋む／輝きが曇くもる──螢の電子的侵しん入にゆうを受けて羽の機能に狂くるいが生じている。

《押している。交こう互ごにやるぞ。皇は四秒ごと、新人は六秒ごとに攻撃を繰くり返せ。私は八秒ごとにやつの特甲トツコーへの侵入を深める》

　白露の体がすうっと下がる──真っ直すぐ立って身を庇った姿勢のまま数百メートルほど一気に落下──雛＝相手が意識を失ったのだろうかと期待させられる／すぐさま裏切られる。

　ぴたりと白露の体が静止──追いすがる雛／皇──爆撃／伏撃。

　微び動どうだにせず攻撃を受ける白露──その甲冑の顔の部分に得体の知れない輝き＝明めい滅めつ。

《こいつ……》螢＝何ごとか思案──すぐさま判断。《新人、気をつけろ。ユニットで自分を守れ》

　白露＝突とつ如じよとして変へん貌ぼう──その身を覆っていた羽の一部が展開＝五対──カマキリの羽。

　花が咲さくように十枚の羽が開く──きりきりきりきり音を立てて震しん動どう／明滅──発信。

　その羽からどす黒いものが噴ふき出すビジョン──イバラの群の束──まるでカマキリの腕のように捕とらえに来るというイメージ──心を／精神を／魂たましいを食いに来る。

　雛──それが電子的攻撃であるという理解が訪おとずれる／そのときには手持ちのユニット全てが全力で防御──〈ボーマン・ユニット〉──〈アルタルフ〉──そして〈太公望〉の声。《強力で急激な侵入の試みが感知されることから、防衛手段を講じています、雛小姐》

《はっはは、こいつすげえ》皇＝とことん享きよう楽らく的。《螢に入り込まれたってのに、逆にあたしの羽に入って来ようとしてるぜ》

《絶対に脳内チップに侵入されるなよ、新人》螢＝侵入態勢が一転──守勢に。《こいつ、〈テューポーンの黒い舌〉を使うぞ。検出コードを更こう新しんし続けろ》

　意外な反撃──雛／皇／螢の新たな認にん識しき──この少年は電子戦もやる。

　白露──羽を展開したまま斧を横へなぎ払はらう──慌あわてて退避する雛／位置を推測されかけた皇が姿を消したまま迅じん速そくに旋せん回かい軌き道どうへ。

《あたしの位置を探さぐってら》皇＝からから笑い声。《ほらほら、鬼おにさんこちらだぜ》

《こいつ、読み取り優先か》螢＝侵入を解かい析せき／対たい抗こう措そ置ちを分析。《ダミーをばらまけ、新人。お前のユニットが特定されるぞ》

　雛──すでにやっていたが間に合わず／〈太公望〉が用意していた偽にせデータ──片っ端ぱしから吞み込まれていく。

　まさかこんなにも早く読まれるとは思わず──白露の背後にいる多数のユニットが支し援えんしているはず。

　思わず呆ぼう然ぜん──〈太公望〉の声。《この者は、吾われの匂においを嗅かいでいるようです。嗅きゆう覚かくが吾の位置へ忍しのび寄ります》

　おかしなドイツ語訳──だが意味は伝わった。

　雛の最大の切り札にして頼たよれる話し相手──〈太公望〉の存在がばれてしまった。

　白露に──そしてその背後にいる悪あく辣らつな電子戦の使い手たるシャーリーンとサードアイに。
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　ハンデルスカイ駅──地上線路／高こう架か線路／渡と河か用線路／地下鉄駅連結エリア──〝ハエフリーゲ〟で次々にチェック──ＭＰＢ隊員が駅構内を迅速に偵てい察さつ──敵てき影えいなし。

　Ｇチームの二人はどこへ行ったかわからず──赤いアームスーツを追つい跡せき中。

　戦術班の機体×五が列車を防衛──残り五台と日向ヒナタが遊撃小隊とともにタワーの支援へ。

　北東方面はＢＶＴの部隊が前進──〈ローデシア〉の集団がドナウ川方面へ逃とう走そう。

　南西方面へ戦術班と日向が急行──〈蟲〉の機械化兵が南へ撤てつ退たい／建物の密集地へ消える。

　撃退すべき敵が退いていく／もっぱら消火活動を優先──消火栓せんを開く／ホースを引っ張ってくる／駅の消防車を移動させて消火──戦術班＋日向のアームスーツ＝消火剤ざいをかき集めてミレニアム・シティを鎮ちん火か──黒くろ焦こげになった一いつ般ぱん車両の残ざん骸がいをどかして出入り口を作る。

　急速に静まりゆく一帯──にもかかわらず上階で激しい戦せん闘とう音──十一階。

　涼月／陸王──拳こぶし／ノコギリ──身の毛もよだつインファイト──火花／吹っ飛ぶ拳／千切れる回転刃ばのベルト／ばらまかれる特甲の破は片へん──ひっきりなしに生じるエメラルドの輝き。

　陽炎──後方から狙そ撃げき支援──蛭雪を牽けん制せい／動きを妨さまたげる／狭せまい屋内での飛翔をさらに制限させることに専念。

　夕霧──陸王／蛭雪──両者の狭はざ間まで遊撃──どちらかを攻撃する／と見せかける／と思わせて罠わなを仕し掛かける──射出式の杭打パイルち器バンカーを転送／四方八方へ放たれる杭くい／ワイヤーの展開。

　蜘く蛛もの巣すのように張り巡めぐらされるワイヤー──陸王の足元をすくう／蛭雪の羽を引き裂く。

「こんッの、あまッこどもがァ～！」

　陸王＝掃そう射しや／雷らい撃げき器／抗磁圧を放つ盾たて／いずれも一撃必殺──猛もう攻こうを巧みにかわす涼月／夕霧／陽炎──すでに何度も見た攻撃／たびたび遭そう遇ぐうした脅きよう威い──恐おそれず突撃／遊撃／狙そ撃げき。

　涼月──僅か数分の攻防で何度再転送したかわからぬ両拳──陸王の車輪に絡みつく夕霧のワイヤー／その甲冑に叩たたき込まれて火花を散らす陽炎の狙撃──バランスが崩くずれた瞬間、左右のワンツー連打──右腕の機き銃じゆう／左腕の盾／上下に撃うち弾はじく──ガードをこじ開けたところへ甲冑のボディに左右のフック──二秒間でありったけの連打──懐ふところ深く食い込む。

　陸王＝ワイヤーが絡まるのも構わず両足の駆動輪を逆回転──急速後退＝ひしゃげたままのノコギリ機銃を涼月の飾り耳オーアに叩きつける＝力任せの一発。

　がん、と衝撃──抗磁圧のヘルメットが防ぐ／ノコギリの回転なし──物ともせず踏み込む涼月＝振りかぶる右拳──横よこ殴なぐりに蛭雪のワイヤー／夕霧のワイヤーが絡め取る／金切り声のような殺人ワイヤー同士の切り裂き合い──陸王が盾を構えようとする／陽炎の狙撃が陸王の左ひだり肩かたの雷撃器に命中／衝撃で盾を上げるのが間に合わず──そして振り抜かれる拳。

　どん！　渾こん身しんの鉄てつ拳けんが陸王の甲冑のど真ん中にヒット──後退しようとしていた勢いに重なる打撃──黒鉄の特甲猟りよう兵へいの体が吹ふっ飛ぶ──その身を包むエメラルドの輝き。

　瞬時にその特甲の形状が変貌──赤銅色の特甲猟兵になりかける。

　だが異変──ぱーん、と輝きが弾ける──窓まど際ぎわに倒たおれ込む陸王＝黒鉄色の特甲姿。

　蛭雪＝宙でくるりと転進──火か炎えん放射──陸王と涼月の間に炎ほのおの壁かべを作って牽制。

「どォしたァ～!?」陸王＝ばしゃっと開くヘルメット──ぎらぎらした目を宙に向ける。「秋シユウ水スイィ～、剣ツルギィ～！　おどれらァ！　わしの支援もせんと、どォこ行きよったんじゃァ～！」

　涼月──炎の一撃をさっとかわす／左右にフットワーク／果か敢かんに攻せめる姿勢を崩さず。

　陽炎＝瞠どう目もく──夕霧＝きらきらした目で見つめる──這はいつくばって弟達を呼ぶ陸王。

　正しきレベル４の力だ──陽炎＋夕霧＝なんとなく理解──涼月がここにいるせいで陸王の歪ゆがんだ力が発揮できずにいる──三重人格／三種の特甲に支障をきたしている。

「おどれかァ～!?」陸王──憤ふん怒ぬに満ちた目で涼月の動きを追う／この場でただ一人だけ目前の敵に一撃を食くらわせることしか考えていない少女──少年の怒ど号ごう。「おどれが秋水と剣をこっちに来れんよ～にしたんかァ!?」

　立ち上がる陸王──その胴どうに絡からみつく蛇じや腹ばらの脚あし＝蛭雪──声なき電子の声で何ごとか陸王にささやく／上双そう腕わんが短機関銃に／下双腕が火炎放射器に──乱射／掃射／炎の渦うず──涼月／夕霧／陽炎＝三方へ退たい避ひ／遮しや蔽へい物の陰かげへ。

「撤退じゃと、ロートヴィルトのぼけがァ～！」陸王＝罵ば声せいを上げつつ蛭雪に逆らわず──復旧したノコギリ機銃を盛せい大だいに乱射して三人を牽制／そのまま後退──翻ひるがえるウスバカゲロウの羽／蛭雪に絡みつかれたまま宙へ。「みとれよ、クソ拳げん骨こつのあまっこがァ～！　おんどれだけは必ずぶち殺したらァや～！」

　捨て台詞ぜりふとともに長々と浴びせられる火線──涼月／夕霧／攻撃圏けん外がいに──陽炎＝火線をかいくぐって狙撃する機会を窺うかがう──涼月の地声が届く。「無理すんな陽炎。追っ払ぱらっただけでいい。今から撃ったって、どーせ落とせねーしな」

　陽炎＝むかっ──逆に小隊長の命令を無視して狙撃を敢かん行こうしてやろうかという気になる。「落とせないかどうか、試ためしてもいいんだぞ」

「そんなつまんねーことで、お前を使う気はねーよ」涼月──火線がやむ／やれやれと立ち上がる。「それに、変に追い詰つめて、今すぐ本気の殺し合いになんのもごめんだ。あいつらだって、まだ何とかなるかもしれないんだからな」

　立ち上がる夕霧／陽炎──涼月に歩み寄る。

　さんざんひっぱたかれた後の痣あざだらけの顔／いつものふてぶてしい笑えみ／まったくもって平常運転といった感じの小隊長──陽炎＝思わず抱だきつきたくなる／さすがに恥はずかしいので却きやつ下か／和解すべき瞬しゆん間かんにむしろ顔を出すハリネズミ的性格──豊かな胸をたっぷり反らして肩をすくめてみせる。「で？　お前は今さら現場復帰か？」

「ちょいと出で遅おくれたよ。悪かった」涼月──まったく素直なひねくれ者だなこいつは、という調子で片かた眉まゆを上げてみせる──拳で陽炎のライフルと化した腕うでを、とんと叩く。「よく守ってくれたな。お陰で、こっからまた前に進むことができる。感謝だぜ、陽炎」

　陽炎＝とうとう涙なみだぐみそうになる──無言で左手を拳にして突つき出す。

　夕霧＝にっこり微ほほ笑えんで自分も片方の手を拳にする──二人の間に突き出す。

　三人の拳／互たがいに打ち合わせた──久方ぶりの合流を祝って。

　三人で一頭の〈[image: けるべるす]ケルベルス〉──何があろうとも、この先の道行きをともに進むことを誓ちかって。
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　ミレニアム・タワーから一キロ地点──Ｍ３５と呼ばれる建物──外国人差別と仕事の遅おそさで悪名高き第三十五行政庁舎──移民局／滞たい在ざいビザの窓口。

　都市を襲おそった情報汚お染せんとタワーのテロ騒さわぎで人っ子一人おらず──守衛すら帰宅。

　屋上──純白のアームスーツ＝イギリス製サテュリスキー型改良版〈カプリコーン〉×四が集合。

　全員が遮蔽物の陰から機銃を一方向に定めている──やおら下ろしていく──みな出てきて歩み寄る。

　赤い鹿しかを連想させる真っ赤な塗と装そうのアームスーツ──電波台の陰／屈かがんだ姿勢でタワーの方を向いている／その足元に置かれたままの特大ライフル──全すべて置き去り。

《くそっ、抜ぬけ殻がらです》フロスト──憂うさ晴らしに機銃で赤いアームスーツを小こ突づく／ぐらりと傾かしぐ／横よこ倒だおれに。

《爆ばく弾だんが仕掛けられてなくて良かったな、坊ぼうや》ＤＹ──からかう／たしなめる。《うかつな真似まねをして吹っ飛ぶのは自分一人にしてくれよ。くれぐれも〈ナイト〉を巻き込むな》

《ちゃんと目視と探査で確認している》フロスト──むすっと。《申し訳ありません、〈ナイト〉、〈レッドジャック〉。我々の追跡が遅かったせいで、絶好の機会を逸いつしました》

《いいや、そうじゃない。やつを仕留められなかった俺の責任だ》ミハエル──赤いアームスーツの肩口に刻まれた被ひ弾だんの痕こん跡せきを機銃で小突く。《こいつをあと三発ほど胴どう体たいに叩き込めていれば、たとえ命に届かなくとも、まともに動けないくらいの打撃を加えてやれただろう》

《かのロートヴィルトに一発当てられたというだけで驚きよう愕がくものですがね》ＤＹ──心からの賛さん嘆たんの念がにじむ声。《我々二人は、すっかりやつの影かげ武む者しやに翻ほん弄ろうされてしまった。汽車を襲しゆう撃げきしに来た赤いアームスーツこそロートヴィルトに違ちがいないと思い込んだのですから》

《二体もいたんです》フロスト──悔くやしげ。《どっちも優すぐれた兵士に見受けられました。少なくとも一体は、ロートヴィルトかホイテロートのどちらかだろうと……まさか両方が眩スタ惑ーリ者ングだったなんて》

《それほど追い詰められているということだ、つわもの達よ》それまで黙だまって赤いアームスーツを見つめていたハリーが口を開く──自分と仲間を焚たきつける昂こう揚ようした調子。《我々は今、確実にこいつらに迫せまっているのだ。世界中の諜ちよう報ほう機関の手を逃のがれ、戦火を売り物にし続けてきた、悪辣にして天才的な戦士が、二人も身代わりを立てたにもかかわらず、こうして武器も鎧よろいも、痕跡すらも全て残し、情けなくも逃にげ出さねばならなかったのだからな。私は大いに予感を抱いている。〈レッドジャック〉、〈ルーク〉、〈ポーン〉。我々は今日、こいつらを狩かるのだとな。そして〈ビショップ〉の仇かたきを、こいつらに殺害された全ての人々の仇を討うつのだと》
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　地下下水道──汚水を跳はねさせ歩むロートヴィルト＝手に構えた消音器つき拳けん銃じゆうと懐かい中ちゆう電灯──それ以外の装備を残らず放ほう棄きして撤退してきた。

　片方の耳にインカム＝ユニット・トレーラーによる秘ひ匿とく回線──ひっきりなしに喋しやべりかけてくるホイテロート。《お前がそこで目標の攻略に失敗したことは、俺がいる場所に戦力を集中すべきだということを示している。それが宿命だ。この広大な墓地で、この都市の最後の兵士達を眠ねむらせるべきだという見えざる意志のあらわれだ》

「そんな意志は存在しない」ロートヴィルト──相手を黙らせようとする／黙らせられず。

《もう〈ムニン〉は大して役に立っていない。〈サイクロプス〉の情報の方が有用だ。その点でもこの墓地に戦力を集中させる根こん拠きよになる。俺達が使える特とつ甲こう児童を全員、今すぐこの墓地に集めさせろ。空飛ぶ炎の剣みたいな、あの特甲児童を撃ち砕くだく力が必要だ》

「お前は恐れているだけだ。そちらにいる特甲児童を」

《そうだ。俺がここで恐きよう怖ふしているということも宿命の一部なんだろう。お前がタワーを制圧できず、そちらの部隊がダイヤモンドを奪うばい返せなかったということにも俺は恐怖している。ここの戦力がこれ以上、増やせないということに。ここにはあまりに多くの宿命が集つどっている。あまりに多くの死者達が俺の戦いを見守っている。汽車がこの墓地に来たら、もう態勢を整えることはできない。何もかもが崩れ始める》

「汽車は止める。ダイヤも取り戻もどす」

《特甲児童をよこせ、ロートヴィルト。全てここによこせ。どのみちこの墓地の下の電線を焼かねばならない。今ここで何もかも焼き払はらうべきだ》

　口をつぐむロートヴィルト──ようやく汚水から出てコンクリートの上に立つ／分ぶん岐き点を確かめる／冷たく暗いトンネルの一つへ入ってゆく──その足音がこだまする。

《ロートヴィルト──》

「次の攻撃に失敗したときは、全ての特甲児童をそちらに回す。それでいいな？」

《あくまで汽車を止めるために使うんだな？　線路を破は壊かいするだけでなく。お前こそ恐れている。お前をとらえる悪運を認めるんだな、ロートヴィルト。お前が譲じよう歩ほしたことはわかっている。それがお前に良き運を招くことを祈いのろう。〈ローデシア〉の犠ぎ脳のう体兵器も回せと言いたいところだが、それでお前を失うわけにはいかん。お前が全て使ってくれていい》

「ここで倒れるつもりはない。少なくとも、この都市では」

《生き延びるために、すべきことをしろ。悪運を振ふり払え。俺は俺の中の恐れをここで消すだろう。消えねば俺の中に死が巣くうことになる。お前はお前の中の恐れを消すべきだ》

　唐とう突とつに通話オフに──暗くら闇やみに足音がこだまする／自分の足音のはずなのに誰だれかが追ってくるかのように思えてくる──イギリスのチームが──おそらくそのチームに参加したであろう、かつての戦友である男が──赤のロートジャックバウアーが。

　ここは危険だ──どこもかしこも危険だ──最も危険なのは今のこの自分の心だ。

　立ち止まった──すべきことをしろ──生き延びるために。

　追ってくる者達が誰であるかという思考が自分の心に及およぼす影えい響きようを考えた──振り向いて相手の顔を確かめたくなる衝しよう動どう／ライフルを握にぎりしめて対決したくなる思い──逃げるべきときを忘れて自分に死をもたらす危険な感情だった。

　銃を持った手で胸むな元もとをまさぐった──『中』の牌ブロツク──鎖くさりを引きちぎって床ゆかに放ほうった。

　転がるそれを懐中電灯で照らし続けた──かつての絆きずな／それが何かの約束であるような思いは捨てるべきだった／その点ではムハウィシュの言うことは正しかったのだと認めるしかなかった──これはとっくに捨ててしかるべきものだったのだと。

　狙ねらいをつけて撃った──くぐもった銃声／抑おさえ気味の閃せん光こう／火薬の匂におい／かつて戦士が四人で一組だった頃ころの記き憶おくとともに──粉々に砕け散って暗闇に消えた。




　　　　†




　ドナウ川上空──繰くり広げられる空中戦＝爆撃／伏撃／電子戦──拮きつ抗こうへ。

《よし、どうにかやつの侵しん入にゆうは食い止めた》螢──相手の手しゆ腕わんに感心する口ぶり。《代わりにこっちの侵入も食い止められてしまったな。シャーリーンとサードアイが協力しているとはいえ、単独でこちらの攻撃を受けながら、よく持ちこたえられるものだ》

《さすが青あお馬うまハースってとこだな。……って、なんだっけそれ》皇──自分で口にしておきながら疑問を口にする。《ああ、あれだ。白露・ルドルフ・ハースって名前だっけ。こいつも青い馬のバッジをもらったってことかな》

　雛──何か連想／いつかどこかで聞いた言葉──青馬モレンツ──鳳も青い馬のバッジを手に入れたのではなかったか──それが重要なことかいまいちわからず。

　すぐに別の考えに意識を取られる──シャーリーンはいったいどこまで把は握あくしたのか／やはり〈太公望〉の位置を悟さとられたと覚かく悟ごすべきだろうか。

　いずれそうなるとわかってはいた──〈太公望〉自身もそう判断していた──敵のユニット群をいつまでもごまかせるわけがない／逃げ続けるならまだしも／戦いを挑いどめば自分も〈太公望〉も姿をあらわにすることになるのだから。

　白露の羽がふいに変化──再びたたまれる／体を覆おおう／甲かつ冑ちゆうの一部になる──電子戦が拮抗したと悟って羽の機能を火力増ぞう幅ふくに集中させるつもりらしい。

　身構える雛──どこかで、ししし、という皇の享きよう楽らく的な忍しのび笑い＝相手の一撃に合わせてカウンターを食わせてやる気まんまん。

　白露が宙で静止──みなぎる抗磁圧／にわかに脚きやく部ぶにエメラルドの輝かがやき／二つの脚あしが一つになって魚の尾おのように──抗磁圧が両足から噴ふん出しゆつ。

　一いつ瞬しゆんで消えた──視界／探査／どちらも届かぬほどの上空へ──慌あわてて目で追った──青空の彼方かなたできらりと何かが光る──何の気配もなくなる。

《離り脱だつ用の特甲を用意していたとはな》螢──またもや感心した口ぶり。《電子的な追つい跡せきを封ふうじた上で逃げた。態勢を立て直して汽車を追う気だろう》

「おっかねえ相手だったなあ」皇＝地声／笑い声／ちっともそう思ってなさそう──雛のすぐそばで、すうっと姿を現す／にっこり笑いかける。「あたしらの要撃にしっかりついてきたなあ。偉えらいぞ、新人。この調子で次も楽しもうぜ」

　雛──茫ぼう々ぼうと相手の目を見返す／特甲猟りよう兵へい達とさして変わらぬほど虚きよ無むに満ちた双そう眸ぼう／今はむしろこの上なく頼たのもしく思えてくる──こくんとうなずく。

「雛、お前の方は大だい丈じよう夫ぶだったか？」螢＝さりげなく初めて名前で呼ぶ──実力を認めた証あかしらしい。「やつの侵入でユニットを解かい析せきされたんじゃないのか？」

「大丈夫」ぽそっと返答──心配はいらなかった／そうなるとわかっていた／そうなったときはどうすべきか決めていた──〈太公望〉の方から提案してくれた策／単純きわまりないが効果的な方法／死を望む犠ぎ脳のう体が自ら立ててくれたプラン──彼を犠牲にすればいい。

《吾われは大丈夫です、雛小姐》

　優やさしく透とう明めいな声──返す言葉がないことに気づかされる／ここしばらくずっと心の支えになってくれていたことを思い知らされる。

《吾は務めを果たします》




　　　　†




　都市を巡じゆん回かいするユニット・トレーラーの一つ──〈意パム地悪プレー〉号。

　第二ラツフ十六ルズシ区テイから北へ──情報汚染で麻ま痺ひさせた交こう通つう網もうを悠ゆう々ゆうと進行＝自動操縦。

　第二十ドナウシ二区ユタツトを通過──ＭＰＢ大隊長と未来党のベルト将軍が大勢の部下とともにどんぱちを繰り広げている兵器管理局には近づかずヴァーグラマー通りを横切る／そこらにいるＭＰＢの部隊に間違っても見み咎とがめられないようルートを調整しつつ第二フロリ十一ズド区ルフへ。

「特定した」サードアイ＝閉じた目／額で赤く明めい滅めつする電子義眼──口元に笑えみ。「〈太公望〉だ。ＭＳＳの特甲児童の一人が死を偽ぎ装そうし、奪だつ取しゆしていた。同じく過去に死んだはずの特甲児童の一人が行動をともにしている」

「さすがダーリン」シャーリーン──サードアイの頭を撫なで撫で／頰ほおにキス／電子義眼を眼鏡の曇くもり止め用の布で拭ふき拭き。「どーやって体の中の４ＪＯを駆く除じよしたか知らないけどねー。こうなったら、もーこっちのものだよ。許さないからねー」

　ふっふっふと笑いながら座席に戻る──微ほほ笑えむ／だらんとした肢し体たい／幽ゆう霊れいじみた脱だつ力りよく系セクシーポーズ──モニターに向かって目だけ笑っていない笑顔を向ける。「そんなわけでー、あんたらの自作自演じゃないってことがわかったけどさ。これが最後だかんねー？　これしくじったら、あんたたちもう後がないって、わかってるよねー？」




　　　　†




　第十デープ九区リングの上空を飛ぶ軍の戦せん闘とう輸送ヘリ──機体にペイントされたオーストリア航空連隊のエンブレム／こっそり描かき加えられた〈白ヴアイきスシ盾ルト〉の隠かくしマーク／未来党の隠しマーク／〈ローデシア〉の隠しマーク──その後部座席＝手にＰＤＡ／ワイヤレス・マイクつきイヤホン／胸に未来党バッジ──未来党党首クレメンス・ビクスラー＝鼻を鳴らす／渋じゆう面めん。

「わかっている。〈白ヴアイきスシ盾ルト〉の優ゆう秀しゆうなる兵士達とともに、〈太公望〉奪だつ還かんに向かう。しかしヌースドルフ・ホーフだと？　〈ローデシア〉の洞窟ＤＥＮの一つだぞ。そんな場所に、本当にあるというのか？」

《ＭＳＳの特甲児童が潜せん入にゆうしてたし、アダー・ガウス神父も出入りしてたでしょ。そりゃ可能性ありありでしょーが。あんたらの足元で、さんざん好き勝手やられてたってことだよ。本当、あんたたち見てたら、そりゃーエドワルト州知事が全部持ってっちゃうのわかるよねー》

「やつの特技は有力者に取り入ることだけだ」ビクスラー＝こめかみに青筋／激げき怒どで青ざめる──きりきり歯ぎしり。「調子に乗って内閣解散など持ち出しおった。この騒さわぎが終わる頃には、やつの失しつ脚きやくは決定している。いや、生きて明日を迎むかえられるかもわからんだろうな」

《そりゃ、あんたらもそーだっての。ラバグルト内務大臣が死んだくらいじゃわかんない？　いー加減さー、自分達がやばい状じよう況きようにあるって理解して欲しいんだよねー。じゃ、無事にゲットしたら教えてね》

　ぶつっと通話オフ──ビクスラー＝盛せい大だいに鼻を鳴らす／イヤホンをしたままＰＤＡを懐ふところに。「プリンチップ社に従属する犯罪者どもが。貴様らこそ使い捨ての駒こまに過ぎんのだぞ」

　相手に聞こえないところで悪あく罵ば／舌打ち／ふんぞり返る──ヘリが降下＝ヌースドルフ・ホーフの庭の一つへ堂々と着陸──ローターが巻き起こす烈れつ風ぷうで庭木・フェンス・子供のためのブランコが揺ゆれまくる。

「どうぞ、党首。いえ、〈鍵かぎの巨きよ人じん〉様」軍服の男がシートベルトを外して屈かがんだ姿勢のままきりっと敬礼──〈ローデシア〉のサイン＝親指を内側に折る／靴くつの紐ひもを一部二重巻きに。

　降りるビクスラー──ヘリの操縦者を除き、七人の軍服姿の兵士が銃じゆうを手に付き従う／ぞろぞろと薄うす汚よごれた集合住宅地へ入ってゆく──住民達が屋内に引っ込む／窓の隙すき間まから覗のぞく／何が起きているにせよ巻き添ぞえを恐おそれて関かかわりを避さける。

　シャーリーンから指示されたドア──ビクスラーが顎あごをしゃくる──兵士の一人がピッキング＝かちりと音を立てて解かい錠じよう──そっとドアを開ける。

　暗くて狭せまい廊ろう下か──ドアを開けた兵士が銃を構えながら先頭になって入る／もう一人が同様に後を追う──一度に全員は入れず。

　廊下の暗闇に消える兵士二人──いきなり、ばん、と爆ばく音おん──閃光──くぐもった悲鳴。

　ばん、と次の爆音──固くて尖とがった物が山ほど飛び交かう騒そう音おん──どさどさと人が倒たおれる音／がしゃがしゃと銃が落ちる音──沈ちん黙もく。

　目をまん丸にして凍こおりつくビクスラー＋五名──ビクスラー＝咳せき払ばらい／ハンカチで額を拭く／すぐそばにいる兵士の肩かたを押す。「行け。何をしている。行くんだ」

「ト……トラップに気をつけろ」肩を押された兵士が別の兵士に顎をしゃくる──そうされた兵士がもっと若い者に同じ事をする──一番立場の弱い者達が押しつけられて先頭に。

　次の二人がびくびくしながら入ってゆく──廊下の奥へ／ドアを開く音／さらに別のドアを開く音──何も起こらず──声。「異常ありません。地じ雷らいを一つだけ仕し掛かけていたようです」

　ビクスラーがうなずく──残り三人が入ってゆく──奥で灯あかりがつく／壁かべも床も天てん井じようも真っ赤になっているのがビクスラーからも見える──兵士達の呻うめき声。「おう、バラバラだ」「なんてざまだ」「こっちがベッドルームだ。異常ない」「ドアの向こうにリビングが見える」「トラップのワイヤーがないかよく見ろ」

　仲間の死体を廊下からどかす音──ややあって兵士の一人が戻もどってくる──敬礼。「安全を確かく認にんしました。念のため家具などは触さわらないようにして下さい」

「こんな汚きたならしいゴミ溜だめに置いてある物など触りたくもないがな」ビクスラー＝横おう柄へいに言い返して中へ──顔をしかめて血みどろの床を迂う回かい──こぢんまりしたダイニングへ。

　テーブルに空のティーカップ／山と積まれたどこかの教会のクッキー──この界かい隈わいでは不似合いなほど豪ごう勢せいなステレオ・セット──通つう販はんで買えるロボット玩がん具ぐのパーツの山／ワイヤーの山／おかしな道具の数々＝沢たく山さんの段ボールに仕分け済み。

　キッチン──女性の一人暮らしという感じの小こ綺ぎ麗れいさ。

　冷蔵庫──仕掛け爆ばく弾だんなし／食べ物や何かの液体が入ったタッパーの山／ずらりと並ぶレモン水のペットボトル。

「〈ジークフリート〉を探せ」ビクスラー──〈太公望〉ユニットを勝手に改名して呼ぶ。「どこかに隠してないか調べろ。何もないなら、わざわざ爆弾を仕掛けた理由がわからん」

「プリンチップ社の犯罪者どもが我々を罠わなにかけたのでは？」兵士の一人が疑念を表明。

「うーむ」ビクスラー──あながちあり得ないことではないという顔。「それなら爆弾一つということはあるまいが……」

「党首」別の兵士──リビングから呼びかける。「これを見て下さい」

「なんだ？」ビクスラー──首を傾かしげる／小さなソファとテーブル／壁の一角に大きな鏡／狭せま苦くるしいリビング／何の変へん哲てつもなし。「何を見ろというのだ？」

「これです」さらに別の兵士──銃で鏡を小こ突づく／揺れる／画像がぶれる。「鏡ではありません。この室内を映しているファイバーグラス・タペストリーです」

「なんだそれは？」顔をしかめるビクスラー。

「カメラとモニターがセットになったガラスの板のようなものです。こんな高価なものをどこで手に入れたか知りませんが。こいつを通して、何者かが我々をリアルタイムで見ています」

「〈ジークフリート〉を奪うばったやつらに決まっておる。我々を愚ぐ弄ろうしておるのだ」ビクスラー──しげしげと自分達の映像を見る／その向こうにいる誰だれかを睨にらむ。「愚おろか者めが。いいか、貴様が何者だろうと、地の果てまでだろうと追い詰つめてやるぞ。我々の鉄てつ槌ついを恐れるがいい」

　強気なビクスラー──怒いかり任せに画像を押す／天井からフックで吊つるしてあるガラス板のようなそれが揺れる／両側の縁へりをつかんで引っぺがす──床ゆかに放ほうり出す。

「どいつもこいつも、我々をなめおって」踏ふみつけて亀き裂れつだらけに。「我々こそ、この都市の真の主人だということを思い知らせてやる」

「党首！」兵士達のざわめき。

　振ふり返るビクスラー──呆あつ気けに取られる／にやりと笑う──ガラス板を引っぺがした場所に現れたもの──メゾネットの階段。

「なんとまあ、仰ぎよう天てんするほどつまらん隠し部屋だ。まったく、貧びん乏ぼう人のやることと言ったら訳がわからんな」ビクスラー──得意満面。「我が家の隠し金庫など、ボタンだけで動かせる完かん璧ぺきな電動である上に、あまりに良くできていて、たまに自分でもどこにあったかわからなくなるほどだ。さあ、何をしておる。さっさと階段を上がって〈ジークフリート〉を探してこい」

　兵士達が命令に従う──予期されたトラップなし──すぐに声。「党首、ありました！」

　おもむろに階段を上がるビクスラー──洒落しやれた屋根裏部屋という感じの空間＝壁を埋うめ尽つくすスチールラック──様々な電子機器／プリンター／モニター。

　部屋の真ん中＝ガラステーブル──鎮ちん座ざする大きな黒いユニット。

「あったぞ」ビクスラーがＰＤＡを取り出す──コール。「私だ。〈ジークフリート〉を見つけたぞ」

《あー、今しがたモニターできましたよー。いやー、良かったねー。後はそれを大事に傷つけずに持ってきて、あたしらに渡わたしてね。そいつと接続してるお馬ば鹿かさんを追跡するから。あと、もし〈[image: かむき]〉になんかあったときは、あたしらがそれ使って、あんたらの尻しりぬぐいしてやんなきゃだからねー》

「わかった、わかった。ちゃんと持っていく。もうしばらく待っていろ」ビクスラー──シャーリーンのだらだらした喋しやべりを遮さえぎる／うんざりした顔でＰＤＡを懐にしまう。

《你[image: ]得你[image: ]我？》

　唐とう突とつにユニットが柔やわらかな電子音声を放つ──私を連れて行く気ですか？　と質問。

　言葉の意味などわからないまま、その通りだという感じで笑みを浮うかべるビクスラー──両手でユニットを持ち上げる／勝利の記念品のように掲かかげ持つ。

「やっとお前を取り戻したぞ、〈ジークフリート〉」

《你好、我太公望。[image: ]我[image: ]去一起下地[image: ]》

　呼びかけ＝優やさしく透明な声──こんにちは、私は太公望です。一緒に地獄に行きましょう。

　誰もその意味がわからず──〈太公望〉がシグナルを発信。

　頭上でかさかさと音──兵士達が反射的に天井へ銃を向ける──凍りつく。

　換かん気き口／カーテンの陰／スチールラックの上──小こ蟹がにの群がにわかに動き出す。

「なんだ？」兵士の一人＝胸むな元もとに小蟹が飛びつく──ばん！　腰こしから上が木っ端ぱ微み塵じんに／上体がまとめて弾はじけて消える／血ち飛沫しぶきが全員の衣服を真っ赤に染める／血の霧きりが立ちこめる。

　パニック──我先にと部屋から出ようとする兵士達──〈太公望〉を抱かかえたビクスラーが彼らを押しのけ階段を下りる。「私を守れ！　愚か者！」

　背後で爆音──ばん！　悲鳴／大絶ぜつ叫きよう／倒れる音──ばん！　声が減っていく──ばん！　ビクスラーがソファを踏んで跳とぶ／テーブルに体をぶつける／ティーカップとクッキーが床にばらまかれる──ばん！　背後に誰もいなくなる──小蟹の這はう音が聞こえる──片方の腕うでで〈太公望〉を抱えたまま全速力で廊下を突つっ切る──ドアを開く／後ろ手で閉じる。

　ドアの向こう──小蟹の群のがさがさ這う音／ドアをひっかく音──ぞっとなりながら遠ざかる──小蟹は追ってこず。

　七人の生死も確認せずに庭に戻る──どうせ全員が貴とうとい犠ぎ牲せいになったに違ちがいない──髪かみや衣服にべったりついた血やなんだかわからないぬるぬるした破は片へんをハンカチで拭ぬぐいながら集合住宅地を出てヘリへ──重たい〈太公望〉を片方の腕で抱え直したとき。

　ばん！　ヘリの操縦席内部で炸さく裂れつ──防風ガラスに亀裂／穴／噴ふん煙えん──内側が血みどろに。

　愕がく然ぜんとなって大口を開けるビクスラー──ばん！　ヘリのローター基部が砕くだけ散った──ばん！　尾び翼よくが折れ砕けた──ばん！　胴どう部ぶの鋼板が内側から火花を散らして吹ふっ飛んだ。

　がさがさ這う音が足元へ迫せまる──きびすを返すビクスラー＝両手で〈太公望〉を抱えて走り出す──やがてその背後でヘリが爆発し、無数の真っ赤な火の玉と化して飛び散った。
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　第二十ドナウシ二区ユタツトを通過──兵器管理局に駐ちゆう屯とんする部隊を包囲するＭＰＢ部隊＝ヴァーグラマー通りから／ジーベック通りから／ドナウフェルダー通りから──三方から相手の退路を全すべて封ふうじるように進行──苛か烈れつにして容よう赦しやも慈じ悲ひもない攻こう撃げき。

「撃うて」大隊長オーギュスト＝それ自体が銃声のごとき衝しよう撃げきを及およぼす重く響ひびく命令。

　砲ほう撃げき──オーギュストが乗る戦車から放たれる砲弾──施し設せつの前面に並べられた装そう甲こう車の一つを直撃──木っ端微塵に。

　駐屯するバーデン第四大隊＝ヒステリックな怒ど号ごう／悲鳴／必死に撃ち返す──同国人同士の戦せん闘とうという悲ひ惨さんな状況に耐たえられず銃を捨てて逃にげ出す者多数。

　オーギュスト──あえてトーキオ通り方面に包囲の隙間を空けておく──戦う意志がない兵をそちらへ追い払はらうため／真に対たい峙じすべき相手を追い込むため。

「さっさとヘリをよこせと言ってるだろうが！」ベルツ将軍＝側近達に怒鳴り散らす──三方からの激しい火線のせいで建物から出られず。「早く、わしをここから脱だつ出しゆつさせろ！」

　衝撃音がその声をかき消す──建物の壁に撃ち込まれる戦車の砲弾。

　独立州軍として戦うＭＰＢの面々の揺るぎなき攻撃──州知事の鉄の意志／大隊長の炎ほのおの意志──いずれもが隊員に伝でん播ぱ／断固とした姿勢／慈悲も容赦もない攻勢。

　バーデン第四大隊の戦力がみるみる半減──軍用機体ケンタツエンウロスタオアーが一つまた一つと倒れる／ロケット弾の滅めつ多た撃ちで装甲車がひっくり返る／閉所で包囲されて機動力をまったく発揮できない戦車が片っ端ぱしから粉ふん砕さいされてゆく。

　ＭＰＢが一歩前進＝駐車場の門を粉砕──また前進＝敷しき地ち内に陣じん取どる──また前進＝建物のすぐ目の前にまで迫る。

　戦車上部の司令キユー塔ポラに陣取るオーギュスト──ヘッドセット越ごしに車内から声。《バーデン方面および南方上空より飛行するものあり》

　オーギュスト＝電子双そう眼がん鏡きようを手に取る──バーデン方面＝軍の戦闘輸送ヘリ一機が接近──続けて南方＝鮮せん烈れつなアメジストの輝かがやきを放つ存在が急速接近。

「全隊、車両を放ほう棄きして下がれ」オーギュスト＝攻勢にあって躊ちゆう躇ちよなく退たい却きやく命令。「第二侵しん攻こうラインまで後退」

　急げとも早くしろとも言わない──全員が即そく座ざに命令を実行──戦車／輸送車／ローラー車からＭＰＢ隊員が一いつ斉せいに飛び出す──侵攻して通りへ／元来た道を一目散に駆かけていく。

　駐屯する者達＝ＭＰＢが逃げ出したと思い喝かつ采さい──歓かん声せい──にわかに沈黙。

　頭上に到とう来らいするアメジストの輝き──虚きよ無むの瞳ひとみで地上を見下ろす少女──その機械の心が下す判断＝ここが戦場／火がさんざめく場所──自分の火で全てを沈黙させるべき。

　炎の羽が巨きよ大だい化する──雷らい針しんと化した右腕が輝く──その身を取りまく光輪が閃せん光こうを放つ。

　灼しやく熱ねつの驟しゆう雨うが勃ぼつ発ぱつ──軍用機体が軒のき並なみなぎ倒される／装甲車が敵味方の区別なく焼かれる／駐屯軍が慌あわてふためいて屋内に退散──あっという間に無人となる敷地へさらなる熱波が降り注ぐ──抗磁圧が金色に輝く雨となって浴びせられる──硫い黄おうの雨そのもの／ソドムを焼き払う天使の務めのよう。
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「やりすぎ！」シャーリーン──座席で頭を抱える／ヘッドセット越しにユニットへ音声で命令。「ストップ、ストップ！　あー、建物が壊こわれてる、燃えてる、やばいって！　〈[image: かむき]カムキ〉ごと焼いちゃ駄だ目めでしょ！　そんなことしてどーすんの!?　そこにいるＭＰＢだけ焼けって言ってんの！」

「５９の数位であるブリリアント・チップをコントロール仕切れていない」サードアイ──眉み間けんに皺しわ／赤々と明めい滅めつする額の電子義眼。「脳内チップを全て掌しよう握あくしても不可能かもしれん。メンデル博士の定めた数位を解かい析せきすればするほど、人間のロボット化が妨さまたげられるように仕組まれている」

「もー、全部書き換かえるとしたら何年かかるかわかんない作業になるし」がりがり頭を搔かく／きっちりまとめた金きん髪ぱつが垂れ下がる──親指の爪つめをがじがじ嚙かむ。「あー、よーやく攻撃をやめた。あーあ、建物が燃えてるっての。ってゆーか、なに？　〈[image: かむき]カムキ〉の基幹ユニットに勝手に侵入してるし。まー、手間が省けていーけど、勝手にブレークアウトしちゃって、何しようっての？」

「メンデル博士のレベル４に対たい抗こうするためだ。先ほど、陸王の三重人格が無効にされかけたからな」サードアイ──冷静に分析／思案。「彼女のゆいいつの優先対象は拮きつ抗こうするレベル４の駆く除じよだ。それ以外は原則として無差別に攻撃する」

「もー、とっくに中央墓地の地下の予備電線を焼かせてなきゃいけないのに。そーなるとロートヴィルトの作戦に従っちゃうわけでしょ。あっちのレベル４と真っ直すぐぶつかったって、良いことなんにもないのに──」

　コール音──自動的に応答／ビクスラーの慌てまくった声。《私だ。〈太公望〉を奪だつ還かんしたが、おかしなものに追いかけられている。部下を皆みな殺ごろしにされた。助けてくれ》

「あー、もう、あっちもこっちも」シャーリーン──コンソールを軽けい妙みように操作／呆あきれ顔／舌打ち。「〈へーラーの大蟹〉のサブ・デバイスがなんで今こんなに動いてんの？　まっさか、これも雛っち？　もー、あの子、ちょっと生意気すぎ」苛いら々いらした様子でキーを叩たたく──ＡＩ群に対処を任せる。「あー、ビクスラーさん？　そっちのＰＤＡを通して妨ぼう害がい電波出すようにしたから、まー、死んだりしないでしょ。合流地点まで頑がん張ばって辿たどり着いてねー」

《頼たのむ、迎むかえに来てくれ》

「うちは送そう迎げい車じゃないんでー、他ほかを当たって下さーい。未来党って、軍とか警察にお仲間がいっぱいいるんでしょー？　頑張って下さいねー」

《待て──》

　ぶつっと通話オフ──シャーリーン＝怖こわい笑えみをモニターに向ける。「もーすぐだよ、雛っちさー。あたしらを馬鹿にした罰ばつだよ。〈太公望〉をこっちのレベル４に組み込んで、あんたを殺すように仕向けてやるからねー、待ってなよー」
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「ＢＶＴの部隊はなぜ来んのだ」ベルツ将軍＝煤すすで真っ黒な顔──部隊を置き去りにして逃とう走そう／ぜいぜい息を切らせる／一人だけになった側近にがみがみわめく。「エゴンのやつを呼び出せ。未来党への忠誠を忘れた者がどうなるか思い出させてやらねばならん」

「ここで通信すれば電波をＭＰＢに追つい跡せきされる恐おそれが……」側近＝煤だらけ／汗あせまみれ──びくびくしながらトーキオ通りを徒歩で進む。

「あのざまで誰だれが追跡するというのだ」ベルツ将軍──兵器管理局がある方角を振ふり返る／巨大なキャンプファイヤーのごとき炎が天に立ち上っている。

　二人の頭上──甚じん大だいな焦しよう熱ねつをもたらした少女が西へ飛んでいく──敵も味方もなく全てを焼き払う存在。

　側近が携けい帯たい電話をコール──応答せず。「出ません。もしやＭＰＢに拘こう束そくされたのでは？」

　ベルツ将軍＝そんなことは考えたくもないという様子で鼻を鳴らす。「もういい、わしがかけてやる」

　歩きながら自分の携帯電話を取り出してかける──応答せず／苛々とかけ直す／応答せず。

「職務怠たい慢まんで降格させてやる」とうとう電話を切って胸ポケットに入れる──この都市と日本の東京とが姉妹しまい都市になったときに名付けられた場所＝トーキオ通りから荒アラカ川ーヴア通りへ。

　誰もおらず──情報汚お染せんと激しい戦闘のせいか人っ子一人おらず。

　通りを進んでドナウ河に近い広々とした農地に出る──脱出のために呼び寄せたヘリが駐機中──ローターの回転で土つち煙けむりが舞まっている。

　土ぼこりに悪態をつきつつ進むベルツ将軍＋側近──その傍かたわらを何かが途と方ほうもない速度で飛んでいく──彗すい星せいのように尾おを引く白はく煙えん。

　地面と平行に飛んでいくロケット弾だん──ヘリの搭とう乗じよう員いんが気づいて大おお慌あわてで退たい避ひ。

　命中──ヘリ胴部に突き刺ささる／噴煙／鋼の破片／めくるめく火花──大爆発。

　ベルツ将軍＋側近──花火のようにヘリの破片が四方へ飛び散るさまを呆ぼう然ぜんと見守る。

　ざっざっざっと足音──側近が振り返る＝あっと声を上げる／脱だつ兎との如ごとく逃げ出す。

　ぼんやり振り返るベルツ将軍──真っ直ぐ歩み来るオーギュスト大隊長＝撃ち放ったばかりの煙けむりを漂ただよわせる携帯ロケット砲ほうを投げ捨てる／ＭＰＢの紋もん章しよう入り拳けん銃じゆうを抜ぬく。

　周囲を見回すベルツ将軍──側近が遠くへ走り去る／ヘリの搭乗員たちが走り去る／誰も自分を守る者がいないことに気づく──歩み寄るオーギュストに右手の人差し指を突きつける。「貴様、それ以上、一歩でも近づいてみろ──！」

　オーギュスト＝最後の一歩を踏ふみながら銃を持たぬ方の手で拳こぶしを繰くり出す──涼月も顔負けの鉄てつ拳けんによる応答──突きつけたベルツ将軍の人差し指が、ぺきっと音を立てて折れる／拳と拳が激げき突とつ／ベルツ将軍の右手首がおかしな角度に曲がる。

　軍服を着たヒグマの大絶叫──その場にひざまずく／満面の脂あぶら汗あせ／涙なみだ目め／煤まみれ。

　見下ろすオーギュスト──ベルツ将軍の額に銃口を当てる／軍服の胸ポケットから携帯電話を取り上げる。「報むくわれざること一つとしてなからん」

「た、た、た、助けてくれ──」

　オーギュスト──突きつけていた銃を振り上げる／振り下ろす──殴なぐり倒たおす──白目を剝むいてひっくり返るベルツ将軍をしばし眺ながめる──目を離はなす。

　奪うばい取った携帯電話を操作＝番号を見て取る──銃をホルスターに戻もどし、自分の携帯電話を取り出してかける。「──私だ。ベルツを確保した。ビクスラーを追え、フランツ」
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　飛ひ翔しようする鳳──ドナウ川を越こえる／右手に黒煙／鎮ちん火か後のミレニアム・タワー。

　そこにいた者達はもういない──タワーを攻せめていた者達が退却して態勢を整えているプラーターシュテルン駅──陸王＋蛭雪の気配／自分の眷けん属ぞく達の存在を感じつつ上空を通過。

　ミリオポリス中心部である第インネ一レシユ区タツトへ──シュテファン大聖堂の屋根に降り立つ。

　広場は無人──聖堂から修道士達が上げる祈いのりの声が聞こえてくる。

　エメラルドの輝き＝特甲の還送──生体部分の疲ひ労ろうを抑おさえるため。

　腰こしを下ろす──虚無をたたえた眼まな差ざし──これから対抗すべき存在／こちらを侵しん食しよくする相手のことを機械の心で思い描えがく──黒くろ髪かみの少女のイメージがよぎる──それが誰であり、自分にとってどんな存在か考えようとしたが何も思い出せず。

　ふいにまた自分の眷属の存在を感じる──そちらに目を向ける。

　白しろ銀がね色いろの特甲猟りよう兵へい──ぎりぎりぎりぎり軋きしむ音を立てながら、すーっと降りてくる。

　特甲の還送──微ほほ笑えむ白露＝手に歪ゆがんだヴァイオリンと弦げん──首を傾かしげて鳳を見返す。「君がいれば心強いな。汽車を追ったけど邪じや魔まされてしまってね。特甲児童が二人いた。いや、三人だったかな」

　鳳──反応せず／ただ見つめ返す／やがて目をそらす──彼方かなたに目を向ける。

　白露──鳳を見つめたまま。「ロートヴィルトの指揮に従うんでしょう？　まだ時間があるようなら、これを弾ひいていいかな？　太陽の下で弾くのは久しぶりなんだ」

　答えない鳳──かと思えば、ふと小さくうなずく。

　転送に何度も巻き込んだせいで軋むバイオリン──だがそんな歪みはないというように弾き始める白露──『トロイメライ』第十二曲──「眠ねむりに入る子供」＝回転するミキサーが奏かなでるような金切り声じみたバイオリン・バージョン。

　歪んだ音色──その歪みさえ吞のみ込んでしまう揺ゆりかごの夢にひたる眷属達──この世では決してもたらされない安あん寧ねいを与あたえてくれる夢の中へ心を預けてゆく。

　ぼーん、ぼーん、ぼーん──どこかで機械時計が音を鳴らしている。

　来たる時を告げるように──機械の心が告げる結論──自分達の揺りかごを守るために／止めた時間面の回転を進ませないために──あらゆる火を用いてでも、空白を司つかさどる者を、ここで滅ほろぼさねばならない。
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　ハンデルスカイ駅──汽車に載のせられた〈アイギス〉車内にてブリーフィング。

　大人同士／異なる組織同士／あれやこれや相談──手に手に駅の売店で手に入れてきた軽食のサンドイッチ／健康カロリー食／エネルギー飲料──戦いのための諸準備。

　涼月＋夕霧＋陽炎＋冬真──車内の隅すみのブースで軽食を摂とりつつ大人達の話に耳を傾かたむける。

　日向＋ガブリエル──少女達のそばで同じく食事を摂りながら従うべき決定を待つ。

「あたし達はどこまでもこの戦いを見届けるわ。ミリオポリスの全市民と一いつ緒しよにね」千チ々ヂ石ワ＝最も早く結論──ドアを開く＝隣となりの客車へ。「じゃ、編集があるから失礼するわ」

　すかさず車外から覗のぞき込む少年＝シュテファン。「あ、あの……遊ゆう撃げき小隊のみなさん──」

　涼月＝呆れ顔／しっしっと追い払はらう。「悪いな。今はインタビューって場合じゃねーんだ」

「い……いえ」シュテファン＝悲しげ／必死な面おも持もち／何とか車内を覗こうとする。「僕、お役に立てず……それどころか、陽炎さんの邪魔をしてしまって、申し訳ありません」

「気にしなくていい」陽炎＝きりっと広報向けの表情に。「市民を守るのが私達の務めだ」

「そうよ、シュテファンちゃん」千々石＝自分の愛まな弟子でしになりうるかもしれない少年の襟えり首くびをつかむ──引っ張る。「あなたには引き続き、ミレニアム・タワーでの中ちゆう継けいと、ピクリーンの特集映像の編集を手伝ってもらわなきゃ」

「本当ですか？」シュテファン＝急に喜色満面──邪魔だと思われて放ほうり出されたらどうしようと思っていたらしい。「ありがとうございます。あの……涼月さん、遊撃小隊のみなさん、どうかご無事で」

「あー」「はーい♪」「ありがとう」三人が口々に挨あい拶さつ──珍めずらしげに見ている冬真＝特甲児童が一いつ般ぱん人とこんな風に話すなんて想像もせず。

　ドアが閉まる──千々石＋シュテファンが退場。

「マスコミ対策か。縁えんがなかった分、新しん鮮せんだな」御み影かげ＝感心──ニナへ提案。「我々ＭＳＳも広報部の充じゆう実じつをはかるべきかもしれんぞ。お前のポスターを作ったりしてな、潮音」

「そんな場合か。なぜ私なんだ。成人前の名前で呼ぶのはやめろ」ニナ＝早口で全すべて言い返す──ミーティング・テーブルに投とう影えいされた都市路線図を指さす。「この汽車で中央墓地を目指すことに変へん更こうはない。ルートは改めて確かく認にんするとして、乗車の意志を確認したい」

「どう進むかを先に聞きたいところだがね」イザベラ──不敵な笑み／逞たくましい肩かたを上下させてニナの意見を尊重するということを態度で示す／腰の大口径ルガー拳銃を叩く。「あたしは乗せてもらうよ。伝統ある都市で汽車の旅ができるなんてそうそうない機会だろうからね」

「ＭＰＢ機動捜そう査さ課十名も乗車します」モリィ──凛りんとした声こわ音ね／柔やわらかな笑み。「すでに乗車中の広報課と中隊、合わせて三十七名。車内から防衛に当たるわ」

「俺も引き続きお邪魔させてもらおう」ピエール──シュコーッと吸引器の音を立てる。「できればこの車内にいさせてもらえるかな。この地上で最も高価な煙とはいえ、吸い続けていると持病がきついことになりそうだ」

「構いません」ニナ──あっさりうなずく。

「ありがたい」ピエール──ウィンク。「戦せん闘とう時は、前か後ろの車両で参加させてもらう」

「私は残念だけど、ここで降りるわ」グレーテル──生身の方の手で携帯電話を持ち上げてみせる。「フランツに連れん絡らくしたの。未来党員を追っているそうよ。ハンス・Ｗ・クラインを追うためにね。それにはまずＢＶＴに行く必要があるんですって。そちらを手伝うわ」

　涼月＝しっかり耳にする──〈インフィニティ〉教祖がくたばっていた／夕霧がその死体を確認／ハンス・Ｗ・クラインや未来党につながる重要参考人を失う──だったらという感じで本丸狙ねらいに切り替かえ──副長も大いに働いているらしい／どこかで殺されてなきゃいいけど／なんだか本気で心配しそうになる──グレーテルも同じ気持ちなのかもしれないと推測。

「ハンス・Ｗ・クラインにつながる者をたぐり寄せるわけだな」ブラックストーン──同じ情報を共有済みの顔。「ハンス・Ｗ・クラインを追うために、クレメンス・ビクスラー未来党党首を捕とらえる。そしてそのために、ＢＶＴ局長エゴン・ポリを捕らえるわけだ」

「ＢＶＴ局長が事件に関かん与よした証しよう拠こはないが……」御影──思案げ。「今のＭＰＢが確信をもって動くからには、エドワルト州知事が決定を下したとしか思えんな」

「ＭＰＢと両捜査官に任せます」ニナ──グレーテルとブラックストーンに。「再び我々の道が交わることを願います」

「情報は共有するわ」グレーテル──心配するなというように生身の方の目でウィンク／ガラス玉の目だけ開いたまま──表情を変えないニナの様子をくすくす笑う。「ハンス・Ｗ・クラインを共同で尋じん問もんするのが楽しみね」

「同感だな」ブラックストーン──しれっとした顔／本当に情報共有する気があるのか今もって不明の諜ちよう報ほう員。「Ｇチームは引き続き、陰かげからこの汽車を守るだろう。〈キャラバン〉は、我々の宿敵でもあるからね」

　隅でぴくっと陽炎が反応──ちらりとブラックストーンを見やる／かと思うと、ちらりとブラックストーンが見返してくる／陽炎の反応を確認するように──陽炎＝きょとん。

「では、我々はここで降りるとしよう」ブラックストーン──すぐに大人達に目を戻す／きびすを返す──また陽炎と他の少女達を見て小さく敬礼するような仕草をしてみせる。

　涼月＋夕霧＋冬真＝不思議な面持ちでめいめいうなずき返したりして無言で挨拶──イギリス人が好む礼れい儀ぎがどんなものか咄とつ嗟さにわからず。

　ますますきょとんとなる陽炎──〈枢すう機き卿きよう狙そ撃げき事件〉で跡をつけてきたイギリス人捜査官＝その節は失礼したよ、という意味なのだろうと推測──勝手に納なつ得とく。

　車両を出て台車のタラップから降りるブラックストーン──グレーテルが後に続く／出る間ま際ぎわに涼月にウィンク。「サインを見み逃のがさないようにね、私のマイネ生徒・シユさんーレリン」

「了解ヤー、師匠マイさんスター」涼月＝にやりと笑みを返してやる。

　大人二人が去る──代わりにという感じで日向＋ガブリエルが立ってテーブルに歩み寄る。

「敵はタワーから撤てつ退たいし、南へ向かった」日向──地図の一点を指さす＝プラーターシュテルン駅。「ここに部隊を集め、態勢を立て直すだろう」

「中央墓地までの最短経路だからな」うなずくガブリエル。「七番線Ｓ７は封ふう鎖さされているだろう。敵も我々が中央墓地の部隊と合流しようとしていることに気づいているはずだ」

「四十Ｓ五４番線５でハイリゲンシュタット駅に戻るしかないわね」モリィ＝腕うで組ぐみ。「そのまま都市を左回りに移動して、ペンツィング駅、マイトリング駅を経由して、中央墓地へ行くというのは？」

「麗うるわしきＭＰＢ捜査官の言う通りだな」御影＝いちいち形容詞を加える／プレイボーイ然としつつも否定的見解を述べる。「だがやはりこの経路も敵は予想しているに違ちがいない」

「それだけの戦力が敵にあるかしら、ＭＳＳのハンサムさん？」

　二人のやり取りにニナがぴくりと眉まゆを上げる──憮ぶ然ぜんとした面持ちのまま黙だまって聞く。

「この汽車を追撃してきた敵戦力を考えると、もう一つの経路を封鎖することは十分にあり得る。何しろ敵にはアームスーツがあと二十体はあるし、犠ぎ脳のう者四名が死んでのちも犠脳体兵器はまだ一体も現れていない」

「犠脳体……」モリィの顔が引き締しまる。「人間の脳を載せた怪かい物ぶつ兵器ね。それが四体も温存されているなんて」

　ピエール＝びーっと洟はなをかむ。「それだけ手数があるんなら、プラーターシュテルン方面も、ペンツィング方面も、どっちも封鎖するだろうな」

「突破するしかないね」イザベラ＝望むところだという様子。「なあに、こっちはダイヤモンドを載せてるんだ。やつらが最も欲しがっているものをね。吹ふっ飛ばしたくっても、できないってわけさ」

「線路が破は壊かいされていたら修復に時間がかかるな」ガブリエル＝運転手として大いに望ましくないという顔。「橋を落とされたら修復どころではない。ということは敵もとっくにそうしているだろう。プラーターシュテルン方面を進めばドナウ運河を渡わたらねばならんから、やはりこっちのルートは使えない」

「左回りのルートを使ったとして、どこまでダイヤを盾たてにできるかわからないわ」モリィ＝人間の脳を用いた化け物兵器を想像して険しい顔。

「モリィ捜査官の言う通りだな」御影＝今度は賛同。「犠脳体兵器が、ダイヤモンドをありがたがるとは思えんぞ」

「では第三の道を取ろう」ニナ──全員の注目を集める／自分にとっても〈キャラバン〉は宿敵だという気き迫はくをみなぎらせる──地図の上で指を滑すべらせる。「ハイリゲンシュタット駅に戻り、左回りルートではなく、真っ直すぐ南下する」

「なんだと？」ガブリエル＝目をまん丸に。「そこから先は線路がないぞ。どう進むんだ？」

「敵の隙すきを突ついて進む」ニナ──鋭するどい眼差し／果か敢かんに提示。「この汽車を、地上から消す。それ以外に都市を縦断する方法はない」
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　第十ジンメ一区リング＝中央墓地──中心のカール・ルェーガー記念教会前に集まる三つの部隊。

　四方から銃じゆう火か／砲ほう火か──主力はトルコ系〈自由戦士団〉の兵士達＝およそ百名──都市中の全戦力を集結──走るトーチカたる転送兵器〈ギガントマキア〉×八を先頭に立てて猛もう襲しゆう。

　ＭＳＳ／第二作戦部隊／歩兵連隊──教会を遮しや蔽へい物にしつつ防戦一いつ辺ぺん倒とう／戦力減退／徐じよ々じよに削けずられていく戦力。

　南側＝ＭＳＳ戦術班の軍用機体×四が横列になって盾に──おびただしい被ひ弾だん／機体表面の塗と装そうが熱で真っ黒に焦こげつく。

　北と東側＝第二作戦部隊──軍用機体×四が同じく横列で盾に──ケンタツエンウロスタオアー×一を盾にしつつアームスーツ×四が撃うち返す。

　西側＝歩兵連隊──軍ハン用車ヴイー×一と戦車×二が盾に──三十名余りの歩兵が守備＝一人また一人と負傷──教会に運び込まれる。

　防衛の真ん中＝ユニット車両〈トリアイナ〉と第二作戦部隊の装そう甲こう輸送トラック──眠れる接続官コーラスを運ぶ車両──敵の情報汚お染せんに対たい抗こうすべく移送中／罠わなにはまる／身動きできず。

《味方がハンデルスカイ駅を出発したぞ！》ディーゼル課長──〈トリアイナ〉から通信／居合わせた者達を鼓こ舞ぶ。《必ず駆かけつけてくれる！　耐たえるんだ！》

《間に合うかわからん》ヘルベルト大たい尉い──悲観的／現実的。《ここで戦い続ければ、全ぜん滅めつする可能性が高い。誰だれも投降する気はないのか？》

《やつらに白旗など通用するものか！》ギリアン少しよう佐さ──唾だ棄きするように。《投降を受け入れるふりをして武装解除した後で皆みな殺ごろしだ。そうされた者達をキプロスでさんざん見てきた。我々の頭上で今まさに持ちこたえている戦士がいるのだぞ。我々が持ちこたえなくてどうする。白旗を揚あげる者がいたら、私がそいつの背中を撃ってやる。わかったな、大尉》

《了解です、少佐》ヘルベルト大尉──追い詰つめられた者のため息／呻うめき。《くそっ、戦車が一台やられた！　こっちに機体を回してくれ！　押し切られる！》

《ちっ。ケンタツエンウロスタオアーを九時方向に移動。間かん隔かくを空けすぎるな》ギリアン少佐──舌打ちしつつ支し援えんに回す。《全隊、その場にとどまれ！　下がれば攻せめ込まれるぞ！》

《負傷者をトラックに運んで！》ＭＰＢのマリア──装甲輸送トラックから通信に割り込む。《医い療りようキットで応急処置をするくらいなら可能よ！》

《ちょっとちょっとー、このまま根こん性じようで耐えようったって無理じゃなーい？》兵器管理局のアデライード──同じく割り込む。《それより、ここから出ることを考えたらどうなのよー？》

《黙れ！》ギリアン少佐──一いつ喝かつ。《気が散る！》

《墓地の監かん視しカメラに侵しん入にゆうしたのよっ》クラリッサ──負けじと割り込む。《敵の手て薄うすなところがわかるわ。こんなに広い敷しき地ちをカバーし尽つくせるわけないもの》

《こちらも〝ハエフリーゲ〟を飛ばして確認した》ディーゼル課長──データを各部隊と共有しながら通信。《敵の包囲は西側が比ひ較かく的てき脆ぜい弱じやくだ。なぜか他の方向に比べて、敵が前進かつ散開気味なんだ。特に、第三ホールから第三墓地区画にかけての道路からは誰も来ていない》

《そうか……そっちにはイスラム系の墓地や施し設せつがある》ギリアン少佐──はたと気づいたような調子。《この中央墓地は国こく籍せきも宗教も問わず受け入れる。やつらにとっても聖なる場所があるというわけだ。おおかた、我々が撃ち返したときの流れ弾だまで、聖所が破壊されることを恐おそれているに違いない》

《偶ぐう像ぞう崇すう拝はいを悪だとする連中がか？》ヘルベルト大尉──疑わしげ。《まさか西側を守る我々に、行ってきて確かめろと言うのではないだろうな》

《どけ、期待しとらん。私が先導してやる》ギリアン少佐──自分の機体を西側へ向ける／火線を浴びつつ応射／建物の陰へ入って素す早ばやく移動──包囲が手薄な方向を確認／確信。《なるほど、本当に散開気味だ。ヘルベルト大尉、今まで気づかなかったのか？》

《そちらとこちらの装備を比べて頂きたい！》ヘルベルト大尉──憤ふん然ぜんと反論。《軍用機体を豊富にお持ちのそちらに敵戦力が集中しただけでは？》

《どっちにしろ包囲に偏かたよりがあるのが事実なら、そこから突とつ破ぱすべきだ》ギリアン少佐──完全に籠ろう城じようを放ほう棄きする方針に。《よし、脱出に賭けるぞ。我々が窮きゆう地ちから抜ぬけ出せば、たった一人で上空からの敵を防いでいる戦士の負担が軽減される。彼女がいつまでも健在だと信じることはできん。彼女を失えば、それこそ我々は一いつ瞬しゆんで全滅だ》
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　乙ツバメ＝とことん静せい穏おんにして苛か烈れつな戦いぶり──ただし、たった一人ではない奮ふん闘とう。

　高速機動＝旋せん回かい反転──鋭い群鳥の翼つばさをかわす──ソネルの銃撃をかわす／ヘリの火線をかわす──見えない敵の火線をかわす──後に残されるもの＝ワイヤー＋地じ雷らい。

　群鳥の数体がにわかに爆ばく発はつ──宙にばらまかれる地雷＝次々に炸さく裂れつ──それが牽けん制せいとなってヘリが回かい避ひ運動気味に／見えない敵もうかつに近づかず──微び妙みようにもたつく膠こう着ちやく状じよう態たいに。

　潜撃トラツ手パーたる水無月の本領発揮──仕し掛かける／騙だます／欺あざむく──相手を疑うたぐり深い状態に。

「よしよし、このまま時間稼かせぎに徹てつするんだ」水ミ無ナ月ヅキの声──変へん貌ぼうした乙の左腕の特甲。「連中が他ほかにも何かあるんじゃないかと警けい戒かいすればしめたものだぞ。警戒する分、行動が遅おそくなるからな」

　乙──ぴたりと静穏／静止／どんな猛もう攻こうもしのぐ〝柳枝リユーシの構え〟──だが妙みように落ち着かず。

「水無月ってさー」半眼／むすっと頰ほおを膨ふくらませる──どうしてもこぼれる不満。「なんつーかさー、めっちゃ卑ひ怯きようっしょ」

「君のためにやってるんだぞ」左手が上下に動く──こちらも不満を表明。「文句を言うな。あんな敵全員と正々堂々戦ってどうする。惑まどわせて混乱させて、できれば自じ滅めつさせろ」

「助けてくれんのは、いーけどさー」ますます不満──戦いへの没ぼつ頭とうを阻そ害がいされる気分。「あの飛んでるやつのどれかにグスタフさんがいて、早く斬きってあげたいんだけど」

「あれを上手うまく自分の盾にすることを考えろ。グスタフさんがどんな人間か知らないが、君のためにちょっとくらい役に立ってもらっても恨うらんだりしないだろう」

「そーかもしんないけどさー。オレ、もーちょっとドキドキしたいっす」

「このスリルマニアめ」水無月──呆あきれ声。「あのヘリに乗ってるのは犠脳体だぞ。あれを殺さず生かさずにするのが一番だ」

「ふーん」緩ゆるやかに旋回するヘリを見み据すえる──右腕の刃やいばを構える。「じゃ、あいつを斬ればいーっしょ」

「人の話を聞け──」

　乙＝にわかに滑かつ空くう──トンボの羽をフルに発揮した高速飛ひ翔しよう──群鳥がすかさず追つい随ずい／ヘリが隙を窺うかがう──見えない敵がどこかで息を潜ひそめている。

　群鳥×十二が二手に分かれる──〝捲マクリ〟の型＝一方の群と素早くすれ違う／もう一方の群と平行軌き道どうで飛ぶ──言われた通り盾に＝見えない敵が接近できず／機銃を掃そう射しやできず。

　乙の左腕から放たれるワイヤー＋円えん盤ばん形地雷──ばらまかれる機雷に──群鳥×三にワイヤーとともに付着──時限式。

　ひたとヘリを見据える──ヘリから身を乗り出すソネルが見返す＝その目が虚うつろになるのが見て取れる／極度の精神集中による表情の弛し緩かん／機械化された手で握にぎりしめた怪かい物ぶつ拳けん銃じゆうに意識の全すべてが傾かたむけられている──自分を狙ねらいやすいようヘリと同高度に／逆軌道で飛んでやる／ソネルからすれば乙が静止したように見える飛行。

　ソネルの右手が持ち上がる──乙の右手が持ち上がる──互たがいに一瞬の機をとらえる。

　引き金が引かれる＝勃ぼつ発ぱつする銃火の閃せん光こう──抗磁圧のヘルメットですら吹き飛びそうなほどの銃じゆう撃げき──羽をたたんで突っ込んでいった──恐れ知らずの迫はく撃げき。

　乙のすぐそばを飛び抜けていく銃撃の光──身を乗り出して腕うでを突き出したソネルのすぐそばを飛び抜けていく青い炎ほのお──ぎーん、という、ひと続きの音がヘリのローターの激しい回転音に負けず劣おとらず鋭く響ひびいた。

　直後に炸裂音＝立て続け──水無月が仕掛けた地雷が炸裂＝群鳥×三が火の玉に／ばらまかれる破は片へん／乙を追撃して来ようとする見えない敵が炎の壁かべに遮さえぎられる──突っ込んでくる残りの群鳥を慌あわててかわすヘリ。

「くそったれの魔女カデイが！」ソネルの口から迸ほとばしる怨えん嗟さの声──切断された機械の腕──怪物拳銃が墓地のどこかへ落ちていく。

　ついでにヘリ翼部の機銃も両断──火線を放つ能力が半減。

　乙──残心の構えで旋回／群鳥をかわす／ヘリの軌道から離はなれる／見えない敵に備える──宙で静止して再び〝柳枝の構え〟に戻もどる。

「生かさず殺さずにしたっしょ」乙──文句あるかというように胸を張る。

「いや、まずいかもしれないぞ」水無月──警戒のこもった声。「こういうとき、生きていても無駄なら殺してやると考えるやつもいるんだ。もし相手がそうなら──」

　ふいに激しい羽音──ざざざざざと耳みみ障ざわりな音──ヘリのすぐ真上＝水銀色の特甲猟りよう兵へいが羽を広げた姿を現す──その両手に内蔵された機銃を真下に向けている。

　乙＝瞠どう目もく──ヘリに乗ったソネルの凄せい惨さんな笑えみ＝ターバンがはだけて脳を失った頭があらわに──死を欲ほつして鋼鉄の肉体へと生まれ変わろうとする者の狂きよう気きに満ちた顔で乙を見つめる。

　光葉の両手からオレンジ色の火が放たれる──機銃の凄すさまじい掃射──ヘリのローターが砕くだける／ソネルの肉体が砕ける／操縦者がやめてくれと叫さけぶ／コクピットを撃ち抜く火線。

　あっという間にスクラップに──光葉が再びすうっと姿を消す＝顔を覆おおう甲かつ冑ちゆう越ごしに〝どうだ見たか〟というような残ざん虐ぎやくな笑みを見た気分──乙＝心からむかつく／自分の甘さを思い知らされる。

　ヘリが煙けむりを噴ふきながら墓地の西側にある新ユダヤ人墓地の辺りへ落ちていった──爆発／燃え上がる木々／粉々になる墓石達。

「あれが、あいつらの常識ってわけだ」水無月──起きてしまったことは仕方がないと割り切った調子。「気をつけろよ、切り裂さきジャックくん。これで犠ぎ脳のう体兵器が二種類に増えることになる。言わずもがなだが特甲猟兵も健在だ。どうにかして君を生き延びさせ、僕の体を見つけさせるまでには、もうしばらく踏ふん張らないといけないらしい」
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　第アルザ九ーグル区ント──地下の広大な空間＝洪こう水ずい時に貯水場となる場所──巨きよ大だいなトレーラーがアイドリング中＝運転席に脳を失ったライマー元署長／右へ左へ無意味にハンドルを動かす／頭部の傷口から血をだらだら流しながらわめき続ける。「わしの清らかな城を奪うばわせはせんぞ。二五二五署は絶対不ふ可か侵しんの領土だ。この都市の純潔たるべき白人種の砦とりでだ」

　外に立つ二人──トラクル＋ハンス・Ｗ・クライン。

　そばに二体のアームスーツ＝両方赤い塗装──片方が起動中／もう片方は空っぽ。

　足音が近づく──拳けん銃じゆうとハンドライトを構えたロートヴィルト＝両手を下ろす／武器と道具を腰こしに差す──憮ぶ然ぜんとした表情で大おお股またに歩み寄る。

「稀き代たいの狩人かりうどの帰き還かんだ」トラクル──浮うき浮きした声／ぎらぎら輝かがやく緑の目。「そら、新たな装備を運ばせておいたよ。珍めずらしいことに多少苦戦しているようだが、どうだね？　〈外げ典てん〉の完成を妨さまたげる者達を一いつ掃そうできそうかね？」

「ダイヤモンドを取り戻さねば部隊の大半が制せい御ぎよ不能になる」ハンス・Ｗ・クライン──思案げに顎あご髭ひげを撫なでる／傭よう兵へいの状態を見て取る。「何か問題が生じたか？」

「何の問題もない。契けい約やくは果たす。この都市との相あい性しようの悪さにうんざりしているだけだ」ロートヴィルト＝殺気のこもった声こわ音ね──すっと赤いアームスーツが動く気配／さっと振ふり返る／視線で釘くぎ付づけにする。「おかしなことは考えるな。逃にげ出そうとすれば死ぬ。戦え。お前の親族のように。お前の民族のために死ね」

　赤いアームスーツ──沈ちん黙もくとともに従属することを態度で示す。

「君がどうするのかも聞きたいところだ」トラクル＝嬉き々きとして。「ホイテロートは我々のレベル４たる特甲トツコー猟兵達を中央墓地に集めたいらしい。君は最大限の戦力であの汽車を止めたいらしい。〈キャラバン〉の指揮が矛む盾じゆんするのを初めて見た。大いに興味深い」

「矛盾はない」ロートヴィルト──興味もなさそうに赤いアームスーツのコードキーを入力して起動──装甲を開く／乗り込む。「もし汽車を止められなければ、中央墓地に戦力を集中させるだけだ」

　ロートヴィルトが乗り込む──装甲が閉とざされる／機械仕掛けの赤あか鹿じかが立ち上がる。

「君の命令通りに部隊は展開済みだ」ハンス・Ｗ・クライン──しげしげアームスーツを眺ながめる／髭を撫でる。「プラーターシュテルン駅を〈ローデシア〉と〈蟲〉が抑おさえた。陸王と蛭雪がそちらにいて、ドナウ運河の橋を破は壊かいしている。ペンツィングから西駅にかけては、ムスタファと〈青いサソリ〉のアームスーツ部隊、〈アルレッキーノ〉の殺し屋ども、〈ローデシア〉の残存兵力が押さえた。中央駅から中央墓地駅の間は、Ａ２３高速道路の陸橋を崩ほう落らくさせて線路を遮しや断だん。まあ、万ばん全ぜんといえるだろうな」

《何か問題が生じたのか？》ロートヴィルト＝先ほどの質問を返す。

「肝かん心じんの汽車は四十番線Ｓ４０を通り、ハイリゲンシュタット駅からペンツィング駅へ向かったようだ」ハンス・Ｗ・クライン──肩かたをすくめる／意味がわからないというように。「行き着く先はフランツヨーゼフ駅……行き止まりだ」

「なんとなんと」トラクル──面おも白しろおかしくはしゃぐよう。「中央墓地で仲間と合流するのではなく、終着駅で籠城し、我々の戦力を引き寄せるつもりかもしれんぞ」

「ナンセンスだ」ハンス・Ｗ・クライン──即そく座ざに否定。「汽車を放棄してダイヤモンドを焼き払はらうつもりかもしれん。我々の戦力を分ぶん裂れつさせるために」

《行けばわかる》ロートヴィルト──淡たん々たんとした声音に烈れつ々れつたる戦いの意志を秘ひめて。《駅を焼き、やつらと、やつらを支し援えんする部隊も全て葬ほうむる。この都市に満ちる悪運とともに》
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　第二フロリ十一ズド区ルフ＝ドナウ河──麻ま痺ひした船せん舶ぱく網もうの上──渡と河か道路をよろよろ徒歩で横断中＝イェドレセアー橋が拡大延長された道路／情報汚お染せんのせいで放置された一いつ般ぱん車両が邪じや魔まなことこの上ない。

　ビクスラー＝両手に重たいユニット──返り血で汚よごれた高級スーツ／未来党員バッジ。

　ぜえぜえ／汗あせまみれ／はあはあ／息も絶え絶え──軍内部の協力者に連れん絡らくするも支援は到とう着ちやくせず／仲間のベルツ将軍は音信不通──代わりに、渡河道路をもう少しで渡わたり終えるというところでＢＶＴのエゴン局長からコール。

「私だ。どうした。貴様の部隊はどこだ」ビクスラー＝携けい帯たい電話を取り出すのが面めん倒どうなのでヘリに乗っていたときに装着していたインカムで応答──だるくなって腕でユニットを持ち替かえながら袖そでで汗を拭ぬぐう／服についた兵士の血が髪かみにこびりつくが気づいてもおらず。

《兵器開発局におられたベルツ将軍が、ＭＰＢ大隊長の手で捕とらえられたとのことです》

　ビクスラー＝目を見開く／怒いかりの青筋──もう少しで癇かん癪しやくを起こしてユニットを道路に叩たたきつけるところだった。

「何を馬ば鹿かなことを言っておるか！　ＭＰＢだと!?　さっさとＢＶＴから圧力をかけてベルツを解放させろ！　いや、待て……ベルツの部隊に何かあったのか？」

《まだ確かく認にん中ですが……兵器開発局に駐ちゆう屯とんしていた部隊は、壊かい滅めつ状態とのことです》

　呆ぼう然ぜんと立ち止まるビクスラー──かぶりを振る／自失しないよう踏ん張る／数々の政せい治じ闘とう争そうと陰いん謀ぼうで鍛きたえられた胆たん力りよくをフルに発揮して自分を励はげます言葉を口にする。「それが事実であったとしても、こちらの手持ちの兵士が全滅したわけではない。軍内部の〈白ヴアイきスシ盾ルト〉も、〈ローデシア〉も、まだまだ健在なのだ。とにかくベルツを取り戻せ。何も喋しやべらせるな。間ま違ちがっても、諸外国の捜そう査さ官などに引き渡させるな。特にイギリスとドイツは何としても遠ざけろ。やつらは頭のネジが外れている。〈インフィニティ〉やハンス・Ｗ・クラインのせいだ。ベルツも私も諜ちよう報ほう機関に拉ら致ちされ、拷ごう問もんされかねん」

《了りよう解かいしました、ビクスラー党首》

「この戦いで勝利を収めるのは、未来党だ。我々こそ、真にこの都市を統すべる存在なのだ。そのためにこそ神は我々にあらゆる力を与あたえたもうたのだ。あらゆることをしてのける優すぐれた精神を与えたもうたのだ」
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　第インネ一レシユ区タツト＝ＢＶＴ本部──大勢が現場に出で払はらってがらんとした建物＝局長室。

「その通りです、党首」虚ろな声で返す──守る気もない約束を口にする。「ベルツ将軍のことはお任せ下さい。将軍と党首をお守りする部隊を速すみやかに派は遣けんさせます」

　通話オフ──携帯電話をデスクに置く／何もせず座ったまま／部隊に何も命じず──モニター群が映し出す議会の様子も都市の惨さん状じようも心に入って来ず。

　ただデスクの下で拳銃を握りしめる──デスクに置かれた電報を見つめる。

　黒い封ふう筒とうに入れられて運ばれてきたメッセージ──レオーベン刑けい務む収しゆう監かん施し設せつからの品。





偽いつわりの未来を変えんとする者へ

怠たい惰だの罪は恩おん赦しやをもって報むくわれる

沈黙は沈黙にあらず

口をつぐむことによる騒そう音おんが

大勢にして一つである影かげを招く

方はこ舟ぶねは碇いかりを上げ戦火に船出を迎むかえた

汚れた白き衣ころもを火にくべ

偽りの未来を差し出せ

塔とうに上る者がそれらを購あがなう

今こそ死者の火に報いるとき







カール・クラウス






「クローネンブルク……」呟つぶやき──同じ姓せいを持つこととなった男女を同時に思い浮かべる／デスクの下で拳銃を握にぎりしめる。

　きいっとドアが軋きしむ音がかすかに耳に届いた気がして顔を上げる──息を吞のむ──いつの間にか開かれているドア。

　すでに音もなく部屋に入り込んでいる者──派手派手しい姿──蝶ちようを象かたどったベネチアン・マスク／やたらと長身／純白のタキシード──腰に手を当て、くねらせたセクシー・ポーズ。

　出いで立ちも姿勢も派手なくせに幽ゆう霊れいのように気配もなく出現──ぴたりと構えた消音器つきのオートマチック拳銃。

　エゴン──デスクの下の拳銃を持ち上げることもできず／眼鏡の奥で赤い亀き裂れつが走ったような血走った目／顔面に向けられた銃口と蝶のマスクを交こう互ごに見る。

「俺は〈アルレッキーノ〉の蝶フアル々テツラだ」マスクマンが唇くちびるの端はしを釣つり上げ自己紹しよう介かい──銃口でゆっくり円を描えがく／エゴンの顔のどこを撃うつか決めかねているというよう。「見ての通りハンサムな伊フアル達フア男ローネなんでな。こうしてマスクをしていても、なんとなくわかるだろう？」

　エゴン──答えず／険しい顔／銃口を無視してマスクマンを真っ直すぐ見つめる。

「あのな、沈黙をもたらすってのは、黙って何もしないってことじゃあねえんだ」いきなり説教口調に──マフィアが三さん下した相手に仕事のイロハを教えるような調子。「そうやって、じっとうずくまってりゃどうなる？　お前みたいな立場にある人間が電話にも出ねえとなったら？　やると言ったことを、なんにもしなかったら？　みんな怪しむだろうが、ええ？　怪しまれたら、どうなる？　その時点でもう沈黙じゃねえだろうが、ああ？　お前が存在するだけでブザーみたいに人の目を惹ひいたら、そりゃもう、沈黙なんてもんじゃねえ。お前自身が騒音になる。うるさい存在になる。永遠に眠ねむらせなきゃならんってことになる。このクソ忙いそがしいときに、俺がわざわざここまで来てお前を撃たないといけなくなるんだ。わかってんのか、このとんま野郎が、ええ？」

「私は怠惰の罪を、自らの責務としてきた」エゴン──デスクの下で慎しん重ちように狙ねらいをつける／緊きん張ちようの脂あぶら汗あせ／充じゆう血けつしきった目／だが口の端はに浮かぶまぎれもない笑み──耐たえに耐えてきた者が爆ばく発はつする寸前の表情。「望まぬ沈黙に従ってきた。死者の火に報いるときが来ると信じて。やれるものならやってみろ。私の死が、貴様らが嫌いやがる騒音となるだろうな」

「お前の死体は酸で溶とかしてクソと一いつ緒しよに流してやる。誰だれもお前が死んだことすら知らないだろうよ」男が銃の狙いを定める──エゴンの鼻の上。「おやニンナ・すみナンナ、私ミオの・フイ坊グリユやオロ」

　そこへ足音──撃げき鉄てつを上げる音。

「眠るのはお前達だ」フランツ──全速力で走った後という感じの息切れ／額に汗／右手にＭＰＢの紋もん章しよう入り拳銃──近きん距きよ離りでマスクマンの背骨の辺りを狙う。「よく喋る暗殺者だな。イタリア人はみんなそうなのか？　まあいい、その調子でたっぷり供述してもらうぞ」

「フランツ──」エゴンの視線がさらにドアの向こうに向けられる。

　新たに二人のマスクマンがフランツの背後に現れる──蝶々のマスクマンのバックアップ。

「コーコッコッコ」鶏にわとりのマスク＝手にショットガン──にやにや笑い。

「ちっちっちっ」孔く雀じやくのマスク＝手にマシンピストル──楊よう枝じを歯の間で上下に揺ゆらす。

　フランツが両手を上げる──廊ろう下かで足音──新手のマスクマン達が振り返る／さっとフランツが身を伏ふせる。「エゴン局長！」

　エゴンが慌あわててデスクの後ろで身を横よこ倒だおしに──反応が遅おくれる蝶々のマスクマン。

　銃撃タタン！──機械的なまでに迅じん速そくな二点連射＝グレーテル──鶏のマスクマンの頭を粉ふん砕さい。

　ぱしゅっ、ぱしゅっ、ぱしゅっ、とくぐもった銃じゆう声せい＝ブラックストーン──消音器つきの拳けん銃じゆう──孔雀のマスクマンが顔・首・胸に穴。

　蝶々のマスクマン＝背後を振ふり返って啞あ然ぜん──すぐに我に返る／エゴンを射殺しようとして銃を構え直す──ばん！　ばん！　ばん！　ばん！　ばん！──エゴンが立ち上がって蝶々のマスクマンの顔と上半身に弾だん丸がんを叩き込んだ。

　三人のマスクマンがばたばた倒たおれる──部屋に入ってくるグレーテル＋ブラックストーン。

　一発も撃っていないフランツ──起き上がる／きちきち眼鏡の位置を調整／気を取り直す／エゴンに向き直る。「危ないところでしたな」

「私を助けに来たわけではあるまい」エゴン＝銃をしまう──三人の男女を眺める／皮肉そうに呟く。「ＭＰＢ、イギリス、ドイツか。ビクスラーが恐おそれている者達がまとめて現れたな」

「同行願います、エゴン局長」フランツ＝銃を持ったまま──いざとなれば脅おどしてでも連れていくという思いをあらわに。「州の決定において、ＭＰＢがあなたを拘こう束そくする」

「いいや違ちがうな、フランツ」エゴン──デスクの横を回る／死体を避さける／フランツのすぐ前に立つ。「お前達が、この私に同行したまえ。なぜなら、私だけが、ビクスラーのもとへお前達を連れて行くことができるからだ」
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　都市をゆっくり南下──飛びながら作戦相談＝もっぱら螢が一人で思案。「特甲トツコー猟りよう兵へいの背後にリヒャルト・トラクルがいる。だがどちらのトラクルかわからない。わかるのは、やつらが〈外げ典てん〉を完成させる間ま際ぎわだ。銃と火で騒音を立てるのがトラクル、沈ちん黙もくの契けい約やくをして回るのがリヒャルトだ」

「あと、顔に火傷やけどの痕あとがあんのがトラクルなんだぜ」皇──もうみんな知ってるのに自じ慢まんげに知識を披ひ露ろう。「銃と火ってことは、鳳を使うんだろ。涼月の方にぶつけるだろうな。どっちが勝つかなあ」

「レベル４の進展が鍵かぎになる。読み損そこなった方が、負けることになるだろう」

「そっちは頼たのんだぜ、螢。あたしは今度こそ、あの男をバラバラにしてやるさ。もうどっちだっていいや。リヒャルトもトラクルもやっちまえばいいだろ」

「それが理想的な展開であることには同意する」

　殺さつ伐ばつとした会話──黙って聞く雛＝ふと脳のう裏りで透とう明めいな声。《吾われは連れて行かれています。間もなく彼らのもとへ赴おもむくでしょう。いつ声が届かなくなるかは不明です。そのため現時点でお話をしておきます。あなたに会えて嬉うれしかったです、雛小姐》

　心の中で返答──ボクも嬉しかったよ、ありがとう──実際に通信できず／いつ追つい跡せきされるかわからず。

　皇が滞たい空くう──雛がつられて宙で静止。「どぉしたのぉ？」

「お前のユニットを放ほう棄きするつもりか？」螢──すっかり状じよう況きようを把は握あくしている。「〈太公望〉は有用だ。みすみす捨てる必要はない」

「一緒に行って取り戻もどしてやろっか？」皇──親切心というより、そうすれば楽しみが増えるというよう。「シャーリーンとサードアイを見つけられるかもしんないだろ？」

「ううん」かぶりを振る──下手に追えば逃にげられる／その場で〈太公望〉を破は壊かいされるかもしれず／まだ彼とつながっていることがせめてもの慰なぐさめだった。「あの子がぁ、そうしてくれるって言ったのぉ」涙なみだがにじみそうになる──凍こごえるような寂さびしさの中で話し相手になってくれたユニット／今すぐ話したくてたまらなくなる。「だから……いいの」

　皇＝首を傾かしげる／雛の表情を面おも白しろそうに覗のぞき込む──ぽんぽん抗磁圧のヘルメットを叩く。「じゃ、いっか。行こうぜ」

　こくんとうなずく──皇がくるりと身を翻ひるがえして飛ぶ／羽をはばたかせてついて行く──大切な相手を全すべて置き去りにして／心の中で一つまた一つと暗い階段を下りながら──混こん沌とんをもたらすために飛んでいった。
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　ドナウ河を渡り終えたビクスラー──左右に広がる広々とした公園／木々／船着き場。

　右斜ななめ後方──まだ僅わずかに黒こく煙えんを立ち上らせているミレニアム・タワーが見える。

　右手前方──遠くで黒煙／それが崩ほう壊かいした兵器開発局とはつゆ知らず。

　左手──風ふう俗ぞく店てんがあることを示す『ＦＫＫ』や『ヌーディスト・ビーチ注意』の看板。

　右手──イェドレセアー橋から降りてすぐのところでアイドリング中の巨きよ大だいなユニット・トレーラー＝〈意パム地悪プレー〉号。

　トレーラーのドアが開いている──シャーリーンがだらんとドア枠わくにもたれている＝手招き。「いやー、ゾンビ映画のゾンビのエキストラみたいだなーと思って見てたんですよー。血と埃ほこりまみれのスーツとか、歩き方なんかそっくり。もーちょっと歩いてるの見たかったなー、あと一キロくらい」

「何を言っとるんだ？」ビクスラー＝心から理解できないという顔──重たい黒いカプセルを差し出す。「約束通り、くれてやる」

「あ、じゃー、中へ運んで下さいな」シャーリーン──あっさり車内へ／重たい荷物を受け取る気さらさらなし。

　鼻を鳴らすビクスラー＝手放せるという期待を裏切られる／ふうふう／腕うでになけなしの力を込こめる／ぜえぜえ／トレーラーのタラップを上がっていってトレーラー中央区画に立つ。

　ドアがぷしゅーっと音を立てて閉まる──シャーリーン＝ぞんざいな手て振ぶり──後部区画に入ったところにある固定台を指さす。「はい、こっちに置いて下さいねー」

　ビクスラー＝言い返す気力もなし──指示通りユニットを置く／よろよろ後退／中央区画のソファに身を投げ出すようにして座り込む。

「ちょっと、それ脱ぬいでから座って下さいよー」シャーリーン──トレーラーが揺れてもユニットが倒れないよう固定／コードと機材を設置しながら文句を垂れる。「シートが汚よごれちゃうじゃないですかー。あたしね、今日そこで寝ねるんですよー？」

「クリーニング代を請せい求きゆうしろ」ビクスラー＝冗じよう談だんではなく大おお真面まじ目め。「未来党が出してやる」

「あんたのところの金庫には興きよう味み津しん々しんですけど、そーいう問題じゃないんですよねー」

「水をくれ、水だ」

「洗面台にコップがあると思いますけどー？」

　ビクスラー＝心の底からむかむか／疲ひ労ろう困こん憊ぱい／言われた通り前部区画の近くにある洗面台の蛇じや口ぐちをひねる──ワンプッシュで取り出せる紙コップのホルダーから一つ取る／水を汲くんでがぶがぶ飲む──ついでに洗顔＝赤茶色のどろどろした汚れが落ちていく／じゃぶじゃぶ洗い続ける／うんざりしたような呟き。「最悪だ。さっさとシャワーを浴びねばならん」

「よそでやって下さいねー」シャーリーン──てきぱきユニットと車両システムを接続しながら突つき放す。「それ以上、大事なトレーラーを汚したら、温おん厚こうなあたしらでも怒おこっちゃうかもしれませんよー？」

「わかった、わかった」ほとんど耳に入っておらず。

「さーて、聞こえるかなー」シャーリーン──ユニットに。「応答願いまーす、〈太公望〉さん。つぎはぎユニットでも知能はあるんだよね？　黙ってると、下水に沈しずめて半世紀くらい発見されないようにしちゃうよ？」

《吾われは太公望です》透明な声が応じる。《あなた方のユニットとの同期が行われています。吾をシステムに組み込むという推測は的中ですか？》

「なんでテクノロジーが発達しても、こーいう翻ほん訳やくソフトってどっかおかしくなるんだろーね。もしかしてわざとやってる？　その方が可愛く思われるとか考えてない？」

《吾の言語認にん識しきプログラムは正常に機能しています》

「はいはい」シャーリーン──すぐに飽あきた様子で後部区画を振り返る／甘ったるい声で呼びかける。「ねー、どう、ダーリン？　連中の脳内チップに入り込めるかな？　雛っちとか、くたばり損ぞこないの特甲児童とか、侵しん入にゆうできたら最高だよね」

「奪だつ取しゆされた場合に備えてガードをかけてある。こちらからつなぐまでもなく、どうやらまだ接続し続けているらしい」

「特甲を維い持じするためにマスターサーバーをだまくらかさないといけないからでしょー？　いやー、どんだけこのユニットに頼たよってたか、よくわかるねー。もしかして、まだ奪うばわれたこともわかってなかったりして」

「何の防ぼう御ぎよ措そ置ちも講じられていないところを見ると、その可能性もある──」

　いきなりビープ音──車内に鳴り響ひびくけたたましい警告──ビクスラーが飛び上がって驚おどろく／シャーリーンが目をまん丸にする──サードアイの鋭するどい声。「タンクを調べろ。４ＪＯの漏ろう洩えいアラートが出ている」

　後部区画の奥へ走るシャーリーン──パネルを開く／湯ゆ沸わかし器のタンクのようなものが現れる／壁かべにかけてあるチェッカー端たん末まつを取ってタンクの上から下まで検査──異常なし。「ウィルスは漏もれてないみたいよ、ダーリン」

　だが鳴り続けるビープ音──そのボリュームが下がる／サードアイが安楽椅い子すの上で半身を起こす。「おかしい。間ま違ちがいなく４ＪＯだ」

「検出器の誤作動じゃないの？　そこの汚きたない男を検出したんじゃ……」

　チェッカー端末を突き出すシャーリーン──呆ぼう然ぜんと突っ立つビクスラー／区画入り口の太公望──端末が異常を検出してビーッという音を立てる／汚お染せんされた存在を感知する。

「噓でしょ」シャーリーン──だらんと両腕を垂らす／愕がく然ぜんとした面持ち。「まさか、〈太公望〉に……？　ウィルスを仕込んだ……？」

　ぼうっとしたままのビクスラー＝手に紙コップ──シャーリーンと目を合わせる／女の顔から幽ゆう鬼きのように表情が消えていくさまを見つめる──チェッカー端末を放ほうり出して身を屈かがめデスクに手を伸のばすシャーリーンを目で追いかける──デスクの拳銃にようやく気づく。

　拳銃をひったくって構えるシャーリーン──ビクスラーが反射的に紙コップをアンダースローで放り投げる──シャーリーンの顔にコップがぶつかる／水がぶちまけられる。

　ビクスラー＝慌あわててドアをがたがた揺ゆらす──非常用フックを見つけて引っ張る──ドアが開いて転がり倒たおれながら車外へ。

　顔を拭ぬぐって追いかけるシャーリーン──ドアの外に倒れたビクスラーに向かって銃を突き出す／引き金ががちがち鳴る／舌打ちして安全装置を外す──構え直す。

　とっくに逃げ出しているビクスラー──イェドレセアー橋を元来た方向へ猛もうダッシュ。

　ばん、ばん、ばん、ばん、撃うちまくるシャーリーン──一発も当たらず。「この間ま抜ぬけ！　汚染されたユニットなんか運びやがって！　ダーリンのいるここに持ち込みやがって！」

　あっという間に遠ざかるビクスラー──車内を振り返るシャーリーン。「未来党って、なんでろくでもないことしかしないの？　ダーリン、追っかけてって殺そうよ」

「放っておけ。利用されただけの間抜けだ。４ＪＯ感染者ならコードを読めば位置がわかる。さっさとここを離はなれるぞ。急いでこのウィルスを解かい析せきしなければならん」

　ビープ音がやむ／ドアが閉じる／トレーラーが都市内巡じゆん回かいを再開──シャーリーン＝憤ふん懣まんやるかたない様子で座席に戻る／拳銃を置く──サードアイ＝再び身を横たえる／ごほっと咳せき／額の電子義眼が激しく明めい滅めつ。

「ダーリン？」びくっとなるシャーリーン──座席に腰こしを下ろしたまま不安で顔を青ざめさせてサードアイを見つめる。

「死滅コードが組み換かえられている」驚きよう愕がくの表情のサードアイ──瞼まぶたがうっすら開く／白はく濁だくした両目が覗く。「それどころか、何もかも組み換えられている。空気感染力と殺キ傷ルレベルが想定最大値を超こえているだと？」

「ユニットに計算させたんだ……」呆然と〈太公望〉を見る──サードアイを見る。「ちくしょう。早くこいつの記き憶おく野を解析しないと……」さらに別のビープ音──のろのろ別のユニットを見るシャーリーン。「〈カロン〉まで汚染された……せっかく秋水の脳を取り出したのに」

　ごほっと湿しめっぽい咳＝サードアイ──手足に震ふるえ／鳥とり肌はだ／額に汗あせ。「脳内チップを持つ者の病状を優先的に悪化させる仕様だ。シャーリーン、私をこちらの４ＪＯで感染させろ。こちらのウィルスをワクチンになるよう組み換えを試みる。それと、決して怒いかりに駆かられて〈太公望〉を破壊するな。あれの解析が急務だ。破壊すれば、お前まで感染したままになるぞ」

　シャーリーン＝自分を鞭むち打うつような表情／動作／ピストル型注射器を用意──タンクから４ＪＯを取り出す──サードアイの腕に注射した瞬しゆん間かん、憤ふん激げきの汗と涙と鼻水が一いつ斉せいに溢あふれ出す。

「ああっ、もうっ、くそっ、ちっくしょうっ。絶対に許さないぞ。雛っちのくそガキめ、絶対に殺してやる。泣いて謝ったって許すもんか。絶対に、絶対に報復してとっつかまえて特甲猟兵の玩具おもちやにして死んだ方がましって目に遭あわせてやる。あたしのダーリンに手を出しやがったことを必ず、絶対、どうやってでも後こう悔かいさせてやる。あたしの命に賭かけてやってやる」
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　かかった──身を挺ていして生けるトロイの木馬になってくれた〈太公望〉＝すぐには壊こわされない／ウィルスが解析されない限り生かされる／それどころかサードアイとシャーリーンとその犠ぎ脳のうユニットの位置や状態まで教えてくれる。

　と思ったらすぐに妨ぼう害がいされた──ユニットの数の差／他の二つのトレーラーが協力してシャーリーン達を追つい跡せきされないようにしている。

　だが完全ではない──断だん片ぺん的／断続的に情報をキャッチできる──それほど深く彼らの中に入り込んでやった／混沌の種子をまき散らしてやった。

　シャーリーンが雛にウィルスを仕し掛かけたときみたいに馬ば鹿か笑わらいしてやりたかったが、そんな気になれず──〈太公望〉の言葉が心にのしかかる──吾われは務めを果たします。

「なるほどなあ。ウィルス入りのユニットだったってわけかあ」からから乾かわいた笑い声──雛の代わりにそうしてやっているというような皇＝シャーリーンの自じ堕だ落らくさより、ある意味ずっとたちの悪い、ただ笑いたいから笑っているという感じの無関心ですらある朗笑。

「やるじゃないか、雛」螢──こちらは大いに感じ／戦術的な効果を理解し評価している。「ここでサードアイに対して優位に立てるのは大きい。おフロ嬢イラ様インを取り戻せる可能性がこれでまた高まった」

「鳳、どこに来るかなぁ」雛──初めて会話に参加。「汽車とぉ、乙ちゃんがいる所とぉ、どっち？」

「まず涼月がいる方だろう」螢──きちんと答えてくれる。「敵の意図はさておき、あちらのレベル４にとって涼月と吹雪という空白の座は排はい除じよすべき存在だ。それが現時点で成功しなかった場合、第十ジンメ一区リングの予備電線を焼しよう却きやくしてマスターサーバーの情報汚染を進行させ、あちらのレベル４を強化してからまた同じことをするはずだ」

「てことは墓地の地下を焼かれる前に、おフロ嬢イラ様インを取り戻もどせるかどうかだなぁ」皇──唐とう突とつに滞たい空くう／雛が行き過ぎて戻ってくる／享きよう楽らく的な笑えみを浮うかべながら手を腰に当てて都市を見み渡わたす。「しっかし、おっかしいよなあ。あの汽車、どこ行っちゃったんだろうなあ」
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　第十デープ九区リングに戻ってきたビクスラー＝小こ蟹がにに追われた恐きよう怖ふからヌースドルフ・ホーフ方面へは向かわず──ハリゲンシュテッター通りを南下＝駅に向かってよろよろ歩く。

　頭上でヘリのローター音──ＢＶＴのロゴ──最も近い着陸地点である河かわ際ぎわの小島へ＝ヌースドルフ駅の向こう側──ボートハウスがある広場にて着陸態勢に。

「私をそこまで歩かせる気か」ぶつぶつ不満を漏らす──線路脇わき＝暇ひまな市民が集まって大おお騒さわぎしている／端末でＭＰＢの広報映像を見ている／まるでサッカー観戦か何かのような盛り上がり──こっそり舌打ち／群衆を尻しり目めに駅の脇の地下歩道へ入ってゆく。

　反はん響きようする足音──立ち止まってジャケットを脱ごうとする──足音が響き続ける。

　はっと振ふり返る──十メートルほど向こうで立ち止まる女＝魔女めいた冷ややかな微び笑しよう／右目をつむってウィンク／ガラスの目玉がビクスラーを見つめる──女の右手に拳けん銃じゆう。

　走り出すビクスラー──猛ダッシュ第だい二に弾だん＝疲ひ労ろうを忘れたようなジョイナースタイル。

　階段を駆け上がる──小島に通じる橋へ駆け込む／そのたもとにもたれて息を整える。

　ヘリがいる方を見る──声をかけられる。「ごきげんよう、クレメンス・ビクスラー党首」

　ぎょっとなって声の主を探す──ちょっとした散歩の途と中ちゆうだというように、河岸の鉄てつ柵さくに悠ゆう然ぜんともたれているブラックストーン＝穏おだやかな微笑ほほえみ──腰の辺りで構えた拳銃。

　猛ダッシュ第三弾──疲労でよれよれになりながら橋を渡わたるビクスラー──今にも嘔おう吐としそうなほど青ざめた顔──一心不乱に待機中のヘリへ向かって突っ走る──すっ転ぶ。

　焦あせって起き上がる──ヘリのドアがスライド──エゴンが現れる。

「この……役立たずの……愚おろか者が」息を詰つまらせ罵ののしるビクスラー──屈んで両りよう膝ひざに手を当て息をしようと喘あえぐ。「さっさと……私を連れていけ。あの……捜そう査さ官どもを……お前が……」

　歩み寄るエゴン──その背後からヘリを降りてついてくるフランツ。

　ビクスラー＝身を起こす──何度か息をつく──満足そうな顔。「ＭＰＢの副長か……よしよし、ベルツを解放したんだな……？　貴様も行け。今すぐ、あの捜査官どもを止めろ」

　立ち止まるエゴン──ビクスラーの目の前にまで歩み寄るフランツ。「州議会からの命令により、あなたを拘こう束そくする、クレメンス・ビクスラー党首」

　満面に怒ど気きをみなぎらせるビクスラー──フランツを無視／エゴンへ怒声。「な……何をしとるか！　黙だまって突っ立っとらんで、この愚か者をどうにかせんか！」

「怠たい惰だの罪を私とＢＶＴに押しつけてきたのは、あなた方では？」エゴン──血走った目／だがかつてないほど穏やかな声こわ音ね。「私はあなた方が望む通り、怠惰であろうとしているだけです、ビクスター党首」

「わけのわからんことを言っとらんで命令に従え。後悔することになるぞ」ビクスラー──フランツの胸を手で押す／突つき飛ばそうとする。「どけ、ＭＰＢ風ふ情ぜいが。ＭＳＳの女狐のように、刑けい務む所しよ送りにしてやる」

　フランツ＝物も言わず右拳こぶしを繰くり出す──顔面にもろにヒット／ぶっ倒たおれるビクスラー／衝しよう撃げきと痛みでのたうち回る。「お……おうっ、おうっ？」

「あなたも同じ場所に送られることになるでしょう。その前に、ＭＰＢ風情に何ができるか、あちらの捜査官達とともにたっぷり教えて差し上げねばなりませんな」

「あらあら、フランツったら」グレーテル──ブラックストーンと並んでやって来る／魔女のくすくす笑い／興奮気味。「すっかり熱くなって。尋じん問もんはこれからなのに」

「わ……私は４ＪＯウィルスに冒おかされている」ビクスラー＝鼻血を拭いながらもごもご主張／地面に倒れたまま最後の牽けん制せい。「ち……近づけば感染するぞ。あのヘリに一いつ緒しよに乗ればな。私に触さわれば後悔することになる」

「暴れた時のためにと思っていましたが、どうやら本当に必要になりそうですな」フランツがヘリの搭とう乗じよう員いんに手招き──ＢＶＴ局員達が担たん架かと遺体袋ぶくろのようなものを運び出す。「あなたを落ち着かせ、拘束し、密封し、運搬するとしましょう。あなたは隔かく離り施し設せつに入れられ、長期にわたり尋問を受けることになる。私や、そちらにいる尋問のプロがお相手をするでしょう」

　グレーテル＋ブラックストーン＝怖こわいふくみ笑い──二人を見上げるビクスラー＝その目にまざまざと浮かぶ恐怖。

　ＢＶＴ局員達がビクスラーを押さえつける／押しつけられる吸気マスク／暴れる犯罪者のための鎮ちん静せいガスを吸わせる──じたばたもがくビクスラー／悲痛な叫さけび。「エゴン！　私を助けろ！　エゴン！　何をしている！」

　エゴン局長──答えず／動かず／何もせず──その怠惰をまっとうして沈ちん黙もくに身をひたす。
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　第レオポル二トシユ区タツト＝プラーターシュテルン駅──汽車を待ち構える武装集団／駅で汽車を止めてダイヤを奪うばい返すために土ど囊のうと鉄骨をレールに積む／二階建てバスを線路上に置く／重機関銃を線路沿いに設置──とどめにドナウ運河を渡るための橋を破は壊かい。

　だがいつまで経たっても汽車は来ず──少数の守備隊を置いて移動＝ロートヴィルトの指示。

　装そう甲こう車／戦車──オーストリア軍バーデン基地から手に入れたものに乗り込む面々＝〈ローデシア〉＋〈蟲〉──本来であれば決して共きよう闘とうすることのない集団。

　情報汚染の中を彼らだけが悠ゆう々ゆうと進む──汽車が向かったという駅へ。

　陸王＋蛭雪──屋根から屋根へ移動──跳ちよう躍やく＋宙を舞まい飛ぶ。

　ドナウ運河を渡る──第アルザ九ーグル区ントのフランツヨーゼフ駅へ＝国鉄Ｓバーンの終着・始発駅──北に線路が続く／都市の出入り口／バッハウやクレムスへ向かう列車が並ぶ。

　ガラス張り／鉄骨──歴史的な建築物が密集する第インネ一レシユ区タツトとは違ちがい近代的な外観──線路も駅も全すべて壁かべで覆おおわれているため中が見えず。

　北を除く三方の通りを包囲──操車場の排はい気き口からもくもく漏もれている煙けむり──汽車の白はく煙えん。

《なんじゃぁ～？》陸王＝無線通信──蛭雪とともにノルトベルク通りの建物から駅を見下ろす／戦うべき相手も汽車も見えず。《こんな箱みとーな駅に潜もぐり込んどる～ゆ～んかァ～？》

《監かん視しカメラにＭＳＳの軍用機体が映っていた》どこかで狙そ撃げき態勢に入っているロートヴィルトから返答──戦術班の機体×三が駅そばのアルタン通りを横断する画像データを共有。《中の探査は不可能だ。外から一斉に攻こう撃げきする》

「こりゃァ、わしの出番じゃァ、あんちゃんよォ～」陸王の口からこぼれ出す秋水の声。「わしの特甲でどかんとやったるけェ～、わしにやらせェ～」

「調子ィーやっちゃのォ～。おどれェ、さっきは引っ込んだままどこぞに行っとったろォが」

「そ～じゃったかァ？　わしにもわからんのじゃァ」秋水の声──げほげほ咳せき込む。「あー、なんじゃろ？　変な咳せきが出よるのォ～」

「風邪かぜ引いたんじゃァないかァ、秋水あんちゃんよォ～」剣の声──やれやれという感じ。「わしらにうつさんでェ～なァ。わしらまだまだ働かんといかんのじゃけェ～」

「マジかァ、秋水よォ～。わしと剣でやるけェ、おどれだけ寝ねとってもえ～んやぞォ～」

「わしかて働いとろォ～がァ。ちいっとむせただけじゃァ。ほな行くでェ～」秋水の声が高くなる──陸王の体がひょいと宙へ飛ぶ／エメラルドの輝かがやき／特甲が変へん貌ぼう──赤あか銅がね色いろの特甲猟兵＝ガンバイクが予告なく砲ほう撃げきを放つ。

　駅の壁へき面めん広告が消しよう滅めつ／砕くだけ散った石やタイルやガラスが屋内にばらまかれる──蛭雪＝六肢を使って猛もう然ぜんと火か炎えん放射──周囲の武装集団が次々に倣ならう──〈ローデシア〉の面々＝銃を乱射／ロケット弾を発射／手しゆ榴りゆう弾だんを投とう擲てき／火か炎えん弾だんを投擲──〈蟲〉の面々＝中国の花火のように束ねた円えん筒とう形グレネードを一挙投擲。

　西から派は遣けんされた〈青いサソリ〉の黒いアームスーツ×二が到とう着ちやく＝威い力りよく偵てい察さつ──破壊の饗きよう宴えんに参加──機銃の掃そう射しやを駅ビルに浴びせまくる。

　情報汚お染せんで放置された周囲の車両が一斉に駅へ突っ込んでいく──ミレニアム・シティの火ひ攻ぜめの再現。

　砲撃／銃撃／爆ばく撃げき／炎ほのおの雨──突っ込んだ車両が爆発／炎上／噴ふん煙えんをまき散らす──あっという間にビル壁面が穴だらけに／ガラスが残らず粉々に。

　約二キロ南方──巨きよ大だいな焚たき火と化す駅を眺ながめる者達──鳳＋白露──ヴァイオリンの演奏を止める／炎の中から何かが飛び出してくるのを待つ──だが何も起こらず。

「だ～れも出て来んじゃァないかァ～」

　秋水──燃え上がる駅ビルの周囲を旋せん回かい／周回──操車場の屋根に砲撃を撃うち込む＝立て続け──屋根が崩ほう落らく──汽車も列車もおらず。

　操車場に停とめられた列車の一つ──車内からもくもく煙が噴ふき出している。

「あ～？　なんじゃァ～？　あれ、電車ん中で、ドラム缶かんに石炭入れて焼いとるんじゃァないかァ～？」

　無線通信＝敵てき影えいなし／反撃なし／汽車が消えたという報告が飛び交かう──西駅とペンツィング駅を封ふう鎖さ中のムスタファの怒いかりの声が飛び込む。《何やってんだ、このクソどもが。こっちの線路にゃ来てねえぞ。こっちにゃ走って来てねえってんだ。探せ、探せ、くそったれども。あんな馬ば鹿か目立ちするもんを、どうしたら見失えるってんだ》

　駅の南西＝リヒテンシュタイン庭園／宮きゆう殿でんの屋根の上──擬ぎ態たいしていた状態を解除して身を起こす赤いアームスーツ＝ロートヴィルト。

　無む為いに燃える駅を眺める／ぞっとするような肩かたすかし──静せい穏おんさで受け入れる／思案／脳のう裏りの地図に汽車が移動できる経路が見当たらず──だが唐突に該がい当とうするものに気づく。

　あれは地上を走るものだと決めつけていた──もう一つの交通路線を除外していた。

　煙えん突とつから煙を噴き出しながら──今まさに通過させているとしか考えられない。

　推測を裏付ける報告──無線通信＝サードアイ。《地下鉄駅構内の監視カメラにヒット。六両編成の蒸気機関車が、地下鉄六番線Ｕ６を進行中。シュピッテラウ駅から南へ向かったと見せかけて屋内に入り、地下鉄線路に汽車を乗せ換かえたようだ》

《追跡しろ》ロートヴィルト＝短く指示──部隊に次の移動を指示する合図を発信／大急ぎで動き出す装甲車／戦車／アームスーツ──〈ローデシア〉＋〈蟲〉＋〈青いサソリ〉の兵士達。

　特甲児童にだけは警けい戒かい待機の合図──秋水＋蛭雪──鳳＋白露──彼らを集めるべきだったのだというホイテロートことムハウィシュの声が聞こえてくるよう。

《地下だとくそったれが！》ムスタファの怒声。《なんで汽車なんかで走れる！　くそが、移動しろ！　地下だ！　地下鉄だ！》

《機関車のデータによれば空気バネの調整でトンネル内に進入することは可能だ》サードアイ＝電子音声っぽい調子／ＡＩに解説を任せているらしい声こわ音ね。《Ｕ６路線はカーブが少ない路線で、十九世紀に建設された市内シユタツ路線トバーンのＧ線とＧＤ線を継けい承しようしたものだ。第一次世界大戦ののち石炭不足により運行停止が決定されるまで高車高・低速度である石炭燃料車が走行していた。低車高のＴ型電車に変へん更こうされたのは二十世紀後半のことである》

　まるで観光案内──知ったことではなかった／だがこちらの包囲の裏をかかれた／旧世紀の遺物を走らせるために旧世紀の線路が使われた──この都市の歴史のひとこまが、鋭するどい歯となって自分に嚙かみついた。

　ロートヴィルト──各隊の動きをモニター／敵の最新の情報をモニター──驚おどろくべきことに西駅を今まさに通過している可能性が高い。

　お喋しやべりのホイテロートはこうしたときに限って何も言わない／それ見たことかと嘲あざけりもしない──これがお前の悪運なのだと現実に語らせて自分は黙っている。

《全ての特甲児童をお前の担当ポイントへ回す》ロートヴィルト──戦友にして思想的対立者である男へ通信。《代わりに犠ぎ脳のう体兵器は俺が全て使う。いいな》

《了りよう解かい》すぐに返答──無感情なお喋りの声が後に続く。《悪運を遠ざけろ。もはや消すことすらできない。可能な限り遠ざけろ。間ま違ちがっても受け入れようなどと考えるな》

《悪運などというものはない。敵と自分の、選せん択たくとその結果があるだけだ》

　通話オフ──だが心が呟つぶやく／ぞっとするほど冷れい酷こくな声で／かつて経験したことがない予感めいているといっていい思い──〝これは悪運ではない。そんなものとは比べものにならないものが訪おとずれている。これは、お前に死をもたらす凶きよう運うんだ〟
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　蒸気機関車＋車両×五──真っ暗くら闇やみの地下鉄トンネルを驀ばく進しん。

　ヌースドルファー・シュトラーセ駅を通過──ヴェーリンガー・ストラーセ・フォルクスオーパー駅を通過──ミヒェルバウアーン駅を通過──アルザー・シュトラーセ駅を通過──ヨーゼフシュテットター・シュトラーセ駅を通過──タリア・シュトラーゼ駅を通過──ブルグガッセ・シュタットハーレ駅を通過──やすやすと都市中央にまで南下。

　機関車にもともとついていたライトに装甲車両の照明装置を溶よう接せつ──運転手が身を乗り出して前を確かく認にんすることができないので車両前面にカメラを設置＝運転席の前にＰＤＡを固定／展開／モニター＋通信コンソール代わりに。

《たまらんな。派兵中に砂すな嵐あらしを突っ切って運転したときのようだ》運転手のガブリエル──火室で働く戦術班のカスパル＋エドガーとともにＭＰＢのガスマスクを着用。

　トンネル内に立ちこめる白煙──閉めきった窓が煤すすける／〈アイギス〉内にいる者以外みなガスマスクを着用──都市内で化学兵器による戦せん闘とうでも勃ぼつ発ぱつしたかのような異様な光景。

　トンネルの天てん井じようが低すぎて汽車の屋根に乗れない涼月＋夕霧＋陽炎──広報課とともに第三車両の客車に移動──抗磁圧のヘルメットのお陰かげで呼吸に支障なし。

　日向のアームスーツも体を丸めて車内に──第五車両の客車でモリィやイザベラとともに閉じきった窓のそばで警戒中──イザベラのぼやき。《やれやれ、大した突破口だよ。トンネルを抜ぬけるのが先か、あたしら全員が窒ちつ息そくするのが先かってところだね》

《呼吸困難に陥おちいりそうな者は〈アイギス〉に入って下さい》ニナ＝突破口の立案者──率いる者達を気き遣づかう。

《とってもファンタスティックな画が撮とれてるわ、ニナ副官》千々石＝場ば違ちがいなほど高いテンション。《暗闇を進む光の戦士達よ。この上なくロックな光景だわ》

　うるさい＝涼月＋陽炎の所感──夕霧＝浮うき浮き歌声。《トンネル通って汽車チユツチぽっぽユ・ワー♪　汽車チユツチぽっぽユ・ワー♪　子供アレたち・キンみんなダー・で行くよフアーン♪》

《手を振ふるやつはいねーけどな》涼月＝厳おごそかに指し摘てき──ふと何かの気配を感じる／なんとなく伝わってくる／何かが声を上げている。

　ウィーン西駅を通過──地下鉄と国営鉄道のハブ駅／中央駅ができてからは国際列車は基本的に停車せず──その地下鉄の作業用通路にて敵てき襲しゆう。

　汽車への攻撃ではない──先行するＭＳＳ戦術班の機体×二が遭そう遇ぐう──トンネル分ぶん岐き点てん／排はい水すい用の広い空間へ敵を誘ゆう導どうしつつ火線を連射──隣となりの線路を移動していた機体が支し援えん。

《多数のアームスーツを確認》御影──意気揚よう々ようと応戦。《グループ１は可能な限り多く引きつけ、足止めしろ。グループ２、汽車に向かう敵を食い止めろ》

　涼月──気配が強まる／嫌いやな感じが迫せまってくる／何かの声──脳なしどもが捧ささげた脳が目覚めたのだということが急に理解される。

《夕霧、陽炎》呼びかける──二人がこちらを見る／言うべきことが自然とこぼれ出す。《もう少ししたら、後ろからおかしなのが追っかけてくる。そいつは、あたしがやる。そんで、汽車が外に出たところで、きっと他のやつらが来る。そいつらはお前らに任せる。とにかく全力でやれ。あたしが何とかするから大丈夫だ。お前らがおかしくなることはねーから心配すんな。いーな。手加減せずに、やれることは全部やれ》

　陽炎＋夕霧──ちらりと顔を見合わせる／涼月に目を戻もどす──無言でうなずく。

《よし。じゃ、行ってくる》

　涼月──すたすた客車後方のドアへ＝振り返りもせず隣の車両へ──〈アイギス〉を載のせた台車／車両をよじ登る／天井すれすれ／屋根の上を匍ほ匐ふく前進。

《上にいるのは黒シユヴ犬アルツか？》ニナが気づく──呼びかける。《どうした？》

《なんか、後ろから来る感じがするんで》せっせと這はう──ひたすら進む。《あたしがやりますから、進んで下さい》

《来る？》ニナ＝疑念をそのまま相手にぶつけず──すかさず指示。《後方を警戒。戦術班、何かが来るかもしれん。気をつけろ》

　すんなり信じてくれてちょっと嬉うれしい気分に──トレーラーの屋根を這い降りる／第五車両のドアを開く／振り返るＭＰＢの面々＋日向のアームスーツ。

《ちょっと後ろが気になるんで》ぱたぱた手を振る──気にしないでくれと態度で示す。《通らせて下さい。あ、すんません。失礼します》

　どいてくれるガスマスク着用の隊員達に礼を言う／律りち儀ぎに頭を下げる──モリィ＋イザベラ＋日向につかまる。《何か異常が？》《あんたが行くほどの相手かい？》《何が来ている？》

《あー……》涼月＝何と返せばいいかわからず──適当に返答。《ちょっと見るだけです》

　第五車両を通過──第六車両＝線路が壊こわされたときのためのレール＋枕まくら木ぎを積んでいた／今は半分かた戦術班の機体が持っていったのでがらんとしている──そこにもＭＰＢ中隊の面々が六人ほどガスマスクをかぶり銃じゆうを携たずさえて待機中。

　涼月＝無言で手を上げて挨あい拶さつ──六人が手を上げて挨拶──すたすた通過。

　ドアを開く／外に出て後ろ手で閉じる──ごうごう鳴り響ひびくトンネル／猛もう烈れつに立ちこめる煤ばい煙えん／情報汚染で照明が落ちた暗がり──その向こうから迫ってくる気配。

　鋼鉄に身を捧げた者の歓かん喜き／機械としての新たな自じ我が──今日こそ、この自分が世界史の一部となる日だという熱ねつ烈れつな思い。

　ようやく使命と救済のときが訪おとずれた──失われる一方だった人生に決別して／なるべき自分になるという喜びに何もかも捧げて──我が都市、我が国、我が民族のために尽つくす日が来た。

　さあ、赴こう──拳けん銃じゆう男であり社会の負け犬であった男の機械仕じ掛かけの昇しよう天てん／想念──自分自身が聖なるものとなる戦いへ。

　馬鹿じゃねーの──涼月＝心の中で一いつ蹴しゆう──握にぎりしめた左右の拳こぶし＝燃え盛さかるようなエメラルドの輝かがやき。

　跳とんだ──背後で遠ざかる列車／線路の真ん中に着地──立ち塞ふさがった。

《犠ぎ脳のう体兵器が出現！》通信＝戦術班の誰だれか──涼月が見み据すえる暗がり＝軍用機体が機銃を掃射する輝き。《列車後方から〈へーラーの大おお蟹がに〉が侵攻！》

《食い止めろ！　トンネルを破は壊かいして塞いでも構わん！》ニナ＝即そく応おう。《運転室へ、可能な限り速度を上げろ。ここから先は直進するだけだ！》

《了解！》ガブリエルの果か敢かんな応答。《マイトリング駅まで全速で進行する！》

《ニナ副官へ》涼月──静かに割り込む。《こいつは、あたしがやる。あんた達の戦車を全部、駅の方へやってくれ。外から来るやつらを止めるために》

《黒シユヴ犬アルツ──》ニナ＝何か言いたげ／吞のみ込む──応じる。《了解。戦術班、何名かマイトリング駅へ先行。車両後方にいる者はＭＰＢ遊ゆう撃げき小隊に任せ、汽車の進路を確保しろ》

《犠脳体兵器を単独で止める気か？》御影＝ぎょっとなったように呼びかけてくる。《我々の支援を信しん頼らいしてくれ。君をそこで消しよう耗もうさせるわけにはいかん》

《手数が足らないんで》涼月──転送のタイミングをはかりながら／敵との距きよ離りを見定めつつフットワークを開始。《そっちは、もっと沢たく山さん来ますから》

《確認された犠脳者から、あと三体か》日向＝速すみやかに涼月の意図を汲くんでくれる──特甲トツコー児童との共きよう闘とうに慣れた感じの反応。《アームスーツや他の戦力も来るぞ》

《くそっ、まとめて来る気か》御影＝やっと合点。《下がれ、ブルクハルト、ダニエル。そこは対パン甲ツアー鉄フアウ拳ストのお嬢じようさんに任せろ。くれぐれも無茶はしないでくれよ、涼月フラオ・さんスズツキ。いつでも援護できるようにしておく》

《了解ヤー》適当に返答──大して聞いておらず。

　後方で撃うちまくっていた戦術班の機体が隣の線路を後ろ向きに走っていく──涼月＝暗がりから迫るものへ意識を集中──来た。

　扁へん平ぺいな体の数珠じゆずつなぎ＝蟹というよりムカデのよう──脚きやく部ぶを猛烈に動かして信じがたい速度で接近──先ほどまで泥どろの中に埋うまっていたというような汚よごれきったボディが探査に浮かび上がる。

　真っ向から迎むかえ撃った──全身に燃え盛る輝き／レベル３の特甲／ありったけの力で拳を握りしめながら走った──心奪うばわれず／何も手放さず／仲間を前進させるために──持てる限りのものを込こめて猛もう然ぜんと拳を振りかぶった。
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　西駅地下＝蟻ありの巣じみた各種のトンネル──線路／電力供給坑／換かん気き口こう／排はい水すい口こう──十体以上の黒いアームスーツがわらわら飛び出す──それぞれ支援兵器を従える──遠隔操作ＥＩ兵器〈レダの卵〉＝車輪つき台座に設置された巨きよ大だいな銀色のイースターエッグ──〈山やま猫ねこ事件〉で都市内に持ち込まれた兵器／表面がスライド／自律走行する自動セン迎撃トリー装置ガン──戦術班の機体と遭遇＝大火力同士の激げき突とつ。

　戦術班の機体×七──先行／並へい走そう／線路と機関車を守って奮ふん闘とう。

　地下鉄駅ホームに降りてくる〈青いサソリ〉の男達＝手に手に重火器──通過中の列車を銃撃／ロケット弾だんを構える──第三車両＋第五車両＋第六車両から猛もう反撃──ＭＰＢ機動捜そう査さ課＋モリィ＋中隊＋イザベラ＋日向──火と鉄の雨を逆に浴びせて男達をばたばたなぎ倒たおす。

　駅ホームで火の嵐あらし／弾だん痕こんだらけ──駅ホームの解体工事じみた銃撃。

　地下に轟とどろく戦闘音──ひゅっ、ひゅっ、ひゅっと無音に近い状態で走る白いアームスーツ＝Ｇチームが二人一組となって戦闘の様子を偵てい察さつ／観察──敵集団の背後にいる〈キャラバン〉のロートヴィルト＋ホイテロートの位置を特定すべく隠おん密みつ行動。

《黒い山羊やぎどもの後方、赤い鹿しかが交じっているのを発見》ＤＹから報告。《ロートヴィルトか不明》

《もう一体だ》フロストから報告。《赤いアームスーツが地上へのトンネルへ移動》

《こちらにもいる》ミハエルから報告。《八百メートル先。探査上に同形状のアームスーツ》

《三体とはな。高価な兵科を豊富に揃そろえたものだ》ハリーの感想＝好戦的。《無理に敵戦力を削けずろうとせず、打ち倒そうとするな。どこまでも追い続けろ。逃にげられないというプレッシャーを与あたえ続け、意気消しよう沈ちんさせるんだ。とことん追い詰つめ、自らぼろを出すよう仕向けてやれ》
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　おびただしい火線が追ってくる／振り払はらう／ふいに徐じよ行こう──駅ホームから地下操車場へゆっくり移動──トンネルの出口──地上へ出た。

　全員が一いつ斉せいにマスクを取る──夕霧＋陽炎＝車両を出る──給水車の屋根へ。

　第十マイト二区リング──マイトリング駅＝地下鉄Ｕ６線／路面電車／国鉄線五本のハブ駅。

《ただちに線路のスイッチング作業にかかれ》ニナ＝見事に作戦が功を奏したというのに浮かれず／敵が迫る中だというのに慌あわてず──冷静そのものの指揮。《戦術班、日向のアームスーツと、もう一台をスイッチング作業にあてろ。先行した戦術班三名の工作部隊からの報告によれば、中央駅と中央墓地駅の間で、敵が高速道路の陸橋を破壊し、七番線Ｓ７を四十番線Ｓ４０とともに塞いでいる。我々の進行と同時に、線路を復旧させる。間に合わんときは中央墓地の部隊の方をこちらへ移動させるしかない》

　列車＝がたごと音を立ててスイッチング地点へ──ＭＰＢ中隊員＋日向のアームスーツ＋戦術班の機体一台が来て線路の乗り換かえ作業／まず貨物用線路へ移動／地下路線から地上路線へ──いつ敵襲があるかわからず／数分が異様に長く感じられる／気が遠くなりそうなほど遅ち々ちとした作業に感じられる──実際は大人達が目め一いつ杯ぱいの早さで作業中。

　夕霧──地下で戦う涼月の気配を感じる／大勢が地下で動き回っているのを感じる／そして空の彼方かなたから迫るものを感じ取る。

　鋼鉄の中で目覚めた新たな自じ我が──鬱うつ屈くつした心の救済／世界を変えてやろうとする思い／ただ破壊の道のりをひた走るために魂たましいを捧げた者が迫る。

《東の空からおかしなものが来る》陽炎＝同じく気配を感じ取った──探査で確かく認にん。《何あれ？　飛行機の群？》

《犠ぎ脳のう体兵器〈ステュムパロスの群鳥〉だ》ニナ＝果敢。《戦術班、地上に機体を回せ。スイッチング作業、急げ》

《了りよう解かい》御影＝即応。《グループ１の二人はトンネル出口で敵を食い止めろ。遊撃小隊長から支し援えん要よう請せいがあれば私が行く。残りは地上へ出て汽車を守れ》

《はーい♪　夕霧、行きまーす♪》夕霧＝無む邪じや気きに割り込む──ハミング／跳ちよう躍やく／駅ホームの屋根に乗って走る。《陽炎さんはそこにいて下さいねー♪》

《了解》陽炎＝四方を探査しつつ任せる──危機感はあれども不思議な安心／自信／小隊長が大丈夫だと言ってくれた事実が心を支える──やれるという確信を与えてくれる。

《行く？》ニナ＝呆あつ気けに取られる。《何をする気だ》

　夕霧＝答えず──操車場の屋根へ跳ぶ──蹴ける──レンゲンフェルト通りの真新しいオフィスビル群の壁かべを蹴る・蹴る・蹴る──屋上に着地。《ふんふんふふーん♪》

　彼方から続々と飛来──三角形の飛行体×四十──ガスバーナーみたいな音を立てるジェット噴ふん射しや／対象に突つき刺ささって自じ爆ばくするための鋭するどい先せん端たん＋鋭えい利りな翼つばさ／ヨットのマストみたいな空飛ぶ短たん剣けんの群が急速接近。

「んっんんっんんー♪」夕霧＝ハミング──すぐに歌声へ／虚きよ無むと陽気さのブレンド／かつてない心持ち。「あーああーあーあー♪」

　燃え盛るようなエメラルドの輝きが身を包む──マスターサーバーの声。《脅きよう威いの増大により高度兵装が許可されました》──火と破壊の天使祝詞──《戦時状じよう況きよう下での行動を承認。戦せん闘とう員のアクセス権限を拡大》──だが心の全すべてを奪うばわれる感覚はなし／自分達は大丈夫だという涼月の言葉／みんなの大切なものを全て握りしめて離はなさずにいてくれているのだという思い──《バランサーを解除》──さあ、ありったけの力を出せ。《特甲レベル３の転送を開始します》

　変へん貌ぼう＝鋭利な尖とがった足先が抗磁圧のフィールドを形成──浮ふ遊ゆう機動型の脚部に。

　両手と腰こしのワイヤー射出装置／杭くい打うち器──杭とともに束になったワイヤーの群を放射／電気ノコギリのような振しん動どう音／超ちよう高こう速そくで育つ蔦つたのように生え広がる／蔓延はびこる──輝かしい白銀のイバラが四方八方へ伸のびて躍おどり出す。

　到とう来らいする群鳥＝先頭の数機が飛び込んでくる──白銀のイバラが受ける／絡からまる／ずたずたに引き裂さく──自爆すらさせずにバラバラの破は片へんに変えてしまう。

　群鳥が旋せん回かい──すーっと浮上する夕霧を取りまく／囲む／四方から飛び込む。

「あーああーあーああー♪」穏おだやかな歌声＝まどろむように半眼の夕霧──白銀のイバラの群がけたたましい音を立てて振動／抗磁圧を帯びる／渦うずを巻くようにうねる＝一帯に響き渡わたるイバラの咆ほう哮こう──襲おそいかかる群鳥を引き寄せ、引き裂き、次々に粉ふん砕さいしていった。
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　陽炎──早く、早く、早く──心の中で唱えながら給水車の上で時計回りに探査／四方を警けい戒かい／汽車と五台の車両のスイッチング作業を警護。

　にわかに騒そう音おん＝駅の南側──操車場からほぼ百メートル地点＝地下道出入り口──鉄てつ扉ぴが内側から跳はね飛ぶ／黒いアームスーツ＋卵形の車輪つき自動機銃がわらわら出てくる／トンネル出口を戦術班に塞がれたので迂う回かいしてきた。

　戦術班の機体×四が即応──弾だん幕まくで牽けん制せい／激しい応おう酬しゆう。

　かと思えば得体の知れないフットワークで一体だけ黒山羊やぎが飛び出す──自分が連れている〈レダの卵〉をいきなりサッカーボールみたいに蹴け飛とばす／戦術班の横列陣じん形けいのど真ん中に落とす／転がりながらでたらめに掃そう射しやする卵形自走機銃──壁を作る戦術班が急いで踏ふみ潰つぶす。

　その隙すきを縫ぬってまんまと黒山羊が突破──ぐにゃぐにゃしたおかしな動き／酔よっ払ぱらっているかのような挙動／なのに誰も止められず──陽炎＝すかさずライフルで狙ねらいをつける。

　撃った──ぐにゃっとした動きでかわす黒山羊＝建物の陰かげへ／遮しや蔽へい物越ごしに探査しようとしたら壁をぶち抜ぬいて直進──じゃあなんで隠かくれたのと言いたくなる──虚きよを衝つかれつつもライフルの弾丸を放つ──黒山羊の交差した腕うでに弾丸が突き刺さる／頭部をしっかりガード／めちゃくちゃな動きのようでいて機体の急所をさらさない。

　あっと思う間に接近──汽車のすぐ目の前に。

《俺達のダイヤだクソどもが》黒山羊が声を放つ──この上なく殺さつ伐ばつとした下品さ。《ぶっ殺して取り戻もどしてやる。ふざけた真似まねをしたクソどもを一人残らず石打ちの刑けいで殺してやる》

　機銃を構えようとする黒山羊──日向の青い水牛みたいなアームスーツがスイッチング作業から離れる／機銃をひっつかんで黒山羊に殺さつ到とう／ショルダータックル。

　激突──と思いきや、ぐにゃっとかわす黒山羊＝構えかけた機銃で水牛の胴どうを殴なぐりつける。

　水牛が拳こぶしで返礼──黒山羊がガード／だが押されて後退／酔っ払ったようなフットワークで水牛の側面へ回り込もうとする──そうはさせじと巧たくみなステップを披ひ露ろうする水牛。

《大人しく投降しろ》水牛も声を放つ──獰どう猛もうそのものの声。《さもなくば俺がお前の頭を砕くだく石を放つ》

　ぴたりと止まる黒山羊──憤ふん激げきしたように片方の腕に溶よう断だん機能つきの刃やいばをあらわす／予備動作なしで踏み込む。

　青い水牛も同様の装備を出現──巨大な高熱を発する刃が激突／苛か烈れつな金属音／立て続け。

　陽炎＝膝ひざ立だちになって狙そ撃げき支援──と思ったところへ探査に何かが引っかかる。

　それがなんであるか悟さとったときには着弾──轟ごう音おん＝巨大な土つち煙けむりの柱──操車場から約二百メートル北側で道路が吹ふっ飛んで、後にはすり鉢ばち状の爆ばく撃げき跡あとが残された。

　ひゅーん、と笛でも吹いているかのような高い音とともに真っ赤に燃えるそれがまたもや飛来──砲弾──ぞっとなりながらも撃つ陽炎＝我ながら惚ほれ惚れするほどの一発必中──夕霧が群鳥の相手をしているはるか上空で花火のように砲弾が爆発＝大音おん響きよう。

　狙撃で砲ほう撃げきを防ぐという〈空港占せん拠きよ事件〉以来の芸当──砲撃の軌き道どう逆算／伝わってくる気配＝ドナウ運河の方角──鋼鉄の自じ我がの目覚め／巨大な砲台となって再来／山ほど撃ちまくる気でいる砲台型の犠ぎ脳のう体兵器〈ステュクスの渡し船〉が十数キロ先に存在──ちょっと、どうやって反撃しろっての？　飛んでくる砲弾を一つ残らず撃ち落とせとでも？　何発撃ってくるかもわからないのに？

　そう思う間にも三弾目が到来──くそっ、やってやる──ありったけの静せい穏おんさと開き直りでもって果か敢かんに撃うち落とした直後──さらなる轟音。

　黒山羊の群の背後──突とつ如じよとして濛もう々もうたる土煙／線路の向こうのビルが冗じよう談だんのように崩くずれ落ちる／その瓦が礫れきの下から身を震ふるわせて出現──ずんぐりとした巨大な怪かい物ぶつ。

　灰色の軍用機体イヴイノルトシシユヴシアイン──ちょっと噓でしょ──かつてＭＰＢが対決した化け物戦車／吹雪の脳を乗っ取ろうとした／ＭＰＢが束になっても止めきれなかった兵器。

　二つの牙きばのような雷らい撃げき器／六つのガトリング砲座付きアーム／ローラーみたいな六つの車輪／太く短い補助脚きやく部ぶ──いきなり突進──味方のはずの黒山羊数体が跳はねとばされる／一体が踏み潰される──機械仕じ掛かけの猪ちよ突とつ猛もう進しん──雷撃器の一撃＝ＭＳＳ戦術班の軍用機体が吹っ飛ばされて操車場の手前で転てん倒とう。

　スイッチングは半分ほどしか完かん了りようしておらず──あんなのに突っ込まれたら汽車なんかひとたまりもない──さらに飛んでくる砲弾＝慌てて探査／一いつ瞬しゆんで狙いをつける／撃つ。

　外す──そうなるんじゃないかと思って続けて撃っていた──三発目で撃げき墜つい。

　その間にもイノシシ戦車が猛たけり狂くるいながら突っ込んでこようとする──戦術班が巧みに攻こう撃げき／惑まどわす／足止めしようとする／動きを封ふうじようとする──だがイノシシのアームの一いつ斉せい掃射で逆に動きを止められる。

　四つの犠脳体兵器が同時襲しゆう来らい──くそっ、手数が足らない──防ぎきれない。

　黒山羊たちが体勢を立て直す──トンネルを塞ふさいでいた戦術班の機体が来て側面攻撃＝操車場の目と鼻の先で激しい応酬──じりじり敵が近づく／列車の隊員達が一斉に撃ち始める／だが敵を止めることはできず。

　砲弾が飛来──その狙いが正確になってくる／こちらを探査されている／おそらく黒山羊どもやイノシシ戦車の探査情報が遠く離れた敵と共有されている。

　だったらその情報を撹かく乱らんしろと心が叫さけぶ──ニナがしたように／汽車を隠せ／敵から見えないようにしろ──そんなの、どうやって？　疑問とともに答えが訪おとずれる──燃え盛さかるようなエメラルドの輝かがやきが四し肢しにやどる／全身を覆おおう。

　揺ゆりかごの夢が迫せまる感覚──心が吞のみ込まれるのではないかと思ってぞっとなる。

　だが──私達は大丈夫だ──変貌する四肢／もたらされる力／異質な特甲トツコーが現れる。

　冗長性に蓄たくわえられたもの──記き憶おく／感情／思念の渦／まさか、そうなのか？　身代わりとして消えていった記憶の数々──それらは本当は消えておらず、蓄えられているのか？　空白の中に──思考が途と切ぎれる／特甲の準備が完了する──手にした力を握にぎりしめる。

　ライフルがどこにもない──両手に握られた二つのグリップ／幾いくつもの引き金／両手足に収納された金属球が抗磁圧を帯びて宙に浮うかんでゆく／汽車と列車の周囲に配置される／空気中に電でん荷かの膜まくを形成──ドーム状のコンソールレンズが作り出される。

　それが何もかもを覆ってゆき──そして自分達の姿を隠し去った。
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　照準──いきなり何もかもが視界からかき消えた。

　マイトリング駅＝操車場の南側──カーシェンシュタイナー通り＝フリードホフ／マイトリング墓地の霊れい廟びようの屋根。

　カメレオン装備で風景に溶とけ込むアームスーツ／調整済みの新しい特大ライフル／あぐらをかいた坐ざ位いの射撃体勢──ロートヴィルト＝予期せぬ突破口となったマイトリング駅に辛からくも駆かけつけることに成功。

　汽車を目視／路線のスイッチング中というこの上なく無防備な状態──西側にいた部隊を全て動員／四体の犠脳体兵器を一挙投入──必殺の包囲──ようやく狩かりのときが訪れる。

　だが／さらに予期せぬ状況に遭そう遇ぐう──汽車と列車が丸ごと消失。

　本当に消えたわけではない──巨きよ大だいな透とう化か防ぼう壁へきが展開された──おそらくは紅あかい髪かみの少女の力＝想定されざる特甲の機能──治安機構の特甲児童は戦えない上にカラス博士やサードアイの情報汚お染せんによって仲間同士で殺し合うことになるはずだという作戦の大前提がとっくに崩ほう壊かいしていることを思い知らされた。

　だからこそ紅い髪の少女を真っ先に狙った──それが失策であったことも思い知らされる。

　他ほかにも狙うべき対象は幾らでもあったのに──汽車の運転手／運転室の重要なパーツ／〈アイギス〉の燃料タンク／スイッチング作業をしている者達──いずれも汽車を足止めしたり敵戦力を大おお幅はばに減退させることができる標的。

　紅い髪の少女に意識を奪われすぎた──とらわれるなと自分に言い聞かせたにもかかわらず／過去の因いん縁ねんがこの身をとらえている──今まさに凶きよう運うんが、本来の自分という、生きる上で何より重要なものを奪いにかかっている。

　汽車が消えたせいで包囲がおかしくなる──透化防壁は単に汽車を消しただけではない／あらゆる探査を阻そ害がいしている／機械の目も耳も届かなくなっている。

　犠ぎ脳のう体兵器達が探査から目標が消えたことで混乱──サードアイのＡＩがその惨さん憺たんたる状況を次々に報告──標的の位置不明で砲撃が中断してしまった／イノシシ戦車が突撃先を見失ってその場でぐるぐる回り始めている／汽車は破は壊かいされたと判断した群鳥がビルの上にいる金きん髪ぱつの少女を目標として再設定してしまった。

　アームスーツ部隊＝汽車が走り去ったと判断した者がばらばらに動き出す──その誤情報を受けて到とう着ちやくしたばかりの〈ローデシア〉＋〈蟲〉が混乱／方向転てん換かん／汽車を探して回る。

《くそが、汽車はここだ。こっちにある。どこにも行ってねえ》汽車に接近しているはずのムスタファ──水牛と格かく闘とう／機銃を汽車に向かって掃射できず＝ダイヤを積んだ車両を破壊する可能性があるせいで撃てなくなっている。《砲撃なんかしやがって。こっちにも当たるだろうが。ダイヤを吹っ飛ばす気か。くそったれがロートヴィルト。てめえの読み間ま違ちがいだ。てめえがしくじったんだ。どうにかしねえと殺すぞ、くそが》

　率いるべき者達の悪あく罵ばがさんざめく／受け流す／指揮下の兵士達が怨えん嗟さの声を上げて死んでいくのを何度も経験してきた──今さら微み塵じんも動どう揺ようせず。

　汽車を撃つためのヒントを探す──操車場の一角＝アナログの信号標識が赤から緑に。

　スイッチングが完了した──汽車はもう走り出している。

《汽車が走り始めた》ロートヴィルト＝重々しく冷れい淡たんに指示。《中央墓地駅に至る線路は高速Ａ２３の陸橋を破壊して塞いだからそこで足止めできる。包囲のポイントを変へん更こう。グドルン通り、クヴェレン通りを南に向かえ》

　身を起こす──もうここには獲え物ものはいない／敵に接近して防ぼう御ぎよを削けずったことでよしとせねばならない。

　犠脳体兵器のうち少なくとも砲台は損害を免まぬかれる／紅い髪の少女の力も確かく認にんできた──次で必ず仕留められる。

　そこで違い和わ感かん──フランツヨーゼフ駅の監かん視しカメラに映っていたＭＳＳ戦術班の機体×三。

　駅周辺で防御陣じん形けいを築く戦術班の機体×七──うち犠脳体兵器に吹っ飛ばされた二台が損傷して動きが鈍にぶくなっている。

　フランツヨーゼフ駅で見た三台が合流していない──どこに行った？　今何をしている？　サードアイのＡＩに照会させる──すぐに返答＝地下道に入ってのち追つい跡せき不能となった──いったいどこへ向かったのか？

　そしてサードアイのＡＩから報告。《ドナウ河に配置された〈ステュクスの渡わたし船〉が何者かの攻撃を受けている。退たい避ひ不能。破壊される可能性大》

　砲台が襲われている──そちらに戦術班を向かわせた？　どうして攻撃が予測できた？

　さらに矛む盾じゆんする報告──驚きよう愕がくすべき事態。《高速Ａ２３ズュートオストタンゲンテ地点の監視カメラで、ＭＳＳ戦術班の機体を確認。瓦礫を除去して線路を復旧中》

　やられた──線路を破壊されると見み越こして復旧工作部隊を放っていた──だが／では──誰だれが砲台を攻撃しているのか？

　肝かん心じんの犠脳体兵器の探査情報からは何もつかめず──見えない敵に滅めつ多た撃ちにされている／透化防壁を駆く使しする敵がそちらにもいる。

　そこへ喫きつ緊きんの報告──またもや驚愕の事態＝サードアイではなくホイテロートから。《中央墓地で包囲が突破されつつある。増ぞう援えんの必要あり。特甲児童だけでなく、そちらの部隊か、犠脳体兵器を回せ。まさか、もうどれも生き残っていないということはないだろうな》

《健在だ。汽車がそちらへ進行。こちらの部隊を移動させた。まとめて挟きよう撃げきする》

《当初の予定とはかけ離はなれた状じよう況きようだ。もうじき自分達が生き延びることを考えねばならなくなりそうだ》ホイテロート──それだけ言い残して通話オフ。

　凶運がひたひたと押し寄せる──受け入れきれない──受け入れれば破は滅めつする。

　もうここには獲物はいない。

　いいや、いるとも、今そこにいるお前が獲物なのだ──心のささやき／直後に到とう来らい──一条のレーザー光線。

　死の眼まな差ざし──自分を狩る者達──線路の向こう＝四百メートルほど先／あんなにも近づかれていた／とっくに捕ほ捉そくされていた。

　身を翻ひるがえす／霊廟から飛び降りる──狙撃の弾だん丸がんが二つ飛来──それまで自分がいた地点を飛び抜ぬけていくさまが探査で伝わってくる。

　逃にげた──脱だつ兎とのごとく──いつの間にか狩られる側となりながら。
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「あいつ、やっぱわかっててやってんだぜ」皇＝からから笑いながら飛び抜ける──ドナウ運河＝水中に逃げ込もうとする巨大な竜りゆう骨こつを氷結装甲ごと爪つめで引き裂さく。「なーんにも考えずに殴り合ってるように見えて、あたしらのこと、きっちり手数に入れてんのさ」

「あいつのことは昔からよくわからない」螢＝むっつり呟つぶやき──皇の左手から放たれる金色の輝き──プラズマ弾が敵の氷結装甲を砕く／剝はぎ取る。「だが少なくとも計算して行動しているところは見たことがない。あれはもう動物的本能のレベルだ」

「考えないけどぉ、絶対に生き残るの」雛＝いつの間にか会話に参加するように──Ｓ字飛行／爆ばく雷らいを敵周囲の河かわ面もにぼちゃぼちゃ投下──炸さく裂れつ＝水柱が立ち上がる／敵の砲ほう身しんを支える竜骨パーツが幾つも折れ砕くだける。「あの小隊長さん、死なない道を見つけるの。死んじゃう道には絶対に行かないの」

　第レオポル二トシユ区タツトと第ラント三シユト区ラーセの狭はざ間ま＝ドナウ運河──水底の泥どろの中から浮ふ上じようした〈ステュクスの渡し船ぶね〉──めくるめく砲撃を行っているところへ皇＋雛が襲来。

　巨大な魚の骨のようなフォルム──漆しつ黒こくの骨組み／長大な砲身／砲弾の貯蔵区画／氷結装甲の発生装置／犠脳カプセルの収納装置──以上おしまいという感じの砲撃用潜せん水すい艇てい。

　皇の爪──螢のプラズマ弾──雛の爆雷──滅多撃ちになる犠脳体兵器＝骨を一つまた一つと砕かれる／砲身をたたんで水中に潜もぐろうとするも爆雷で浮上させられる／氷結装甲で身を覆ってもすぐに粉ふん砕さいされる──やがてカプセルが露ろ出しゆつ＝髄ずい液えき／電子機器／脳。

　皇の爪が脳をバラバラに溶よう断だん──雛が砲身の中へ爆雷を放ほうり込む。

　鋼鉄に捧ささげられた魂たましいが葬ほうむられる──人間の脳によって起動した軀く体たいが木っ端ぱ微み塵じんに爆発。

　すぐに離り脱だつ──皇＋雛＝水すい晶しようとトパーズの輝き──透化防壁ですうっと消える。

「なんであれ、敵の動きがはっきりした」螢＝計算し尽つくして戦うことを是ぜとする──導き出された結論に勝敗を賭かける。「中央墓地だ。そこにおフロ嬢イラ様インを向かわせたはずだ。私達の進路も定まった。空白の座がやってくる前に、私達でひと足早く、負のレベル４と対決してやろう」




　　　　†




　あたし達は大丈夫だ──なぜか根こん拠きよもなく確信／握りしめたもの／それが何であるかもわからないまま──何もかも揺るぎないという感覚が疑念や恐おそれや不安を遠くへ押しやる。

　涼月──マイトリング駅へ後退しながら闘とう争そう／繰くり返されるバックステップ／敵の攻こう撃げきをかわしざま叩たたき込まれるカウンター。

　猛たけり狂くるう大おお蟹がにムカデ──扁へん平ぺいな体×三の結合／多数のアームを展開／機き銃じゆう＋溶断機能つき刃やいば＋大口径の銃砲──乱射しっ放し。

　尾び部ぶから溢あふれ出す小蟹の群＝涼月に取りつこうとする──足場を奪うばおうとする──そこら中で炸裂して線路を吹ふっ飛ばす／トンネルがあちこちで崩ほう落らく。

　涼月──アームを一つまた一つと拳こぶしで粉砕／抗磁圧を放つ拳で小蟹をまとめて吹っ飛ばす。

　殴撃の接せつ触しよく面に生じる抗磁圧──アームをかいくぐって敵ボディに一発撃うち込む＝衝しよう撃げきが釘くぎのように突つき刺ささって滞たい留りゆう──下がりながらアームをかわす／殴なぐり壊こわす／脚きやく部ぶを打ち砕く。

　グンペンドルファー駅の辺りでまた一発撃ち込む＝衝撃がさらに犠脳体兵器の内部で滞留する──レンゲンフェルト駅でようやく足元にまとわりつく小蟹が全ぜん滅めつ／ニーダーホフ駅でアームの大半を殴って破壊──マイトリング駅に到とう達たつする前に敵の武器をほぼ奪い尽くす。

　大蟹ムカデ──一本のアーム＋二つの脚部のみとなって前のめりに線路に突っ込む──じたばたもがきながら起き上がろうとする──くたばり損ぞこないの脳みそ兵器の頭部へ真っ向から右ストレート──特甲レベル３の拳＝肘ひじから伸のびる放熱角が真っ赤に焼しよう灼しやく／両りよう脚あしから反動相そう殺さいのための爆風が噴ふん出しゆつ──命中。

　大蟹の顔面が真ん中からひしゃげる──三つ目の衝撃がそのボディ内部で滞留／反はん響きよう／それまでに撃ち込んだ衝撃と増ぞう幅ふくし合う──三本の釘の共きよう振しん＝激げき烈れつな一つの打撃へと膨ぼう張ちよう。

　大炸裂──大蟹ムカデの顔面がぽっかり消滅／胴どう部ぶが内側から爆発／尾部が花火のように火を噴ふきながらトンネルの暗がりへすっ飛んでいく。

　バラバラになる破は片へん＝探査にヒット──カプセル＝髄液／脳／よくわからない機器──拳けん銃じゆう男のなれの果てのさらになれの果てがスクラップと化した他の部品の下した敷じきに／砕ける／ぐしゃぐしゃの破片に──涼月の視界／探査／人生から消え去る。

　ぱーん、とガラス細工が砕けるような音──エメラルドの輝かがやき＝元の特甲トツコーへ還送。

　ふーっと熱い息を吐はく──ちょっとばかり頭がぐらぐらする／視界が歪ゆがむ／脳への負ふ荷かが収まるのを待つ間もファイティングポーズを取り続ける──そうしながら脳内チップを通して地下道を把は握あく＝直感的に進むべき道を見み出いだす。

　心と体が落ち着く──戦いの熱を抱いだきつつ回れ右＝疾しつ走そう──線路から別のトンネルへ／地上へ向かう地下道へ／汽車が動き出しているという前提で近道を選ぶ。

　伝わってくるもの──仲間達の奮ふん闘とう／進みゆく汽車／自分達は大丈夫だという確信──敵が掌しよう握あくしている監かん視し網もうに自分も入り込んでいるという自覚なし／マスターサーバー群がリアルタイムで解かい析せきし続けている都市中の監視カメラや警報装置といった電子機器が集める情報を手中に収めているという理解などまったくなし──ただなんとなく良い感じだと確信。

《進め！》涼月＝汽車がその先の進路に疑いを持って速度を落とさないよう通信──自分の確信がみなに伝わることを願いながら叫さけんだ。《止まらず進め！　道は開いてる！　真っ直すぐ前に進め！》
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　進めという果か敢かんな叫びの直後──がったん、ごっとん──汽車に振動＝車両が何かを踏ふみ潰つぶして走る音。

《なんだ今の衝撃は？》ニナ──ノイズ混じり＝強力な透とう化か防ぼう壁へきとジャミングの影えい響きよう。

《敵を轢ひいた》ガブリエル──うんざりした声。《線路上に〈蟲〉の機械化兵が何人かいて、まとめて吹っ飛ばした。車体が血まみれだ。おおかた線路を破壊しようとして、汽車の接近に気づかなかったんだろう。こっちも汽笛を鳴らして注意するわけにもいかん》

《透化防壁の効果が維い持じされている証しよう拠こだ。紅犬ロツター、いつまでやれる？》ニナ＝できればいつまででもそうしていてくれと言いたげ。

《あと数分はいけそうですが、それほどもちません》陽炎＝そうしたいのは山々なんですけどという調子／両手足がオーバーヒート／本来は自分一人を隠かくすための機能をフルに発揮──今にも手足が吹っ飛びそう。《その前に仲間の支援に火力を回してよろしいですか？》

《その時点で防壁は解けるのか？》

《半減は確実ですが、代わりに敵戦力を削れます》

《よし、やってくれ。甚じん大だいな支援に感謝する》

　許可が下りる──周囲に集中＝どどどどど、だだだだだ、ががががが──防壁のせいで外の音が歪んで聞こえる──だが探査に支障はなし／自分自身がライフルとなる上でも支障なし。

　透化防壁の一部をコンソールレンズとして分ぶん離り済み／各所に配置済み──セパレーションとエネルギーの蓄ちく積せきも十分──両手足が過負ふ荷かで火花を散らす／脳への過負荷で視界が歪む／心がおかしな夢に吞のみ込まれそうになる──大丈夫だ──小隊長の言葉を信じて踏ん張った。

　ありったけの力を使った──コンソールレンズを通して放たれるナパームレーザー＝真っ昼間に新たな夜明けが訪おとずれたかのような輝きが頭上へ発射された。

　光弾が天に昇のぼる──何十という光の弾丸に分ぶん裂れつ──一いつ斉せいに地上へ降り注がれた。

　高熱と衝撃をもたらす光の局所的豪ごう雨う──イノシシ戦車の背が焼かれる／アームが折れ飛ぶ／探査装置をまとめて焼しよう却きやく──群鳥が焼かれる／炸裂する／衝撃で個体同士がぶつかって誘ゆう爆ばく──線路脇わきを走るアームスーツとＥＩ兵器のど真ん中に着弾してパニックに／移動しようとしていた〈ローデシア〉の装甲車が転てん倒とう／夕霧を狙ねらってビル壁へき面めんを這はい上がっていた〈蟲〉が火だるまになって落ちていく。

　操車場で日向に足止めを食らっていたムスタファ──光弾が天に昇った時点で危機を察知して回れ右／全力疾走／炎ほのおが吹き荒あれる前に退路をひた走る。

　ああ、駄だ目め、もう限界──陽炎＝四し肢しにエメラルドの輝き──ぱーん、と音を立てて特甲が還送される／透化防壁が消える／元の紅あかい特甲姿に──そして汽車が姿を現す。

　マイトリング駅周辺──そこら中で炎が揺ゆらめく──戦術班の機体がイノシシ戦車をワイヤーで捕ほ獲かく／ひっくり返す／七台が集まって至近距きよ離りで滅多撃ち──数秒で鉄てつ屑くずの山に変える／犠ぎ脳のうカプセルがぐしゃぐしゃになってスクラップの一部と化す。

《イノシシ狩がりは終わりだ。我らの汽車を追うぞ、野や郎ろうども》

　御影をふくむ戦術班の機体×四がすぐさま汽車を追うべく転進──残り三台は損傷のせいで速度低下／しんがりを務めつつもたもた追いかける。

　ビル上空──汽車が急に現れたことで目標を元に戻もどそうとする群鳥＝残り八機──白銀のイバラがその旋せん回かい軌き道どうを読む──横よこ殴なぐりに襲いかかって切り刻む。

　群鳥の最後方にいた個体──引き裂かれた機体から露出するカプセル＝髄液／機器／生身の脳／鋼はがねに身を捧げた者の魂──一秒もかからず木っ端微塵の破は片へんに。

　群鳥の一斉誘爆──轟ごう音おんとともに巨きよ大だいな花火のように炎の帯が上空に広がる。

　ぱーん、と音を立てて還送──白銀のイバラが全て液状化して飛び散る／白銀の驟しゆう雨うとなってそこらに降り注ぐ──ビルの壁面を蹴ける──こぢんまりとしたスーパーの屋根に着地。

　強きよう烈れつな力の行使の影響でくらくら／視界が揺れる──だがすぐに回復していく──汽車が走る音が聞こえてくる。

　右へほぼ直角のカーブ＝Ｈｂｆこと中央駅──全すべての国際列車が集まる駅へ向かう汽車。

　そこから先に進めるか──その先で止まるか──分ぶん岐き点となる一いつ瞬しゆんが訪れる。

《進め、潮音！》御影の声──戦術班の機体が線路上を走って汽車を追いかける。《復旧完了だ。先行したやつらが瓦が礫れきをどかし、線路を修復した。いみじくもＭＰＢの鉄てつ拳けんお嬢じようさんが告げた、輝かしい金言に従え。そのまま真っ直ぐ進み続けろ》
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　飛び交かう火線──高速Ｓ字旋回／反転／直角を通り越こした鋭えい角かくＮ字飛行──かわす乙。

　到来した犠脳体兵器＝垂直離陸／超ちよう音おん速そく飛行──〈コローニスの大おお鴉がらす〉──乙の曲芸的な飛行に追つい随ずい。

　見えない敵の機銃掃そう射しや──群鳥×七が針路を遮さえぎるべく８の字旋回──乙が取り得る軌道を狭せばめていく。

「敵はずいぶん上手うまく連係しているな」水無月──やたらと気楽な調子／観戦者のような言い方。「これまでは人間同士だったせいで、互たがいの連係に誤差が出ていたんだろう。今は敵の特甲児童が主導権をとって犠脳体兵器に連係させているんだ。まったく、肝かん心じんの司令キユー塔ポラがどこにいるかわからないというのは思った以上に厄やつ介かいだな」

「水無月、うるさい」乙──むかむか／敵の包囲をかわす／斬るぞという振ふりをして犠脳体兵器を牽けん制せいしながら旋回して自由に飛べるフィールドの確保に専念＝不平満々。「もー、さっきから喋しやべってばっか。全っ然っ、役に立ってねーっしょ」

「それだけ状じよう況きように余よ裕ゆうが生まれているということだ」しれっとした返答。

「どこが？」乙──むすっとしつつヘイジョーシンを保つ／周囲の敵の全動作を把握／見えない敵の動きすらなんとなくわかる──（２９は小人の半身である感覚の座、２３は小人の半身である運動の座）──脳の中の小人が踊り出す──感覚を奪うという脳内チップへの情報汚お染せんに対する運動を通したつながり──天てん与よの才。

　複雑な飛ひ翔しように追随する化け物カラスが接近──〝捲マクリ〟の型ですれ違ちがおうとする──その前に化け物カラスの方が右へ避よける──群鳥がその動きに合わせて上じよう昇しよう／というか化け物カラスが邪じや魔まになって避けた感じ──見えない敵も軌道を修正した気配がする。

　なんか変──化け物カラスの動き──包囲をかわそうとする乙の〝捲〟の型を逆手に取ろうとしたわけではない／群鳥とともに一挙に取り囲もうとしたのでもない。

　敵の動きが教えてくれる／何もかも物語ってくれる／運動の座がもたらす相そう互ご理解──化け物カラスの動作の意味──乙に近づかれるのが嫌いやで慌あわてて逃げただけ。

「わかったか？」左手で水無月の声──にやりと笑えんでいる感じ。「なんと驚おどろいたことに、あの犠脳体兵器は君に恐れをなしているんだ。ユニット化されたはずの脳が、君に刻み込まれた恐怖を覚えているんだ」

　乙＝ぴたりと〝柳枝〟の構えを取る──左手がひらひら動く／その動きが伝えるもの──潜撃トラツ手パーの手口＝動きをつかませない──すぐそばにいるどころか物理的に接続されている乙すらともすると何をしているかわからず。

「さあ、敵の連係に誤差が生まれるぞ。見えない敵には印をつけておいたから、君の好きなようにしてやるといい、切り裂さきジャックくん」

「あっは！」歓かん声せい＝少年への御お礼れい代わり──にわかに迫はく撃げき的飛翔──ばん！　群鳥の一体がいきなり爆発／翼つばさの裏に張りつけられていた機き雷らい──他の群鳥が誘爆を避けるため軌道修正。

　ぴたりと切迫＝鋭角的ターン──群鳥が動く方向を予期／すれ違いざまに腕うでの刃を存分に振るう──群鳥×二が切り裂かれる／爆発／炎の雲と化す。

　Ｕ字飛行──羽をたたんで炎に飛び込む──敵の探査から隠れる／すかさず急転上昇──乙が隠れた炎の雲に向かって機銃を撃ちまくる化け物カラス──その頭上を取る。

　化け物カラスへ迫撃的滑かつ空くうを敢かん行こうしようという姿勢を敵に示す──見えない敵＋群鳥が引っかかる／予期される乙の軌道へ攻撃を仕し掛かける──その動きを把握している乙＝滑空せず。

　左手がひらりと動く＝今だと告げている──ばん！　見えない敵に密ひそかに絡からめたワイヤー＋地雷が炸さく裂れつ──乙の斜ななめ下方＝見えない敵の透化防壁が揺らいで水銀色の特甲が現れる。

　陰かげ働きに徹てつしてくれる少年の成果を存分に活用──今度こそ迫撃的滑空──光葉へ。

　光葉──姿を再び消そうとしながら両手の爪つめ＋機銃を突つき出す──激烈な火線──全てすれ違う／今度こそ〝捲〟の型が成功──光葉のすぐそばを通り抜ぬける。

　度たび重なる軌道修正で動きが鈍にぶった群鳥──乙が飛びかかる──最初からそうすると決めていた／グスタフさんを解放してあげないと──群鳥×四の先せん端たんが一斉にこちらを向いた。

　恐おそれ知らずの迫撃──槍やりの穂ほ先さきのように並ぶ群鳥の鋭するどい先端を右腕の刃やいばで受ける／流す／逸そらす／かわす──狙いは親鳥──どれもまったく同じ形状／でも動き方でわかる／どれが司令塔かしばらく前に判別していた──ボディに突き刺ささる手刀／そのまま切り裂いていった。

　心の中で哀あい悼とう──忘れないよ、オレ達を守ろうとしてくれたこと──飛び抜けた。

　親鳥の大きな三角形のボディが真っ二つになって半分に──真ん中で一瞬あらわになったカプセル＝脳──青い火の熱で燃え上がる──次の瞬間には自爆機構が作動。

　二つになった親鳥のボディがそれぞれ炸裂──群鳥が一体残らず全て自じ壊かいして爆炎を放つ。

　一連の炎の雲を背後に旋回──今度は見えない敵と化け物カラスが炎を盾たてにする／めくるめく輝きの向こうから飛んでくる火線。

　どっちも怯ひるんでいる──あっという間に自分達だけになってしまったことに驚きよう愕がくしている／乙の火がもたらす迫力──ミョーオーサマのワザモノがもたらす畏い怖ふの念。

　乙──さすがに息切れ気味／確実に蓄積される疲ひ労ろう／だが弱っている姿は見せず──まだちっとも疲つかれていないぞというところを見せつけるため複雑なＳ字軌道で火線をかわす。

　本来であれば仲間が来るまで時間を稼かせぐべき──だが地上部隊が突とつ破ぱを選せん択たくし、今どうやら成功しつつあるように、消しよう耗もうしきってしまう恐れがあるならば攻こう勢せいに転じるほかなし。

　乙が飛びかかる前に回かい避ひ軌道に入る化け物カラス──地上数十メートルを高速飛行／急旋回／急上昇／急転進──都市の端はしから端まであっという間に飛んでいってしまえる飛行速度。

　ドナウ川方面へ飛ぶ化け物カラス──そのまま逃げていってしまう気だろうかと勘かんぐる──だがふいに旋回／戻ってくる／戻れと光葉や敵の通つう信しん網もうを司つかさどる誰だれかに命令されたっぽい──もうとっくに死んでいるんだから逃げたって意味なんかないという破れかぶれな感じの動きで乙へ切迫＝機き銃じゆう掃射／ありったけのミサイルを放つ──一転して果敢な空ドツグ中フア戦イトへ。

　望むところ──掃射をかわす／追つい尾びしてくるミサイルを切り払はらう／爆発の圧力を利用して鋭角ターン＋急転上昇──今度こそあっさり化け物カラスの頭上を取った。

　さらに乙の頭上に出ようとしている見えない敵の気配──あえて背を見せる／誘さそう／撃うってこいと挑ちよう発はつ──果たして光葉が頭上から抗磁圧の爪を猛もう烈れつに放ってきた。

　寸前で回避──羽を僅わずかに裂かれる＝さすがの威い力りよくにきりもみ／羽を再転送。

　乙がかわした抗磁圧の波が下方へ──流れ弾だまならぬ巻き添ぞえを食くらう化け物カラス──ボディに火花／爪つめ痕あと／ぐらぐら揺れながら慌てて同士討うちとなる位置から脱だつ出しゆつしようとする。

　その動きをぴったり予期していた乙──Ｌ字ターンで追う──敵の軌道へ飛び込む／上下にＷ字飛行／敵は乙が上と下のどちらから襲おそってくる気かわからず。

　垂直離陸装置で急ブレーキをかける化け物カラス──一瞬の静止＝両りよう翼よくの機銃の角度を微び調ちよう整せい──ここで乙を仕留めねば自分が撃げき墜ついされると悟さとった／撃った後で失速して墜おちてもいいから可能な限り安定した状態で迎むかえ撃つことを選んだ──ソネルの脳の本能的決断。

　乙──Ｗ字飛行から直線的迫撃──上からでも下からでもなく化け物カラスの真正面へ。

　放たれる機銃の弾だん丸がん──乙＝羽をたたむ／両腕をたたむ／身をひねる／回転させる──生ける弾頭となって螺ら旋せんを描えがいて突っ込む──頭・肩かた・腕・腹・足のそばを飛び抜ける弾丸。

　なんと一発として被ひ弾だんせず──そして化け物カラスの操縦席にまで切迫＝風防ガラスの内側で明めい滅めつするもの──カプセル＝脳──なんだかよくわからない複雑な機械ごと切り払った。

　青い火の一いつ閃せん──化け物カラスの首を刎はねた──操縦部と胴どう部ぶが綺き麗れいに切り離はなされる／犠脳とボディの接続が断たたれる──すぐさま上昇する乙／二つの流星のように墜ちていく犠脳体。

　墜つい落らく──中央墓地の北側で火柱＋土つち煙けむり──上空でぴたりと静止する乙＝燃える右手刀を軽く前へ出す──いつでも怠おこたらぬ残心の姿勢──その視線の先で姿を現す水銀色の特甲トツコー猟りよう兵へい。

　手勢を全て失った光葉──背でカイコガの羽を展開／抗磁圧を甲かつ冑ちゆうに溜ため込む／両手のきらきら光る爪を構える──ぎちぎちぎちぎち軋きしむ羽音／甲冑の音／爪の音──殺意の騒そう音おん。

　乙──センセイに習った呼吸法を繰くり返す／息を整える／静せい穏おんを保つ。

「敵も時間を稼ごうとしていたらしい」左手で声──思案げな水無月。「可能性は二つ。君が疲れるのを待っていた。あるいは援えん軍ぐんを待っていた。もし両方だとすると、かなりまずい」

　ふと気配を感じる──水無月もきっと電子的なあれやこれやの手段で察知していた。

　それまで中央墓地上空での敵の動きに集中していた──遥はるか先から到とう来らいする者達にようやく意識が向けられた。

　ずっと戦いっぱなしであることを改めて思い出させられる──せめて一分だけでも特甲を還送して通常の姿に戻りたかった／生身の肉体への負ふ荷かを和やわらげたかった。

　まだもう少しだけ耐たえろ──何が来るにせよ全て受けて立てと自分に言い聞かせる。

　その必死の思いが僅かに顔に出る／目にあらわれる──光葉の甲冑の顔面部がにっと笑みを浮うかべた気がした＝ノイズまみれの電子音声。《思い出した……。その青い方の目……。そっちの目も潰つぶしてあげなきゃいけないんだった》

　光葉から噴ふき出す黒いイバラ──最初に見たときよりどす黒さが増している／見るだけで肌はだがひりひりするような感覚。

「情報汚染……どうやら両方だったらしい。しかも……くそ、最悪だ。フリック・ポイントを無効化するほどの上位の存在……あの子が来る……」

　はっとなる──左手で異変／エメラルドの輝かがやき──そんな──まずい／ここで心細さなんかを感じるな／耐えろ／心を揺らすな／絶対にヘイジョーシンを失うなと自分に命じる。

「駄目だ、保持できない……。いいか、地上の敵に気をつけろ──」

　ぷつんと声が途と絶だえる／かくんと左手が垂れ下がる──エメラルドの輝き＝左腕が還送。

　水無月が消えた──本来の特甲に戻もどってしまった。

　ぎちぎちぎちぎち軋む羽音──はっきりと嘲あざ笑わらっていることが伝わってくる。

　乙──視線を乱さず／元に戻った左手を垂らしたまま／間ま違ちがってもそちらを見て水無月を呼び戻そうとするといった弱気な姿を見せないよう耐えながら──見た。

　光葉の背後──空を飛んでやって来る──自分がいるここに集まってくる。

　そして到来──白しろ銀がね色いろの特甲猟兵──赤銅色の特甲猟兵──六肢しの殺さつ戮りく者。

　さらに来る──彼らの背後からゆったりとした速度で飛んでくる──ひときわ強きよう烈れつな輝き。

　心を揺らすな──悲しい顔なんかするな──真っ直すぐ立ち向かえ。

　燃え盛さかる羽──雷らい針しんと化した左腕に電荷の火花──どす黒いイバラの群を引き連れて。

　虚きよ無むの眼まな差ざしとともに──紫むらさきの火が到来。
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　止まった──空飛ぶ魔ま法ほうの剣けんのごとき青い火の滞たい空くう──この墓地に追い込んでから初めて見せた隙すき──常に全方位を警けい戒かいし続けていた少女が目の前の脅きよう威いに意識を奪うばわれている。

　ホイテロート──静かに細く長く息を吐はく。

　ひたすら身を伏ふせ、狙そ撃げきの忘ぼう我がに没ぼつ頭とうしながらその一いつ瞬しゆんを待ち続けていた──今ようやく悪運を遠ざけるべきときが訪おとずれた。

　今だ、という意識が起こるよりも前にアームスーツを操作──鎧よろいというより自分の皮ひ膚ふの一部であるという感覚を得るまで訓練を繰り返した兵科──自分の手と何も変わることなく機械仕掛けの手が特大ライフルの引き金を引いていた。




　　　　†




　乙──突き出した右手刀／だらりと垂らした左手／静止状態を保つべくはばたく羽。

　その眼前──中央墓地上空の北側から東側にかけて並ぶ者達──こちらを取り囲んでずたずたにするという意志をみなぎらせる敵達。

　光葉／白露／秋水／蛭雪──そして虚うつろな眼差しで自分を見る鳳。

　五人の特甲児童の集結──対するは自分一人──彼らを見ているだけで息が詰つまりそうになる／自分しかいないと思うだけで身が強こわばりそうになる──必死に静穏さを保つ。

　心のどこかで響ひびき出すワニの声──楽しい、楽しい、楽しいなァ──それまで自分を守ってくれていた何かの力が押しやられているのを感じる／鳳の存在によってどす黒いイバラの力が増ぞう幅ふくされている──大だい丈じよう夫ぶだと言ってくれる存在／大切なもの全すべて握にぎりしめて離さずにいてくれる誰かが遠ざかる感覚──つながりがねじ曲げられて切り離されてしまうという恐怖。

　だがそれは恐怖に過ぎない──現実にそうなったわけじゃない／そうなったとしても即そく座ざに敗北するわけじゃない──自分を保て／見失うな。

　眼前の脅威にとらわれまいとするなけなしのヘイジョーシン──それが最後の最後で気づかせてくれた。

　水無月の最後の言葉──地上の敵──はっとなった。

　奪われかけていた意識を即座に取り戻す──わずか五人の敵に支配されかけた心が一挙に広がる／探査された脅威をしっかりとらえる。

　一条のレーザー光線──地上のどこからか放たれる死の眼差し。

　来ると思ったときには動いていた──前へ──回避運動を取ったところを確実に五人が襲ってくる／なら最初から自分のリズムで動ける方へ進むことを選択。

　特大の弾丸が抗磁圧のヘルメットをかすめる──羽の一部を貫つらぬかれる。

　視界の右側でかっと火花が散る／頭に衝しよう撃げき／だがまともに食くらったわけじゃない──羽の再転送＝飛行にも支障なし──吶とつ喊かんの声が迸ほとばしった。「あ────ッ！」

　正面の光葉──両手の機銃をさっと構える。

「真っ直ぐ来よったァ～！」秋水──乙の右斜め前＝砲ほう身しんを素す早ばやく転回させて狙ねらいを定める。

　蛭雪──六肢のうち右みぎ脚あしの機銃を掃そう射しや。

　白露──手でハエでも払うかのように斧おのを振ふるう。

　まともに食らえば粉々になっているはずの集中攻こう撃げき──渾こん身しんの上下Ｗ字飛行＝〝捲〟の型の高速飛行バージョン──激げき烈れつな火線／砲撃／掃射／抗磁圧の刃──全てかわした。

　光葉の足の下へ飛び込む──猛烈な急上昇で光葉の背後を飛び抜ける──光葉に当たるため他の面々が連続して攻撃できず。

　くるりと反転──光葉の背後／頭上──光葉を襲うぞという振りをして彼らの連係を見み極きわめようとする／誰が攻撃してくるか／誰が仲間を守ろうとするか──彼らのどこかにあるかもしれない隙を見み抜ぬき、自分に許されたか細い活路を見み出いだすために。

　だが──予想に反した行動──白露が後ろへ下がる／秋水が転回して離れる／蛭雪がくるりと身を翻ひるがえして退く──光葉が猛もう然ぜんと羽を羽ばたかせて前へ飛ぶ──乙から逃にげる。

　全員が乙から距きよ離りを取った──乙を恐れているのではない──乙を襲う者の力に巻き込まれないため。

　ああ、そんな──やはり自分がとらわれていたことを悟る──見上げる。

　静かに上空へ移動していた鳳──自分が迫はく撃げき可能な範はん囲いから遠ざかるための動きだと思っていた／そう思いたがっていた／自分を攻撃してくることなんてないと信じたかった。

　鳳の体の周囲に出現する光の輪＝リングサーキット型ベゼル式制せい御ぎよ帯──抗磁圧を増幅して様々な形で放つ──全方位に抗磁線を掃射／灼しやく熱ねつの波を放射／もたらされる火の豪ごう雨う。

　そうした情報が自然と認にん識しきされる──どこからか送られてくる。《逃げる必要はない。私が防いでやる。そこでじっとしていろ、新人》

　光輪がいきなり白熱──もう一つの太陽が昇のぼったかのように燃え盛さかった。

　怒ど濤とうのごとき熱波の襲しゆう来らい──なのに逃げずに滞空し続ける自分＝特甲も肉体も枯かれ木のように燃えるのだと思った──ワニの声が頭の中でがんがん響いた──楽しい楽しい楽しいなァ。

　熱波とともに押し寄せてくる黒いイバラの群＝まるで黒い業ごう火か──何もかも奪われる／焼き尽つくされる。

　轟ごう音おん──空気がごうごうと音を立てて燃えている／あらゆる色の炎ほのおが舞まい飛んでいる／まるでＡＰ爆ばく弾だんが目の前で爆発したかのよう。

　だが──熱が届いてこない／黒いイバラが迫せまってこない／ワニの声が大きくなるどころか急激に静まっていく。

　周囲の輝きに気づく──金色に輝くプラズマ──乙の周囲で熱波を防ぐ壁かべ。

《よく頑がん張ばったなあ。あいつらはあたしらが相手をしてやるぜ》

　誰かの声──火の音が激しくてよく聞こえない──だが確かに誰かが肩をぽんと叩たたいてくれた。

《仲間が来るまで、ちょっと休んでな──》

　飛んだ──自分を守ってくれている防ぼう壁へきから外へ──羽を焼かれずに済む程度には熱波の影えい響きようが弱まっていると見て取った。

　肩を叩かれたのが何かの合図だと思い込んだ／水無月がそうしてくれたのかもという推測／それ以外に説明がつかず──委細構わず真っ直ぐ飛ひ翔しよう。

　静止した鳳──その動かざる動きが告げていた──すぐに攻撃を再開することはない／エネルギーを放った直後の空白──自分が付け込むことのできる隙。

《まったく、うちの新人どもときたら、大したもんだよなあ》からから笑う声。

　炎が舞い飛ぶ中を高速飛翔──真っ向からの迫撃──みるみる鳳に切迫。

　猛然と輝く光輪に向かって──ありったけの青い火をみなぎらせて右みぎ腕うでを振るった。

　ぎーん、と激しい音──真っ直ぐ上空へ飛び抜ぬけた──右腕が砕くだけ散っていた。

　途と方ほうもない熱をもたらす光輪──それが遥か下方で斬きり砕かれているのがわかって思わず歓かん喜きの声を上げていた。「あっは！　ドキドキしたっしょーっ！」
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　かわされた──たまたまの動作ではない／こちらの狙撃を読んで回かい避ひした／狙撃の弾だん道どうからこちらの位置をつかまれた。

　背骨が凍こおりつくどころか腰こしから脳のう髄ずいまで砕け散るような恐きよう怖ふ──あの青い火が飛んでくる／自分に向かって／否いや応おうなく切り裂さかれる。

　だが青い火が自分に迫ってくることはなかった──こちら側の特甲児童が阻はばんでくれている／青い火に襲おそいかかってくれている──しかし／代わりにとでもいうように──突とつ如じよとして四方から群がってくるもの。

　がさがさ音を立てて這はい寄る機械仕じ掛かけの玩具おもちやじみたしろもの──というより玩具そのもの＝雛が通つう販はんで買ったロボット玩具のパーツを流用してせっせと組み立てた小こ蟹がに×十。

　なんだこれは──ホイテロートの爆弾魔まとしての直感が急いで逃げろと告げていた。

　だが咄とつ嗟さに動けず──犠ぎ脳のう体兵器が放つサブ・デバイスだという理解／ロートヴィルトがこちらに回した支援だろうかという、あらぬ期待の念が湧わく──取るべき行動を阻む。

　サードアイのＡＩに照会──恐おそるべき事実＝犠脳体兵器は全て破は壊かいされた。

　違う──これは支援ではない──このおかしな機械は俺を殺すために集まってきている。

　跳はね起きた──じっとうずくまってやり過ごすという選せん択たくを放ほう棄き／自分は発見されたのだと判断──最も近づいてきた小蟹をライフルで撃うち砕いた。

　ばん！　凄すさまじい炸さく裂れつ──他の小蟹が次々に跳とんだ──ホイテロートに向かって自走する手しゆ榴りゆう弾だんといった感じで弧こを描えがいて飛来。

　これがそうだという恐怖──悪運が現実のものとなって現れたのだという思いを抱かかえながら自分もアームスーツを跳ちよう躍やくさせて襲しゆう撃げきから逃のがれようとした。

　ばん！　ばん！　ばん！　爆圧が宙にいるアームスーツを右へ左へ揺さぶった──ばん！　ばん！　ばん！　転てん倒とう──さらに爆弾が襲ってくる──仕掛け爆弾を得意とする自分が爆弾によって狩かられている──ばん！　ばん！　ばん！　激しい衝撃で朦もう朧ろうとしながらも自分は決して狩られたりはしないのだと言い聞かせる──装そう甲こうとカメレオン装置を損傷しながらもまだ動くアームスーツ──頼たのむから壊こわれないでくれ／この爆弾の群に生身で立ち向かわせないでくれと心から願う。

　撤てつ退たい路へ向かう──そこら中でがさがさ音を立てながら到とう来らい──第二波。

　仲間の爆発を感知してあとからあとから這い現れる小蟹の群──軋きしむ音を立てながら走り出すアームスーツ──ばん！　右へ左へ走り惑まどう──ばん！　倒たおれる／転がる／必死に起き上がる──ばん！　よろめきながら懸けん命めいに逃げる──恐怖に駆かられ、傷を負いながら走る、獲え物ものそのものの姿。
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「いじめないでぇー！」雛──どれだけ修しゆ羅ら場ばをくぐろうとも変わらぬ戦せん闘とう時の叫さけび──哀あい訴その皮をかぶった無む慈じ悲ひにして強烈なる破壊の意志──片っ端ぱしから敵勢力を爆滅。

　超ちよう低空飛行──墓地の木々／茂しげみ／建物の陰かげから飛び出す──包囲を突破しようとする治安組織を足止めしようとしていた敵主力である〈自由戦士団〉に向かってばらまかれる爆ばく雷らい／浴びせかけられる火か炎えん放射。

　走るトーチカ〈ギガントマキア〉数体が目標を雛に変へん更こう──追いすがる＝その足元にまとわりつく小蟹たち──次々に炸裂──トーチカの探査機器を破壊／脚きやく部ぶに損傷／車輪をもぎ取る──撃っても撃っても現れる小蟹達──自爆するためだけに生まれた雛の忠実なる分身／寂さびしさを紛まぎらわすために延々と作り続けた成果が波状攻撃を繰くり広げる。

　トーチカが次々に沈ちん黙もく──突然の新手に右往左往する男達──そしてめくるめく炎とともに降り注ぐ叫び声。「いじめないで、いじめないで、いじめないでぇー！」
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　ＭＳＳ戦術班＋第二作戦部隊＋歩兵連隊──トレーラーと装甲輸送トラックを護衛／密集隊形／損そん耗もうを恐れず前進／果か敢かんに活路を求めて戦う。

《どうやら援えん軍ぐんがいるようです》ディーゼル課長──〈トリアイナ〉の探査／解かい析せき／敵の包囲がばらばらになるさまを把は握あく。《どこの部隊か不明。接近していた敵が反転して行きます》

　探査用ドローンを飛ばしても〈ギガントマキア〉に撃ち落とされて使えず──霊れい園えん内の監かん視しカメラを通して状じよう況きようを把握＝粗あらい画像を飛び抜ける輝かがやき──敵も木々も墓標も焼き払はらう炎。

　火の中に何かが映る──コンソール画面に身を乗り出すディーゼル課長＝映像の一部を切り出す／静止画にして解析──はばたく羽らしきもの──思わずこぼれる呟つぶやき。「これは……特甲なのか？」

《援軍が駆けつけられる状況ではなかったはずだぞ》ヘルベルト大たい尉い＝驚おどろきの声。《いったいどこの部隊が、この情報汚お染せん下でここまで来られたというのだ？》

《どうでもいい》ギリアン少しよう佐さ＝一いつ蹴しゆう。《敵の追撃が遅おくれている内に進め。思った通りイスラム系の墓がある一帯は包囲が甘い。遠えん慮りよせず突き進め》

　取り囲まれていた教会から西へ──区画を移動／芝しば生ふを荒あらす／墓標を倒す／石像が流れ弾だまで破壊される／歴史的遺物が損傷──罰ばち当たりな思いに耐たえながら前進。

　損耗＝捨てて行くしかない兵科──第二作戦部隊の軍ハン用車ヴイー×四の半数が走行不能に／ロケット弾の盾たてになった歩兵連隊の戦車が二台とも動かなくなる。

　区画33Ｇ──区画34Ａ──国際区画35Ａ──イスラム系の墓がある区画27──フェンスを破壊して新ユダヤ系墓地に──〈ギガントマキア〉×三を盾にした男達が北側の区画37から殺到──ＭＳＳ戦術班＋第二作戦部隊の機体が一いつ斉せいに応戦──おびただしい銃じゆう撃げきの閃せん光こう。

　第二作戦部隊の軍用機体ケンタツエンウロスタオアーが〈ギガントマキア〉を踏ふみ潰つぶす──戦術班と第二作戦部隊の機体が一丸となって残り二台に飛びかかる／押さえつける──動かなくなるまでゼロ距離で撃ちまくる。

　第二作戦部隊のアームスーツと歩兵連隊が索さく敵てきしながら前進──敵はおらず／全すべて背後に置いて来た──第五霊れい廟びようの門が近づく──外の通りが見える。

　アームスーツが門を蹴け破やぶる──ミーイウス・ブルントシュリ通り。

　通りで敵の大軍が待ち構えていることもなし──放置された一いつ般ぱん車両の陰かげに潜ひそむ敵もなし。

　墓地から続々と出てくる歩兵連隊──負傷者を満まん載さいした装甲輸送トラック／弾だん痕こんだらけの〈トリアイナ〉──ぼろぼろの機体──すぐさま密集して敵の追撃に備える。

《突破したぞ！》ギリアン少佐＝どんなものだと敵味方の両方に向かって勝ち誇ほこる調子。《見ろ、我々は敵の包囲を突破したのだ！》

　墓地から追ってくる者なし──この脱だつ出しゆつが敵の罠わなで、何かが仕掛けられている様子もなし。

　みなが遅れて気づく──目の前に見えるもの／右手に見えるもの──線路／中央墓地駅。

　そして沈黙する交こう通つう網もうの静せい寂じやくを破ってやってくるもの──白はく煙えん／蒸気の音／鋼鉄の駆く動どう音。

《我々は、包囲から脱出しただけじゃない》ディーゼル課長＝男泣きに震ふるえる声こわ音ね。《この事態に対たい抗こうしうる人員が、ここで合流を果たしたんだ》
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　乙＝右腕にエメラルドの輝き──光輪を斬った衝しよう撃げきで逆に砕かれた腕を再転送──Ｕ字飛翔で鳳の背へ滑かつ空くう。

　同じく輝き──鳳の光輪があっという間に元に戻もどる／だがすぐには白熱せず／輪が淡うす紫むらさきの結けつ晶しよう体であることがわかる──〈羽フエデール〉と同様の材質／特甲猟りよう兵へいの甲かつ冑ちゆうや〈サナギプツペ〉のような羽の変形版の一つ。

　輪の中で鳳がくるりと向きを変える──輪の一部が輝く＝短い光の矢のようなものが幾いくつも放たれる──牽けん制せい＝さっと転進する乙──複雑な軌き道どうで鳳への再迫撃を狙ねらう。

　特甲猟兵達──鳳の一撃を警けい戒かいして距離を取っていた分、乙の動きに追つい随ずいできず／そもそも乙が無事であるということでさらに警戒。

《なんで生きとんのじゃァ～、あのあまっこォ～！》秋水＝ガンバイクを駆って旋せん回かい軌き道どう／頭上をすばしっこく飛び回る乙の動きを観測／推測／砲ほう火かを浴びせる機会を狙う──逆軌道で舞う蛭雪＝一対一で乙に六肢しを切り落とされた雪せつ辱じよくを果たす機会を狙う。

《透とう化か防壁の使い手がいる》白露＝宙で静止したまま微び動どうだにせず──彼らにとっての見えない敵である皇の位置を探査──見つからず。《とても優すぐれた使い手だ》

《そいつの眼も潰すよ》光葉＝自分は姿を消さず──白露と逆位置で滞たい空くう／索敵に集中。《僕の爪つめでバラバラにしてあげなきゃ》

　かつてなく会話し合う特甲猟兵達──言語回路が混こん濁だくせず／フロー状態を引き受けてくれる鳳のお陰／代わりに脳内チップを明け渡わたす／鳳の機械の心と自分の意志の区別がつかず。

　鳳──乙を牽制しつつ光輪の輝きを取り戻してゆく──背の羽が増える／脚部が部分的にレベル３に変へん貌ぼう／炎の羽が脚あしからも翻ひるがえる──かと思えば、輪の中でまたくるりと向きを変える。

　地上の一角を見み据すえる虚うつろな鳳の目──彼方かなたに白煙／驀ばく進しん／鋼鉄の車輪──汽車の到来。

　自分を中心としたつながりを妨さまたげる存在がやって来る──そちらへ移動しようとしたところへ眼前に出現する人ひと影かげ──ぼさぼさの金きん髪ぱつ／見開かれた萌もえ葱ぎ色の目／真っ白い歯がこぼれる笑み──皇の爪が光輪の一いつ端たんをがっしりとつかむ／熱で赤く焼け出すのも構わず接せつ触しよく＝地声で話しかける。「いないいないばあ、おフロ嬢イラ様イン」

　皇の左手が金色に輝く／プラズマが鳳を取り囲む──熱ではなく電子戦の猛もう襲しゆう＝螢。「さあ、目覚めるんだ。私の声を認にん識しきしろ、おフロ嬢イラ様イン」

　僅わずかにのけぞる鳳──目を見開く／かえって虚きよ無むが深まる──眼前の皇に目を戻す。

　鳳の全身から噴ふき出すどす黒いイバラのイメージ──猛もう毒どくをまき散らすビジョン／棘とげのひと刺さしで精神を眠ねむらせる／揺ゆりかごの中の夢に引きずり込む──何もかもをおかしくさせる。

　皇の左手──金色がみるみる変色／プラズマが消えていく／侵しん入にゆうを仕掛けていた螢が逆に侵入される──苦く悶もんの声。「いったん下がれ、皇。私のフリック・ポイントが上書きされる──私が消される」

　光の輪をぱっと離はなす皇＝爪が赤熱／ちりちりと焼ける音──その姿がすうっと消える。

《私では駄だ目めなのか》螢＝感情を失ったはずの声こわ音ねににじむ悔くやしさ。《私の干かん渉しよう力では、５９の座に拮きつ抗こうすることができない》

　皇──右手で、ぽんと左ひだり腕うでを叩たたく／励はげます──背で羽ばたくイナゴの羽／素す早ばやく転進して飛び去る──鳳の光輪が矢の群を四方に放つ。

　乙──切迫の機会と見て接近／妨げる矢の弾だん幕まく──Ｃ字飛ひ翔しようで回避。

　鳳──光輪の輝きが増す──だが熱波は放たず──予備動作なしでにわかに飛行。

　地上へ──羽／熱／抗磁圧を飛ぶ力に利用──凄まじい速度──乙が追う／姿を消した皇が追う／特甲猟兵達が一斉に追随──誰だれ一人として鳳に追いつけず──燃え盛さかる紫の輝きにみるみる引き離される。

「鳳ーッ！」乙＝叫びも届かず／そうとわかっていても飛び出す叫び。「戻ってきてよっ、鳳ぁっ！　そっちに行かないでよぉッ！」

　鳳＝誰の声も届かず──虚ろな輝きに満ちた瞳ひとみは何も映さず──特甲の探査がとらえるもの＝線路を走る漆しつ黒こくの鋼鉄／その上に乗る漆黒の特甲少女──あれらを破壊しろという機械の心が命じるままに──ただ汽笛の音に向かって光の弾丸のごとく飛んでいった。
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　驀進／邁まい進しん──中央駅のカーブ手前で夕霧が走ってきて第六車両の屋根に跳び乗る／屋根を進んで給水車でへたばり気味の笑えみを浮うかべる陽炎と合流＝突とつ破ぱ成功を祝うハイタッチ。

　戦術班の機体×六が汽車の後を追う──伴ばん走そう＝護送隊形へ──二台ずつ三組に分かれて汽車の左右と後ろを守る。

　カーブを過ぎる直前──涼月が近道の地下道を進んで駅の電力トンネルから飛び出す／建物の壁かべを蹴ける──ぴたりと給水車の上に着地──合流＝にやり──夕霧＋陽炎とハイタッチ。

　三人とも通常の特甲姿／いつもの調子／誰もおかしくなったり仲間を殺そうとしたりしない──あたし達は大だい丈じよう夫ぶだ──涼月の確信が他の二人にも自然と伝わる／広がる／ここにはいないがどこか近くにいるはずの仲間達に──あるいは敵達にも。

　汽車が真っ直ぐ南下コースへ──中央墓地駅への直行ではなくその先のクレデリンク駅へ向かう路線＝ニナの最後の撹かく乱らん／中央墓地の敵にもし余よ裕ゆうがあればそこで迎げい撃げき態勢を整えていたはず──その危険地点を回かい避ひして二つの駅の間にある大きな操車場へ向かう。

　崩ほう落らくさせられた高速道路Ａ２３──除去された瓦が礫れき／修復された線路──戦術班の機体×三がしっかり警戒待機中──汽車が来るとともに先導を担になう──九台の機体に守られる汽車。

《上空から高速飛行体が接近》ニナ＝全隊通信──歯を食いしばるような声。《鳳……》

　到来する紫の火──涼月＋夕霧＋陽炎＝それぞれ迎むかえ撃うつべき位置へ──機関車へ移動する涼月──その後方に位置する夕霧──給水車でライフルを構える陽炎──待ち構えた。

　輝きが迫せまる──確信が満ちる──大丈夫──あたし達は大丈夫だ。
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《くそが、線路は壊したんじゃなかったのか》止まらぬ悪あく罵ば＝ムスタファ──仲間のアームスーツ部隊＋遠えん隔かく操作兵器が汽車を追いかけて大通りを進むのをよそに自分だけ道を無視して進行──建物の壁を破は壊かい／屋根を上る／かと思えば地下道に飛び込む──動物的本能としか言いようのない直感力で近道を見つけて走破──破壊された高速道路からやや離れた地点で下水トンネルの鉄てつ柵さくを吹ふっ飛ばして外へ──すぐ先を疾しつ走そうする汽車へ機銃を構える。

　がつん＝衝撃──隣りん接せつする地下鉄用トンネルの換かん気き口から飛び出した青い水牛──日向のアームスーツが機銃を棍こん棒ぼうのように振ふるってムスタファのアームスーツの頭部をぶん殴なぐった──日向の冷ややかな声。《石で打たれるのはお前の方だ》

《くそが》よろめく黒山羊やぎ──その動作を利用して後方へ転がる／のたうつ／追ってきて踏み潰そうとする水牛の足をかわす──飛び起きながら機銃を振るう／水牛の機銃を弾はじき飛ばす。

　水牛の両りよう腕うでが溶よう断だん機能つきの刃やいばを現して振るう──黒山羊が盾にした機銃を真っ二つに。

　黒山羊が両腕に刃を現す──赤熱する刃同士が鋭するどく切り結ぶ。

　頭上に広がる輝き──そのあまりの苛か烈れつさに二体のアームスーツがいっとき動きを止める／見上げる／巨きよ大だいな隕いん石せきが突とつ如じよとして火を噴いて到とう来らいするかのような火の轟ごう音おん。

　敵も味方も等しく目を奪うばわれる──美しく燃え上がるアメジストの輝き。

　一いつ閃せん──光の矢／火の雨／熱波が降り注いだ──燃え盛さかる炎ほのお／吹き荒れる火の粉／至るところが火の海となって汽車を吞のみ込んだ。
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　閃熱の抗磁波の一撃──何もかも塵ちりと化す／真っ赤な火の粉となって舞まい上がる。

　地割れが起こったかのような爆ばく轟ごう──あらゆる音をかき消す──にもかかわらず聞こえる何か──汽笛の音。

　火の中を突つき進むもの──たった今、焼き払ったはずの鋼鉄の蒸気機関車──その列車──護送する九つの機体。

　鳳──機械の心が乱れる／今あるべき現実と実際に起こっていることの齟そ齬ごを認識──なぜそうなったのか──一いつ瞬しゆん遅おくれて気づく。

　右腕にエメラルドの輝かがやきの残ざん滓し──いつの間にか変貌していた手──緑青色の特甲トツコー／鋭い爪／ひらひら動く手の平──声。「こんボン・にちはジユール、お嬢マドモさんアゼル。まったく、切り裂さきジャックくんに続いて君の右腕になる日が来ようとは。予想すべくもないとはこのことじゃないか？」

　フリック・ポイントの設定──瞬時に入り込まれた／取り替かえられた／炎を降り注ぐべき地点をずらされた。

　燃える中央墓地駅の建物──通り沿いの倉庫／国際線の税関の建物──いずれも無人──線路は無傷のまま。

　鳳──物も言わず左手で右の二の腕をつかむ／握にぎり潰す／めきりと音を立てて砕くだく。

「君は消えずにそこにいるんだな？　眠っているだけなんだな？　いいぞ、あいつが君を目覚めさせて──」

　ばきん──右腕をもぎ取った──宙へ放ほうり捨てた。

　両腕にエメラルドの輝き＝右腕を再転送──左腕も変貌──両腕を雷らい針しんに。

　飛んだ──光輪を再チャージしながら──火の粉の嵐あらしを突破せんとする汽車の前面へ。

　自分がもたらすつながりを阻はばむ者を／機械仕じ掛かけの眠りを脅おびやかす者を──焼き払はらうために。
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　モニターがノイズまみれに／幾つかのモニターが生き残る／どれも火の粉しか見えず──がたがた振しん動どうする〈アイギス〉内──ニナの果か敢かんな声。「止まるな！　そのまま進め！」

　冬真──モニターを何とか回復させようと試みる／〝ハエフリーゲ〟の状じよう況きようを調査／他の解かい析せき官とともに爆熱による影えい響きようで発生したノイズの除去を実行──ふいにコール音。

　はっとなる──反射的に手が伸のびる／つかむ／取り出す──ＰＤＡ＝見知ったＩＤ表示。

　手が震える／すぐさま受信／スピーカーモード──誰にとっても聞き慣れた声が響ひびき出す。《こちら、ボイスオンリーの放ヴア浪ガボ者ンド。あっちで消され、こっちで捨てられ、バラ色ラ・ヴのイアン人生・ローズが真っ盛さかりだ》

「水無月──」息を詰つまらせるニナ──みな瞠どう目もくして冬真を振り返る。

　冬真＝ぐっとＰＤＡを握りしめる／込み上げてくるものを吞み込む──訊きくべきことを口にする。「どうしてここに？」

《君も一いつ緒しよに呼びかけろ》端たん的てきな要よう請せい──希望を込こめて。《あいつがつなげてくれる。さあ、呼べ。眠れるあの子が目覚めるくらいの大声で、今すぐあの子の名前を呼ぶんだ》

　どうなってるのかとも訊かず──わかったとも答えず──大きく息を吸った。

　呼んだ／叫さけんだ／息を限りに──端末に向かって──今こそ届くと信じて。

「鳳さん!!　返事をして、鳳さん!!」
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　さあ、呼びかけろ──炎の羽をひるがえす少女／雷針と化した両手／一対ついの羽と化した両足。

　先行する軍用機体×三──線路から離れて防ぼう御ぎよの横列陣じん形けい／旋せん回かいする少女の飛行経路を阻む／牽けん制せいの火線を放つ。

　少女の光輪から降り注ぐ光の矢がなぎ払う──またたく間に左右に吹っ飛ばされて転がる機体──塵と化すアーム＋脚きやく部ぶ＋ボディ装甲──辛からくも焼き殺されずに済んだ搭とう乗じよう者達＝悲鳴のような報告。《くそっ、やられた！》《機体が大破！》《全動作不能！　脱だつ出しゆつも不能！》

　線路上へ──真っ直すぐ少女へ向かって進む鋼鉄の機械。

《鳳さん！》にわかに声──問答無用で構築される経路／黒いイバラをくぐり抜ぬけて／５９の座へ直接届く呼び声──ほぼ同時に複数の人間に参加を呼びかける／一帯にいる者達がすぐさま応じる。

《鳳！》追いかけて飛翔する者の声。

《鳳ぁ……》墓地の一角で火と敵の残ざん骸がいに囲まれぽつんと浮かぶ者の声。

《小隊長！》給水車の上でライフルを構える者の声。

《小隊長さん》機関車の後方で両手を上げて呼びかける者の声。

《おフロ嬢イラ様イン》姿を消して飛んでくる者の声。

《泣き虫おフロ嬢イラ様イン》消されかけた衝しよう撃げきを吞み込んで構築された経路の増強に協力する者の声。

　少女の心がさざ波を立てる──異様な轟とどろきが迫る──機械の／本来の心に響く。

　しゅっ、しゅっ、しゅっ、しゅっ、しゅっ、ボーッ！

　轟き走る漆黒の鉄てつ塊かい──その先頭──黒くろ髪かみの少女の姿／傷だらけの顔／不敵な笑みがはっきり届く──炎の羽を翻ひるがえす少女の虚うつろな目に映し出される。

《よう──あたくし様》

　燃え盛るエメラルドの輝き──握りしめられた拳こぶし／電光を帯びる両足＝レベル３──黒髪の少女が跳とんだ／予備動作無し／カタパルトか何かで射出されたかのような凄すさまじい勢い。

　生ける砲ほう弾だんとなって迫る黒髪の少女──炎の羽を持つ少女の目が見開かれる。

　光輪の輝き＝とっくに放っているべきだった熱波を集極＝一点放出──光の槍やりと化して黒髪の少女へ放たれた。

　同時に少女の左フック──宙で光が爆散──抗磁波の閃撃を殴って散らした──少女の機械の心が、その非常識な現実を受け入れるまでの一瞬のタイムラグが発生──理解したときにはさらなる衝撃が到来。

　黒髪の少女の右ストレート──光輪に真っ向から接せつ触しよく／激突／抗磁波同士の凄せい絶ぜつな干かん渉しよう──エネルギー放射直後の光輪が木っ端ぱ微み塵じんに砕け散った──真っ直ぐ突き出された拳。

　少女の抗磁圧のヘルメット＝その顔面に拳がヒット──炎の羽がぱっと火の粉を散らす／黒髪の少女が突き抜ける／炎にぽっかり穴が空く──火の輪がいっとき宙に浮かんで残留。

　燃える羽を持つ少女が衝撃で弾はじき飛ばされる──弧こを描えがいて落下＝駅舎のそばで転てん倒とう。

　黒髪の少女が広い操車場エリアの一角で着地──砂利じやりの上を激しく滑かつ走そう／両足から反動相そう殺さいの爆ばく風ふう──たなびく噴ふん煙えん。

　にやり──接触の衝撃で燃える両拳を再転送／決して崩くずれぬファイティング・ポーズ。

《どうだ、あたくし様。少しは目が覚めたか》
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「駄だ目めだよ、ダーリン。真っ直ぐぶつけても、これじゃ損しかしないよ」

　シャーリーン＝涙なみだ目め──巡じゆん回かいするトレーラー内＝熱病の臭しゆう気きが刻一刻と濃こくなっていく──短時間で深刻なまでの病身となった男の汗あせをせっせと拭ぬぐう。

　電子戦用ベッドチェアに横たわるサードアイ＝蒼そう白はく／脂あぶら汗あせ／震ふるえる手──幾いくつも点てん滴てき中／４ＪＯの解析中──功を奏さず。

「メンデル博士の……ガラテア・コンプレックスの出力勝ちだ。５９の座は一人しかいないが……空白の座は二人いる。３７の記き憶おくの座と、４３の眠ねむりの座……５３の空白の座が、二つの座によって構築されている」

「予備電線だよ、ダーリン。あれを焼こう。最後の予備電線を。プラン通り、マスターサーバーを使おう。あっちが二人なら、こっちは鳳と〈外げ典てん〉の二つを使うんだ」

「リヒャルト・トラクルどもの思おも惑わくから外れることになるが……それしかない。今、ブリリアント・ユニットに命じた……地下を焼くことを優先しろと──」

　サードアイ──急に身をひねる／痙けい攣れん／顔を歪ゆがめる──咳せき込む／えずく──げえっと胃液を吐はき始める。

「ああ、ちくしょう、ちくしょう、こんちくしょう」シャーリーン＝ぼろぼろ涙をこぼしながら悪態──ペーパータオルの束を持ってきてサードアイの顔を拭う／床ゆかを拭ふく。「許さない、絶対に許さない。あいつらみんなまとめて焼いてやるからね、ダーリン。鳳と特甲猟りよう兵へいと〈蟲〉の娘むすめを使って、汽車も人も街も、全部焼いてやるんだ」
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　上空──からから笑い声。「やっぱあいつ、わかってやってるって」

　別の声──むっつり。「だが、ガラテア・コンプレックスによる高度な接続能力を発揮しているというのに、相変わらずなんでもかんでも殴って解決だと？　私には到とう底てい、理解できないな」

　走り抜ける汽車＋護衛の機体×六──操車場のスイッチング・ポイントへ。

　中央墓地にいた部隊が汽車のいる方へ一いつ斉せいに移動──合流へ。

　涼月──汽車と落下した鳳の間に位置──ファイティング・ポーズを保持。

　上空から青い火──いつか見た輝きを見上げる涼月＝笑えみを浮うかべる。「遅おくれて悪かったな」

　乙──潤うるむ両目／かぶりを振る──できる限りきりっと感謝。「ありがとう、小隊長さん」

「まだやれるか？」ある意味とことん容よう赦しやのない質問。

「うん」当然だとばかりにうなずく。

　夕霧＋陽炎──汽車を降りて涼月の後方へ──炎の再来／上空の敵の襲しゆう来らいに備える。

　ふいに駅の方で猛もう烈れつな炎の柱が出現──再び燃える羽を翻す鳳の輝き──上空から四人の敵達が一斉に舞い降りてくる。

　だが汽車の方には来ず──炎の柱が起こった方へ集合。

《紫アメのテユ火ストと敵性特甲児童達が駅の地下坑こうに入っていく》ニナ＝緊きん迫ぱく──全隊通信。《最後の予備電線を焼き、都市の主要マスターサーバーへの侵しん入にゆうを果たす気だ》

　涼月──仲間達を見やる──無言でうなずきかける──行くぞ。

　うなずき返す夕霧＋陽炎＋乙──涼月＝予備動作なしの疾しつ走そう──三人が追つい随ずい。

《おフロ嬢イラ様インを取り戻もどさないとな》呟つぶやき──上空＝姿を消した皇が下降。

　中央墓地の木々の間から飛び出す黄色い輝き──雛＝誰だれにも見み咎とがめられないよう追う。

　炎ほのおが作り出す道──吹ふき飛ばされたアスファルト＝ぽっかり空いた地下道への入り口。

　暗くら闇やみへ消える鳳＋四人──追う四人＋二人＋一人──つながり合う者同士／どちらの絆きずなが残るか試みるかのように──一人残らず姿を消した。
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　道が作られる──突とつ撃げき手である彼女によって、彼女が情報となり、彼女自身が作戦となって、望ましい全ての可能性が切り開かれる。

　冬真──声が消えてＰＤＡを握りしめる／二度にわたり親友の精神がやどった機器／頼たのもしいお守りのように感じられた。

　スイッチング作業中の汽車の周囲に集まる部隊──ＭＳＳ戦術班／〈トリアイナ〉と眠れる少年／第二作戦部隊／装甲輸送トラックに乗せられたＭＰＢの眠れる少年／歩兵連隊。

　ニナ＝握りっぱなしの通信マイク──各部隊の指揮官達と早口で確かく認にん／相談／立案──今ここで何をすべきか／それからどう動くべきか──ギリアン少しよう佐さとヘルベルト大たい尉いがもっぱら応答──予備電線の防衛／マスターサーバー〈[image: よう]ヨウ〉へ向かいそこを防衛するという線でおおむね全員が合意。

　線路沿いに迫せまっていた敵部隊の動きが停てい滞たい──中央墓地にいるはずの残敵も襲おそってこず。

　日向＝サソリと戦せん闘とう中という報告──戦術班の機体×二が支し援えんへ。

　御影＝機体×二とともに地下へ──第二作戦部隊の機体×二とアームスーツ×二が追随。

　残りの兵科は汽車の護衛に──歩兵連隊が乗り込むための新たな車両の連結／〈トリアイナ〉を載のせた台車の連結／倉庫輸送トラックを載せた台車の連結──九両編成に。

　Ｇチームからの連れん絡らくなし──どこかで敵を追っている。

　汽車を降りたグレーテル＋ブラックストーンからの連絡なし──かと思えばＭＰＢのフランツ副長から一方的な連絡。《未来党党首を拘こう束そくした。このままハンス・Ｗ・クラインを追う》

　そして汽車のスイッチング作業が完かん了りようしようというとき──にわかに震しん動どう＝地下の衝撃。

　冬真──思わずＰＤＡをぎゅっと握にぎりしめる／祈いのる／どうか道をお与あたえ下さい／彼女達の前に正しく進むべき道をお示し下さい──そして焼け落ちた駅の向こう──地下への入り口を焼き開いたときの何倍もの噴炎が勃ぼつ発ぱつ──燃え盛る柱が辺りを照らし、あたかも夕陽のように、そこに立つもの全すべての影かげを長く色いろ濃こく地上に浮かび上がらせた。

《損害を確認》ディーゼル課長──重々しい声。《最後の予備電線が焼き払はらわれました。これにより都市管理局マスターサーバー〈[image: ]アマタ〉の防ぼう壁へきは全て消失。この都市への……地下に入った特甲児童への情報汚お染せんが、さらに深刻化することが予想されます》
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